
年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 国語 科目 総合国語 

教 科： 国語  科 目： 総合国語 単位数：２ 単位   

対象学年組：第 ２学年 １組～ ６組 

教科担当者： （１ 組： 松本 ） （２ 組： 武藤 ） （３ 組： 松本 ） （４ 組： 武藤  ） （５ 組： 松本 ） （６ 組： 武藤  ）  

使用教科書： （精選論理国語（三省堂）、文学国語（数研出版）     ） 

教科    国語 の目標： 

【知識及び技能】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分

の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を

深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

科目   総合国語 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身

に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を

深めることができるようにしている。 

「書くこと」，「読むこと」の各領域において，深く

共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすととも

に，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で

伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深め

たりすることができるようにしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，思い

や考えを広げたり深めたりしながら，言葉がもつ価値

への認識を深めようとしているとともに，進んで読書

に親しみ，言葉を効果的に使おうとしている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

鍋セット 

【知識及び技能】 

人間、社会、自然などに対するものの見方、

感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効

用について理解を深めている。［⑵イ］ 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

「読むこと」において、作品の内容や解釈を

踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの

の見方、感じ方、考え方を深めている。［Ｂ

⑴カ］ 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って

スピーチをしようとしている。 

・指導事項 

・「私の住むことになった部屋」は、どのよ

うな部屋だったかをまとめる。 

・「母」に対する「私」の心情は、どのよう

に変化しているかを時系列に沿ってまとめ

る。 

・「私」にとって、「鍋セット」とは何であ

ったかを考える。 

・誰かからの贈り物で、大切にしているもの

を提示して、三分程度のスピーチをする。 

【知識及び技能】 

人間、社会、自然などに対するものの見方、

感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効

用について理解を深めているか。［⑵イ］ 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

「読むこと」において、作品の内容や解釈を

踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの

の見方、感じ方、考え方を深めているか。

［Ｂ⑴カ］ 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って

スピーチをしようとしているか。 

〇 〇 〇 ８ 

定期考査       

ミロのヴィーナス 

【知識及び技能】 

主張とその前提や反証など情報と情報との関

係について理解を深めている。（⑵ア） 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

多面的・多角的な視点から自分の考えを見直

したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、

主張を明確にしている。（書エ） 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

進んで主張とその前提や反証など情報と情報

との関係について理解を深め、学習の見通し

をもって、多面的・多角的な視点から自分の

考えを見直し、考察した内容をまとめようと

している。 

・指導事項 

1 この文章は三つの部分に分かれている。そ

れぞれの要旨をまとめ、小見出しを付ける。 

2 次の表現について、それぞれわかりやすく

説明する。 

①「部分的な具象の放棄による、ある全体性

への偶然の肉薄」 

②「表現における量の変化ではなくて、質の

変化である」 

③「手というものの、人間存在における象徴

的な意味」 

3 「ほかならぬ……奏でるのである。」とは

どういうことか、筆者の考えをまとめる。 

4次の表現の工夫とその効果について説明す

る。 

①「そのとき彼女は、その両腕を、……秘密

の場所にうまく忘れてきたのであった。」 

②「その雰囲気に一度でもも引きずり込まれ

たことがある人間は、……どんなにみごとな

二本の腕であるとしても。」 

③「一方にあるのは、おびただしい夢をはら

んでいる無であり、もう一方にあるのは、…

…な 

【知識及び技能】 

主張とその前提や反証など情報と情報との関

係について理解を深めているか。（⑵ア） 

 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

多面的・多角的な視点から自分の考えを見直

したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、

主張を明確にしているか。（書エ） 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

進んで主張とその前提や反証など情報と情報

との関係について理解を深め、学習の見通し

をもって、多面的・多角的な視点から自分の

考えを見直し、考察した内容をまとめようと

しているか。 

〇 〇 〇 ６ 

ぬくみ 

【知識及び技能】 

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす

るために必要な語句の量を増し、文章の中で

使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かに

している。（⑴イ） 

・指導事項 

学習目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 近代の都市生活が寂しいものである理由を

整理する。 

2 「個人はその神経を……社会になっていっ

た。」とあるが、どういうことか説明する。 

【知識及び技能】 

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす

るために必要な語句の量を増し、文章の中で

使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かに

しているか。（⑴イ） 

 

〇 〇 〇 ４ 



【思考力、判断力、表現力等】 

設定した題材に関連する複数の文章や資料を

基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを

広げたり深めたりしている。（読キ） 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん

だりするために必要な語句の量を増し、学習

課題に沿って、複数の文章や資料を基に自分

の考えを広げ、論述したり討論したりしよう

としている。 

3 「現代の都市生活者……疼きとなって現象

している」とは、どういうことか説明する。 

4 「こうした他者との遮断の認識」とある

が、どういうことか説明する。 

5 「現代生活」における「相互性」、「他者

への想像力」の大切さについて具体例を基に

話し合う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

設定した題材に関連する複数の文章や資料を

基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを

広げたり深めたりしているか。（読キ） 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん

だりするために必要な語句の量を増し、学習

課題に沿って、複数の文章や資料を基に自分

の考えを広げ、論述したり討論したりしよう

としているか。 

定期考査       

２
学
期 

 

山月記 

【知識及び技能】 

言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ

ることを理解している。［⑴ア］ 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

「読むこと」において、文章の種類を踏まえ

て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的

確に捉えている。［Ｂ⑴ア］ 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

人間が虎になるという設定の効果について粘

り強く考察し、これまでの学習を生かして考

えようとしている。 

・指導事項 

・本文全体から、虎になる前の李徴の人柄を

箇条書きで整理し、文章でまとめる。 

・李徴自身は、自分が虎になったのはなぜだ

と考えているかをまとめる。 

・作者がこの作品を人間が虎になるという設

定にしたのはなぜかを考える。 

【知識及び技能】 

言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ

ることを理解しているか。［⑴ア］ 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

「読むこと」において、文章の種類を踏まえ

て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的

確に捉えているか。［Ｂ⑴ア］ 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

人間が虎になるという設定の効果について粘

り強く考察し、これまでの学習を生かして考

えようとしているか。 

〇 〇 〇 ９ 

定期考査       

こころ 

【知識及び技能】 

人間、社会、自然などに対するものの見方、

感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効

用について理解を深めている。［⑵イ］ 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

「読むこと」において、語り手の視点や場面

の設定の仕方、表現の特色について評価する

ことを通して、内容を解釈している。［Ｂ⑴

イ］ 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

作品の主題を粘り強く考察し、これまでの学

習を生かして話し合おうとしている。 

・指導事項 

・「私（＝先生）」のＫに対する心情を整理

する。 

・Ｋが用いた「覚悟」という言葉を「私」は

どのように解釈しているかを時間の経過に従

ってまとめる。 

・「覚悟」という言葉をＫはどのような意味

で用いたのかを考える。 

・Ｋの自殺を発見したときの「私」の心情と

行動はどのよう 

なものだったかをまとめる。 

・Ｋの手紙の内容をまとめ、Ｋの自殺の理由

を考える。 

・作品の主題を話し合う。 

【知識及び技能】 

人間、社会、自然などに対するものの見方、

感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効

用について理解を深めているか。［⑵イ］ 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

「読むこと」において、語り手の視点や場面

の設定の仕方、表現の特色について評価する

ことを通して、内容を解釈しているか。［Ｂ

⑴イ］ 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

作品の主題を粘り強く考察し、これまでの学

習を生かして話し合おうとしているか。 

〇 〇 〇 ９ 

３
学
期 

母親のための酸素マスク 

【知識及び技能】 

・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や

論の形式など、文章の構成や展開の仕方につ

いて理解を深めている。（⑴エ） 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・多面的・多角的な視点から自分の考えを見

直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりし

て、主張を明確にしている。（書エ） 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・進んで文章の構成や展開の仕方について理

解を深め、学習課題の見通しをもって、様々

な観点から情報を収集して適切な題材を決

め、調べたことを整理して自分の考えを発表

しようとしている。 

 

 

・指導事項 

いま求められるケアについて考える。（書

エ） 

 

◇設定した題材について多様な資料を集め、

調べたことを整理して、様々な観点から自分

の意見や考えを論述する活動。（書エ） 

 

1 「母親の自己犠牲は……なんのメリットも

ない。」とあるが、どのような理由から筆者

がそのように考えるのかまとめる。 

2 「目のつけどころは同じだ。」とあるが、

何がどういう点で同じなのか、筆者の考えを

説明する。 

3 「母親のための酸素マスク」が必要だと考

えられる事例を、母子の問題に限定せずに調

べ発表する。 

◆学習目標をもう一度確認し、学んだことを

自分の言葉でまとめる。 

【知識及び技能】 

・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や

論の形式など、文章の構成や展開の仕方につ

いて理解を深めているか。（⑴エ） 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・多面的・多角的な視点から自分の考えを見

直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりし

て、主張を明確にしているか。（書エ） 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・進んで文章の構成や展開の仕方について理

解を深め、学習課題の見通しをもって、様々

な観点から情報を収集して適切な題材を決

め、調べたことを整理して自分の考えを発表

しようとしているか。 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 
６ 

 定期考査       

     合計 ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 国語 科目 古典演習 

教 科：国語 科 目： 古典演習A   単位数：２単位   対象学年組：第 ２学年 １組～６組 

教科担当者： （1 組～６組：松本 ）  

使用教科書： （古典探究（文英堂）     ） 

教科 国語 の目標： 

【知識及び技能】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の

思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深

め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

科目 古典演習A の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・共通テストレベル古典の読解に必要な古文単語や古

典常識、漢文の語法、句法を理解する。 

 

・古典を読み、考えたことを他者に伝えるために適切

に表現し、共有することで国語的思考力、判断力、表

現力を養う。 

 

・積極的に古文や漢文に触れ、自らの知識や技能、思

考力、判断力、表現力を伸長させようとしている。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

「大江山」 

【知識及び技能】 

和歌の表現技法について復習する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

登場人物の動きや心理、内容の面白さを読み

取る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加している。 

・指導事項 

登場人物と出来事を把握する。 

○「大江山」の歌に用いられている修辞を把

握する。 

◎ 定頼中納言の心中を話し合う。 

・教材 「大江山」等 

【知識及び技能】 

和歌の修辞を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

出来事に沿って作中人物の言動を把握してい

る。［ 

【学びに向かう力、人間性等】 

提出物 

〇 〇 〇 ８ 

定期考査       

「初冠」 

【知識及び技能】 

和歌を踏まえて、登場人物の心情を理解す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

他の章段などと読み比べて、深く物語を味わ

う 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加している。 

・指導事項 

○『伊勢物語』についての知識を復習し、定

着する。 

○ 歌物語への理解を深め、和歌を訳読、鑑

賞する。 

○ 和歌に表現された人物の思いを把握し、

それを踏まえて物語展開を理解する。 

◎ 和歌が詠まれる場や和歌に対する語り手

の評言に着目し、和歌について話し合う。 

・教材 「初冠」等 

【知識及び技能】 

歌物語の特徴を把握し、和歌を理解、鑑賞し

ている。 

『伊勢物語』の内容、特徴について理解して

いる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自分の意見を表現し、話し合っている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

提出物 

〇 〇 〇 ８ 

「あだし野の露」 

【知識及び技能】 

本文に即して、作者の考えを読み取る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

作者の考えを踏まえて、自分の考え方を深め

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加している。 

・指導事項 

○ 本文の内容を読み取る。 

◎ 作者の考えを整理し、それに対する意見

を交換する。 

・教材 「あだし野の露」 等 

【知識及び技能】 

古文を読むために必要な文語のきまりについ

て理解を深めている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

作者の考えを正確に読み取り、自身の考えを

深めている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

提出物ま 

〇 〇 〇 ８ 

定期考査       

２
学
期 

 

「大地震」 

【知識及び技能】 

作者と作品についての基礎知識を持つ 

【思考力、判断力、表現力等】 

本文の内容や書かれた時代背景について理解

を深める 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加している。 

・指導事項 

○『方丈記』、鴨長明について基礎知識を確

認する。 

○ 本文の内容を読み取る。 

◎ 作者の考えを整理し、それに対する意見

を交換する。 

・教材  「大地震」 等 

【知識及び技能】 

古文を読むために必要な文語のきまりについ

て理解を深めている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

作者の考えを正確に読み取り、自身の考えを

深めている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

提出物 

〇 〇 〇 ８ 

定期考査       



「中納言参り給ひて」 

【知識及び技能】 

『枕草子』についての基礎知識を確認する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 登場人物の心情を読み取り、理解するとと

もに、なぜそのような記述が成されているの

かを考える。 

 言葉遊びや言葉を使った機知の面白さを理

解する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加している 

・指導事項 

○『枕草子』の作品の特徴についての知識を

整理する。 

○ 登場人物の言動から、その心情を読み取

り、作者の意図をとらえる。 

◎『枕草子』独自の文章スタイルをふまえ

て、その構成や表現の特色を話し合う。 

・教材 「中納言参り給ひて」 等 

 

【知識及び技能】 

『枕草子』の内容と構成について理解してい

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

『枕草子』作者の考えや記述の意図を理解

し、他者と共有している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

提出物 

〇 〇 〇 ８ 

 定期考査       

３
学
期 

「花山院の出家」 

【知識及び技能】 

『大鏡』について、基礎知識を持ち、文学史

的な意義を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

歴史物語としての特徴を理解し、登場人物の

持つ役割を把握する。 

歴史上の人物でもある登場人物の心情を読み

取り、理解する。 

作品での描き方の特徴を理解する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加している。 

・指導事項 

○『大鏡』の特色についての知識を整理す

る。 

○『大鏡』という物語の構造について理解す

る。 

○ 登場人物の言動と心情を読み取る。 

◎ 同一場面を扱った『大鏡』と『栄花物

語』を比較し、描かれ方の違いについて話し

合う。 

・教材 「花山院の出家」 等 

【知識及び技能】 

『大鏡』の内容について理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

他の作品との関係を踏まえて、登場人物の言

動や心情を読み取っている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

自分の意見を表現し、話し合っている。 

〇 〇 〇 ６ 

「水魚之交」 

【知識及び技能】 

訓読の基礎知識を蓄積する。 

『十八史略』についての基礎知識を持つ。 

【思考力、判断力、表現力等】 

登場人物の考え方・心情を把握する。 

人間の生き方について考察する。 

故事成語の意味と使い方を理解する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加している。 

・指導事項 

○『十八史略』の作品の特徴についての知識

を整理する。 

○ 登場人物の考え方や心情を読み取り、作

品の展開を理解する。 

◎ 登場人物の考え方や心情について話し合

う。 

・教材 「水魚之交」等 

 

【知識及び技能】 

『十八史略』の内容や表現、作者について理

解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自分の意見を表現し、話し合っている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

提出物 

〇 〇 〇 

１６ 

1 

合計 

定期考査      ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 地理歴史科 地理総合 

教 科： 地理歴史   科 目： 地理総合 単位数： 2単位  

単位対象学年： 第 ２・３ 学年 

教科担当者： 地理総合①～⑦（ 奥澤 ） 

使用教科書： 地理総合 世界に学び地域へつなぐ（二宮書店）・ 詳解現代地図 最新版（二宮書店） 

教科 地理歴史科 の目標： 

【知識及び技能】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能

を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題

の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】) 地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・

多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚な

どを深める。 

科目 地理総合 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

知識：地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化

の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを

理解する。 

技能：地図や地理情報システムなどを用いて，調査や

諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連

を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存

関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概

念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理

的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，

構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議

論したりする力を養う。 

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を

視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しよ

うとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察

や深い理解を通して涵養される日本国民としての自

覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様

な生活文化を尊重しようとすることの大切さについて

の自覚などを深める。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

1 球面上の世界 

【知識及び技能】地球上での位置，太陽高度

の変化，緯度経度のしくみ，時差の計算につ

いて理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】球体としての

地球の観点から，図を活用して地球上の位置

や時差のしくみを捉え，説明する。 

【学びに向かう力、人間性等】球体としての

地球の把握に向け意欲的に探究し，作業や考

察に取り組む。 

[指導事項] 

1.位置の基準〜地球上の緯度と経度 

2.時間の基準〜時差と標準時 

[指導内容] 

・地球上の位置情報の基礎として，球体とし

ての地球，緯度・経度の基本的なしくみ，地

球上での位置の示し方を理解する。 

・経度の違いから時差の概念を捉え，日常生

活における時差計算の技能を身につけ，球面

として成り立つ世界認識をもつ。 

【知識及び技能】地球上での位置，太陽高度

の変化，緯度経度のしくみ，時差の計算につ

いて理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】球体としての

地球の観点から，図を活用して地球上の位置

や時差のしくみを捉え，説明できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】球体としての

地球の把握に向け意欲的に探究し，作業や考

察に取り組むことができたか。 

〇 〇 〇 ４ 

2 暮らしのなかの地図とGIS 

【知識及び技能】GISの特徴や利用方法，そ

のしくみについて理解し，GISで作成した地

図を重ね合わせ，地域の特徴を分析する方法

を身につける。地理院地図やひなたGISなど

インターネット上のGISの機能を利用し，地

理空間情報を活用する。 

【思考力、判断力、表現力等】身近な地図に

ついて，目的により表現方法に違いがあるこ

とが判断できるようにする。紙の地形図と電

子地図の用途や活用について，地図の有用性

の観点からそれぞれの長所を考察する。 

【学びに向かう力、人間性等】身の回りの地

図に興味を持ち，意欲的に地図の知識を活用

する。GISの作業に意欲的に取り組み，GISで

作成した地図から地域の特徴を分析しようと

する。 

[指導事項] 

1.身の回りの地図を集める 

2.地理院地図の活用 

3.地理院地図・地形図の見方 

4.GISの仕組みと役割 

[指導内容] 

・身近な地図を集め，それらの地図の特徴を

捉え，地図情報の有用性を理解する。 

・地図情報を活用する方法として，紙地図と

電子地図としてのGISがあることを理解し，

地理院地図や地形図を通して認識する。 

・GISが日常生活にも利用されている実例を

捉え，大量の地理情報を処理できるGISの特

徴や利用方法，そのしくみについて理解す

る。 

・GISで作成した地図を重ね合わせ，地域の

特徴を分析する方法と技能を身につける。 

【知識及び技能】GISの特徴や利用方法，そ

のしくみについて理解し，GISで作成した地

図を重ね合わせ，地域の特徴を分析する方法

を身につけたか。地理院地図やひなたGISな

どインターネット上のGISの機能を利用し，

地理空間情報を活用できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】身近な地図に

ついて，目的により表現方法に違いがあるこ

とが判断できたか。紙の地形図と電子地図の

用途や活用について，地図の有用性の観点か

らそれぞれの長所を考察できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】身の回りの地

図に興味を持ち，意欲的に地図の知識を活用

できたか。GISの作業に意欲的に取り組み，

GISで作成した地図から地域の特徴を分析し

ようとしたか。 

〇 〇 〇 ５ 

3 地形と生活文化 

【知識及び技能】地形についての知識を身に

つけ，世界的視野から地形の分布の特徴を捉

える。地形図から等高線や地図記号などを判

読し，地形の特徴や土地利用を捉える。 

【思考力、判断力、表現力等】世界の地形を

プレートテクトニクスと関連づけ，世界の地

形配置と比較しながら考察する。生活してい

る地域の地形の特徴について，写真，地形図

などから捉え，人間生活との関連を考察す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】地形図や分布

図，写真，模式図の読み取りに意欲的に取り

組む。地形図を用いた作業に意欲的に取り組

み，地形と人間生活とのつながりを捉えよう

[指導事項] 

1.変動帯とプレート 

2.河川がつくる地形と生活 

3.海岸の地形と生活 

4.地理院地図・地形図の読図 

[指導内容] 

・世界の大地形の広がりがプレートテクトニ

クスにもとづくプレート境界と関連し，変動

帯に位置する場所では山岳地域や高原を形成

し，地震あるいは場所によって火山を伴うこ

とを理解する。 

・河川，海岸などの外的営力による地形の形

成とその広がり，およびそれらの地形と対応

した人々の生活と地形を取り巻く環境の変化

について，写真や地形図などの資料を通して

【知識及び技能】地形についての知識を身に

つけ，世界的視野から地形の分布の特徴を捉

えることができたか。地形図から等高線や地

図記号などを判読し，地形の特徴や土地利用

を捉えることができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】世界の地形を

プレートテクトニクスと関連づけ，世界の地

形配置と比較しながら考察できたか。生活し

ている地域の地形の特徴について，写真，地

形図などから捉え，人間生活との関連を考察

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】地形図や分布

図，写真，模式図の読み取りに意欲的に取り

組んだか。地形図を用いた作業に意欲的に取

り組み，地形と人間生活とのつながりを捉え

〇 〇 〇 ４ 



とする。 考える。 ようとしたか。 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

4 日本の位置と領域 

【知識及び技能】世界地図の主な図法と利用

について理解する。国家の領域に関する知識

を身につけ，日本の領土問題について歴史的

背景と空間的広がりを理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】世界地図を図

法の違いにより使い分ける。日本の位置と領

域について世界的視野から捉え，日本の領域

をめぐる問題を考察する。 

【学びに向かう力、人間性等】様々な世界地

図の違いに関心を持ち，資料などから様々な

世界地図の存在に気づく。日本の領域に関す

る問題について，意欲的に探究し，海洋資源

の問題とともに考える。 

[指導事項] 

1.視点を変えてみた日本の位置 

2.国家とその領域 

3.海に広がる日本の領域 

4.日本の領域に関する問題 

[指導内容] 

・図法によって異なる世界地図の特色を捉

え，スケール，視点，図法などを変化させな

がら，世界における日本の位置を理解する。 

・グローバルな立場から日本の領域を理解す

るために，国境や国家の領域の世界的な基準

を捉えながら，日本が抱える周辺諸国間との

領有権の問題や海洋資源の利用について考え

る。 

【知識及び技能】世界地図の主な図法と利用

について理解できたか。 

国家の領域に関する知識を身につけ，日本の

領土問題について歴史的背景と空間的広がり

を理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】世界地図を図

法の違いにより使い分けることができたか。 

日本の位置と領域について世界的視野から捉

え，日本の領域をめぐる問題を考察できた

か。 

【学びに向かう力、人間性等】様々な世界地

図の違いに関心を持ち，資料などから様々な

世界地図の存在に気づくことができたか。 

日本の領域に関する問題について，意欲的に

探究し，海洋資源の問題とともに考えること

ができたか。 

〇 〇 〇 ４ 

5 寒冷な気候と生活文化 〜ロシア 

【知識及び技能】図版や写真から寒冷な自然

環境の特徴を捉え，生活文化や産業の発展と

関連づけて整理する。周辺国との関連から産

業の発展を捉え，経済発展が自然環境へもた

らす影響を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】寒冷な気候と

生活文化との関連を捉え，開発が自然環境に

与えた影響と課題について考察する。日本周

辺の自然環境とシベリアのつながりを捉え，

自然環境の変化による影響を協議する。 

【学びに向かう力、人間性等】寒冷地域の自

然環境と生活文化の相互の関連を捉え，ロシ

アの特徴を意欲的に追究する。経済と環境の

両面をふまえた開発と自然環境の保全を意欲

的に捉える。 

[指導事項] 

1.寒冷な気候と生活・産業 

2.寒冷地域の開発による成長と課題 

[指導内容] 

・寒冷な自然環境に焦点を当て，ロシアを例

に主題図やグラフなどの資料をもとに気候に

制約を受ける農業など，自然環境と人々の生

活との対応を理解する。 

・豊富な鉱物資源を背景にしたヨーロッパ諸

国や日本など東アジアとの結びつきや近年の

開発による自然環境への影響を考える。 

【知識及び技能】図版や写真から寒冷な自然

環境の特徴を捉え，生活文化や産業の発展と

関連づけて整理できたか。周辺国との関連か

ら産業の発展を捉え，経済発展が自然環境へ

もたらす影響を理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】寒冷な気候と

生活文化との関連を捉え，開発が自然環境に

与えた影響と課題について考察できたか。日

本周辺の自然環境とシベリアのつながりを捉

え，自然環境の変化による影響を協議できた

か。 

【学びに向かう力、人間性等】寒冷地域の自

然環境と生活文化の相互の関連を捉え，ロシ

アの特徴を意欲的に追究できたか。経済と環

境の両面をふまえた開発と自然環境の保全を

意欲的に捉えることができたか。 

〇 〇 〇 ５ 

6 国内や国家間の結びつき 

【知識及び技能】人・モノ・情報の結びつき

に関する知識を身につける。統計資料から分

布や変化などの特徴を見出す技能を身につけ

る。主題に対して適切な統計地図を作成す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】複数の統計地

図を結びつけ，世界の結びつきや偏りについ

て考察し説明する。地図で示す主題によって

統計地図の表現方法が異なることを考察す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】統計資料を意

欲的に読み取り，それを表現する。統計地図

の作成に意欲的に取り組む。 

[指導事項] 

1.国家間の結びつき 

2.主題図・グラフの見方 

3.交通・通信・貿易・物流・観光による結び

つき 

[指導内容] 

・グローバル化が進む世界において，国家間

の協調や不均衡を理解するために，世界の実

態を捉えるための道具としての統計地図やグ

ラフのつくり方を理解する。 

・交通・通信，貿易・物流，観光の視点か

ら，人やもの，情報，資本・サービスの移動

のようすについて，統計地図やグラフなどの

資料から読み取る技能を身につける。 

・グローバルな視点から持続可能な社会の形

成のために，資料を根拠として示しながら課

題解決のための方策を多面的・多角的に考え

る。 

【知識及び技能】人・モノ・情報の結びつき

に関する知識を身につけたか。統計資料から

分布や変化などの特徴を見出す技能を身につ

けたか。主題に対して適切な統計地図を作成

できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】複数の統計地

図を結びつけ，世界の結びつきや偏りについ

て考察したことを説明できたか。地図で示す

主題によって統計地図の表現方法が異なるこ

とを考察できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】統計資料を意

欲的に読み取り，それを表現できたか。統計

地図の作成に意欲的に取り組むことができた

か。 

〇 〇 〇 ４ 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

２
学
期 

 

7 宗教・言語と生活文化 

【知識及び技能】世界の多様性を理解し，異

文化を尊重する姿勢が重要であることを理解

する。主題図や写真，グラフ，統計資料から

世界の宗教の分布と特徴を捉える。 

【思考力、判断力、表現力等】生活と宗教の

関わりについて地域性や歴史的背景をもとに

捉え，資料をもとに考察する。世界的な難民

と移民の問題を地図などの資料から捉え考察

する。 

【学びに向かう力、人間性等】世界の宗教の

特徴をまとめ，身近な地域の外国人の受け入

れなどと関連させて追究する。難民と移民の

問題構造を調べ，難民問題の解決策を意欲的

に探究する。 

[指導事項] 

1.宗教の分布と生活文化 

2.言語の分布と生活文化 

3.移民と難民 

4.生活文化の多様性 

[指導内容] 

・世界でみられる生活文化の多様性につい

て，宗教，言語の分布や人々との関わりを主

題図や写真などの資料を通じて理解するとと

もに分布を示す要因について理解する。 

・世界の少数民族，移民，難民の問題を捉え

ながら，マイノリティなどをふまえた多様な

人々に配慮し，自他の文化を尊重する社会の

実現を考える。 

【知識及び技能】世界の多様性を理解し，異

文化を尊重する姿勢が重要であることを理解

したか。主題図や写真，グラフ，統計資料か

ら世界の宗教の分布と特徴を捉えることがで

きたか。 

【思考力、判断力、表現力等】生活と宗教の

関わりについて地域性や歴史的背景をもとに

捉え，資料をもとに考察できたか。世界的な

難民と移民の問題を地図などの資料から捉

え，考察できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】世界の宗教の

特徴をまとめ，身近な地域の外国人の受け入

れなどと関連させて追究できたか。難民と移

民の問題構造を調べ，難民問題の解決策を意

欲的に探究できたか。 

〇 〇 〇 ４ 



8 土地の開発による生活文化の形成 

  〜ラテンアメリカ 

【知識及び技能】図版や写真から開発の背景

を捉え，開発と自然環境，生活文化，産業と

の関わりを整理する。資料から開発により生

じているラテンアメリカの課題を読み取る。 

【思考力、判断力、表現力等】図版と写真か

ら，自然環境と生活文化の共通性と異質性を

開発の歴史から考察する。資源を背景とした

経済発展とそれに伴う経済格差の現状につい

て，課題とともに協議する。 

【学びに向かう力、人間性等】自然環境と生

活文化の相互の関連を捉え，開発の背景につ

いて意欲的に探究する。都市問題や経済問

題，環境問題などについて意欲的に調べ，そ

の要因と解決について協議する。 

[指導事項] 

1.開発による農牧業の発展と生活文化 

2.開発による発展と社会にみられる課題 

[指導内容] 

・開発に焦点を当て，ラテンアメリカで様々

な人びとが生活している理由やプランテーシ

ョンをはじめ農業や鉱業などの産業の多様性

がみられる理由について，主題図やグラフな

どの資料をもとに多様な自然環境や植民地時

代の開発の影響，そして近年の社会経済シス

テムの変化から捉える。 

・鉱工業が発展していく中で生じている貧富

の差の現状を捉え，その解決に向けた取り組

みを考える。 

【知識及び技能】図版や写真から開発の背景

を捉え，開発と自然環境，生活文化，産業と

の関わりを整理できたか。資料から開発によ

り生じているラテンアメリカの課題を読み取

ることができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】図版と写真か

ら，自然環境と生活文化の共通性と異質性を

開発の歴史から考察できたか。資源を背景と

した経済発展とそれに伴う経済格差の現状に

ついて，課題とともに協議できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】自然環境と生

活文化の相互の関連を捉え，開発の背景につ

いて意欲的に探究できたか。都市問題や経済

問題，環境問題などについて意欲的に調べ，

その要因と解決について協議できたか。 

〇 〇 〇 ５ 

9 資源・エネルギー問題 

【知識及び技能】主題図から資源の分布が偏

在していることを理解する。限りある資源の

問題を解決するためのリサイクルや再生可能

エネルギーのしくみを理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】主題図などを

もとに鉱物資源とエネルギー資源の分布と今

後の将来需要を予測し，SDGsの目標をふまえ

今後必要な鉱物やエネルギーの利用について

提案する。 

【学びに向かう力、人間性等】日常利用され

ている鉱物資源やエネルギー資源を調べ，そ

の輸入先やリサイクルなどの現状を意欲的に

探究し，持続可能な利用について追究する。 

[指導事項] 

1.鉱物資源・エネルギー資源とその課題 

2.資源のリサイクル・再生可能エネルギー 

[指導内容] 

・地球規模で起こる資源の問題について主題

図などの資料をもとに考え，偏在して分布す

ることで保有国と非保有国との間に格差があ

ることを認識する。 

・エネルギー資源の変化を捉えながら資源の

大量消費によって枯渇の恐れがあることを認

識し，これらの解決のための取り組みをSDGs

と関連づけて考える。 

【知識及び技能】主題図から資源の分布が偏

在していることを理解できたか。限りある資

源の問題を解決するためのリサイクルや再生

可能エネルギーのしくみを理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】主題図などを

もとに鉱物資源とエネルギー資源の分布と今

後の将来需要を予測し，SDGsの目標をふまえ

今後必要な鉱物やエネルギーの利用について

提案できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】日常利用され

ている鉱物資源やエネルギー資源を調べ，そ

の輸入先やリサイクルなどの現状を意欲的に

探究し，持続可能な利用について追究できた

か。 

〇 〇 〇 ４ 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

10 産業と生活文化 

【知識及び技能】世界の視野からみた産業の

特徴と分布を概観する。主題図や写真，グラ

フ，統計資料から世界の産業の分布と発達を

捉える。 

【思考力、判断力、表現力等】自然環境が産

業の形成に関わっていることを資料をもとに

考察する。世界の産業の変化をグローバル化

の観点で考察する。 

【学びに向かう力、人間性等】身近な商品が

世界規模の産業構造の中に位置づけられるこ

とを意欲的に探究する。産業が発達し続けて

いることを，時事的話題とともに意欲的に捉

える。 

[指導事項] 

1.農業の発展と生活文化 

2.工業の発展と生活文化 

3.サービス業の発展と生活文化 

[指導内容] 

・世界の生活文化が各地域の環境に基づいて

発達する産業を基盤に成り立つ現状を捉え，

世界スケールにおける第1次産業，第2次産

業，第3次産業の地域的な特徴をグローバル

化の観点で理解する。 

・産業の発達と生活文化がどのようにかかわ

るのか，産業はどのように変化してきている

のか，主題図などの資料を通じて理解を深め

る。 

【知識及び技能】世界の視野からみた産業の

特徴と分布を概観できたか。主題図や写真，

グラフ，統計資料から世界の産業の分布と発

達を捉えることができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】自然環境が産

業の形成に関わっていることを資料をもとに

考察できたか。世界の産業の変化をグローバ

ル化の観点で考察できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】身近な商品が

世界規模の産業構造の中に位置づけられるこ

とを意欲的に探究できたか。産業が発達し続

けていることを，時事的話題とともに意欲的

に捉えようとしたか。 

〇 〇 〇 ４ 

11 経済発展と生活文化の変化 〜東アジア 

【知識及び技能】図版や写真から社会経済シ

ステムの特徴と変化を捉え，課題を整理す

る。中国や韓国を例に経済発展が生活文化に

与えた影響について理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】中国や韓国の

工業の発達に伴う人口や環境などへの影響に

ついて，主題図などの資料をもとに考察す

る。日中韓の連携を学習内容から見出し，新

しい関係づくりを捉える。 

【学びに向かう力、人間性等】身の回りの中

国や韓国の商品を意欲的に調べ，中国や韓国

の経済成長と課題について探究する。日本を

含めた日中韓の貿易や観光などの経済的な関

係を意欲的に探究する。 

[指導事項] 

1.経済発展を支える自然・農業と生活文化 

2.市場経済化と生活文化の変化〜中国 

3.輸出による発展と生活文化の変化〜韓国 

4.経済発展による変化と課題 

[指導内容] 

・社会経済システムの変化に焦点を当て，東

アジアの中国と韓国を例に両国の特徴を主題

図やグラフなどの資料を通じて捉える。 

・特に世界や日本，中国，韓国の3か国との

つながりから両国の経済発展の発達過程つい

て理解し，経済発展の結果として起きている

様々な問題について生活文化と対応させなが

ら考える。 

【知識及び技能】図版や写真から社会経済シ

ステムの特徴と変化を捉え，課題を整理でき

たか。中国や韓国を例に経済発展が生活文化

に与えた影響について理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】中国や韓国の

工業の発達に伴う人口や環境などへの影響に

ついて，主題図などの資料をもとに考察でき

たか。日中韓の連携を学習内容から見出し，

新しい関係づくりを捉えることができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】身の回りの中

国や韓国の商品を意欲的に調べ，中国や韓国

の経済成長と課題について探究できたか。日

本を含めた日中韓の貿易や観光などの経済的

な関係を意欲的に探究できたか。 

〇 〇 〇 ５ 



12 人口・食料問題 

【知識及び技能】世界人口の増加で生じる問

題を世界的視野から理解し，人口増加地域と

人口停滞地域における人口問題の違いを整理

する。人口資料をもとにした図版を読み取り

分析する。世界の食料問題を主題図などから

現状を認識し，その自然的，社会的な背景を

理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】世界の人口問

題の現状を資料を比較しながらまとめ，日本

の人口問題についての提言を他国と比較しな

がら考察する。飢餓と飽食の世界的な分布を

主題図やグラフなどの資料から考察し，その

背景とSDGsの目標をふまえ，とくに栄養不足

人口が多いサブサハラを例として対策を協議

する。 

【学びに向かう力、人間性等】世界や主要国

の人口の推移を捉え，他国の事例を参考にし

て日本と比較しながら人口問題について意欲

的に探究する。人口問題と食料問題をそれぞ

れ捉えながら，両者のつながりを図表などを

用いて意欲的に整理し，国際社会の一員とし

て取り組む国際協力を具体的に追究する。 

[指導事項] 

1.人口と人口問題 

2.世界各地の人口問題 

3.二つの食料問題 

4.食料問題の背景と解決策〜サブサハラ 

[指導内容] 

・人口が急増している世界の現状を捉えると

ともに，人口ピラミッドや相関図などの資料

から人口問題の構造と地域差を捉え，人口問

題の背景や問題点を整理する。 

・持続可能な社会をつくるために，飢餓とそ

の要因である人口問題，食料問題について，

主題図やグラフなどの資料を集め，グローバ

ル，ローカルのそれぞれ異なる視点から根拠

をもとにSDGsと関連づけ対応策を構想する。 

【知識及び技能】世界人口の増加で生じる問

題を世界的視野から理解し，人口増加地域と

人口停滞地域における人口問題の違いを整理

できたか。人口資料をもとにした図版を読み

取り分析することができたか。世界の食料問

題を主題図などから現状を認識し，その自然

的，社会的な背景を理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】世界の人口問

題の現状を資料を比較しながらまとめ，日本

の人口問題についての提言を他国と比較しな

がら考察できたか。飢餓と飽食の世界的な分

布を主題図やグラフなどの資料から考察し，

その背景とSDGsの目標をふまえ，とくに栄養

不足人口が多いサブサハラを例として対策を

協議できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】世界や主要国

の人口の推移を捉え，他国の事例を参考にし

て日本と比較しながら人口問題について意欲

的に探究できたか。人口問題と食料問題をそ

れぞれ捉えながら，両者のつながりを図表な

どを用いて意欲的に整理し，国際社会の一員

として取り組む国際協力を具体的に追究でき

たか。 

〇 〇 〇 ４ 

 定期考査   〇 〇 〇 １ 

３
学
期 

13 気候と生活文化 

【知識及び技能】大気の大循環と海洋に起因

した大気のしくみを理解する。各気候の分布

の特徴を理解する。雨温図や写真から情報を

抽出し，各気候と植生の対応や，それらが関

連した人々の生活の特徴を読み取り，整理す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】世界規模の大

気のしくみが人間生活に影響していることを

資料をもとに考察する。気候の分布の規則性

を気候区分図をもとに考察する。写真などの

資料をもとに，各気候により景観が異なるこ

とを捉え，農業や生活への影響を考察する。 

【学びに向かう力、人間性等】雨温図や写真

の判読を通じて，世界各地の気候や生活文化

の対応について意欲的に探究する。雨温図や

ハイサーグラフなどの気候資料の作成に意欲

的に取り組む。 

[指導事項] 

1.大気の循環 

2.気候の地域性 

3.ケッペンの気候区分 

4.熱帯の自然環境と生活 

5.乾燥帯の自然環境と生活 

6.温帯の自然環境と生活 

7.亜寒帯・寒帯の自然環境と生活 

[指導内容] 

・世界的な視野から大気や海流が循環するし

くみを捉え，地球上ではそれらの影響を反映

した気候の地域性が生まれていることを理解

する。 

・降水量と気温の特徴をふまえながら世界の

気候をケッペンの気候区分から捉え，植生や

農業などの人々の生活文化に多様な影響を与

えていることを理解する。 

・熱帯，乾燥帯，温帯，亜寒帯，寒帯の各気

候は人々の生活文化とどのような関わりをも

つのか，どのような生活の工夫があるのか，

写真や雨温図などの資料から考える。 

【知識及び技能】大気の大循環と海洋に起因

した大気のしくみを理解できたか。各気候の

分布の特徴を理解できたか。雨温図や写真か

ら情報を抽出し，各気候と植生の対応や，そ

れらが関連した人々の生活の特徴を読み取

り，整理できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】世界規模の大

気のしくみが人間生活に影響していることを

資料をもとに考察できたか。気候の分布の規

則性を気候区分図をもとに考察できたか。写

真などの資料をもとに，各気候により景観が

異なることを捉え，農業や生活への影響を考

察できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】雨温図や写真

の判読を通じて，世界各地の気候や生活文化

の対応について意欲的に探究できたか。雨温

図やハイサーグラフなどの気候資料の作成に

意欲的に取り組んだか。 

〇 〇 〇 ３ 

14 グローバル化による生活文化の変化 

  〜アメリカ・カナダ 

【知識及び技能】図版や写真からアメリカの

産業を捉えながら，世界の生活文化や経済へ

の影響を整理する。経済発展の基盤となる社

会の多様性を捉え，アメリカの農業とグロー

バルな食文化との関係や産業の変化について

理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】グローバルな

観点やからアメリカの社会経済システムを主

題図などの資料から捉え，世界の経済や生活

文化への影響を考察する。産業や世界の貿易

体制の変化を考察し，それに伴う世界やアメ

リカの課題について説明する。 

【学びに向かう力、人間性等】アメリカの社

会経済システムを農業，工業などの観点から

多面的，多角的に捉え，世界への影響を意欲

的に探究する。アメリカの貿易体制の葛藤を

学習内容から意欲的に考え，世界への影響を

ふまえながら追究する。 

[指導事項] 

1.経済発展の基盤となった社会の多様性 

2.大規模な農業とグローバルな食文化 

3.グローバル化による変化と課題 

[指導内容] 

・社会経済システムのグローバル化に焦点を

当て，主題図や写真などの資料を通じて，民

族構成から多様な社会と歴史的背景を理解す

る。 

・企業的農業の発達とアメリカ合衆国の外食

産業やICT産業などの多国籍企業が世界の経

済や生活文化に影響を与えている現状を捉え

る。 

・アメリカ合衆国の貿易の問題についてグロ

ーバルな視点で考える。 

【知識及び技能】図版や写真からアメリカの

産業を捉えながら，世界の生活文化や経済へ

の影響を整理できたか。経済発展の基盤とな

る社会の多様性を捉え，アメリカの農業とグ

ローバルな食文化との関係や産業の変化につ

いて理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】グローバルな

観点やからアメリカの社会経済システムを主

題図などの資料から捉え，世界の経済や生活

文化への影響を考察できたか。産業や世界の

貿易体制の変化を考察し，それに伴う世界や

アメリカの課題について説明できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】アメリカの社

会経済システムを農業，工業などの観点から

多面的，多角的に捉え，世界への影響を意欲

的に探究できたか。アメリカの貿易体制の葛

藤を学習内容から意欲的に考え，世界への影

響をふまえながら追究できたか。 

〇 〇 〇 ４ 



15 居住・都市問題 

【知識及び技能】世界の視野で都市人口率の

増加を捉え，都市内部の視野で景観や場所に

よる役割の違いをふまえながら都市の構造を

理解する。人口が集中する都市で生じる問題

と都市計画が行われた事例から問題の対策例

を整理する。 

【思考力、判断力、表現力等】都市への人口

集中を主題図やグラフから捉え，都市と農村

の景観を比較しながら考察する。人口集中と

都市問題の発生，途上国と先進国の都市問題

を通じ，人口集中によって生じる諸問題を資

料をもとに考察し，SDGsの目標とともに解決

の方策や課題を提案する。 

【学びに向かう力、人間性等】世界的な視野

と地域的な視野で縮尺を変え，都市問題の事

例をもとに多角的，多面的な視点で都市問題

の構造を意欲的に探究する。途上国の都市問

題について先進国での都市計画などを参考

に，国際協力の立場で課題解決に結びつけ

る。 

[指導事項] 

1.発達する都市 

2.都市への人口集中にともなう問題 

3.居住・都市問題と都市計画 

[指導内容] 

・世界では都市に人口が集まる現象がみられ

ることを主題図やグラフから読み取り，人口

が集まる都市内部の構造を景観をふまえ理解

する。 

・途上国の大都市を中心に人口集中に伴う問

題が生じていることを捉え，問題の要因を理

解しながら，都市の問題の改善を目指した都

市計画を取り上げ，SDGsと関連づけ都市問題

の解決策を考える。 

【知識及び技能】世界の視野で都市人口率の

増加を捉え，都市内部の視野で景観や場所に

よる役割の違いをふまえながら都市の構造を

理解できたか。人口が集中する都市で生じる

問題と都市計画が行われた事例から問題の対

策例を整理できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】都市への人口

集中を主題図やグラフから捉え，都市と農村

の景観を比較しながら考察できたか。人口集

中と都市問題の発生，途上国と先進国の都市

問題を通じ，人口集中によって生じる諸問題

を資料をもとに考察し，SDGsの目標とともに

解決の方策や課題を提案できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】世界的な視野

と地域的な視野で縮尺を変え，都市問題の事

例をもとに多角的，多面的な視点で都市問題

の構造を意欲的に探究できたか。 

途上国の都市問題について先進国での都市計

画などを参考に，国際協力の立場で課題解決

に結びつけることができたか。 

〇 〇 〇 ３ 

16 日本の自然災害と防災 

【知識及び技能】日本の自然環境の特徴と生

活文化との関わりを理解する。日本列島にお

ける自然災害について具体的事例を通じて，

災害のしくみや特徴，地域性，防災への取り

組み方や課題を理解する。地形図やハザード

マップを活用し，防災と避難行動について考

察する技能を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】日本の自然環

境と生活との関わりを主題図や写真から考察

する。日本の自然環境の特徴を反映した自然

災害が発生してきたことを資料から読み取

り，それをふまえて自然災害時の対策を考察

する。自らの生活圏の防災について，資料か

ら適切に判断し，課題と避難行動を協議す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】自然環境の特

徴と自然災害とのつながりを意欲的に探究

し，過去の災害事例を調べる。GISなどを活

用し，自然災害への対策を意欲的に探究す

る。災害発生時の自助・共助・公助をふま

え，身近な地域で発生が予想される場面を想

定して，意欲的に対策を検討する。 

[指導事項] 

1.世界地図でとらえる自然災害のリスク 

2.世界からみた日本の地形・気候の特色 

3.風水害・火山の噴火と防災 

4.地震・津波・都市型災害と防災 

5.防災への心構え〜自助・共助・公助〜 

[指導内容] 

・日本列島の地形と気候の特徴を主題図，グ

ラフ，写真などの資料をもとに，多様性や自

然の恩恵があることを認識しながら，自然災

害を与える要素があることを理解する。 

・日本各地では毎年のように様々な自然災害

が起きていることを理解するため，風水害，

火山，地震・津波，都市型の災害の具体的な

事例について，新旧の地形図，ハザードマッ

プ，気象情報，電子地図などを利用する技能

とともに捉える。 

・自然災害はどのような自然環境と関係して

いるのか，それに対する備えはどうすれば良

いのか考え，居住地域での防災・減災意識の

向上につなげる。 

【知識及び技能】日本の自然環境の特徴と生

活文化との関わりを理解できたか。日本列島

における自然災害について具体的事例を通じ

て，災害のしくみや特徴，地域性，防災への

取り組み方や課題を理解できたか。地形図や

ハザードマップを活用し，防災と避難行動に

ついて考察する技能を身につけることができ

たか。 

【思考力、判断力、表現力等】日本の自然環

境と生活との関わりを主題図や写真から考察

できたか。日本の自然環境の特徴を反映した

自然災害が発生してきたことを資料から読み

取り，それをふまえて自然災害時の対策を考

察できたか。自らの生活圏の防災について，

資料から適切に判断し，課題と避難行動を協

議できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】自然環境の特

徴と自然災害とのつながりを意欲的に探究

し，過去の災害事例を調べることができた

か。GISなどを活用し，自然災害への対策を

意欲的に探究できたか。災害発生時の自助・

共助・公助をふまえ，身近な地域で発生が予

想される場面を想定して，意欲的に対策を検

討できたか。 

〇 〇 〇 ３ 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

    合計    ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 地理歴史  歴史総合（歴史総合Ａ） 

教 科： 地理歴史  科 目： 歴史総合（歴史総合Ａ） 単位数： ２単位 

対象学年組：第２学年 ①組 ～ ⑦ 組 

教科担当者： （①組：中井） （②組：中井）（③組：鈴木 ） （④組：中井） （⑤組：中井） （⑥組：中井）（⑦組：土屋）  

使用教科書： （東京書籍「新選歴史総合」） 

地理歴史科の目標： 

【知識及び技能】       現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調   

べまとめる技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課

題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・

多角的な考察や深い理解を通して，日本の地理や歴史を学ぶことの意味や，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚

などを深める。 

歴史総合（歴史総合Ａ）の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界

とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的

な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとと

もに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特

色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現

在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して

多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を

把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考

察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基

に議論したりする力を養う。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，より

よい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決し

ようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して，日本の歴史を学ぶことの意味

や，他国や他国の文化を尊重することの大切さについ

ての自覚などを深める。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

第１章 歴史の扉 

第２章 近代化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・18世紀のアジアや日本における生産と流

通，アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国

の貿易などを基に，18世紀のアジアの経済と

社会を理解すること。 

・産業革命と交通・通信手段の革新，中国の

開港と日本の開国などを基に，工業化と世界

市場の形成を理解すること。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与

えた影響などに着目して，主題を設定し，ア

ジア諸国とその他の国や地域の動向を比較し

たり，相互に関連付けたりするなどして，18 

世紀のアジア諸国における経済活動の特徴，

アジア各地域間の関係，アジア諸国と欧米諸

国との関係などを多面的・多角的に考察し，

表現すること。 

・産業革命の影響，中国の開港と日本の開国

の背景とその影響などに着目して，主題を設

定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向

を比較したり，相互に関連付けたりするなど

して，アジア諸国と欧米諸国との関係の変容

などを多面的・多角的に考察し，表現するこ

と。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代化の歴史に関わる諸事象について，見

通しを持って学習に取り組もうとし，中学校

までの学習も振り返りながら課題を追究しよ

うとすること。 

・指導事項 

  第１章１節 歴史と私たち 

     ２節 歴史の特質と資料 

  第２章１節 近代化への問い 

     ２節 結び付く世界と日本の開国 

   ① 18世紀の東アジア 

   ② 結び付くアジア諸地域 

   ③ 18世紀のヨーロッパとアジア 

   ④ 産業革命のはじまり 

   ⑤ 世界市場の形成 

   ⑥ 東アジア国際関係の変化と日本 

の開国 

   ⑦ 世界経済の変化と日本の産業革命 

 

・教材 

  東京書籍 

「新選歴史総合」 

   「新選歴史総合 ワークノート」 

【知識及び技能】 

・18世紀のアジアや日本における生産と流

通，アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国

の貿易などを基に，諸資料から歴史に関する

さまざまな情報を適切かつ効果的に調べまと

め，18世紀のアジアの経済と社会を理解して

いる。 

・産業革命と交通・通信手段の革新，中国の

開港と日本の開国などを基に，諸資料から歴

史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的

に調べまとめ，工業化と世界市場の形成を理

解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与

えた影響などに着目して，主題を設定し，ア

ジア諸国とその他の国や地域の動向を比較し

たり，相互に関連付けたりするなどして，18

世紀のアジア諸国における経済活動の特徴，

アジア各地域間の関係，アジア諸国と欧米諸

国との関係などを多面的・多角的に考察し，

表現している。 

・産業革命の影響，中国の開港と日本の開国

の背景とその影響などに着目して，主題を設

定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向

を比較したり，相互に関連付けたりするなど

して，アジア諸国と欧米諸国との関係の変容

などを多面的・多角的に考察し，表現してい

る。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代化の歴史に関わる諸事象について，見

通しを持って学習に取り組もうとし，中学校

までの学習も振り返りながら課題を追究しよ

うとしている。 

〇 〇 〇 12 

定期考査   〇 〇 〇 1 

第２章 近代化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・18世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統

合の動向，日本の明治維新や大日本帝国憲法

の制定などを基に，立憲体制と国民国家の形

・指導事項 

  第２章３節 国民国家と明治維新 

   ① 市民革命と近代社会 

   ② 自由主義とナショナリズム 

   ③ アジアの諸国家とその変容 

   ④ 明治維新と東アジアの国際関係 

【知識及び技能】 

・18世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統

合の動向，日本の明治維新や大日本帝国憲法

の制定などを基に，諸資料から歴史に関する

さまざまな情報を適切かつ効果的に調べまと

め，立憲体制と国民国家の形成を理解してい

〇 〇 〇 13 



成を理解すること。 

・列強の進出と植民地の形成，日清・日露戦

争などを基に，列強の帝国主義政策とアジア

諸国の変容を理解すること。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・国民国家の形成の背景や影響などに着目し

て，主題を設定し，アジア諸国とその他の国

や地域の動向を比較したり，相互に関連付け

たりするなどして，政治変革の特徴，国民国

家の特徴や社会の変容などを多面的・多角的

に考察し，表現すること。 

・帝国主義政策の背景，帝国主義政策がアジ

ア・アフリカに与えた影響などに着目して，

主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地

域の動向を比較したり，相互に関連付けたり

するなどして，帝国主義政策の特徴，列強間

の関係の変容などを多面的・多角的に考察

し，表現すること。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代化の歴史に関わる諸事象について，見

通しを持って学習に取り組もうとし，学習を

振り返りながら課題を追究しようとするこ

と。 

   ⑤ 立憲制の広まり 

   ⑥ 帝国主義と植民地 

   ⑦ 日清戦争と華夷秩序の解体 

   ⑧ 帝国主義諸国の競合と国際関係 

   ⑨ 植民地支配と植民地の近代 

   ⑩ 20世紀はじめの世界 

  第２章４節 近代化と現代的な諸課題 

 

・教材 

  東京書籍 

「新選歴史総合」 

   「新選歴史総合 ワークノート」 

る。 

・列強の進出と植民地の形成，日清・日露戦

争などを基に，諸資料から歴史に関するさま

ざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，

列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容を理

解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・国民国家の形成の背景や影響などに着目し

て，主題を設定し，アジア諸国とその他の国

や地域の動向を比較したり，相互に関連付け

たりするなどして，政治変革の特徴，国民国

家の特徴や社会の変容などを多面的・多角的

に考察し，表現している。 

・帝国主義政策の背景，帝国主義政策がアジ

ア・アフリカに与えた影響などに着目して，

主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地

域の動向を比較したり，相互に関連付けたり

するなどして，帝国主義政策の特徴，列強間

の関係の変容などを多面的・多角的に考察

し，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代化の歴史に関わる諸事象について，見

通しを持って学習に取り組もうとし，学習を

振り返りながら課題を追究しようとしてい

る。 

定期考査   〇 〇 〇 1 

  



２
学
期 

 

第３章 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・第一次世界大戦の展開，日本やアジアの経

済成長，ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合

衆国の台頭，ナショナリズムの動向と国際連

盟の成立などを基に，総力戦と第一次世界大

戦後の国際協調体制を理解すること。 

・大衆の政治参加と女性の地位向上，大正デ

モクラシーと政党政治，大量消費社会と大衆

文化，教育の普及とマスメディアの発達など

を基に，大衆社会の形成と社会運動の広がり

を理解すること。 

・世界恐慌，ファシズムの伸張，日本の対外

政策などを基に，国際協調体制の動揺を理解

すること。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が

大戦後の世界に与えた影響，日本の参戦の背

景と影響などに着目して，主題を設定し，日

本とその他の国や地域の動向を比較したり，

相互に関連付けたりするなどして，第一次世

界大戦の性格と惨禍，日本とアジア及び太平

洋地域の関係や国際協調体制の特徴などを多

面的・多角的に考察し，表現すること。 

・第一次世界大戦前後の社会の変化などに着

目して，主題を設定し，日本とその他の国や

地域の動向を比較したり，相互に関連付けた

りするなどして，第一次世界大戦後の社会の

変容と社会運動との関連などを多面的・多角

的に考察し，表現すること。 

・経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体

制の変化などに着目して，主題を設定し，日

本とその他の国や地域の動向を比較したり，

相互に関連付けたりするなどして，各国の世

界恐慌への対応の特徴，国際協調体制の動揺

の要因などを多面的・多角的に考察し，表現

すること。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸

事象について，見通しを持って学習に取り組

もうとし，学習を振り返りながら課題を追究

しようとすること。 

・指導事項 

  第３章１節 国際秩序の変化や大衆化へ 

の問い 

     ２節 第一次世界大戦と大衆社会 

   ① 大衆社会の時代 

   ② 第一次世界大戦の展開 

   ③ 国際協調体制の形成 

   ④ ソヴィエト連邦の成立と社会主義 

   ⑤ アメリカ合衆国の台頭と大量消費 

社会 

   ⑥ アジアの経済成長と移動する人  々

   ⑦ 反植民地主義の高揚と国際秩序の 

変容 

   ⑧ 民主主義の拡大と社会変革の動き 

   ⑨ マスメディアの発達と日常生活 

  第３章３節 経済危機と第二次世界大戦 

   ① 世界恐慌 

   ② アジア・アフリカと大衆社会 

   ③ 国際協調体制の崩壊 

 

・教材 

  東京書籍 

「新選歴史総合」 

   「新選歴史総合 ワークノート」 

【知識及び技能】 

・第一次世界大戦の展開，日本やアジアの経

済成長，ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合

衆国の台頭，ナショナリズムの動向と国際連

盟の成立などを基に，諸資料から歴史に関す

るさまざまな情報を適切かつ効果的に調べま

とめ，総力戦と第一次世界大戦後の国際協調

体制を理解している。 

・大衆の政治参加と女性の地位向上，大正デ

モクラシーと政党政治，大量消費社会と大衆

文化，教育の普及とマスメディアの発達など

を基に，諸資料から歴史に関するさまざまな

情報を適切かつ効果的に調べまとめ，大衆社

会の形成と社会運動の広がりを理解してい

る。 

・世界恐慌，ファシズムの伸長，日本の対外

政策などを基に，諸資料から歴史に関するさ

まざまな情報を適切かつ効果的に調べまと

め，国際協調体制の動揺を理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が

大戦後の世界に与えた影響，日本の参戦の背

景と影響などに着目して，主題を設定し，日

本とその他の国や地域の動向を比較したり，

相互に関連付けたりするなどして，第一次世

界大戦の性格と惨禍，日本とアジアおよび太

平洋地域の関係や国際協調体制の特徴などを

多面的・多角的に考察し，表現している。 

・第一次世界大戦前後の社会の変化などに着

目して，主題を設定し，日本とその他の国や

地域の動向を比較したり，相互に関連付けた

りするなどして，第一次世界大戦後の社会の

変容と社会運動との関連などを多面的・多角

的に考察し，表現している。 

・経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体

制の変化などに着目して，主題を設定し，日

本とその他の国や地域の動向を比較したり，

相互に関連付けたりするなどして，各国の世

界恐慌への対応の特徴，国際協調体制の動揺

の要因などを多面的・多角的に考察し，表現

している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸

事象について，見通しを持って学習に取り組

もうとし，学習を振り返りながら課題を追究

しようとしている。 
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第３章 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

第４章 グローバル化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・第二次世界大戦の展開，国際連合と国際経

済体制，冷戦の始まりとアジア諸国の動向，

戦後改革と日本国憲法の制定，平和条約と日

本の独立の回復などを基に，第二次世界大戦

後の国際秩序と日本の国際社会への復帰を理

解すること。 

・脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦

下の地域紛争，先進国の政治の動向，軍備拡

張や核兵器の管理などを基に，国際政治の変

容を理解すること。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が

大戦後の世界に与えた影響，第二次世界大戦

後の国際秩序の形成が社会に及ぼした影響な

どに着目して，主題を設定し，日本とその他

の国や地域の動向を比較したり，相互に関連

付けたりするなどして，第二次世界大戦の性

格と惨禍，第二次世界大戦下の社会状況や

人々の生活，日本に対する占領政策と国際情

勢との関係などを多面的・多角的に考察し，

表現すること。 

・地域紛争の背景や影響，冷戦が各国の政治

に及ぼした影響などに着目して，主題を設定

し，日本とその他の国や地域の動向を比較し

たり，相互に関連付けたりするなどして，地

域紛争と冷戦の関係，第三世界の国々の経済

政策の特徴，欧米やソヴィエト連邦の政策転

換の要因などを多面的・多角的に考察し，表

現すること。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸

事象について，見通しを持って学習に取り組

もうとし，学習を振り返りながら課題を追究

しようとすること。 

・グローバル化の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習に取り組もうとし，

学習を振り返りながら課題を追究しようとす

ること。 

・指導事項 

  第３章３節 経済危機と第二次世界大戦 

   ④ 日中戦争と深刻化する世界の危機 

⑤ 第二次世界大戦の勃発 

⑥ 第二次世界大戦における連合国と 

戦後構想 

   ⑦ アジア太平洋戦争と日本の敗戦 

   ⑧ 連合国の占領政策と冷戦 

   ⑨ 再編されるアジアと冷戦 

  第３章４節 国際秩序の変化や大衆化と 

現代的な諸課題 

  第４章１節 グローバル化への問い 

     ２節 冷戦と世界経済 

   ① 冷戦の拡大と第三勢力 

   ② キューバ危機と核兵器の管理 

   ③ 脱植民地化の進展と地域紛争 

 

・教材 

  東京書籍 

   「新選歴史総合」 

   「新選歴史総合 ワークノート」 

【知識及び技能】 

・第二次世界大戦の展開，国際連合と国際経

済体制，冷戦の始まりとアジア諸国の動向，

戦後改革と日本国憲法の制定，平和条約と日

本の独立の回復などを基に，諸資料から歴史

に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に

調べまとめ，第二次世界大戦後の国際秩序と

日本の国際社会への復帰を理解している。 

・脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦

下の地域紛争，先進国の政治の動向，軍備拡

張や核兵器の管理などを基に，諸資料から歴

史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的

に調べまとめ，国際政治の変容を理解してい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が

大戦後の世界に与えた影響，第二次世界大戦

後の国際秩序の形成が社会に及ぼした影響な

どに着目して，主題を設定し，日本とその他

の国や地域の動向を比較したり，相互に関連

付けたりするなどして，第二次世界大戦の性

格と惨禍，第二次世界大戦下の社会状況や

人々の生活，日本に対する占領政策と国際情

勢との関係などを多面的・多角的に考察し，

表現している。 

・地域紛争の背景や影響，冷戦が各国の政治

に及ぼした影響などに着目して，主題を設定

し，日本とその他の国や地域の動向を比較し

たり，相互に関連付けたりするなどして，地

域紛争と冷戦の関係，第三世界の国々の経済

政策の特徴，欧米やソヴィエト連邦の政策転

換の要因などを多面的・多角的に考察し，表

現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸

事象について，見通しを持って学習に取り組

もうとし，学習を振り返りながら課題を追究

しようとしている。 

・グローバル化の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習に取り組もうとし，

学習を振り返りながら課題を追究しようとし

ている。 
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３
学
期 

第４章 グローバル化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・西ヨーロッパや東南アジアの地域連携，計

画経済とその波及，日本の高度経済成長など

を基に，世界経済の拡大と経済成長下の日本

の社会を理解すること。 

・石油危機，アジアの諸地域の経済発展，市

場開放と経済の自由化，情報通信技術の発展

などを基に，市場経済の変容と課題を理解す

ること。 

・冷戦の終結，民主化の進展，地域統合の拡

大と変容，地域紛争の拡散とそれへの対応な

どを基に，冷戦終結後の国際政治の変容と課

題を理解すること。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・冷戦が各国経済に及ぼした影響，地域連携

の背景と影響，日本の高度経済成長の背景と

影響などに着目して，主題を設定し，日本と

その他の国や地域の動向を比較したり，相互

に関連付けたりするなどして，冷戦下の世界

経済や地域連携の特徴，経済成長による生活

や社会の変容などを多面的・多角的に考察

し，表現すること。 

・アジアの諸地域の経済発展の背景，経済の

自由化や技術革新の影響，資源・エネルギー

と地球環境問題が世界経済に及ぼした影響な

どに着目して，主題を設定し，日本とその他

の国や地域の動向を比較したり，相互に関連

付けたりするなどして，市場経済のグローバ

ル化の特徴と日本の役割などを多面的・多角

的に考察し，表現すること。 

・冷戦の変容と終結の背景，民主化や地域統

合の背景と影響，地域紛争の拡散の背景と影

響などに着目して，主題を設定し，日本とそ

の他の国や地域の動向を比較したり，相互に

関連付けたりするなどして，冷戦終結後の国

際政治の特徴と日本の役割などを多面的・多

角的に考察し，表現すること。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・グローバル化の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習に取り組もうとし，

学習を振り返りながら課題を追究しようとす

ること。 

・指導事項 

  第４章２節 冷戦と世界経済 

   ④ 計画経済と開発 

   ⑤ 冷戦下の日本とアジア 

   ⑥ 日本と欧米先進国の経済成長 

   ⑦ 地域連携の拡大 

   ⑧ ベトナム戦争と冷戦構造の変容 

  第４章３節 世界秩序の変容と日本 

   ① 問い直される近代 

   ② 石油危機と経済の自由化 

   ③ アジアの経済発展と日本 

   ④ 冷戦の終結と世界 

   ⑤ 拡散する地域紛争 

   ⑥ 民主化の進展 

   ⑦ グローバル化と地域統合 

   ⑧ 岐路に立つ世界と日本 

  第４章４節 現代的な諸課題の形成と展 

       望 

 

・教材 

  東京書籍 

「新選歴史総合」 

   「新選歴史総合 ワークノート」 

【知識及び技能】 

・西ヨーロッパや東南アジアの地域連携，計

画経済とその波及，日本の高度経済成長など

を基に，諸資料から歴史に関するさまざまな

情報を適切かつ効果的に調べまとめ，世界経

済の拡大と経済成長下の日本の社会を理解し

ている。 

・石油危機，アジアの諸地域の経済発展，市

場開放と経済の自由化，情報通信技術の発展

などを基に，諸資料から歴史に関するさまざ

まな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，市

場経済の変容と課題を理解している。 

・冷戦の終結，民主化の進展，地域統合の拡

大と変容，地域紛争の拡散とそれへの対応な

どを基に，諸資料から歴史に関するさまざま

な情報を適切かつ効果的に調べまとめ，冷戦

終結後の国際政治の変容と課題を理解してい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・冷戦が各国経済に及ぼした影響，地域連携

の背景と影響，日本の高度経済成長の背景と

影響などに着目して，主題を設定し，日本と

その他の国や地域の動向を比較したり，相互

に関連付けたりするなどして，冷戦下の世界

経済や地域連携の特徴，経済成長による生活

や社会の変容などを多面的・多角的に考察

し，表現している。 

・アジアの諸地域の経済発展の背景，経済の

自由化や技術革新の影響，資源・エネルギー

と地球環境問題が世界経済に及ぼした影響な

どに着目して，主題を設定し，日本とその他

の国や地域の動向を比較したり，相互に関連

付けたりするなどして，市場経済のグローバ

ル化の特徴と日本の役割などを多面的・多角

的に考察し，表現している。 

・冷戦の変容と終結の背景，民主化や地域統

合の背景と影響，地域紛争の拡散の背景と影

響などに着目して，主題を設定し，日本とそ

の他の国や地域の動向を比較したり，相互に

関連付けたりするなどして，冷戦終結後の国

際政治の特徴と日本の役割などを多面的・多

角的に考察し，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・グローバル化の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習に取り組もうとし，

学習を振り返りながら課題を追究しようとし

ている。 

〇 〇 〇 14 

定期考査   〇 〇 〇 1 

合計 70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 地歴科 科目 歴史総合Ｂ 

教 科：地歴科 科 目：歴史総合Ｂ  単位数：４単位 

対象学年組：第 ２ 学年 １組～６組 

教科担当者： 土 屋 

使用教科書： （『新選歴史総合』東京書籍 ） 

教科の目標：社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。 

【知識及び技能】近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理

解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目し

て，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し

たり，それらを基に議論したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うととも

に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての

自覚などを深める。 

 

 

科目 歴史総合Ｂの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，特に世

界のなかの日本という視座から捉え，現代的な諸課題

の形成に関わる近現代の歴史に関する基礎的な知識を

身につけ，近現代世界の歴史的推移について適切に理

解することができる。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色

などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在

とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多

面的・多角的に考察し，得られた知見にもとづいて自

身の考えを表現することができる。 

近現代の歴史を現代社会における諸課題 の背景として

捉え，より良い社会の実現のために主体的，継続的に

学習に取り組むことができる。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

第１章 歴史の扉 

第２章 近代化と私たち 

【知識及び技能】 

Westeren Impactに直面したアジア諸地域につ

いて，政治，経済，社会など様々な観点から

その変容について理解することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

19世紀を通じて生じた世界諸地域の変容につ

いて，諸資料を活用して考察し，その意義や

のちの時代に与えた影響について自身の考え

を表現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

現代の経済格差や環境問題への影響など，現

代社会とのつながりという視点から19世紀を

とらえ，主体的に学習に取り組むことができ

る。 

  

・指導事項 

第１章第１節 歴史と私たち 

第２章第１節 近代化への問い 

第２節 結びつく世界と日本の開国 

①18世紀の東アジア 

②結びつくアジア諸地域 

③18世紀のヨーロッパとアジア 

④産業革命のはじまり 

⑤世界市場の形成 

⑥東アジア国際関係の変化と 

日本の開国 

    ⑦世界経済の変化と日本の産業革命 

第３節 国民国家と明治維新 

①市民革命と近代社会 

②自由主義とナショナリズム 

③アジアの諸国家とその変容 

④明治維新と東アジアの国際関係 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

19世紀の世界を理解するのに必要十分な知識

を習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

諸資料を活用して，１９世紀の世界を多面

的・多角的に考察し，とくにアジア諸地域の

変容について後世への影響をふまえて自身の

考えを表現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

○ ○ ○ 27 

定期考査   ○ ○ ○ 1 

第２章 近代化と私たち 

【知識及び技能】 

欧米諸国が帝国主義政策を推進するにいたる

政治的，経済的背景を理解し，また，帝国主

義政策に直面したアジアやアフリカなどの諸

地域の動きについて理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

帝国主義が起こった原因や，帝国主義国によ

る世界分割の進行と世界秩序の変容につい

て，諸資料から読み取り，多面的・多角的に

考察し，表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

欧米諸国が推進した帝国主義政策の射程が現

代まで伸ばせるものであることをふまえ，主

体的に学習に取り組むことができる。 

・指導事項 

第２章第３節 国民国家と明治維新 

    ⑤立憲制の広まり 

    ⑥帝国主義と植民地 

    ⑦日清戦争と華夷秩序の解体 

    ⑧帝国主義諸国の強豪と国際関係 

    ⑨植民地支配と植民地の近代 

    ⑩20世紀はじめの世界 

   第４節 近代化と現代的な諸課題 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

 

 

【知識及び技能】 

19世紀後半から20世紀初頭の世界を理解する

のに必要十分な知識を習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

諸資料を活用して，帝国主義政策について多

面的・多角的に考察し，推進した欧米諸国と

その他諸地域の比較などを通じ，世界の変容

について自分の考えを表現することができ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

○ ○ ○ 27 

定期考査   ○ ○ ○ 1 



２
学
期 

 

第３章 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

【知識及び技能】 

第一次世界大戦が勃発した経緯や，大戦後の

社会の様相について理解することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

大戦が社会をどのように変えたのかについ

て，諸資料を活用して検討し，自らの言葉で

表現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

人類のこれまでに経験したことのない大戦争

がなぜ起きてしまったのか，現代の大量消費

社会がどのように形成されたのかなどについ

て主体的に考え，積極的に学習に臨むことが

できる。 

・指導事項 

第３章第１節 国際秩序の変化や大衆化への

問い 

   第２節 第一次世界大戦と大衆社会 

    ①大衆社会の時代 

    ②第一次世界大戦の展開 

    ③国際協調体制の形成 

    ④ソヴィエト連邦の成立と社会主義 

    ⑤アメリカ合衆国の台頭と大量消費

社会 

    ⑥アジアの経済成長と移動する人  々

    ⑦反戦植民地の高揚と国際秩序の変

容 

    ⑧民主主義の拡大と社会変革の動き 

    ⑨マスメディアの発達と日常生活 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

１学期に学習した内容をふまえ，第一次世界

大戦勃発にいたる経緯を理解するのに必要な

知識を習得する。 

戦間期の世界について，第二次世界大戦を導

くものは何かという視点に立って理解するの

に必要な知識を習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

諸資料を活用し，第一次世界大戦や戦間期の

世界について，多面的・多角的に考察し，当

時の社会について自らの言葉で表現すること

が出来る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

○ ○ ○ 27 

定期考査   ○ ○ ○ 1 

第３章 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

【知識及び技能】 

各国の経済状態が政治の在り方を変質させ，

第二次世界大戦を導いたことを理解すること

ができる。 

アジア太平洋戦争における日本の敗戦による

アジアの変容について理解することができ

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

第二次世界大戦に至る経緯について，諸資料

を活用して，経済状況と政治思想の関係など

から考察を加え，自身の言葉で表現すること

が出来る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

二度の世界大戦という経験が，現代社会に与

えた影響について思考し，積極的に学習に取

り組むことが出来る。 

・指導事項 

第３章第３節 経済危機と第二次世界大戦 

    ①世界恐慌 

    ②アジア・アフリカと大衆社会 

    ③国際協調体制の崩壊 

    ④日中戦争と深刻化する世界の危機 

    ⑤第二次世界大戦の勃発 

    ⑥第二次世界大戦における連合国と

戦後構想 

    ⑦アジア太平洋戦争と日本の敗戦 

    ⑧連合国の占領政策と冷戦 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

世界恐慌とファシズムの台頭，アジア・アフ

リカ諸国の戦間期の動向について理解するの

に必要な知識を習得する。 

ポーランド侵攻に端を発するヨーロッパ戦線

と，日中戦争がアジア太平洋戦争へと拡大し

てく様相を理解するのに必要な知識を習得す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

世界恐慌に直面した各国の動向について，諸

資料を活用して比較・考察することが出来

る。 

第二次世界大戦 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

○ ○ ○ 27 

 定期考査   ○ ○ ○ 1 

３
学
期 

第4章 グローバル化と私たち 

【知識及び技能】 

冷戦と国際関係，人と資本の移動，高度情報

通信，食料と人口，資源・エネルギーと地球

環境，感染症，多様な人々の共存など現代社

会が抱える問題と歴史との関係について理解

することが出来る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

冷戦と国際関係，人と資本の移動，高度情報

通信，食料と人口，資源・エネルギーと地球

環境，感染症，多様な人々の共存などに関す

る資料を活用し，グローバル化に伴う生活や

社会の変容について多面的・多角的に考察

し，自身の考えを表現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

現代的な諸課題に関する主題を設定し，事象

の背景や原因，結果や影響などに着目して，

多面的・多角的に考察し，表現することを通

して，歴史的経緯を踏まえて，持続可能な社

会に向けて，現代的な諸課題の展望を探究す

ることができる 

・指導事項 

第４章第１節 グローバル化への問い 

第２節 冷戦と世界経済 

    ①冷戦の拡大と第三勢力 

    ②キューバ危機と核兵器の管理 

    ③脱植民地化の進展と地域紛争 

    ④計画経済と開発 

    ⑤冷戦下の日本とアジア 

    ⑥日本と欧米先進国の経済成長 

    ⑦地域連携の拡大 

    ⑧ベトナム戦争と冷戦構造の変容 

   第３節 世界秩序の変容と日本 

    ①問い直される近代 

    ②石油危機と経済の自由化 

    ③アジアの経済発展と日本 

    ④冷戦の終結と世界 

    ⑤拡散する地域紛争 

    ⑥民主化の進展 

    ⑦グローバル化と地域統合 

    ⑧岐路に立つ世界と日本 

   第４節 現代的な諸課題の形成と展望 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

戦後世界の歴史的展開について理解するのに

必要な知識を習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

現代社会の抱える諸問題について多面的・多

角的に考察し，特にその歴史的背景と今後の

展望について，自身の考えを表現することが

出来る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

１年間の学習内容をふまえて，現代社会の抱

える諸問題について探究できるテーマを設定

することが出来る。 

○ ○ ○ 27 

定期考査   ○ ○ ○ 1 

    合計 140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 地理歴史  歴史総合（歴史総合Ｃ） 

教 科：地理歴史   科 目：歴史総合（歴史総合Ｃ） 単位数： ４ 単位 

対象学年組：第 ２ 学年１ 組～６ 組 

教科担当者： （  鈴木多恵 ）  

使用教科書： （ 新選歴史総合（東京書籍）  ） 

教科  地理歴史 の目標： 

【知識及び技能】       現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調  

べまとめる技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題

の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多

角的な考察や深い理解を通して，日本の地理や歴史を学ぶことの意味や，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚な

どを深める。 

科目  歴史総合Ｃ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界

とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的

な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとと

もに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特

色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現

在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して

多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を

把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考

察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基

に議論したりする力を養う。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，より

よい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決し

ようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して，日本の歴史を学ぶことの意味

や，他国や他国の文化を尊重することの大切さについ

ての自覚などを深める。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

第１章 歴史の扉 

【知識及び技能】 

・身近な諸事象にも歴史があり、それらが日

本や日本周辺の地域および世界の歴史とつな

がっていることを理解する。 

・資料に基づいて歴史が叙述されていること

を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代化、グローバル化など歴史の変化と関

係づけて身近な諸事象の歴史について考察

し、表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・学習の見通しを立てて授業に参加し、講義

やグループワークに主体的に参加しようとし

ている。 

・指導事項 

第１章１節 歴史と私たち 

２節 歴史の特質と資料 

 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

・身近な諸事象にも歴史があり、それらが日

本や日本周辺の地域および世界の歴史とつな

がっていることを理解したか。 

・資料に基づいて歴史が叙述されていること

を理解したか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代化、グローバル化など歴史の変化と関

係づけて身近な諸事象の歴史について考察

し、表現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

〇 〇 〇 ５ 

第２章 近代化と私たち 

【知識及び技能】 

・18世紀のアジアや日本の経済や社会につい

て理解する。 

・産業革命のはじまりとその影響を受けた東

アジアの変容について理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・18世紀のアジア諸国の経済活動の特徴や欧

米との関係について多面的に考察し、表現す

る。 

・産業革命がアジアや日本に与えた影響につ

いて諸資料を活用し、多角的に考察し、表現

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

近代化の歴史に関わる諸事象について、見通

しを持って学習に取り組もうとし、学習を振

り返りながら理解しようとしている。 

・指導事項 

第２章 

１節 近代化への問い 

２節 結び付く世界と日本の開国 

①18世紀の東アジア 

②結びつくアジア諸地域 

③18世紀のヨーロッパとアジア 

④産業革命のはじまり 

⑤世界市場の形成 

⑥東アジア国際関係の変化と日本の開国 

⑦世界経済の変化と日本の産業革命 

 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

・18世紀のアジアや日本の経済や社会につい

て理解したか。 

・産業革命のはじまりとその影響を受けた東

アジアの変容について理解したか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・18世紀のアジア諸国の経済活動の特徴や欧

米との関係について多面的に考察し、表現す

ることができる。 

・産業革命がアジアや日本に与えた影響につ

いて諸資料を活用し、多角的に考察し、表現

することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

〇 〇 〇 ２２ 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

第２章 近代化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・18世紀後半以降の欧米の市民革命から国民

国家の形成の流れをもとに、列強の帝国主義

政策とアジア諸国の変容を理解する。 

・日本の明治維新や立憲体制の確立、日清・

日露戦争の経過と国際関係への影響について

・指導事項 

３節 国民国家と明治維新 

①市民革命と近代社会 

②自由主義とナショナリズム 

③アジアの諸国家とその変容 

④明治維新と東アジアの国際関係 

⑤立憲制の広まり 

⑥帝国主義と植民地 

【知識及び技能】 

・欧米の市民革命から国民国家の形成の流れ

や帝国主義政策とアジア諸国の変容を理解で

きたか。 

・明治日本の諸改革の内容、日清・日露戦争

の経過とその影響について理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・欧米諸国やアジア諸国における政治変革の

〇 〇 〇 ２６ 



理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・欧米諸国やアジア諸国における政治変革の

特徴や社会の変容などについて、比較したり

関連付けたりして多角的に考察し、表現して

いる。 

・帝国主義政策がアジアやアフリカ諸国に与

えた影響について、比較したり関連付けたり

して多面的に考察し、表現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

近代化の歴史に関わる諸事象について、見通

しを持って学習に取り組もうとし、学習を振

り返りながら理解しようとしている。 

⑦日清戦争と華夷秩序の解体 

⑧帝国主義諸国の競合と国際関係 

⑨植民地支配と植民地の近代 

⑩20世紀はじめの世界 

４節 近代化と現代的な諸課題 

 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

特徴や社会の変容などについて、比較したり

関連付けたりして多角的に考察し、表現する

ことができる。 

・帝国主義政策がアジアやアフリカ諸国に与

えた影響について、比較したり関連付けたり

して多面的に考察し、表現することができ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

２
学
期 

 

第３章 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・第一次世界大戦の展開とその影響、戦後の

国際協調体制について理解する。 

・教育の普及やマスメディアの発達などをも

とに、大衆社会の形成と社会運動の広がりに

ついて理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・第一次世界大戦の推移と世界に与えた影響

について、日本とその他の国や地域の動向を

比較したり、関連付けたりして、多面的・多

角的に考察し、表現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事

象について、見通しを持って学習に取り組も

うとし、学習を振り返りながら理解しようと

している。 

・指導事項 

第３章１節 国際秩序の変化や大衆化への問

い 

２節 第一次世界大戦と大衆社会 

 ①大衆社会の時代 

 ②第一次世界大戦の展開 

 ③国際協調体制の形成 

 ④ソヴィエト連邦の成立と社会主義 

 ⑤アメリカ合衆国の台頭と大量消費社会 

 ⑥アジアの経済成長と移動する人  々

 ⑦反植民地主義の高揚と国際秩序の変容 

 ⑧民主主義の拡大と社会変革の動き 

 ⑨マスメディアの発達と日常生活 

 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

・第一次世界大戦の展開とその影響、戦後の

国際協調体制について理解できている。 

・大衆社会の形成と社会運動の広がりについ

て、その背景とともに理解できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・第一次世界大戦の推移と世界に与えた影響

について、日本とその他の国や地域の動向を

比較したり、関連付けたりして、多面的・多

角的に考察し、表現することができている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

〇 〇 〇 ２４ 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

第３章 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・経済危機の背景と影響、ファシズムの台頭

と国際協調体制の動揺について理解する。 

・第二次世界大戦の推移と大戦後の世界に与

えた影響、日本の戦後改革について理解す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・世界恐慌への各国の対応の違いや国際秩

序・政治体制の変化について、比較したり、

関連付けたりして、多面的・多角的に考察

し、表現する。 

・第二次世界大戦の推移と大戦後の世界に与

えた影響、国際情勢を背景とした日本の占領

政策について、多面的・多角的に考察し、表

現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事

象について、見通しを持って学習に取り組も

うとし、学習を振り返りながら理解しようと

している。 

・指導事項 

３節 経済危機と第二次世界大戦 

 ①世界恐慌 

 ②アジア・アフリカと大衆社会 

 ③国際協調体制の崩壊 

 ④日中戦争と深刻化する世界の危機 

 ⑤第二次世界大戦の勃発 

 ⑥第二次世界大戦における連合国と戦後構

想 

 ⑦アジア太平洋戦争と日本の敗戦 

 ⑧連合国の占領政策と冷戦 

 ⑨再編されるアジアと冷戦 

４節 国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸

課題 

 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

・経済危機の背景と影響、ファシズムの台頭

と国際協調体制の動揺について理解できてい

る。 

・第二次世界大戦の推移と大戦後の世界に与

えた影響、日本の戦後改革について理解でき

ている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・世界恐慌への各国の対応の違いや国際秩

序・政治体制の変化について、比較したり、

関連付けたりして、多面的・多角的に考察

し、表現することができている。 

・第二次世界大戦の推移と大戦後の世界に与

えた影響、国際情勢を背景とした日本の占領

政策について、多面的・多角的に考察し、表

現することができている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

〇 〇 〇 ２８ 

 定期考査   〇 〇 〇 １ 



３
学
期 

第４章 グローバル化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・脱植民地化と第三勢力の台頭、冷戦下の地

域紛争など国際政治の変容について理解す

る。 

・冷戦が各国経済に及ぼした影響や地域連

携、日本の高度経済成長など、世界経済の拡

大と経済成長下の日本社会について理解して

いる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・地域紛争と冷戦の関係、日本や第三世界の

国々の経済成長の特徴、欧米やソ連の政策転

換などについて、日本とその他の国々の動向

を比較したり、関連付けたりして考察し、表

現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

グローバル化の歴史に関わる諸事象につい

て、見通しを持って学習に取り組もうとし、

学習を振り返りながら理解しようとしてい

る。 

 

・指導事項 

第４章１節 グローバル化への問い 

２節 冷戦と世界経済 

①冷戦の拡大と第三勢力 

 ②キューバ危機と核兵器の管理 

 ③脱植民地化の進展と地域紛争 

 ④計画経済と開発 

 ⑤冷戦下の日本とアジア 

 ⑥地域連携の拡大 

 ⑦ベトナム戦争と冷戦構造の変 

 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

【知識及び技能】 

・脱植民地化と第三勢力の台頭、冷戦下の地

域紛争など国際政治の変容について理解でき

ている。 

・冷戦が各国経済に及ぼした影響や地域連

携、日本の高度経済成長など、世界経済の拡

大と経済成長下の日本社会について理解でき

ている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・地域紛争と冷戦の関係、日本や第三世界の

国々の経済成長の特徴、欧米やソ連の政策転

換などについて、日本とその他の国々の動向

を比較したり、関連付けたりして考察し、表

現することができている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

〇 〇 〇 １６ 

第４章 グローバル化と私たち 

 

【知識及び技能】 

・石油危機やアジア諸地域の経済発展、経済

の自由化など、市場経済の変容と課題につい

て理解する。 

・冷戦の変容と終結の背景や民主化の進展、

地域統合の拡大や拡散する地域紛争など、冷

戦終結後の国際政治の変容と課題について理

解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・市場経済のグローバル化の特徴、地球環境

問題と日本の役割について、多面的・多角的

に考察し、表現する。 

・冷戦の変容と終結の背景、冷戦終結後の国

際政治の特徴と日本の役割について、多面

的・多角的に考察し、表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

グローバル化の歴史に関わる諸事象につい

て、見通しを持って学習に取り組もうとし、

学習を振り返りながら理解しようとしてい

る。 

・指導事項 

３節 世界秩序の変容と日本 

 ①問い直される近代 

 ②石油危機と経済の自由化 

 ③アジアの経済発展と日本 

 ④冷戦の終結と世界 

 ⑤拡散する地域紛争 

 ⑥民主化の進展 

 ⑦グローバル化と地域統合 

 ⑧岐路に立つ世界と日本 

４節 現代的な諸課題の形成と展望 

 

・教材 等 

『新選歴史総合』 

『新選歴史総合 ワークノート』 

 

 

【知識及び技能】 

・石油危機やアジア諸地域の経済発展、経済

の自由化など、市場経済の変容と課題につい

て理解できている。 

・冷戦の変容と終結の背景や民主化の進展、

地域統合の拡大や拡散する地域紛争など、冷

戦終結後の国際政治の変容と課題について理

解できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・市場経済のグローバル化の特徴、地球環境

問題と日本の役割について、多面的・多角的

に考察し、表現することができている。 

・冷戦の変容と終結の背景、冷戦終結後の国

際政治の特徴と日本の役割について、多面

的・多角的に考察し、表現することができて

いる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に授業に参加し，講義やグループワー

クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして

いる。 

〇 〇 〇 １４ 

定期考査   〇 〇 〇 １ 

    合 計 140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 数学科 科目 数学Ⅱ 

教 科：数学科 科 目： 数学Ⅱ  単位数： ４単位 

対象学年組：第２学年 １組～６組 

教科担当者： （吉野・斎藤） 

使用教科書： (NEXT 数学Ⅱ 数研出版 ) 

教科の目標：数学的活動を通して、基礎的な知識の習得や事象を数学的に考察する能力を育成する。  

【知識及び技能】既習の知識及び技能と関連付けながら新しい概念を導き、数学を活用して問題を解決する力を養う。 

【思考力、判断力、表現力等】事象を数学化し、目的に応じて数式、図、表、グラフなどを活用して表現する力を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】数学のよさを認識し、積極的に数学を活用して問題を自立的、協働的に解する態度を育成する。 

科目 数学Ⅱの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学 

的に表現・処理する技能を身に付ける。 

問題を数学的に捉え、適切な手法を選択して問題を解

決し，解決の過程や結果を批判的に考察し判断する力 

を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘

り強く考える態度を身に付ける。 

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度や創造性の基礎を育む。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

単元名：式と計算 

 

【知識及び技能】 

いろいろな式の考えについての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解するとともに，

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技能を身に付

けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

数の範囲や式の性質に着目し,事象を的確に

表現してその特徴を数学的に考察する力，関

数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に

考察したり，問題解決の過程や結果を振り返

って統合的・発展的に考察したりする力を養

う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

4月「 3次式の展開と因数分解」 

  「 二項定理 」 

  「 多項式の割り算 」 

5月「 分数式とその計算」 

   「 恒等式 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学Ⅱ 」 

副教材「 CONNEXT 数学Ⅱ 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・公式を利用して3次式の展開、因数分解が

できる。 

・(a＋b)nの展開式とパスカルの三角形の関係

および，パスカルの三角形の性質を理解して

いる。 

・二項定理を利用して，展開式やその項の係

数を求めることができる。 

・多項式の割り算ができる。 

・割り算で成り立つ等式を理解し，利用する

ことができる。 

・分数式を約分することができる。 

・分数式の四則計算ができる。 

・繁分数式を簡単にすることができる。 

・恒等式と方程式の違いを理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・式の展開は分配法則を用いると必ずできる

ことを理解し，展開の公式を証明できる 

・二項定理を等式の証明に活用することがで

きる。 

・2種類以上の文字を含む多項式の割り算

を，1つの文字に着目することで，1文字の場

合と同様に考えることができる。。 

・分数式の計算について，分数の計算と同じ

ように考えて考察する。 

・方程式との違いに注意して恒等式を作った

り，作られた式が恒等式かどうか判断したり

できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・多項式の割り算および割り算で成り立つ等

式を整数の割り算についてのものと比較して

理解し，余りの次数にも注意して積極的に考

察し，活用しようとする。 

・様々な恒等式を，積極的に作ろうとする。 

〇 〇 〇 27 

定期考査   〇 〇  1 

単元名：等式・不等式の証明 

        複素数と方程式 

図形と方程式 

【知識及び技能】 

いろいろな式,図形と方程式の考えについて

の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解

するとともに，事象を数学化したり，数学的

に解釈したり，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式

が成り立つことなどについて論理的に考察す

る力，関数の局所的な変化に着目し，事象を

数学的に考察したり，問題解決の過程や結果

・指導事項 

6月「 等式の証明 」 

  「不等式の証明 」 

  「 複素数とその計算 」 

「2次方程式の解 」  

  「 解と係数の関係 」 

  「 剰余の定理と因数定理 」 

「高次方程式」 

7月「直線上の点」 

「平面上の点」 

「2直線の関係」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学Ⅱ」 

副教材「 CONNEXT 数学Ⅱ 」 

【知識及び技能】 

・与えられた等式を用いて文字を消去し，等

式を証明することができる。 

・実数の性質を用いて不等式を証明すること

ができる。 

・相加平均と相乗平均の大小関係を利用して

不等式を証明することができる。 

・複素数の加法，減法，乗法の計算ができ

る。 

・判別式を利用して，2次方程式の解が判別

できる。 

・2次方程式の解の条件から，解と係数の関

係を利用して係数を求めることができる。 

・和と積がわかっている2数を求めることが

できる。 
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を振り返って統合的・発展的に考察したりす

る力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

プリント ・因数定理について理解し，それを利用して

高次式を因数分解できる。 

・数直線上の内分点，外分点の座標を求める

ことができる。 

・座標平面上の線分の内分点，外分点の座標

を求めることができる。 

・与えられた条件を満たす直線の方程式を求

めることができる。 

・点と直線の公式を理解し，それを利用して

距離を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・等式の証明の仕組みを正しく理解し，不適

切な証明方法について批判的に考察するとと

もに，その理由を説明できる。 

・負の数の平方根の積について，正の数の平

方根で成り立っていた計算法則が成り立た

ないことを考察できる。 

・解と係数の関係を活用して，2次方程式の

解の条件を考察することができる。 

・剰余の定理を活用し，多項式を2つの1次式

で割った余りから，2次式で割った余りを求

めることができる。 

・内分点，外分点の座標を用いて，点対称で

あることを数式で表現できる。 

・直線に関して対称な点の座標について，図

形の条件を式で表現し，考察することができ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・これまで「解なし」としていた2次方程式

が，複素数の範囲では解をもつことに興味を

もつ。 

・2次方程式の解の条件について，解と係数

の関係以外にも，2次関数のグラフを用いて

考察し，それらを比較して関係性を探ろうと

する。 

・虚数解から方程式の係数を決定する問題に 

ついて，いくつかの方法で解き，それらを比

較・検討しようとする。 

・ x，yの方程式が座標平面上で図形を表す

ということの意味を理解しようとし，点の集

合が図形を表すことを正しく認識する。 

定期考査   〇 〇  1 

２
学
期 

 

単元名：図形と方程式 

    三角関数 

【知識及び技能】 

図形と方程式、三角関数の考えについての基本的

な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける

ようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

座標平面上の図形について構成要素間の関係に着

目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に

表現したり，図形の性質を論理的に考察したりす

る力，関数関係に着目し，事象を的確に表現して

その特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な

変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題

解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に

考察したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

9月 「 円の方程式 」 

   「円と直線 」 

  「 2つの円 」 

    「 軌跡と方程式 」  

「 不等式の表す領域 」 

10月「角の拡張 」 

  「 三角関数 」 

「三角関数の性質」 

「三角関数のグラフ」 

「三角関数の応用」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学Ⅱ 」 

副教材「 CONNEXT 数学Ⅱ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・中心の座標と半径から円の方程式を求める

ことができる。また，円の方程式から中心の

座標と半径を求めることができる。 

・円の接線の公式を理解し，接線の方程式を

求めることができる。 

・2つの円の位置関係と，中心間の距離と半

径の関係から，円の方程式を求めることがで

きる。 

・直線を境界線とする領域を図示することが

できる。 

・弧度法の定義を理解し，度数法と弧度法の

換算ができる。また，動径が表す角につい

て弧度法で考えることができる。 

・三角関数の相互関係を理解し，それらを利

用して様々な値を求めたり，式変形をした

りすることができる。 

・ y＝sinθのグラフをもとにした，いろい

ろな三角関数のグラフのかき方および周期

の求め方を理解している。 

・三角関数を含む方程式、不等式を解くこと

ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・2点を直径の両端とする円について，中心

と半径に着目して，方程式を求めることが

できる。 

・円と直線の共有点の個数を，2次方程式の

実数解の個数から考察することができる。 

・条件の真理集合を考えることにより，命題

の真偽を真理集合の包含関係として考察し，

証明することができる。 

・三角関数の値の符号について考察でき

る。また，値の増減についても考察し，それ

を適切に表現できる 
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・ sin(θ＋α)＝kの形の方程式について，

θ＋α＝tとおいたときのtの範囲にも注意

して解くことができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・円と直線の共有点の個数と，中心と直線の

距離の関係について，図を複数かくなどして

自ら見出そうとする。 

・線形計画法について，最大値・最小値を求

める1次式の係数を変えたり，最大・最小と

なる点から係数を求めたりすることで，より

詳しく考察し，理解しようとする。 

・三角比の相互関係について，既習である円

の方程式と関連付けて，多面的に考察しよ

うとする。 

 

定期考査   〇 〇  1 

単元名：指数関数と対数関数 

【知識及び技能】 

指数関数・対数関数の考えについての基本的

な概念や原理・法則を体系的に理解するとと

もに，事象を数学化したり，数学的に解釈し

たり，数学的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ

の特徴を数学的に考察する力，関数の局所的

な変化に着目し，事象を数学的に考察した

り，問題解決の過程や結果を振り返って統合

的・発展的に考察したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

11月「加法定理 」 

  「加法定理の応用」 

「指数の拡張」 

12月「対数とその性質」 

「対数関数」 

「常用対数」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学Ⅱ」 

副教材「 CONNEXT 数学Ⅱ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・加法定理を利用して，正弦，余弦の値を求

めることができる 

・2倍角の公式を利用して，三角関数の値を

求めることができる。 

・三角関数の合成をすることができる。 

・指数が整数の場合の累乗の定義を理解し，

累乗の計算や，指数法則を用いた計算をする

ことができる。 

・指数関数のグラフの特徴を理解し，グラフ

をかくことができる。 

・指数と対数を相互に書き換えることができ

る。 

・底の変換公式を適用することができる。 

・対数関数を含む方程式・不等式を解くこと

ができる。 

・正の数をa×10nの形に表して，常用対数表

を用いて対数の値を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・ cos(α＋β)の加法定理から 

cos(α－β)の加法定理を導いた方法を参考

に，sin(α＋β)の加法定理からsin(α－

β)の加法定理を導くことができる。 

・2倍角の公式を利用して，やや複雑な三角

関数を含む方程式・不等式の角を統一して

考察することができる。 

・累乗根の性質の証明の1つを参考に，別の

性質を証明することができる。 

・指数関数の増減によって，数の大小関係を

考察することができる。 

・指数法則を利用して，対数の性質を証明す

ることができる。 

・対数関数を含む少し複雑な方程式・不等式

を解くことができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・加法定理を利用して，様々な公式を導出・

証明しようとする。 

・指数法則を用いた計算について，いくつか

の方法を試し，よりよい計算方法を検討しよ

うとする。 

・指数と対数の関係に興味をもち，性質や計

算において，その関係を見出そうとする。 

・対数関数を含む方程式・不等式について，

真数が正であるという条件について，その

解との関係をもとに考察しようとする。 
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単元名：微分法と積分法 

【知識及び技能】 

微分・積分の考えについての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解するとともに，事

象を数学化したり，数学的に解釈したり，数

学的に表現・処理したりする技能を身に付け

るようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ

の特徴を数学的に考察する力，関数の局所的

な変化に着目し，事象を数学的に考察した

り，問題解決の過程や結果を振り返って統合

的・発展的に考察したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

1月「 微分係数」 

  「 導関数とその計算 」 

「接線の方程式 」 

   「 関数の増減と極大・極小」 

2月「関数の増減・グラフの応用」 

「不定積分」 

「定積分」 

3月「定積分と面積」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学Ⅱ 」 

副教材「 CONNEXT 数学Ⅱ 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・平均変化率の定義を理解し，それを求める

ことができる。 

・微分係数の図形的な意味を理解し，接線の

傾きを求めることができる。 

・公式を用いて関数の導関数を求めることが

できる。 

・接点のx座標が与えられたとき，接線の方

程式を求めることができる。 

・導関数を利用して，関数の極値を求めた

り，グラフをかいたりすることができる。 

・導関数を利用して，関数の最大値・最小値

を求めることができる。 

・不定積分の表し方を理解し，積分定数を漏

らさず正しく表すことができる。 

・定積分の様々な性質を理解し，それを利用

して定積分を計算することができる。 

・2曲線の間の面積を，定積分で表して求め

ることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・ x以外の文字についての関数においても，

導関数を求めることができる。 

・曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，

接点Aにおける接線が点Cを通ると読み替え

て，接線の方程式を求めることができる。 

・関数の増減を接線の傾きから考察すること

ができる。 

・方程式の実数解の個数を，関数のグラフと

x軸の共有点の個数に読み替えて考察でき

る。 

・積分変数が何であるかに注意して，不定積

分を正しく表現し，計算することができる。 

・絶対値のついた関数の定積分を，図形の面

積とみることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・接線の方程式について，微分係数だけでな

く，2次方程式が重解をもつという条件も合

わせ，多面的に考察しようとする。 

・4次関数についても，3次関数と同様な方法

で増減や極値について調べたり，グラフを

かいたりしようとする。 

・積分法が微分法の逆演算であることから，

不定積分を求めたり，不定積分の公式が成

り立つことを確かめたりしようとする。 

・面積S(x)が関数f(x)の原始関数の1つであ

ることに興味・関心をもち，考察しようとす

る。 
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年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 数学科 科目 数学Ｂ 

教 科：数学科 科 目： 数学Ｂ  単位数： ２単位 

対象学年組：第２学年 １組～６組 

教科担当者： （吉野・斎藤）  

使用教科書： (NEXT 数学Ｂ 数研出版 ) 

教科の目標：数学的活動を通して、基礎的な知識の習得や事象を数学的に考察する能力を育成する。  

【知識及び技能】既習の知識及び技能と関連付けながら新しい概念を導き、数学を活用して問題を解決する力を養う。 

【思考力、判断力、表現力等】事象を数学化し、目的に応じて数式、図、表、グラフなどを活用して表現する力を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】数学のよさを認識し、積極的に数学を活用して問題を自立的、協働的に解する態度を育成する。 

科目 数学Ｂの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学

的に表現・処理する技能を身に付ける。 

日常の事象は社会の事象を数学的に捉え、適切な手法

を選択して問題を解決し，解決の過程や結果を批判的

に考察し判断する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘

り強く考える態度を身に付ける。 

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度や創造性の基礎を育む。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

単元名：数列 

【知識及び技能】 

数列についての基本的な概念や原理・法則を

体系的に理解するとともに，数学と社会生活

との関わりについて認識を深め，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身に付けるように

する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学

的に表現し考察する力，問題を解決したり，

解決の過程や結果を振り返って考察したりす

る力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

4月「 数列と一般項 」 

  「 等差数列 」 

5月「 等差数列の和 」 

「 等比数列 」 

   「 等比数列の和 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学B」 

副教材「 CONNEXT 数学B 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・数列の定義，表記について理解し，用語や

記号を正確に用いることができる。 

・数列の一般項の意味を理解し，一般項から

各項を求めることができる。また，ある規

則で並んだ数列の一般項をnの式で表すこ

とができる。 

・等差数列の一般項の求め方を理解し，具体

的に求めることができる。 

・等差数列の隣り合う2項の関係から具体的

な項を求めることができる。 

・等差数列の和の公式を導出する過程を理解

している。 

・等比数列の定義と公比について理解し，等

比数列の項を求めることができる。 

・条件から等比数列の一般項を決定でき

る。 

・公式を用いて等比数列の和を求めることが

できる。【思考力、判断力、表現力等】 

・数列の一般項を表す式を，定義域が自然数

であるnの関数と捉え，新しい概念である数

列を，既習の関数と関連付けて考察できる。 

・項の正負と数列の和の増減の関係から，等

差数列の和の最大，最小について考察するこ

とができる。 

・等比数列の和の条件から初項や公比を求め

ることができる。またその際，式の特徴を

活かして適切に変形したり，式の意味を読

み取ったり表現したりできる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・数の並び方に興味をもち，その規則性を発

見しようとする意欲がある。 

・等差数列の和の公式を用いて，奇数の和に

ついて成り立つ等式を証明しようとする。 

〇 〇 〇 13 

定期考査   〇 〇  1 

単元名：数列  

【知識及び技能】 

数列についての基本的な概念や原理・法則を

体系的に理解するとともに，数学と社会生活

との関わりについて認識を深め，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身に付けるように

する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学

的に表現し考察する力，問題を解決したり，

解決の過程や結果を振り返って考察したりす

る力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

・指導事項 

6月「 和の記号Σ 」 

  「階差数列 」 

7月「 いろいろな数列の和 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学B 」 

副教材「 CONNEXT 数学B 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・和の記号Σの意味を理解し，Σを用いて表

された和を，項を書き並べて表すことができ

る。また，項を書き並べて表された和を，Σ

を用いて表すことができる。 

・自然数の累乗の和を求めることができる。 

・階差数列から数列の一般項が求められる仕

組みを理解し，具体的に一般項を求めること

ができる。 

・数列の和と一般項の関係を理解し，和から

一般項を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・1つの和を，Σを用いて様々な方法で表現

することができる。 

・数列の第k項をkの式で表すことで，Σを用

いて数列の和を求めることができる。 
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態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

 

・階差数列から一般項を求めるときや，数列

の和から一般項を求めるときに，n＝1を別

に考える必要がある理由について，数値を

変えたりして考察し，説明できる。 

・等差数列と等比数列の積で表される数列の

和について，等比数列の和の公式を導いた

方法を応用して考察することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・自然数の和の公式を用いて自然数の2乗の

和の公式が導けることに興味をもち，自然数

の3乗の和の公式を導こうとする。また，さ

らに高い次数の累乗の和の公式についても考

察しようとする。 

・群数列に興味をもち，一般項や和について

考察しようとする。 

定期考査   〇 〇  1 

２
学
期 

 

単元名：数列 

    統計的な推測 

【知識及び技能】 

数列，統計的な推測についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解するとともに，

数学と社会生活との関わりについて認識を深

め，事象を数学化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりする技能を身

に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学

的に表現し考察する力，確率分布や標本分布

の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断

したり，標本調査の方法や結果を批判的に考

察したりする力，日常の事象や社会の事象を

数学化し，問題を解決したり，解決の過程や

結果を振り返って考察したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

9月 「 漸化式 」 

   「数学的帰納法 」 

10月「 確率変数と確率分布 」 

   「 確率変数の期待値と分散 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学B」 

副教材「 CONNEXT 数学B 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・漸化式の意味を理解し，数列の具体的な項

を求めることができる。 

・漸化式an＋1＝pan＋qから一般項を求めること

ができる。 

・数学的帰納法を用いて等式の証明ができ

る。 

・数学的帰納法を用いて整数の性質の証明が

できる。 

・確率変数の期待値を求めることができる。 

・確率変数の分散，標準偏差を，定義から求

めることができる。また，分散と期待値の

公式を用いて求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・複雑な漸化式を，おき換えなどを用いて既

知の漸化式に帰着して考えることができる。 

・ n≧kで成り立つ命題の証明について，数

学的帰納法の仕組みからその方法を考察する

ことができる。 

・確率変数の分散，標準偏差の意味を理解

し，分布の特徴について判断することがで

きる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・一般項による方法以外にも数列の項を定め

る方法があることに興味をもち，それらの共

通点や相違点などを考察しようとする。 

・様々な命題の証明に数学的帰納法を活用し

ようとする態度がある。 

・確率変数aX＋bの期待値について，公式を

用いる方法と用いない方法を比較して検討

しようとする。 

〇 〇 〇 13 
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単元名：統計的な推測 

【知識及び技能】 

統計的な推測についての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解するとともに，数学

と社会生活との関わりについて認識を深め，

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技能を身に付

けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学

的に表現し考察する力，確率分布や標本分布

の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断

したり，標本調査の方法や結果を批判的に考

察したりする力，日常の事象や社会の事象を

数学化し，問題を解決したり，解決の過程や

結果を振り返って考察したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

11月 「 確率変数の和と積 」 

    「 二項分布 」 

12月 「 正規分布 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学B 」 

副教材「 CONNEXT 数学B 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・同時分布の意味を理解し，2つの確率変数

の同時分布を求めることができる。 

・独立な2つの確率変数の積の期待値を，公

式を用いて求めることができる。 

・3つ以上の独立な確率変数の和や積の期待

値，分散を，公式を用いて求めることがで

きる。 

・二項分布に従う確率変数の期待値，分散，

標準偏差を求めることができる 

・確率密度関数や分布曲線の定義を理解し，

連続型確率変数について，確率を求めること

ができる。 

・一般の正規分布に従う確率変数を標準正規

分布に従う確率変数に変換することができ

る。 

・一般の正規分布に従う確率変数について，

正規分布表を用いて確率を求めることができ

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・具体的な事象から確率変数を求め，その期

待値について考察することができる。 

・具体的な事象を二項分布として捉え，考察

することができる。 

・標準正規分布の期待値，分散について，既

知の公式を用いて証明することができる。 

・正規分布を活用して現実のデータについて

考察することができる。 
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【学びに向かう力、人間性等】 

・2つの確率変数の確率分布が等しいことに

興味をもち，その意味を解釈しようとす

る。 

・現実のデータが正規分布に近い分布になる

ことがあることに興味をもち，様々なデー

タについて考察しようとする。 

 

 定期考査   〇 〇  1 

３

学

期 

 

単元名：統計的な推測 

【知識及び技能】 

統計的な推測についての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解するとともに，数学

と社会生活との関わりについて認識を深め，

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技能を身に付

けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学

的に表現し考察する力，確率分布や標本分布

の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断

したり，標本調査の方法や結果を批判的に考

察したりする力，日常の事象や社会の事象を

数学化し，問題を解決したり，解決の過程や

結果を振り返って考察したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

・指導事項 

1月「母集団と標本 」 

  「 標本平均の分布 」 

2月「 推定 」 

3月「 仮説検定 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学B 」 

副教材「 CONNEXT 数B 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・母集団分布について理解し，母平均や母標

準偏差を求めることができる。 

・標本平均の期待値と標準偏差を求めること

ができる。 

・標本比率が二項分布に従う仕組みを理解

し，正規分布で近似することで標本比率に

ついての確率を求めることができる。 

・母平均に対する信頼区間を求めることがで

きる。 

・仮説検定の意味を理解し，正規分布を用い

た仮説検定ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・標本の大きさnを大きくしたとき，標本平

均がどのような分布になるか，直感的に理

解した上で，標準偏差の式と関連付けて説

明することができる。 

・信頼度95％の信頼区間の求め方やその意味

をもとに，信頼度99％の信頼区間を求める

ことができる。また，その意味について信

頼区間の幅をもとに説明することができ

る。 

・片側検定と両側検定の違いを理解し，どち

らの検定をするか正しく判断できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・現実に行われている様々な調査が全数調査

か標本調査か，またその方法を採用してい

るのはなぜかに興味をもち，それぞれの調

査の特徴を調べたり考えたりしようとす

る。 

・母平均や母比率の推定について，信頼区間

の幅と標本の大きさや信頼度との関係を考

察し，それをもとに実際に適切な推定を行

おうとする。 

・仮説検定によって様々な判断ができること

に興味をもち，現実の問題の解決に役立てよ

うとする。 
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年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科（数学） 科目（数学ⅠＡ演習Ｘ） 

教 科： 数学   科 目： 数学ⅠＡ演習Ｘ 単位数： ２ 単位 

対象学年組：第２学年１組～６組 

教科担当者： （吉島） 

使用教科書： （数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」） 

教科の目標：数学Ⅰ・数学Ａの理解を深め、事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばす  

【知識及び技能】既習の知識及び技能と関連付けながら新しい概念を導き、数学を活用して問題を解決する力を養う。 

【思考力、判断力、表現力等】事象を数学化し、目的に応じて数式、図、表、グラフなどを活用して表現する力を育成する。 

【学びに向かう力、人間性等】数学のよさを認識し、積極的に数学を活用して問題を自立的、協働的に解する態度を育成する。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析につい

ての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に

表現・処理したりする技能を身に付ける。 

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解する。 

数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・

処理したりする技能を身に付ける。 

数や式を多面的にみることで目的に応じて適切に変形

する力を身に付ける。 

図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量

について論理的に考察し表現する力を身に付ける。 

関数関係に着目することで，事象を的確に表現してそ

の特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する

力を身に付ける。 

社会の事象などから設定した問題について，データの

散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を

選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程

や結果を批判的に考察し判断する力を養う。 

不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事

象の起こりやすさを判断する力を身に付ける。 

数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の

構造を見いだし，数理的に考察する力を身に付ける。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘

り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態

度を身に付ける。 

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度や創造性の基礎を育む。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

単元名：式の計算 

    実数 

【知識及び技能】 

式を扱うための基本的な用語や計算方法

を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

式を1つの文字に着目して整理したり，1

つの文字におき換えたりするなど，目的

に応じた式の見方を身に付ける。 

既に学習した計算方法と関連付けるな

ど，式を多面的に捉える力を身に付け

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

問題解決の過程を振り返り,評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎

を身に付ける。 

・指導事項 

4月「 多項式の加法と減法 」 

  「 多項式の乗法 」 

  「 因数分解 」 

「 実数 」 

   「 根号を含む式の計算 」 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・多項式の加法，減法の計算ができる。 

・分配法則を用いて多項式の積の計算ができる。 

・公式を利用して式の展開ができる。 

・公式を用いて2次式の因数分解ができる。 

・分数を循環小数で，循環小数を分数で表すことが

できる。 

・絶対値の意味を理解し，実数の絶対値を求めるこ

とができる。 

・根号を含む式の加法，減法，乗法，除法の計算が

できる。また，展開の公式を利用して根号を含む式

の乗法の計算ができる。 

・分母の有理化ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・式を１つの文字におき換えること，積の組み合わ

せを工夫したりすることで，式の展開を簡略化する

ことができる。 

・式によって適切な方法を判断して因数分解ができ

る 

・複雑な式についても，式を1つのまとまりとみ

る，1つの文字について整理するなどして見通しを

よくすることで，因数分解をすることができる。 

・式の特徴に注目して対称式の値を求めることがで

きる。また，それに分母の有理化などを利用するこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・どの式を1つの文字でおき換えるのか，式変形の

工夫の仕方について考えることで，よりよい展開,

因数分解の方法について考察しようとしている。 

○ ○ ○ 4 

単元名：1次不等式 

    集合と命題 

【知識及び技能】 

不等式の解の意味や不等式の性質につい

て理解し、説明する力を身に付ける。 

絶対値を含む方程式や不等式を解く力を

身に付ける。 

集合と命題に関する基本的な概念や用語

を理解し，それを用いて命題を証明する

力を身に付ける。 

・指導事項 

5月「 不等式の性質 」 

  「 1次不等式 」 

  「 絶対値を含む方程式・不等式 」 

「 集合 」  

  「 命題と条件 」 

  「 命題と証明 」 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・不等式の解の意味を理解し，1次不等式を解くこ

とができる。 

・連立不等式の意味を理解し，連立1次不等式を解

くことができる。 

・絶対値を含む方程式や不等式を解くことができ

る。 

・集合の表し方を理解し，決まりに従って集合を表

すことができる。 

・2つの集合の共通部分，和集合を求めることがで

○ ○ ○ 6 



 きる。 

・補集合の意味およびド・モルガンの法則を理解で

きる。 

・命題の真偽を考察することができる。 

・必要条件，十分条件，同値などの定義を理解しそ

の判定ができる。 

・「かつ」「または」を含む条件の否定を述べるこ

とができる。 

・命題の逆，裏，対偶を作ることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・身近な問題を，1次不等式を活用して解決するこ

とができる。 

・場合分けをして絶対値記号を外す方法について理

解し，絶対値を含む方程式や不等式を場合分けして

解くことができる。 

・対偶を用いて命題を証明することができる。 

・背理法が適用できるように式を適切に変形するな

どして，命題を背理法で証明することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・現実の問題について，必要な条件を選んで数学化

し，それを解決しようとしている。また，得られた

解を現実問題に当てはめ直し，それを考察しようと

している。 

・3つ以上の集合についても，共通部分や和集合に

ついて考察しようとしている。 

定期考査   ○ ○  1 

単元名：2次関数 

【知識及び技能】 

2次関数の最大値，最小値を求める力を

身に付ける。 

条件から2次関数を決定できる力を身に

付ける。 

2次不等式も2次関数のグラフとx軸の関

係から考察し，2次不等式を解く力を身

に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

2次関数のグラフの特徴について，頂点

の平行移動と関連付けて考察する力を身

に付ける。 

2次関数の最大値，最小値を様々な事象

の考察する力を身に付ける。 

2次方程式の解について考察し，それを2

次関数のグラフとx軸の交点と関連付け

て考える力を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

問題解決の過程を振り返り,評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎

を身に付ける。 

・指導事項 

6月 「 関数とグラフ 」 

   「 2次関数のグラフ 」 

  「 2次関数の最大・最小 」 

    「 2次関数の決定 」  

7月 「 2次方程式 」 

   「 2次関数のグラフとx軸の位置関係 」 

  「 2次不等式 」 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・1次関数の最大値，最小値をグラフを用いて求め

ることができる。 

・2次関数 y＝a(x－p) 2＋qのグラフをかくことがで

きる。 

・ax2＋bx＋cをa(x－p) 2＋qの形に変形して， 

2次関数y＝ax2＋bx＋cのグラフをかくことができ

る。 

・定義域に制限のある2次関数の最大値，最小値を

求めることができる。 

・グラフの軸や頂点がわかっている2次関数を求め

ることができる。 

・グラフが通る3点がわかっている2次関数を求める

ことができる。 

・解についての条件が与えられた2次方程式につい

て，判別式を用いて定数の値や値の範囲を求めるこ

とができる。 

・グラフと不等式の解の関係を理解できる。 

・2次の連立不等式を解くことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・2次関数を活用して応用問題を考察できる。 

・2次方程式を，その都度適切な方法を判断して解

くことができる。 

・解がない場合など特別な場合も含めて，2次関数

のグラフを用いれば2次不等式を解くことができる

ことを理解し，その都度適切な方法を判断し，2次

不等式を解くことができる。 

・2次関数のグラフとx軸の共有点の位置について，

グラフを利用して解決できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・数学の事象や日常生活の事象について，関数を用

いて解決しようとしている。 

・2次方程式・不等式の解を考察するのに，2次関数

のグラフを積極的に利用しようとしている。 

○ ○ ○ 12 

定期考査   ○ ○  1 



２
学
期 

 

単元名：図形と計量 

【知識及び技能】 

三角比の意味やその基本的な性質につい

て理解し、説明する力を身に付ける。 

正弦定理，余弦定理について理解し，そ

れらを適切に用いて三角形の辺や角,三

角形の面積を求める力を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

三角比を用いた計量を行うなど，三角比

を事象の考察に活用できる力を身に付け

る。 

三角比を用いて,空間図形を含む様々な

事象に活用する力を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようと

する態度，粘り強く考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態度を身に付け

る。 

・指導事項 

9月 「 三角比 」 

    「 三角比の相互関係 」 

   「 三角比の拡張 」 

     「 正弦定理 」 

 「 余弦定理 」 

    「 正弦定理と余弦定理の活用 」 

   「 三角形の面積 」 

「 空間図形への応用 」 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・直角三角形において正弦・余弦・正接を求めるこ

とができる。 

・三角比の表を適切に利用することができる。 

・三角比の相互関係を利用して，三角比の1つの値

がわかっているとき，残りの2つの値を求めること

ができる。 

・鋭角以外の角について三角比の値を求めることが

できる。 

・三角比の値から角θを求めることができる。 

・正接を用いて，座標平面上の直線とx軸の正の向

きとのなす角を求めることができる。 

・正弦定理を用いて，三角形の外接円の半径や辺の

長さが求めることができる。 

・余弦定理を用いて，三角形の辺の長さや角の大き

さを求めることができる。 

・正弦定理，余弦定理を用いて三角形の辺の長さや

角の大きさを決定することができる。 

・2辺とその間の角が与えられた三角形の面積を求

めることができる。 

・3辺が与えられた三角形の内接円の半径を求める

ことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・具体的な事象における長さや角度について，三角

比を用いて捉え，三角比の値からそれらを求めるこ

とができる。 

・正弦定理，余弦定理のうち適切なものを判断し，

種々の量を求めることができる。 

・円に内接する四角形の面積を，2つの三角形に分

けて求めることができる。 

・空間図形から平面図形を取り出し，辺の長さや面

積などを求めることができる。 

・三角比を活用して，空間図形の体積を求めること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・日常生活の事象を，三角比を用いて解決しようと

している。 

・同じ問題でも，正弦定理，余弦定理を使った場合

に，解の吟味の必要性などが異なることに興味をも

ち，それぞれの定理や三角比の特徴の違いを考察し

ようとしている。 

○ ○ ○ 10 

単元名：データの分析 

【知識及び技能】 

統計の基本的な考えや種々の統計量，特

にデータの散らばりや相関を表す量につ

いて理解し、説明する力を身に付ける。 

仮説検定の考え方を理解し、説明する力

を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

統計の基本的な考えや種々の統計量を用

いてデータを分析し，様々な判断をでき

る力を身に付ける。 

仮説検定の考え方をもとにした判断をす

る力を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようと

する態度，粘り強く考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態度を身に付け

る。 

・指導事項 

10月「 データの整理 」 

   「 データの代表値 」 

「 データの散らばりと四分位数 」 

    「 分散と標準偏差 」 

「 2つの変量の間の関係 」 

「 データの分析を活用した問題解決 」 

「 仮説検定の考え方 」 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・データを度数分布表に整理し,ヒストグラムに表

すことができる。 

・データの平均値,中央値,最頻値を求めることがで

きる。 

・分散と平均値の関係式を用いて，分散を求めるこ

とができる。 

・相関係数を求めることができる。 

・仮説検定の考え方を理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・データの散らばりの度合いを，範囲,四分位範囲

を用いて判断できる。 

・複数のデータの分布を，箱ひげ図を用いて比較で

きる。 

・データの散らばりの度合いを，分散や標準偏差を

用いて判断できる。 

・散布図をかいて，相関の有無や正負を判断でき

る。 

・データを分析することで問題を解決し，その結論

および過程について表現することができる。 

・仮説検定の考え方を用いて，適切な判断ができ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・データを整理，表現するのに適切な方法や階級の

幅などを考えようとしている。 

・適切な指標を用いてデータの散らばりの度合いを

判断しようとしている。 

・様々なデータについてその相関を自ら調べてみよ

うとしている。 

○ ○ ○ 4 

定期考査   ○ ○  1 



単元名：場合の数 

【知識及び技能】 

場合の数を求めるための基本的な考え方

を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々な場合の数を求めるための公式につ

いて，それを適用するだけにとどまら

ず，公式が導出される過程についても考

察する力を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

問題解決の過程を振り返り,評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎

を身に付ける。 

・指導事項 

11月「 集合の要素の個数 」 

   「 場合の数 」 

「 順列 」 

「 組み合わせ 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学A 」 

副教材「 CONNEXT 数学Ⅰ＋A 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・集合の要素の個数を求めることができる。 

・場合の数を求めることができる。 

・順列,組合せの総数を記号で表し,その式を活用し

て総数を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・様々な場合の数について，既習の内容に帰着する

などして，適切に状況を判断して総数を求めること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・総数を求める式から場合の数の問題を作り出す活

動を通じて，順列や組合せについて主体的に考察し

ようとしている。 

○ ○ ○ 8 

 

単元名：確率 

【知識及び技能】 

場合の数の求め方を活用するなどして，

様々な事象の確率を求める力を身に付け

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

不確実な事象に着目し，確率の性質など

に基づいて事象の起こりやすさを判断す

る力を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

問題解決の過程を振り返り,評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎

を身に付ける。 

・指導事項 

12月「 事象と確率 」 

   「 確率の基本性質 」 

「 独立な試行と確率 」 

「 条件付き確率 」 

「 期待値 」 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・確率を直接求めるか，余事象を用いて求めるか適

切に判断して確率を求めることができる。 

・順列や組合せの総数を利用して，確率を求めるこ

とができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・様々な事象の確率について，状況を正しく判断

し，適切な方法で確率を求めることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・日常生活で様々な判断をする際，確率を積極的に

活用しようとしている。 

○ ○ ○ 8 

定期考査   ○ ○ ○ 1 

３
学
期 

単元名：平面図形 

【知識及び技能】 

平面図形の様々な性質について，その証

明を含めて理解し説明する力を身に付け

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

平面図形の性質を用いて、様々な事象の

考察や，新たな性質の証明などに活用で

きるような力を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

問題解決の過程を振り返り,評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎

を身に付ける。 

・指導事項 

1月 「 三角形の角の二等分線と辺の比 」 

   「 三角形の外心・内心・重心 」 

「 チェバの定理・メネラウスの定理 」 

   「 円に内接する四角形 」 

 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・三角形の内角，外角の二等分線について，線分の

比や長さを求めることができる。 

・三角形の外心,内心,重心について理解し，角の大

きさや辺の長さを求めることができる。 

・チェバ・メネラウスの定理について理解し，線分

の比を求めることができる。 

・円周角の定理と円周角の定理の逆について理解す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・チェバ・メネラウスの定理について，どちらの定

理を用いるか適切に判断できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・様々な形の三角形について，垂直二等分線，角の

二等分線，中線を引いてみることで，外心，内心，

重心を見出そうとしている。 

○ ○ ○ 4 

単元名：平面図形 

空間図形 

【知識及び技能】 

様々な空間図形の性質について，平面図

形との違いも踏まえながら理解し説明す

る力を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

平面図形,空間図形の性質を用いて, 

様々な事象の考察し活用できる力を身に

付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようと

する態度，粘り強く考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態度を身に付け

る。 

・指導事項 

2月 「 円と直線 」 

    「 2つの円 」 

「 直線と平面 」 

    「 多面体 」 

・教材 等 

教科書「 NEXT 数学A 」 

副教材「 CONNEXT 数学Ⅰ＋A 」 

プリント 

【知識及び技能】 

・円の接線と弦の作る角の性質を用いて，角の大き

さを求めることができる。 

・方べきの定理について理解し，線分の長さを求め

ることができる。 

・空間における2直線の位置関係やなす角について

理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・空間における2平面の位置関係やなす角について

理解し，与えられた条件から垂直，平行などについ

て正しい判断ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・既習事項を整理し，それらを組み合わせることで

少し複雑な図形について様々な解法を検討しようと

している。 

○ ○ ○ 4 



単元名：数学と人間の活動 

【知識及び技能】 

様々な人間の活動の中から，整数を中心

とした数学的な要素を見出し，数学の内

容の理解を深め説明する力を身に付け

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々な人間の活動の中から，現実の事象

について数学を用いて考察できる力を身

に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学のよさを認識し数学を活用しようと

する態度，粘り強く考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態度を身に付け

る。 

・指導事項 

3月「 約数と倍数 」 

  「 素数と素因数分解 」 

「 最大公約数・最小公倍数 」 

   「 整数の割り算 」 

「 ユークリッドの互除法 」 

「 1次不定方程式 」 

   「 記数法 」 

・教材 等 

数研出版「ジュニア演習数学Ⅰ・Ａ」 

プリント 

【知識及び技能】 

・素因数分解を利用して最小公倍数,最大公約数,正

の約数の個数を求めることができる。 

・互除法を用いて最大公約数を求めることができ

る。 

・1次不定方程式の解をすべて求めることができ

る。 

・n進法の仕組みを理解し，10進数をn進数で，n進

数を10進数で表すことができる 

【思考力、判断力、表現力等】 

・1次不定方程式の解の存在について，その理由も

含めて考察し，説明することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・日常生活における具体的な事象に約数と倍数の考

えが活用されていることを理解し，具体的な事象に

ついてそれを確認したり考察したりしようとしてい

る。 

・1次不定方程式を，様々な問題の解決に積極的に

活用しようとしている。 

○ ○ ○ 4 

定期考査   ○ ○  1 

総合演習     ○ 1 
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年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用）  教科 理科 科目 物理基礎α 

教 科：理科  科 目：物理基礎α 単位数：2 単位対象学年組：第２学年 １組～６組 

教科担当者： （ １組～６組 ： 林 、関口 ）  

使用教科書： （ 東京書籍 新編 物理基礎 ） 

教科 理科の目標： 

【知識及び技能】 

物理現象の基本原理・法則を理解する。 

基礎的な物理的現象に対して，基本法則をあてはめて適切に数理処理できる力を養う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

物理の基本原理・法則を理解し，学んだ知識を関連付けて身の回りの現象を理解できる。実験を通して，各種の計測器具を正しく扱い，データの処理を適切に行える

ようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常の自然にある物理現象に興味を持ち，探求する態度を持つ。 

 

科目 物理基礎β の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

物体の運動と様々なエネルギーについて，基本的な概

念や原理・法則を理解し，知識を身に付ける。 

 観察・実験に対する正しい技能を習得する。観察・実

験過程や結果を的確に記録整理し，科学的に探究する

技能を身につける。 

物体の運動と様々なエネルギーに関する事物・現象の

中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を

科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現できる

ようになる。 

身の回りの現象について、物理の基本的な概念や原

理・法則を理解し，事実に基づいて科学的に判断でき

る。 

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と

様々なエネルギーについて関心をもち，意欲的に探究

しようとするとともに，科学的な見方や考え方を身に

付ける。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

運動の表し方 

【知識及び技能】 

長さ，時間，質量などを実際に測定でき，数

値と単位を合わせた物理量としてSIを基準と

して表記できる。測定値から体積，速さ，密

度などを計算し，不確かさを意識して有効数

字を扱い，科学表記ができる。 

さまざまな運動をしている物体のようすとそ

の違いを時刻，位置，変位，速さを用いて表

現できる。 

速度の考え方から，次のような条件での運動

について説明できる。 

・同じ位置から1直線上を同じ向きに等しい

時間だけ運動しても到着点が異なる場合は何

が違うか 

・同時にスタートし，速さ・到着点は同じな

のに到着時刻が異なる場合は何が違うか 

・まっすぐに等しい距離・速さ・時間で移動

しても到着点が違う場合は何が違うか 

・変位と移動距離の違いについて具体例を示

して説明できる。 

ストロボ写真などの実験データをx-tグラフ

やv-tグラフに正しく表現できる。等速直線

運動の特徴を理解して，グラフに適切な直線

を引くことができる。このとき，実験から得

られた飛び飛びの変位から求めた速度がその

時間間隔における平均の速度である事を理解

したグラフが描けている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

ストロボ写真から速度が一定の運動である事

をその根拠と共に説明でき，x-tグラフ，v-t

グラフの概形を正しく示すことができる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に自分たちの歩行運動の調べ方を提案

でき，結果を記録し，有効数字を意識して速

さを求め，グラフ化などをして運動の特徴を

説明できる。 

・指導事項 

4月 

有効数字、速さ、速度、等速直線運動 

 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

物理量の表し方や，測定における不確かさと

有効数字，測定値を使った計算方法について

理解している。 

運動している物体のようすを表す物理量のう

ち，時刻や変位，速さについて理解してい

る。 

等速直線運動のv-tグラフ，x-tグラフの特徴

を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

ストロボ写真から，その運動の特徴を考察

し，グラフを用いて正確に表現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

自分の歩行運動のようすを主体的に調べ，友

達と話し合いながら比較し，その違いなどに

ついて考えようとしている。 

○ ○ ○ 12 



 

運動の表し方 

【知識及び技能】 

列車など動くものの上で歩いたときの速度

を，列車に乗っている立場と地面に静止して

いる立場からの違いとして説明し合成速度を

計算できる。列車など動くものから見た併走

する自動車などの速度について様々な場合に

ついて説明し相対速度を計算できる。 

実験データから得られたx-tグラフ，v-tグラ

フの特徴から，速度変化が一定であることを

理解し，表現できる。 

実験結果から得られた加速度と等加速度運動

の式から，具体的な時刻における速度，変位

を計算できる。また，v-tグラフの面積が変

位を，x-tグラフの接線の傾きが速度を表し

ていることを確認できる。 

自由落下運動のv-tグラフから，自由落下運

動がある一定の加速度運動であることを説明

でき，その加速度を計算できる。 

投げ下ろしたり投げ上げたりした物体のv-t

グラフから，どんな場合にも静かに放した場

合と同じ加速度で運動していることを理解で

きる。 

水平に投げられた物体のストロボ写真やスロ

ービデオなどを利用して，水平方向の運動と

鉛直方向の運動の特徴に気づき，それぞれの

向きに分けて考えて良いことに気づいてい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

仮説を検証するためには，等速直線運動の実

験結果の表現・分析をどのように応用すれば

良いかを考えることができる。 

v-tグラフの傾きが一定であることから，単

位時間あたりの速度変化が大切であることに

気づき，加速度を求めることができる。この

加速度を利用して速度を時間の１次関数，位

置と時間を２次関数として表現できる。 

等加速度直線運動の式に自由落下の加速度を

使って，自由落下運動の様子を表す式を導

き，記述できる。 

変位，速度，加速度に向きがあることを理解

し，向きによって正・負を決めて計算式を扱

う必要があることを踏まえて等加速度運動の

式で表すことができる。 

水平に投げられた物体の水平方向の速さに変

化はなく(等速)，鉛直方向の速さは静かに放

した場合と同じ等加速度運動をしていること

を説明できる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

斜面を下る物体の運動について仮説を立て，

これを検証するための実験・分析方法を提案

し，これに沿って実践しようとしている。 

様々な物体を落としたときの落下運動の特徴

を，加速度に着目して比較しようとする。 

 

・指導事項 

5月 

合成速度と相対速度、速度が変わる運動、自

由落下運動、鉛直投射、水平投射 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

動くものの上で動く物体の速度や動くものか

ら見たほかの動いている物体の速度について

理解している。 

等加速度直線運動について，運動の特徴やグ

ラフで表したときの特徴を理解している。 

等加速度直線運動の式の意味を理解し，正し

く使えている。 

投げ下ろした物体や投げ上げた物体がどのよ

うな運動をするか理解している。 

水平に投げられた物体の運動は水平方向と鉛

直方向に分けて考えることができることを理

解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

得られた実験結果をどのように表現，分析す

ればよいかを科学的に考察している。 

等加速度直線運動のグラフから，式の導き方

を理解し，表現している。 

等加速度直線運動の式から，自由落下運動の

ようすを表す式の導き方を理解し，表現して

いる。 

等加速度直線運動の式から，投げ下ろした物

体や投げ上げた物体の運動のようすを表す式

の導き方を理解し，表現している。 

これまでの既習事項を踏まえて，水平に投げ

られた物体の運動を分解したときにどのよう

な運動になっているか考え，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

既習事項を踏まえ，斜面を下る物体の速度の

変化を調べるための方法や分析のしかたを自

分なりに考え，その考えに基づいて実験を実

施している。 

自由落下運動する物体の加速度と質量の関係

について，実験を通して他人の実験結果と比

較しながら調べようとしている。 

 

○ ○ ○ 

定期考査   ○ ○  1 

さまざまな力とそのはたらき 

【知識及び技能】 

力の特徴について中学校理科を振り返って運

動の様子の変化と物体の変形として説明でき

る。力を矢印により作用点，大きさ，向きの

要素で表し，２力のつり合い条件（1つの物

体にはたらく力の大きさが等しく，逆向き

で，作用線が一致する）ことが示せる。 

力のつり合い条件から，抗力や弾性力の存

在，その作用点，大きさ，向きを図に表現で

きる。ばねを引く力と伸びの関係をグラフに

表し，フックの法則を説明できる。 

複数の力と同じはたらきをする1つの力(合

力)を作図により求めることができる(力の合

成)。1つの力と同じはたらきをする複数の力

・指導事項 

6月 

力とつり合い、運動の法則 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

力が物体にはたらくとき，物体の運動のよう

すが変わったり物体が変形したりすることを

理解し，力の3要素と，2つの力が物体にはた

らくときの力のつり合いの条件について理解

している。 

力のつり合いをもとに，抗力や弾性力の向き

や大きさ，フックの法則について理解してい

る。 

力の合成と分解について，作図を通して理解

している。 

力がはたらかないか，つり合っているときの

物体の運動の様子や，慣性の法則について理

解している。 

物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物

○ ○ ○ 14 



(分力)を作図により分けて求めることができ

る(力の分解)。 

慣性の法則について，具体的に説明できる。 

物体に力がはたらくと物体に力の向きに加速

度が生じること，生じる加速度は力に比例し

質量に反比例することを理解している。 

２物体間に及ぼし合う力の関係であること，

２物体が静止，衝突，反発など様々な運動で

力を及ぼし合っても全ての場合で成り立つこ

とを理解し，具体的な現象での作用と反作用

の力について説明できる。力のつり合いとの

違いを具体的に説明できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

物体が斜面を滑り降りないことを２力のつり

合いから考え，重力とつり合うべき力の存在

を斜面に平行な成分，垂直な成分に分解して

説明できる。 

身の回りの現象について慣性の法則などでわ

かり易く説明できる。 

力がはたらくと物体の運動の様子が変わると

は，加速度を生じることと仮定し，力と加速

度の関係，および質量が異なる場合の力と加

速度の関係を調べようとする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

様々な現象における物体にはたらく力の有無

や向きを力のはたらきや２力のつり合いから

説明できる。 

一定の力を加えたとき，等加速度運動をする

と仮定すれば，これで加速度を求めた実験が

応用できることに気づく。質量を変化させず

に力と生じる加速度の関係を調べること，力

を変化させずに質量と生じる加速度の関係を

調べるなど，条件制御の必要性にも気づいて

定量的な関係を見出そうとする。 

体の質量についての関係（運動の法則）と運

動方程式について理解している。 

作用・反作用の法則について理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

力のつり合いの学習をもとに，斜面上に置か

れている物体にはたらく力の存在を推察して

いる。 

〈やってみよう〉や〈活用〉を通して，日常

で見られる現象などに対して慣性がどのよう

に関わっているか，今までの学習と関連付け

て考察している。 

物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物

体の質量についての関係を定量的に調べるた

めにどのような実験を行えばよいか考え，得

られた実験結果を科学的に分析，考察し，表

現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

身のまわりのさまざまな物体にはたらく力に

ついて主体的に考え，その性質や共通点など

について考えようとしている。 

物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物

体の質量についての関係を定量的に調べるた

めにどのような実験を行えばよいか自分なり

に考え，その考えに基づいて実験を実施して

いる。また，得られた実験結果を科学的に分

析，考察し，他人の実験結果や考察と比較し

ながら議論して深く考えようとしている。 

さまざまな力とそのはたらき 

【知識及び技能】 

落下運動が等加速度運動であったことを思い

出し，運動方程式から落下物体には質量に比

例した一定の重力がはたらき続けているべき

だと結論づけることができる。 

物体にはたらく力と物体の運動について，力

のつり合いの式や運動方程式を用いて根拠を

示しながら正しく説明できる。 

グラフと運動方程式から，動摩擦力が速さに

寄らずほぼ一定であること，垂直抗力と比例

することを説明できる。 

少し力を加えても水平面上の物体が動かない

場合，この力とつり合うべき力が面から物体

に面と平行に働いていると判断できている。

最大摩擦力の実験から，グラフをもとに最大

摩擦力が垂直抗力と比例すること，静止摩擦

力と動摩擦力の共通点や相違点を説明でき

る。 

水中の物体にはたらく水圧や浮力をこれまで

学習した力学の法則を活用して説明できる。

思考実験を通して，アルキメデスの原理つい

て説明できるとともに，実験事実としても理

解している。 

物体が空気中を落下する際の運動が，等加速

度運動となっていないことを知っており，物

体にはたらく重力以外の力が働いていると考

えることができる。その力の大きさを物体の

断面積と関連付けて説明できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

空気中を落下する運動が，等加速度運動とな

っていないことから，物体には速さにより大

きさが変化する抵抗力が働いていることを説

明できる。物体が空気中を落下する際に関係

しそうな物理量を個人やグループで仮定し，

これの影響について調べる実験を企画・実施

できる。この結果をこれまで学習した運動の

法則などを活用して考察できる。 

・指導事項 

7月 

さまざまな運動とはたらく力 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

物体の落下運動を運動方程式の身近な適用例

として理解し，物体にはたらく重力の大きさ

を理解している。 

物体にはたらく力と物体の運動について，力

のつり合いの式や運動方程式を用いて正しく

表現することができる。 

グラフをもとに，動摩擦力が垂直抗力と比例

することを理解し，動摩擦力に関係する物理

量を理解している。 

グラフをもとに，最大摩擦力が垂直抗力と比

例することを理解し，静止摩擦力と動摩擦力

の共通点や相違点を理解している。 

水中の物体にはたらく水圧や浮力と，アルキ

メデスの原理ついて理解している。 

物体が空気中を落下する際の運動の特徴につ

いて，物体にはたらく重力の大きさや物体の

断面積との関係を含めて理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

物体が空気中を落下する際に関係しそうな物

理量を自分なりに考えたり，簡単な実験を通

して科学的に表現したりしている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

動摩擦力と関係しそうな物理量を自分なりに

予想し，その物理量と動摩擦力との関係を調

べたり考えたりしようとしている。 

○ ○ ○ 



 

【学びに向かう力、人間性等】 

動摩擦力と関係しそうな物理量を具体的に予

想し，その物理量と動摩擦力との関係をどの

ように調べ，結果からどう判断するかなどを

考えている。 

 

定期考査   ○ ○  1 

２
学
期 

 

力学的エネルギー 

【知識及び技能】 

仕事の原理について，道具を使った実験結果

と思考実験を通して説明できる。相手にいく

らの仕事ができるかで，その物体が持ってい

るエネルギーを測ることを理解している。 

力の向きと仕事の関係について理解し，定量

的に計算ができる。また，仕事率の計算がで

きる。  

高いところにある物体や変形したばねが，エ

ネルギーを持っていることを仕事とエネルギ

ーの関係に基づいて説明・計算でき，定量的

に表すことができる。このとき落差や変形と

いった任意に決められた基準点との位置関係

だけでエネルギーが決まることも理解してい

る。 

振り子やジェットコースターなどの運動で，

位置エネルギーと運動エネルギーの変化の関

係を力学的エネルギーの保存から説明・計算

できる。振り子がやがて止まってしまうな

ど，力学的エネルギーが保存されな 

【思考力、判断力、表現力等】 

振り子や斜面を運動する物体などの運動エネ

ルギーと位置エネルギーの関係がどうなって

いるかを調べるための実験を，目的意識に基

づいて考えることができる。このとき，摩擦

や空気抵抗などによる仕事をできるだけ減ら

す工夫もしている。得られた実験結果から同

時刻における位置エネルギーと運動エネルギ

ーを求め，これらの関係を分析，考察し，表

現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

振り子や斜面を運動する物体などの運動エネ

ルギーと位置エネルギーの関係がどうなって

いるかを調べる実験を工夫しようとしてい

る。得られた実験結果から同時刻における位

置エネルギーと運動エネルギーを求めること

の必要性を理解して分析，考察しようとして

いる。実験結果・考察を発表し，他と比較し

ながら議論でき，深く考えようとしている。 

 

・指導事項 

9月 

エネルギーと仕事、運動エネルギーと位置エ

ネルギー、力学的エネルギーの保存 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

仕事とエネルギーの関係，仕事の原理につい

て理解している。 

力の向きと仕事の関係について理解してい

る。また，仕事率について理解している。 

運動エネルギーについて理解し，定量的に表

すことができる。また，仕事と運動エネルギ

ーの関係について理解している。 

重力による位置エネルギーと弾性力による位

置エネルギーについて理解し，定量的に表す

ことができる。 

力学的エネルギー保存の法則と，力学的エネ

ルギーが保存される条件について理解してい

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変

化する運動について，それらの関係がどうな

っているかを調べるために実験を行い，得ら

れた実験結果を科学的に分析，考察し，表現

している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

仕事やかかった時間をもとに，仕事の効率の

よさについて考察し，表現しようとしてい

る。 

運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変

化する運動について，それらの関係がどうな

っているかを調べるために実験を行い，得ら

れた実験結果を科学的に分析，考察し，他人

の実験結果や考察と比較しながら議論して深

く考えようとしている。 

○ ○ ○ 8 

定期考査   ○ ○  1 



力学的エネルギー、熱 

【知識及び技能】 

実際のすべり台などを例に，力学的エネルギ

ーが保存されないと判断できる根拠を具体的

に説明できる。力学的エネルギーとして保存

されなかったエネルギーが，熱などとなって

考えている系外に散逸していることを理解し

ており，これらまで含めれば全てのエネルギ

ーが保存されている（エネルギー保存の法則

が成り立つ）ことが説明できる。 

温度について，原子や分子の熱運動の観点か

ら定性的に説明できる。原子や分子の熱運動

の観点から温度には下限（絶対零度）がある

結論を導き出せる。 

熱が高温物体から低温物体に移動するエネル

ギーであることを理解し，原子や分子の熱運

動の観点から物質の三態と潜熱について説明

できる。 

エネルギーは系全体としては保存される(エ

ネルギー保存の法則)ことに基づいて，高温

の物体が失った熱量と低温の物体が受け取っ

た熱量が等しい（熱量の保存）ことを理解し

ている。 

熱容量と比熱容量，それぞれについて具体的

に計算でき，それらの関係を定量的に説明で

きる。 

高温物体と低温物体とは見た目には変化して

いなくても，原子や分子の熱運動に違いがあ

ることを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質の種類によって温度変化に必要な熱量が

異なるか調べるために実験を行い，得られた

実験結果を科学的に分析，考察し，表現して

いる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常の経験から温度を上げる原因について自

分なりに考え，表現しようとしている。 

物質の種類によって温度変化に必要な熱量が

異なるか調べるために実験を行い，得られた

実験結果を科学的に分析，考察し，他人の実

験結果や考察と比較しながら議論して深く考

えようとしている。 

・指導事項 

10月 

力学的エネルギーが保存されない場合 

温度と熱、熱の移動と保存、熱と仕事 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

力学的エネルギーが保存されない場合につい

て理解している。また，熱などまで含めれば

全てのエネルギーが保存されている（エネル

ギー保存の法則が成り立つ）ことを理解して

いる。 

温度について，原子や分子の熱運動の観点か

ら定性的に理解し，温度には下限（絶対零

度）があること理解している。 

熱がエネルギーであることを理解し，物質の

三態と潜熱について理解している。 

高温の物体が失った熱量と低温の物体が受け

取った熱量との関係（熱量の保存）について

理解している。 

熱容量と比熱容量，それらの関係について理

解している。 

内部エネルギーの変化と物体に加えた熱量，

物体にした仕事との関係（熱力学第１法則）

を理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

物体の温度を上げる方法を複数提案でき，そ

れで温度が上がる仕組みを自分なりに考え，

表現できる。 

物体によって温まりやすさに違いがあること

に気づき，その違いを物質の種類によって温

度変化に必要な熱量が異なるためであると仮

定できる。この違いを定量的に比較するため

には，単位質量の物体を単位温度上げるのに

必要な熱量で比較すれば良いと判断できる。

目的に応じた実験を行い，得られた実験結果

から仮説を検証する分析・考察・表現ができ

ている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

物質の種類によって温度変化に必要な熱量が

異なるか調べるために実験を行うことができ

る。このとき，熱が系外に散逸しない工夫を

している。得られた実験結果を目的に沿った

分析・比較をするために，条件をそろえて比

較しようとしている。分析結果に基づいて，

温まりやすさの比較が定量的にできている。

他人の実験結果や考察と比較しながら議論で

き，深く考えている。 

○ ○ ○ 7 



熱、波 

【知識及び技能】 

様々な熱機関が利用されて，熱から仕事を取

り出していることを知っており，熱機関の中

で温度変化を繰り返し行う必要があることを

理解し，熱機関のサイクルについて説明でき

る。このサイクルの中で，熱を全て仕事には

できないことを説明できる。熱現象では熱が

散逸する方向にしか進行せず，不可逆変化の

具体例を説明できる。 

波が媒質の振動の伝播であることを理解し，

ウェーブマシンなどの具体的な波の進行を説

明できる。また，直線状に伝わる波の各点に

おける動きを説明できる。 

ウェーブマシンの端を波源とし，その振動か

ら，波形をy-xグラフに作図できる。ウェー

ブマシンの端の振動とある１点の振動をy-t

グラフに作図できる。y-xグラフやy-tグラフ

から，波の速さ，周期，振動数，波長を具体

的に求めることができる。 

波動が振動の伝播であると理解し，波の形が

重要ではないことがわかっている。縦波や横

波を振動方向と進行方向の違いとして説明で

きる。縦波をy-xグラフで表現でき，任意の

瞬間，任意の位置における媒質の運動の向き

が説明できる。 

波の独立性と波の重ね合わせの原理に基づ

き，ノイズキャンセリングについて説明した

り，2つの音が途中で出合うように届いても

それぞれの音が損なわれないことなどを説明

したりできる。また，2つの波の出合いや透

過について，グラフなどに作図できる。 

ウェーブマシンや弦の振動，水波の進行など

について，進行波と定在波の違いをその定義

から説明できる。定在波における腹と節か

ら，その波長を求めることができる。 

ウェーブマシンの一方から連続的に波を送っ

ただけでも，やがて定在波ができることを波

が端や異なる媒質との境界で反射することで

説明できる。この反射には自由端反射，固定

端反射があることを理解して，腹と節の位置

を具体的に示すことができる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校の既習事項から，P波やS波について考

え，自分なりにそれらの共通点と相違点につ

いて説明できる。 

波が重なって定在波ができるようすを，時間

を追った作図を通して表現できる。 

 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

人がつくるウェーブや，リボンを付けたつる

巻ばねがつくる波について，異なる点や気付

いたことを考えたり表現したりできる。 

 

・指導事項 

11月 

熱効率と不可逆変化、波を表す 

波の重ね合わせ、音の性質 

 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

熱効率と可逆変化，不可逆変化について理解

し，熱効率が１以上の熱機関が存在しないこ

とを理解している。 

波は振動であることを理解し，波源や媒質に

ついて理解している。また，直線状に伝わる

波の波形について理解している。 

波形をy-xグラフで表すことができ，y-tグラ

フとの関係を理解し，y-xグラフとy-tグラフ

を書き分けることができる。また，波の速

さ，周期，振動数，波長の関係を理解してい

る。 

振動の方向の違いによる縦波や横波を理解

し，縦波のグラフでの表し方を理解してい

る。 

波の独立性と波の重ね合わせの原理について

理解している。 

定在波がどのようなときに見られるか，ま

た，定在波の特徴について理解している。 

波が媒質の端や異なる媒質との境界で反射す

ることを理解し，自由端反射，固定端反射に

ついて理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校の既習事項から，P波やS波について考

え，自分なりにそれらの相違点について考

え，表現している。 

波が重なって定在波ができるようすを，作図

を通して表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

人がつくるウェーブや，リボンを付けたつる

巻ばねがつくる波について，異なる点や気付

いたことを考えたり表現しようとしたりして

いる。 

○ ○ ○ 8 



波 

【知識及び技能】 

様々な音をオシロスコープ画面に表したと

き，音の3要素の違いをその理由とともに説

明できる。なお，波形が異なっても音色が同

じ場合は無数に存在するので注意が必要であ

るが，音色が違えば波形は異なる。空気中で

の音の速さを計算できる。うなりの生じる理

由が説明でき，1秒間あたりに生じるうなり

の回数と2つの音の振動数との関連について

説明・計算できる。 

固有振動数とは，その物体を自由に振動させ

たときに自然に振動する振動数であることを

理解している。ギターに外部から振動を加え

たときに弦が大きく振動し音が大きく聞こえ

る現象を，弦の固有振動数との関係から説明

できる。振り子の共振などについても説明で

きる。 

弦が共振しているとき，生じる定在波は1つ

ではないことを理解し，弦の固有振動数，倍

振動について，弦のようすと合わせて説明で

きる。 

気柱内に生じる定在波のようすを，縦波での

振動のイメージと横波的な表現として説明で

きる。開管，閉管それぞれの場合について，

実験結果や反射による定在波のでき方から，

倍振動も含めて説明できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

弦が共振しているときには定在波ができてい

ることを利用して，弦の固有振動数を求める

方法を提案できる。弦楽器が自由振動で出す

音の高さが，弦の長さ，太さ，張力に影響さ

れていることから，これらと弦の固有振動数

との関係を調べるための実験を行い，得られ

た実験結果を要素ごとにグラフ化するなどし

て科学的に分析，考察し，表現できる。 

気柱でも共鳴が生じることから，気柱内に定

在波が生じていると仮定し，定在波の存在を

調べるために実験を立案・実行し，得られた

実験結果の分析から定在波が存在することを

説明できる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

弦楽器が自由振動で出す音の高さが，弦の長

さ，太さ，張力に影響されていることに気づ

き，固有振動数との関係を調べるために実験

を通して具体的・主体的に解決しようとす

る。得られた実験結果をパラメータごとに科

学的に分析，考察する必要性を理解し，他人

の実験結果や考察と比較しながら議論して深

く考えている。 

 

目には見えない気柱内の定在波の存在を知り

たいと思い，その存在を調べるために実験が

できる。弦の定在波，波の反射などの知識を

活用して，得られた実験結果から内部の定在

波の様子を想像し，これだけの実験からでは

確定できないことも認識した上で，データに

基づく定在波の可能性を説明できる。他人の

実験結果や考察と比較しながら議論して深く

考えている。 

・指導事項 

12月 

弦の固有振動、気柱の固有振動 

 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

共鳴がどのようなときに起こるのか，固有振

動数との関係を理解している。 

弦の固有振動数，倍振動について，弦のよう

すと合わせて理解している。 

気柱内に生じる定在波のようすを，開管，閉

管それぞれの場合について理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

固有振動の特徴を調べるために実験を行い，

得られた実験結果を科学的に分析，考察し，

表現している。 

気柱内に定在波が生じると予測し，それを調

べるために実験を行い，得られた実験結果を

科学的に分析，考察し，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

固有振動の特徴を調べるために実験を行い，

得られた実験結果を科学的に分析，考察し，

他人の実験結果や考察と比較しながら議論し

て深く考えようとしている。 

気柱内に定在波が生じると予測し，それを調

べるために実験を行い，得られた実験結果を

科学的に分析，考察し，他人の実験結果や考

察と比較しながら議論して深く考えようとし

ている。 

○ ○ ○ 4 

 定期考査   ○ ○  1 



３
学
期 

電気と磁気 

【知識及び技能】 

静電気が正・負の電荷の不均衡によること，

原子が正電荷の原子核と負電荷の軌道電子か

らなる構造であることについて説明できる。

単位時間に通過する電気量として定量的に電

流を表すことができ，金属中での電流の流れ

と自由電子の移動の関係について説明でき

る。 

導体を流れる電流，電圧，抵抗の関係につい

て理解しており，具体的な計算ができる。 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の関係を理解し，式で表現・計算できる。

また，抵抗率の意味を説明でき，物質によっ

て抵抗率が異なることを理解している。 

２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続し

たとき，これを1つの抵抗と見なした合成抵

抗について説明できる。具体的な合成抵抗を

計算できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような関

係があるか仮説を立て，それを調べるために

どのような条件制御が必要かを意識して，何

と何の関係を調べる実験を行うべきかを考え

ることができる。この目的意識を明確にしな

がら，実験を実行できる。得られた実験結果

からV-Iグラフを描き，抵抗値を求めること

ができる。抵抗値と長さや断面積の関係をグ

ラフなどに表現し，仮説について考察し，発

表・説明できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の大きさにどのような関係があるかを主体

的に調べようとする。目的に応じた実験を行

い，抵抗値と長さや断面積との関係を考察

し，他人の実験結果や考察と比較しながら議

論でき，深く考えている。 

・指導事項 

1月 

電流と電圧、電気抵抗、抵抗の接続 

 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

静電気や原子構造，電流の大きさの表し方や

向きについて理解している。 

オームの法則について理解している。 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の関係を理解している。また，物質によっ

て抵抗率が異なることを理解している。 

２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続し

たときの合成抵抗について理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような関

係があるか仮説を立て，それを調べるために

実験を行い，得られた実験結果を科学的に分

析，考察し，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の大きさにどのような関係があるか調べる

ために実験を行い，得られた実験結果を科学

的に分析，考察し，他人の実験結果や考察と

比較しながら議論して深く考えようとしてい

る。 
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電気と磁気 

【知識及び技能】 

電力と電力量，ジュール熱について理解し，

具体的に計算できる。電化製品に表示されて

いるWの意味，電気料金表にあるkWhの意味と

エネルギーJとの関係を，定量的に説明で

き，計算などで扱うことができる。 

磁石とコイルを相対的に運動させると，起電

力が発生することをそれぞれの向きも含めて

説明できる。多くの発電所で利用されている

発電機の発電原理を電磁誘導に基づいて説明

できる。 

直流と交流の違いを説明でき，コンセント，

電池，ACアダプタ，USBからの給電などを，

直流と交流の違いで区別できる。発電所で発

電した交流を変圧して送電していることと，

その理由を説明できる。 

電磁波が周波数の違いによって分類され，そ

れぞれの性質に合わせて身のまわりでさまざ

まに利用されていることを知っている。真空

中を伝わる電磁波の速さが一定であること，

このため周波数の違いを波長の違いとしても

良いことを説明できる。身の回りの電磁波の

具体的な例を複数あげ，波長の順に整理でき

る。 

エネルギーがどのように形を変えるかを具体

的な現象で説明できる。形を変えてもその総

量は変わらないこと（エネルギー保存の法

則）を説明できる。 

原子核，同位体について核子を用いて説明で

きる。α線，β線，γ線などの放射線は，原

子核の崩壊により放射されること，個々の原

子核の崩壊のタイミングは予測できないが，

大量の原子核が半数になる時間（半減期）

は，核種によって決まっていることを説明で

き，半減期を利用した簡単な計算ができる。

原子力発電の原理的な仕組みを，核分裂と関

係づけて説明できる。 

放射線の透過性や電離能力などの性質を説明

できる。放射線が身のまわりに存在し，また

利用されていることを知っている。また，放

射線に関する単位と，人体へ与える影響につ

いて具体的な数値で理解し，SvやBqを具体的

な数値で示した状況設定に対し，とるべき行

動の判断ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校での既習事項や実験を通して，電流を

流した導線のまわりに磁場ができることを根

拠に基づいて説明できる。 

放射線測定器で身のまわりの放射線を測定し

たり，放射線源と測定器の距離を変えながら

放射線を測定したりすることで，放射線から

身を守るためにどのようなことが有効か科学

的に説明できる。 

 

・指導事項 

2月 

電気とエネルギー、直流と交流、電磁波 

エネルギーの変換と保存、原子核のエネルギ

ー① 

 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

電力と電力量，ジュール熱について理解して

いる。 

電磁誘導の法則を理解している。また，発電

所では，発電機を回転させることで発電を行

っていることを理解している。 

直流と交流の違いについて理解し，発電所で

発電した交流を変圧して送電していることを

理解している。 

電磁波が周波数の違いによって分類され，そ

れぞれの性質に合わせて身のまわりでさまざ

まに利用されていることを理解している。 

エネルギーがどのように形を変えるかを理解

し，形を変えてもその総量は変わらないこと

（エネルギー保存の法則）を理解している。 

原子核の表し方と同位体，放射線と半減期に

ついて理解している。また，原子力発電で

は，核分裂によってエネルギーが発生してい

ることを理解している。 

放射線の性質を理解し，放射線が身のまわり

で利用されていることを理解している。ま

た，放射線に関する単位と，人体へ与える影

響について理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校での既習事項をもとに，電流を流した

導線のまわりに起きる変化について考察し，

表現している。 

放射線測定器で身のまわりの放射線を測定し

たり，放射線源と測定器の距離を変えながら

放射線を測定したりすることで，放射線から

身を守るためにどのようなことが有効か科学

的に考察している。 
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電気と磁気 

【知識及び技能】 

原子力発電所で核分裂がどのように起こって

いるかエネルギーの移り変わりと合わせて説

明できる。また，原子力発電の長所と短所に

ついて理解し，原子力発電に対する自分の意

見を述べることができる。 

身のまわりではさまざまな形でエネルギーが

使用されていることを具体的に説明できる。

・指導事項 

3月 

原子核のエネルギー②、エネルギーの利用と

課題 

 

・教材 等 

教科書「新編 物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

原子力発電では，核分裂によってエネルギー

が発生していることを理解している。 

身のまわりではさまざまな形でエネルギーが

使用されていることを理解し，持続可能な社

会の実現へ向けて，エネルギーの利用におい

てさまざまな課題への取り組みが世界的に進

められていることを理解している。 
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持続可能な社会の実現へ向けて，エネルギー

の利用における課題を理解し，世界的に進め

られている課題解決のための取り組みについ

て説明できる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

太陽や研究中の核融合炉で起こる核融合につ

いて説明できる。なぜ核融合の研究が世界的

に進められているか説明できる。 

持続可能な社会の実現へ向けたエネルギー利

用の取り組みに関して自ら調べるなどし，そ

の結果について表現・議論するとともに，持

続可能な未来社会の実現へ向けて自分たちが

なすべき行動を実行できる。 

 【学びに向かう力、人間性等】 

太陽で起こっているような核融合について，

そのしくみと進行中の研究について自ら知ろ

うとしている。 

持続可能な社会の実現へ向けたエネルギー利

用の取り組みに関して自ら調べるなどし，そ

の結果について議論し，表現しようとしてい

る。 
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年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用）  教科 理科 科目 物理基礎β 

教 科：理科  科 目：物理基礎β 単位数：４ 単位対象学年組：第２学年 １組～６組 

教科担当者： （ １組～６組 ： 林 、関口 ）  

使用教科書： （ 東京書籍 物理基礎 ） 

教科 理科の目標： 

【知識及び技能】 

物理現象の基本原理・法則を理解する。 

基礎的な物理的現象に対して，基本法則をあてはめて適切に数理処理できる力を養う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

物理の基本原理・法則を理解し，学んだ知識を関連付けて身の回りの現象を理解できる。実験を通して，各種の計測器具を正しく扱い，データの処理を適切に行える

ようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常の自然にある物理現象に興味を持ち，探求する態度を持つ。 

 

科目 物理基礎β の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

物体の運動と様々なエネルギーについて，基本的な概

念や原理・法則を理解し，知識を身に付ける。 

 観察・実験に対する正しい技能を習得する。観察・実

験過程や結果を的確に記録整理し，科学的に探究する

技能を身につける。 

物体の運動と様々なエネルギーに関する事物・現象の

中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を

科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現できる

ようになる。 

身の回りの現象について、物理の基本的な概念や原

理・法則を理解し，事実に基づいて科学的に判断でき

る。 

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と

様々なエネルギーについて関心をもち，意欲的に探究

しようとするとともに，科学的な見方や考え方を身に

付ける。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

運動の表し方 

【知識及び技能】 

長さ，時間，質量などを実際に測定でき，数

値と単位を合わせた物理量としてSIを基準と

して表記できる。測定値から体積，速さ，密

度などを計算し，不確かさを意識して有効数

字を扱い，科学表記ができる。 

さまざまな運動をしている物体のようすとそ

の違いを時刻，位置，変位，速さを用いて表

現できる。 

速度の考え方から，次のような条件での運動

について説明できる。 

・同じ位置から1直線上を同じ向きに等しい

時間だけ運動しても到着点が異なる場合は何

が違うか 

・同時にスタートし，速さ・到着点は同じな

のに到着時刻が異なる場合は何が違うか 

・まっすぐに等しい距離・速さ・時間で移動

しても到着点が違う場合は何が違うか 

・変位と移動距離の違いについて具体例を示

して説明できる。 

ストロボ写真などの実験データをx-tグラフ

やv-tグラフに正しく表現できる。等速直線

運動の特徴を理解して，グラフに適切な直線

を引くことができる。このとき，実験から得

られた飛び飛びの変位から求めた速度がその

時間間隔における平均の速度である事を理解

したグラフが描けている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

ストロボ写真から速度が一定の運動である事

をその根拠と共に説明でき，x-tグラフ，v-t

グラフの概形を正しく示すことができる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に自分たちの歩行運動の調べ方を提案

でき，結果を記録し，有効数字を意識して速

さを求め，グラフ化などをして運動の特徴を

説明できる。 

・指導事項 

4月 

有効数字、速さ、速度、等速直線運動 

 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

物理量の表し方や，測定における不確かさと

有効数字，測定値を使った計算方法について

理解している。 

運動している物体のようすを表す物理量のう

ち，時刻や変位，速さについて理解してい

る。 

等速直線運動のv-tグラフ，x-tグラフの特徴

を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

ストロボ写真から，その運動の特徴を考察

し，グラフを用いて正確に表現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

自分の歩行運動のようすを主体的に調べ，友

達と話し合いながら比較し，その違いなどに

ついて考えようとしている。 
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運動の表し方 

【知識及び技能】 

列車など動くものの上で歩いたときの速度

を，列車に乗っている立場と地面に静止して

いる立場からの違いとして説明し合成速度を

計算できる。列車など動くものから見た併走

する自動車などの速度について様々な場合に

ついて説明し相対速度を計算できる。 

実験データから得られたx-tグラフ，v-tグラ

フの特徴から，速度変化が一定であることを

理解し，表現できる。 

実験結果から得られた加速度と等加速度運動

の式から，具体的な時刻における速度，変位

を計算できる。また，v-tグラフの面積が変

位を，x-tグラフの接線の傾きが速度を表し

ていることを確認できる。 

自由落下運動のv-tグラフから，自由落下運

動がある一定の加速度運動であることを説明

でき，その加速度を計算できる。 

投げ下ろしたり投げ上げたりした物体のv-t

グラフから，どんな場合にも静かに放した場

合と同じ加速度で運動していることを理解で

きる。 

水平に投げられた物体のストロボ写真やスロ

ービデオなどを利用して，水平方向の運動と

鉛直方向の運動の特徴に気づき，それぞれの

向きに分けて考えて良いことに気づいてい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

仮説を検証するためには，等速直線運動の実

験結果の表現・分析をどのように応用すれば

良いかを考えることができる。 

v-tグラフの傾きが一定であることから，単

位時間あたりの速度変化が大切であることに

気づき，加速度を求めることができる。この

加速度を利用して速度を時間の１次関数，位

置と時間を２次関数として表現できる。 

等加速度直線運動の式に自由落下の加速度を

使って，自由落下運動の様子を表す式を導

き，記述できる。 

変位，速度，加速度に向きがあることを理解

し，向きによって正・負を決めて計算式を扱

う必要があることを踏まえて等加速度運動の

式で表すことができる。 

水平に投げられた物体の水平方向の速さに変

化はなく(等速)，鉛直方向の速さは静かに放

した場合と同じ等加速度運動をしていること

を説明できる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

斜面を下る物体の運動について仮説を立て，

これを検証するための実験・分析方法を提案

し，これに沿って実践しようとしている。 

様々な物体を落としたときの落下運動の特徴

を，加速度に着目して比較しようとする。 

 

・指導事項 

5月 

合成速度と相対速度、速度が変わる運動、自

由落下運動、鉛直投射、水平投射 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

動くものの上で動く物体の速度や動くものか

ら見たほかの動いている物体の速度について

理解している。 

等加速度直線運動について，運動の特徴やグ

ラフで表したときの特徴を理解している。 

等加速度直線運動の式の意味を理解し，正し

く使えている。 

投げ下ろした物体や投げ上げた物体がどのよ

うな運動をするか理解している。 

水平に投げられた物体の運動は水平方向と鉛

直方向に分けて考えることができることを理

解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

得られた実験結果をどのように表現，分析す

ればよいかを科学的に考察している。 

等加速度直線運動のグラフから，式の導き方

を理解し，表現している。 

等加速度直線運動の式から，自由落下運動の

ようすを表す式の導き方を理解し，表現して

いる。 

等加速度直線運動の式から，投げ下ろした物

体や投げ上げた物体の運動のようすを表す式

の導き方を理解し，表現している。 

これまでの既習事項を踏まえて，水平に投げ

られた物体の運動を分解したときにどのよう

な運動になっているか考え，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

既習事項を踏まえ，斜面を下る物体の速度の

変化を調べるための方法や分析のしかたを自

分なりに考え，その考えに基づいて実験を実

施している。 

自由落下運動する物体の加速度と質量の関係

について，実験を通して他人の実験結果と比

較しながら調べようとしている。 

 

○ ○ ○ 
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さまざまな力とそのはたらき 

【知識及び技能】 

力の特徴について中学校理科を振り返って運

動の様子の変化と物体の変形として説明でき

る。力を矢印により作用点，大きさ，向きの

要素で表し，２力のつり合い条件（1つの物

体にはたらく力の大きさが等しく，逆向き

で，作用線が一致する）ことが示せる。 

力のつり合い条件から，抗力や弾性力の存

在，その作用点，大きさ，向きを図に表現で

きる。ばねを引く力と伸びの関係をグラフに

表し，フックの法則を説明できる。 

複数の力と同じはたらきをする1つの力(合

力)を作図により求めることができる(力の合

成)。1つの力と同じはたらきをする複数の力

・指導事項 

6月 

力とつり合い、運動の法則 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

力が物体にはたらくとき，物体の運動のよう

すが変わったり物体が変形したりすることを

理解し，力の3要素と，2つの力が物体にはた

らくときの力のつり合いの条件について理解

している。 

力のつり合いをもとに，抗力や弾性力の向き

や大きさ，フックの法則について理解してい

る。 

力の合成と分解について，作図を通して理解

している。 

力がはたらかないか，つり合っているときの

物体の運動の様子や，慣性の法則について理

解している。 

物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物
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(分力)を作図により分けて求めることができ

る(力の分解)。 

慣性の法則について，具体的に説明できる。 

物体に力がはたらくと物体に力の向きに加速

度が生じること，生じる加速度は力に比例し

質量に反比例することを理解している。 

２物体間に及ぼし合う力の関係であること，

２物体が静止，衝突，反発など様々な運動で

力を及ぼし合っても全ての場合で成り立つこ

とを理解し，具体的な現象での作用と反作用

の力について説明できる。力のつり合いとの

違いを具体的に説明できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

物体が斜面を滑り降りないことを２力のつり

合いから考え，重力とつり合うべき力の存在

を斜面に平行な成分，垂直な成分に分解して

説明できる。 

身の回りの現象について慣性の法則などでわ

かり易く説明できる。 

力がはたらくと物体の運動の様子が変わると

は，加速度を生じることと仮定し，力と加速

度の関係，および質量が異なる場合の力と加

速度の関係を調べようとする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

様々な現象における物体にはたらく力の有無

や向きを力のはたらきや２力のつり合いから

説明できる。 

一定の力を加えたとき，等加速度運動をする

と仮定すれば，これで加速度を求めた実験が

応用できることに気づく。質量を変化させず

に力と生じる加速度の関係を調べること，力

を変化させずに質量と生じる加速度の関係を

調べるなど，条件制御の必要性にも気づいて

定量的な関係を見出そうとする。 

体の質量についての関係（運動の法則）と運

動方程式について理解している。 

作用・反作用の法則について理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

力のつり合いの学習をもとに，斜面上に置か

れている物体にはたらく力の存在を推察して

いる。 

〈やってみよう〉や〈活用〉を通して，日常

で見られる現象などに対して慣性がどのよう

に関わっているか，今までの学習と関連付け

て考察している。 

物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物

体の質量についての関係を定量的に調べるた

めにどのような実験を行えばよいか考え，得

られた実験結果を科学的に分析，考察し，表

現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

身のまわりのさまざまな物体にはたらく力に

ついて主体的に考え，その性質や共通点など

について考えようとしている。 

物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物

体の質量についての関係を定量的に調べるた

めにどのような実験を行えばよいか自分なり

に考え，その考えに基づいて実験を実施して

いる。また，得られた実験結果を科学的に分

析，考察し，他人の実験結果や考察と比較し

ながら議論して深く考えようとしている。 

さまざまな力とそのはたらき 

【知識及び技能】 

落下運動が等加速度運動であったことを思い

出し，運動方程式から落下物体には質量に比

例した一定の重力がはたらき続けているべき

だと結論づけることができる。 

物体にはたらく力と物体の運動について，力

のつり合いの式や運動方程式を用いて根拠を

示しながら正しく説明できる。 

グラフと運動方程式から，動摩擦力が速さに

寄らずほぼ一定であること，垂直抗力と比例

することを説明できる。 

少し力を加えても水平面上の物体が動かない

場合，この力とつり合うべき力が面から物体

に面と平行に働いていると判断できている。

最大摩擦力の実験から，グラフをもとに最大

摩擦力が垂直抗力と比例すること，静止摩擦

力と動摩擦力の共通点や相違点を説明でき

る。 

水中の物体にはたらく水圧や浮力をこれまで

学習した力学の法則を活用して説明できる。

思考実験を通して，アルキメデスの原理つい

て説明できるとともに，実験事実としても理

解している。 

物体が空気中を落下する際の運動が，等加速

度運動となっていないことを知っており，物

体にはたらく重力以外の力が働いていると考

えることができる。その力の大きさを物体の

断面積と関連付けて説明できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

空気中を落下する運動が，等加速度運動とな

っていないことから，物体には速さにより大

きさが変化する抵抗力が働いていることを説

明できる。物体が空気中を落下する際に関係

しそうな物理量を個人やグループで仮定し，

これの影響について調べる実験を企画・実施

できる。この結果をこれまで学習した運動の

法則などを活用して考察できる。 

・指導事項 

7月 

さまざまな運動とはたらく力 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

物体の落下運動を運動方程式の身近な適用例

として理解し，物体にはたらく重力の大きさ

を理解している。 

物体にはたらく力と物体の運動について，力

のつり合いの式や運動方程式を用いて正しく

表現することができる。 

グラフをもとに，動摩擦力が垂直抗力と比例

することを理解し，動摩擦力に関係する物理

量を理解している。 

グラフをもとに，最大摩擦力が垂直抗力と比

例することを理解し，静止摩擦力と動摩擦力

の共通点や相違点を理解している。 

水中の物体にはたらく水圧や浮力と，アルキ

メデスの原理ついて理解している。 

物体が空気中を落下する際の運動の特徴につ

いて，物体にはたらく重力の大きさや物体の

断面積との関係を含めて理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

物体が空気中を落下する際に関係しそうな物

理量を自分なりに考えたり，簡単な実験を通

して科学的に表現したりしている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

動摩擦力と関係しそうな物理量を自分なりに

予想し，その物理量と動摩擦力との関係を調

べたり考えたりしようとしている。 
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【学びに向かう力、人間性等】 

動摩擦力と関係しそうな物理量を具体的に予

想し，その物理量と動摩擦力との関係をどの

ように調べ，結果からどう判断するかなどを

考えている。 

 

定期考査   ○ ○  1 

２
学
期 

 

力学的エネルギー 

【知識及び技能】 

仕事の原理について，道具を使った実験結果

と思考実験を通して説明できる。相手にいく

らの仕事ができるかで，その物体が持ってい

るエネルギーを測ることを理解している。 

力の向きと仕事の関係について理解し，定量

的に計算ができる。また，仕事率の計算がで

きる。  

高いところにある物体や変形したばねが，エ

ネルギーを持っていることを仕事とエネルギ

ーの関係に基づいて説明・計算でき，定量的

に表すことができる。このとき落差や変形と

いった任意に決められた基準点との位置関係

だけでエネルギーが決まることも理解してい

る。 

振り子やジェットコースターなどの運動で，

位置エネルギーと運動エネルギーの変化の関

係を力学的エネルギーの保存から説明・計算

できる。振り子がやがて止まってしまうな

ど，力学的エネルギーが保存されな 

【思考力、判断力、表現力等】 

振り子や斜面を運動する物体などの運動エネ

ルギーと位置エネルギーの関係がどうなって

いるかを調べるための実験を，目的意識に基

づいて考えることができる。このとき，摩擦

や空気抵抗などによる仕事をできるだけ減ら

す工夫もしている。得られた実験結果から同

時刻における位置エネルギーと運動エネルギ

ーを求め，これらの関係を分析，考察し，表

現している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

振り子や斜面を運動する物体などの運動エネ

ルギーと位置エネルギーの関係がどうなって

いるかを調べる実験を工夫しようとしてい

る。得られた実験結果から同時刻における位

置エネルギーと運動エネルギーを求めること

の必要性を理解して分析，考察しようとして

いる。実験結果・考察を発表し，他と比較し

ながら議論でき，深く考えようとしている。 

 

・指導事項 

9月 

エネルギーと仕事、運動エネルギーと位置エ

ネルギー、力学的エネルギーの保存 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

仕事とエネルギーの関係，仕事の原理につい

て理解している。 

力の向きと仕事の関係について理解してい

る。また，仕事率について理解している。 

運動エネルギーについて理解し，定量的に表

すことができる。また，仕事と運動エネルギ

ーの関係について理解している。 

重力による位置エネルギーと弾性力による位

置エネルギーについて理解し，定量的に表す

ことができる。 

力学的エネルギー保存の法則と，力学的エネ

ルギーが保存される条件について理解してい

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変

化する運動について，それらの関係がどうな

っているかを調べるために実験を行い，得ら

れた実験結果を科学的に分析，考察し，表現

している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

仕事やかかった時間をもとに，仕事の効率の

よさについて考察し，表現しようとしてい

る。 

運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変

化する運動について，それらの関係がどうな

っているかを調べるために実験を行い，得ら

れた実験結果を科学的に分析，考察し，他人

の実験結果や考察と比較しながら議論して深

く考えようとしている。 
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力学的エネルギー、熱 

【知識及び技能】 

実際のすべり台などを例に，力学的エネルギ

ーが保存されないと判断できる根拠を具体的

に説明できる。力学的エネルギーとして保存

されなかったエネルギーが，熱などとなって

考えている系外に散逸していることを理解し

ており，これらまで含めれば全てのエネルギ

ーが保存されている（エネルギー保存の法則

が成り立つ）ことが説明できる。 

温度について，原子や分子の熱運動の観点か

ら定性的に説明できる。原子や分子の熱運動

の観点から温度には下限（絶対零度）がある

結論を導き出せる。 

熱が高温物体から低温物体に移動するエネル

ギーであることを理解し，原子や分子の熱運

動の観点から物質の三態と潜熱について説明

できる。 

エネルギーは系全体としては保存される(エ

ネルギー保存の法則)ことに基づいて，高温

の物体が失った熱量と低温の物体が受け取っ

た熱量が等しい（熱量の保存）ことを理解し

ている。 

熱容量と比熱容量，それぞれについて具体的

に計算でき，それらの関係を定量的に説明で

きる。 

高温物体と低温物体とは見た目には変化して

いなくても，原子や分子の熱運動に違いがあ

ることを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質の種類によって温度変化に必要な熱量が

異なるか調べるために実験を行い，得られた

実験結果を科学的に分析，考察し，表現して

いる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常の経験から温度を上げる原因について自

分なりに考え，表現しようとしている。 

物質の種類によって温度変化に必要な熱量が

異なるか調べるために実験を行い，得られた

実験結果を科学的に分析，考察し，他人の実

験結果や考察と比較しながら議論して深く考

えようとしている。 

・指導事項 

10月 

力学的エネルギーが保存されない場合 

温度と熱、熱の移動と保存、熱と仕事 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

力学的エネルギーが保存されない場合につい

て理解している。また，熱などまで含めれば

全てのエネルギーが保存されている（エネル

ギー保存の法則が成り立つ）ことを理解して

いる。 

温度について，原子や分子の熱運動の観点か

ら定性的に理解し，温度には下限（絶対零

度）があること理解している。 

熱がエネルギーであることを理解し，物質の

三態と潜熱について理解している。 

高温の物体が失った熱量と低温の物体が受け

取った熱量との関係（熱量の保存）について

理解している。 

熱容量と比熱容量，それらの関係について理

解している。 

内部エネルギーの変化と物体に加えた熱量，

物体にした仕事との関係（熱力学第１法則）

を理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

物体の温度を上げる方法を複数提案でき，そ

れで温度が上がる仕組みを自分なりに考え，

表現できる。 

物体によって温まりやすさに違いがあること

に気づき，その違いを物質の種類によって温

度変化に必要な熱量が異なるためであると仮

定できる。この違いを定量的に比較するため

には，単位質量の物体を単位温度上げるのに

必要な熱量で比較すれば良いと判断できる。

目的に応じた実験を行い，得られた実験結果

から仮説を検証する分析・考察・表現ができ

ている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

物質の種類によって温度変化に必要な熱量が

異なるか調べるために実験を行うことができ

る。このとき，熱が系外に散逸しない工夫を

している。得られた実験結果を目的に沿った

分析・比較をするために，条件をそろえて比

較しようとしている。分析結果に基づいて，

温まりやすさの比較が定量的にできている。

他人の実験結果や考察と比較しながら議論で

き，深く考えている。 

○ ○ ○ 14 



熱、波 

【知識及び技能】 

様々な熱機関が利用されて，熱から仕事を取

り出していることを知っており，熱機関の中

で温度変化を繰り返し行う必要があることを

理解し，熱機関のサイクルについて説明でき

る。このサイクルの中で，熱を全て仕事には

できないことを説明できる。熱現象では熱が

散逸する方向にしか進行せず，不可逆変化の

具体例を説明できる。 

波が媒質の振動の伝播であることを理解し，

ウェーブマシンなどの具体的な波の進行を説

明できる。また，直線状に伝わる波の各点に

おける動きを説明できる。 

ウェーブマシンの端を波源とし，その振動か

ら，波形をy-xグラフに作図できる。ウェー

ブマシンの端の振動とある１点の振動をy-t

グラフに作図できる。y-xグラフやy-tグラフ

から，波の速さ，周期，振動数，波長を具体

的に求めることができる。 

波動が振動の伝播であると理解し，波の形が

重要ではないことがわかっている。縦波や横

波を振動方向と進行方向の違いとして説明で

きる。縦波をy-xグラフで表現でき，任意の

瞬間，任意の位置における媒質の運動の向き

が説明できる。 

波の独立性と波の重ね合わせの原理に基づ

き，ノイズキャンセリングについて説明した

り，2つの音が途中で出合うように届いても

それぞれの音が損なわれないことなどを説明

したりできる。また，2つの波の出合いや透

過について，グラフなどに作図できる。 

ウェーブマシンや弦の振動，水波の進行など

について，進行波と定在波の違いをその定義

から説明できる。定在波における腹と節か

ら，その波長を求めることができる。 

ウェーブマシンの一方から連続的に波を送っ

ただけでも，やがて定在波ができることを波

が端や異なる媒質との境界で反射することで

説明できる。この反射には自由端反射，固定

端反射があることを理解して，腹と節の位置

を具体的に示すことができる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校の既習事項から，P波やS波について考

え，自分なりにそれらの共通点と相違点につ

いて説明できる。 

波が重なって定在波ができるようすを，時間

を追った作図を通して表現できる。 

 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

人がつくるウェーブや，リボンを付けたつる

巻ばねがつくる波について，異なる点や気付

いたことを考えたり表現したりできる。 

 

・指導事項 

11月 

熱効率と不可逆変化、波を表す 

波の重ね合わせ、音の性質 

 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

熱効率と可逆変化，不可逆変化について理解

し，熱効率が１以上の熱機関が存在しないこ

とを理解している。 

波は振動であることを理解し，波源や媒質に

ついて理解している。また，直線状に伝わる

波の波形について理解している。 

波形をy-xグラフで表すことができ，y-tグラ

フとの関係を理解し，y-xグラフとy-tグラフ

を書き分けることができる。また，波の速

さ，周期，振動数，波長の関係を理解してい

る。 

振動の方向の違いによる縦波や横波を理解

し，縦波のグラフでの表し方を理解してい

る。 

波の独立性と波の重ね合わせの原理について

理解している。 

定在波がどのようなときに見られるか，ま

た，定在波の特徴について理解している。 

波が媒質の端や異なる媒質との境界で反射す

ることを理解し，自由端反射，固定端反射に

ついて理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校の既習事項から，P波やS波について考

え，自分なりにそれらの相違点について考

え，表現している。 

波が重なって定在波ができるようすを，作図

を通して表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

人がつくるウェーブや，リボンを付けたつる

巻ばねがつくる波について，異なる点や気付

いたことを考えたり表現しようとしたりして

いる。 
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波 

【知識及び技能】 

様々な音をオシロスコープ画面に表したと

き，音の3要素の違いをその理由とともに説

明できる。なお，波形が異なっても音色が同

じ場合は無数に存在するので注意が必要であ

るが，音色が違えば波形は異なる。空気中で

の音の速さを計算できる。うなりの生じる理

由が説明でき，1秒間あたりに生じるうなり

の回数と2つの音の振動数との関連について

説明・計算できる。 

固有振動数とは，その物体を自由に振動させ

たときに自然に振動する振動数であることを

理解している。ギターに外部から振動を加え

たときに弦が大きく振動し音が大きく聞こえ

る現象を，弦の固有振動数との関係から説明

できる。振り子の共振などについても説明で

きる。 

弦が共振しているとき，生じる定在波は1つ

ではないことを理解し，弦の固有振動数，倍

振動について，弦のようすと合わせて説明で

きる。 

気柱内に生じる定在波のようすを，縦波での

振動のイメージと横波的な表現として説明で

きる。開管，閉管それぞれの場合について，

実験結果や反射による定在波のでき方から，

倍振動も含めて説明できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

弦が共振しているときには定在波ができてい

ることを利用して，弦の固有振動数を求める

方法を提案できる。弦楽器が自由振動で出す

音の高さが，弦の長さ，太さ，張力に影響さ

れていることから，これらと弦の固有振動数

との関係を調べるための実験を行い，得られ

た実験結果を要素ごとにグラフ化するなどし

て科学的に分析，考察し，表現できる。 

気柱でも共鳴が生じることから，気柱内に定

在波が生じていると仮定し，定在波の存在を

調べるために実験を立案・実行し，得られた

実験結果の分析から定在波が存在することを

説明できる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

弦楽器が自由振動で出す音の高さが，弦の長

さ，太さ，張力に影響されていることに気づ

き，固有振動数との関係を調べるために実験

を通して具体的・主体的に解決しようとす

る。得られた実験結果をパラメータごとに科

学的に分析，考察する必要性を理解し，他人

の実験結果や考察と比較しながら議論して深

く考えている。 

 

目には見えない気柱内の定在波の存在を知り

たいと思い，その存在を調べるために実験が

できる。弦の定在波，波の反射などの知識を

活用して，得られた実験結果から内部の定在

波の様子を想像し，これだけの実験からでは

確定できないことも認識した上で，データに

基づく定在波の可能性を説明できる。他人の

実験結果や考察と比較しながら議論して深く

考えている。 

・指導事項 

12月 

弦の固有振動、気柱の固有振動 

 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

共鳴がどのようなときに起こるのか，固有振

動数との関係を理解している。 

弦の固有振動数，倍振動について，弦のよう

すと合わせて理解している。 

気柱内に生じる定在波のようすを，開管，閉

管それぞれの場合について理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

固有振動の特徴を調べるために実験を行い，

得られた実験結果を科学的に分析，考察し，

表現している。 

気柱内に定在波が生じると予測し，それを調

べるために実験を行い，得られた実験結果を

科学的に分析，考察し，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

固有振動の特徴を調べるために実験を行い，

得られた実験結果を科学的に分析，考察し，

他人の実験結果や考察と比較しながら議論し

て深く考えようとしている。 

気柱内に定在波が生じると予測し，それを調

べるために実験を行い，得られた実験結果を

科学的に分析，考察し，他人の実験結果や考

察と比較しながら議論して深く考えようとし

ている。 
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３
学
期 

電気と磁気 

【知識及び技能】 

静電気が正・負の電荷の不均衡によること，

原子が正電荷の原子核と負電荷の軌道電子か

らなる構造であることについて説明できる。

単位時間に通過する電気量として定量的に電

流を表すことができ，金属中での電流の流れ

と自由電子の移動の関係について説明でき

る。 

導体を流れる電流，電圧，抵抗の関係につい

て理解しており，具体的な計算ができる。 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の関係を理解し，式で表現・計算できる。

また，抵抗率の意味を説明でき，物質によっ

て抵抗率が異なることを理解している。 

２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続し

たとき，これを1つの抵抗と見なした合成抵

抗について説明できる。具体的な合成抵抗を

計算できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような関

係があるか仮説を立て，それを調べるために

どのような条件制御が必要かを意識して，何

と何の関係を調べる実験を行うべきかを考え

ることができる。この目的意識を明確にしな

がら，実験を実行できる。得られた実験結果

からV-Iグラフを描き，抵抗値を求めること

ができる。抵抗値と長さや断面積の関係をグ

ラフなどに表現し，仮説について考察し，発

表・説明できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の大きさにどのような関係があるかを主体

的に調べようとする。目的に応じた実験を行

い，抵抗値と長さや断面積との関係を考察

し，他人の実験結果や考察と比較しながら議

論でき，深く考えている。 

・指導事項 

1月 

電流と電圧、電気抵抗、抵抗の接続 

 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

静電気や原子構造，電流の大きさの表し方や

向きについて理解している。 

オームの法則について理解している。 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の関係を理解している。また，物質によっ

て抵抗率が異なることを理解している。 

２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続し

たときの合成抵抗について理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような関

係があるか仮説を立て，それを調べるために

実験を行い，得られた実験結果を科学的に分

析，考察し，表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗

値の大きさにどのような関係があるか調べる

ために実験を行い，得られた実験結果を科学

的に分析，考察し，他人の実験結果や考察と

比較しながら議論して深く考えようとしてい

る。 
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電気と磁気 

【知識及び技能】 

電力と電力量，ジュール熱について理解し，

具体的に計算できる。電化製品に表示されて

いる意味，電気料金表にあるkWhの意味とエ

ネルギーJとの関係を，定量的に説明でき，

計算などで扱うことができる。 

磁石とコイルを相対的に運動させると，起電

力が発生することをそれぞれの向きも含めて

説明できる。多くの発電所で利用されている

発電機の発電原理を電磁誘導に基づいて説明

できる。 

直流と交流の違いを説明でき，コンセント，

電池，ACアダプタ，USBからの給電などを，

直流と交流の違いで区別できる。発電所で発

電した交流を変圧して送電していることと，

その理由を説明できる。 

電磁波が周波数の違いによって分類され，そ

れぞれの性質に合わせて身のまわりでさまざ

まに利用されていることを知っている。真空

中を伝わる電磁波の速さが一定であること，

このため周波数の違いを波長の違いとしても

良いことを説明できる。身の回りの電磁波の

具体的な例を複数あげ，波長の順に整理でき

る。 

エネルギーがどのように形を変えるかを具体

的な現象で説明できる。形を変えてもその総

量は変わらないこと（エネルギー保存の法

則）を説明できる。 

原子核，同位体について核子を用いて説明で

きる。α線，β線，γ線などの放射線は，原

子核の崩壊により放射されること，個々の原

子核の崩壊のタイミングは予測できないが，

大量の原子核が半数になる時間（半減期）

は，核種によって決まっていることを説明で

き，半減期を利用した簡単な計算ができる。

原子力発電の原理的な仕組みを，核分裂と関

係づけて説明できる。 

放射線の透過性や電離能力などの性質を説明

できる。放射線が身のまわりに存在し，また

利用されていることを知っている。また，放

射線に関する単位と，人体へ与える影響につ

いて具体的な数値で理解し，SvやBqを具体的

な数値で示した状況設定に対し，とるべき行

動の判断ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校での既習事項や実験を通して，電流を

流した導線のまわりに磁場ができることを根

拠に基づいて説明できる。 

放射線測定器で身のまわりの放射線を測定し

たり，放射線源と測定器の距離を変えながら

放射線を測定したりすることで，放射線から

身を守るためにどのようなことが有効か科学

的に説明できる。 

 

・指導事項 

2月 

電気とエネルギー、直流と交流、電磁波 

エネルギーの変換と保存、原子核のエネルギ

ー① 

 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

電力と電力量，ジュール熱について理解して

いる。 

電磁誘導の法則を理解している。また，発電

所では，発電機を回転させることで発電を行

っていることを理解している。 

直流と交流の違いについて理解し，発電所で

発電した交流を変圧して送電していることを

理解している。 

電磁波が周波数の違いによって分類され，そ

れぞれの性質に合わせて身のまわりでさまざ

まに利用されていることを理解している。 

エネルギーがどのように形を変えるかを理解

し，形を変えてもその総量は変わらないこと

（エネルギー保存の法則）を理解している。 

原子核の表し方と同位体，放射線と半減期に

ついて理解している。また，原子力発電で

は，核分裂によってエネルギーが発生してい

ることを理解している。 

放射線の性質を理解し，放射線が身のまわり

で利用されていることを理解している。ま

た，放射線に関する単位と，人体へ与える影

響について理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

中学校での既習事項をもとに，電流を流した

導線のまわりに起きる変化について考察し，

表現している。 

放射線測定器で身のまわりの放射線を測定し

たり，放射線源と測定器の距離を変えながら

放射線を測定したりすることで，放射線から

身を守るためにどのようなことが有効か科学

的に考察している。 
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電気と磁気 

【知識及び技能】 

原子力発電所で核分裂がどのように起こって

いるかエネルギーの移り変わりと合わせて説

明できる。また，原子力発電の長所と短所に

ついて理解し，原子力発電に対する自分の意

見を述べることができる。 

身のまわりではさまざまな形でエネルギーが

使用されていることを具体的に説明できる。

・指導事項 

3月 

原子核のエネルギー②、エネルギーの利用と

課題 

 

・教材 等 

教科書「物理基礎」 

副教材「ニューグローバル」 

プリント 

【知識及び技能】 

原子力発電では，核分裂によってエネルギー

が発生していることを理解している。 

身のまわりではさまざまな形でエネルギーが

使用されていることを理解し，持続可能な社

会の実現へ向けて，エネルギーの利用におい

てさまざまな課題への取り組みが世界的に進

められていることを理解している。 
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持続可能な社会の実現へ向けて，エネルギー

の利用における課題を理解し，世界的に進め

られている課題解決のための取り組みについ

て説明できる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

太陽や研究中の核融合炉で起こる核融合につ

いて説明できる。なぜ核融合の研究が世界的

に進められているか説明できる。 

持続可能な社会の実現へ向けたエネルギー利

用の取り組みに関して自ら調べるなどし，そ

の結果について表現・議論するとともに，持

続可能な未来社会の実現へ向けて自分たちが

なすべき行動を実行できる。 

 【学びに向かう力、人間性等】 

太陽で起こっているような核融合について，

そのしくみと進行中の研究について自ら知ろ

うとしている。 

持続可能な社会の実現へ向けたエネルギー利

用の取り組みに関して自ら調べるなどし，そ

の結果について議論し，表現しようとしてい

る。 
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年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教   科：理科   科   目：２年次必修選択「化学基礎」   単位数： ２ 単位   対象学年組：第２学年 １組～ ６組選択者 

教科担当者： （α①：関口） （α②：関口） （α③：八木） （α④：八木） （α⑤：八木） （α⑥：八木） （α⑦：関口） 

使用教科書： （ ２東書 化基７０２  東京書籍 新編 化学基礎 ） 

教科の目標：生活環境並びに自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに自

らの生活環境並びに自然の事物・現象についての理解を深め，科学的な自然観を育成しキャリア形成の基礎とする。 

【知 識 及 び 技 能】日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに

関する基本的な技能を身に付ける。 
【思考力、判断力、表現力等】観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

科目の目標：化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な概念

や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

物質とその変化について，基本的な概念や原理・法則を理

解し，知識を身に付けている。 

観察，実験，検索などを行い，基本操作・技能を習得する

とともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，科学

的に探究する技能の基礎を身に付けている。 

物質とその変化の中に問題を見いだし，探究する過程を通

して，事象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現

している。 

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化につ

いて関心をもち，意欲的に探究しようとするとともに，科学

的な見方や考え方を身に付けている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

1編 化学と人間生活 

1章 化学とは何か（2h） 

化学とは何か 

＜気づきLabo1＞2つの物質を区別しよう 

【知識及び技能】 

生活の中には多くの物質があり，化学変化を利用

していることを理解している。［発言分析・記述

分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質の性質をもとに，分離の方法を考えることが

できる。［記録分析・記述分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

身のまわりの物や製品について，友達と話し合い

ながらそれらはどんな物質でできているという視

点で考えようとしている。［発言分析・行動観

察］ 

 ＊ ＊ 2 

２章 物質の成分と構成元素（8h） 

1節 物質の成分（3h） 

 ・純物質と混合物 

 ＜コラム＞ロウソクの燃焼 

 ＜コラム＞混合物の分離と精製 

 ＜コラム＞溶解度と溶解度曲線 

 ＜コラム＞いろいろな分離方法 

 ＜気づきLabo2＞水性サインペンの色素を分離し

てみよう 

【知識及び技能】 

混合物から純物質を分離する方法を理解してい

る。混合物に含まれる成分を，その性質の違いに

よって分離する方法を理解している。［発言分

析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

色素を分離する実験について，色素のどのような

性質によって分離されたかを科学的に考察してい

る。［行動観察・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊ ＊  2 

2節 物質の構成元素（3h） 

 

 ・元素 

 ・単体と化合物 

 ・元素の確認 

 ＜実験1＞さまざまな物質の炎色反応を確かめて

みよう 

 ＜コラム＞元素記号の変遷 

【知識及び技能】 

炎色反応や沈殿の生成で，元素の種類を確認でき

ることを理解している。元素の同素体について，

違いについて科学的に説明できる。［発言分析・

記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

炎色反応の色から水溶液に含まれる元素を科学的

に考察している。［発言分析・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

炎色反応についての実験を行い，元素の種類を推

測するなど科学的に考察しようとしている。［発

言分析・行動観察］ 

 ＊ ＊ 2 

３節 物質の三態（2h） 

 

 ＜気づきLabo3＞2-メチル-2-プロパノールを使

って状態の変化を観察しよう 

 ・粒子の熱運動 

 ＜気づきLabo4＞液体中での拡散を観察しよう 

 ・物質の三態と状態変化 

 ＜コラム＞蒸気の利用 

【知識及び技能】 

状態変化には粒子の熱運動が関係していることを

理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

実験の過程を注意深く観察し，状態変化に伴う変

化を捉えようとしている。また，粒運動と物質の

三態変化を探究し，これらの関係性を見いだして

表現している。［行動観察・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

 ＊ ＊ 2 



析・記録分析］ 

２編 物質の構成 

１章 原子の構成と元素の周期表（5h） 

1節 原子の構造（2h） 

 

 

  ・原子 

 ＜コラム＞実験結果から原子の構造を考えてみ

よう 

 ・同位体 

 ＜コラム＞14Cによる年代測定 

 ＜コラム＞放射線の性質 

【知識及び技能】 

原子の構造及び陽子，中性子，電子の性質を理解

している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

放射性同位体同位体について，友達と話し合いな

がらそれらは身のまわりでどのように使われてい

るという視点で考えようとしている。［発言分

析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊   2 

2節 電子配置と周期表（3h） 

 

 ・原子の電子配置 

 ・元素の周期表 

 ＜気づきLabo5＞アルカリ金属の性質を調べよう 

 ＜気づきLabo6＞原子番号と元素の性質に規則性

があるか考えよう 

 ＜コラム＞メンデレーエフと周期表 

【知識及び技能】 

原子番号1～20までの代表的な典型元素の電子配置

について理解している。元素の周期律及び原子の

電子配置と周期表の族と周期都の関係について理

解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

アルカリ金属の性質を観察し，同族元素について

性質を見通し，関係性を表現している。元素の周

期律について規則性を見いだして表現している。

元素の性質について考察する。［発言分析・記録

分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

 ＊ ＊ 3 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 

２章 化学結合（14h） 

1節 イオンとイオン結合（4h） 

 

 ・イオンの生成 

 ・イオン化エネルギー 

 ・イオン結合とイオン結晶 

 ＜実験2＞イオン結晶の電気伝導性を調べよう 

【知識及び技能】 

イオンの生成を電子配置と関連付けて理解してい

る。イオン結合およびイオン結合でできた物質の

性質を理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

元素の周期律とイオン化エネルギーの関係性を見

いだし表現できる。［発言分析・記述分析・行動

観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

イオン結晶についての実験を行い，イオン結晶や

イオンの性質について考察しようとしている。

［発言分析・行動観察］ 

 ＊ ＊ 4 

2節 分子と共有結合（6h） 

 ・共有結合と分子の形成 

 ・高分子化合物 

 ・配位結合 

 ・電気陰性度と分子の極性 

 ＜気づきLabo7＞極性のある物質と極性のない物

質の性質を調べよう 

 ・分子間力と分子結晶 

 ・共有結合の結晶 

【知識及び技能】 

共有結合を電子配置と関連付けて理解している。

分子からなる物質の性質を理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質の極性と溶解性の関係性を予想し，実験など

を通じて関係性を見いだし表現できる。［発言分

析・記述分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊ ＊  8 

３節 金属と金属結合（2h） 

 
・金属結合 

【知識及び技能】 

金属の性質及び金属結合を理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

   2 

４節 化学結合と物質の分類（2h） 

 

 ・化学結合と性質の分類 

 

【知識及び技能】 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

化学結合と物質の分類について，友達と話し合い

ながら規則性や関係性を解釈して表現しようとい

う視点で考えようとしている。［発言分析・行動

観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

 ＊ ＊ 2 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 



２
学
期 

 

１章 物質量と化学反応式（10h） 

1節 原子量・分子量・式量（2h） 

 

 

 

 ・原子の相対質量 

 ＜気づきLabo8＞ゴマを基準として米，小豆，大

豆の相対質量を求めよう 

 ・原子量 

 ・分子量・式量 

【知識及び技能】 

相対質量と原子量について理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊   2 

２章 酸と塩基（10h） 

2節 物質量（2h） 

 

 

 

 ・アボガドロ数と物質量 

 ＜気づきLabo9＞1円玉からアボガドロ定数を確

かめてみよう 

 ・１molの気体の体積 

 ＜気づきLabo10＞ドライアイスから気体1molの

体積をはかろう 

 ＜気づきLabo11＞シャボン玉マジック 

 ＜コラム＞アボガドロ定数を確かめよう 

【知識及び技能】 

物質量と粒子，質量，気体の体積の関係について

理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質量と粒子，質量，気体の体積について，友達

と話し合いながら見通しをもって観察を行い，得

られた結果を分析し 

た活動を行っている。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 
＊ ＊  4 

３節 溶液の濃度（2h） 

 

 ・溶液の濃度 

 ＜気づきLabo12＞質量パーセント濃度とモル濃

度の違いを実感してみよう 

【知識及び技能】 

モル濃度について理解している。［発言分析・記

述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

水溶液の調整について，友達と話し合いながら確

認し，誤ったガラス器具の使い方で起こる現象に

ついての問題を見いだす活動を行っている。［発

言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

４節 化学反応の表し方（2h） 

 

 ・化学反応式 

 ・イオン反応式 

【知識及び技能】 

化学反応式やイオン反応式について理解してい

る。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊   2 

５節 化学反応の表す量的関係（2h） 

 

 

 

 

 

 ・化学反応の表す量的関係 

 ＜気づきLabo13＞銅の酸化から，反応物と生成

物の質量の関係を考え，説明しよう 

 ＜実験3＞化学反応における量的関係を探究しよ

う 

 ＜気づきLabo14＞発生する気体の体積を測定し

よう 

 ＜コラム＞原子説から分子説へ 

  ～「物質は粒子からできている」ということ

の発見～ 

【知識及び技能】 

化学反応式が化学反応に関与する物質とその量的

関係を表すことを見いだして理解している。［発

言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

実験結果から反応物と生成物の比を求めさせ，化

学反応式の係数の比と比較させることを通して，

物質量の比が化学反応式の比を表していることを

見いだした活動を行っている。［発言分析・行動

観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

化学反応における量的関係についての実験を行

い，化学反応式の係数が物質量の比を表している

ことを見出そうとしている。この章で身についた

ことを友達と共有する。学習内容到達度について

自己評価する。日常生活や社会と化学がつながっ

た部分をまとめる［発言分析・記録分析］［発言

分析・行動観察］ 

＊ ＊ ＊ 2 

３編 物質の変化 

２章 酸と塩基（10h） 

1節 酸と塩基（3h） 

 

 ・酸と塩基の性質 

 ＜気づきLabo15＞いろいろな水溶液の性質を調

べよう 

 ・酸と塩基の定義 

 ・広い意味の酸・塩基 

 ・酸と塩基の価数 

 ＜気づきLabo16＞酸による電気伝導性と反応性

の違いを調べよう 

【知識及び技能】 

酸と塩基の性質及び定義を理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

酸と塩基の強弱と電離度の関係性を予想し，実験

などを通じて関係性を見いだし表現できる。［発

言分析・記述分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 
＊ ＊ ＊ 6 

2節 水素イオン濃度とｐH（3h） 

 ・水素イオン濃度 

 ・水素イオン濃度とｐH 

 ・ｐH指示薬とｐHの測定 

 ＜気づきLabo17＞水溶液のｐHを測定してみよう 

 ＜コラム＞身近な酸性物質～酸性雨～ 

 ＜気づきLabo18＞ムラサキキャベツ液を使って

酸性，塩基性の強弱を調べよう 

【知識及び技能】 

水溶液の酸性・塩基性は，水素イオン濃度やpHで

表せることを理解している。pH指示薬について理

解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

身近のまわりの物質のpHを測定し，友達と話し合

いながら様々な比較を加えて考えようとしてい

る。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 



３節 中和反応と塩の生成（2h） 

 

 ・中和反応と塩の生成 

 ・塩の種類 

  ＜気づきLabo19＞塩の水溶液のｐHを調べよう 

【知識及び技能】 

酸と塩基が完全に中和するときの化学反応式及び

塩の水溶液について理解している。［発言分析・

記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

身近のまわりの物質のpHを測定し，様々な比較を

加えて考えようとしている。［発言分析・行動観

察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊ ＊ ＊ 2 

４節 中和滴定（2h） 

 

 ・中和滴定の量的関係 

 ・中和滴定 

 ＜気づきLabo20＞シュウ酸水溶液を調整してみ

よう 

 ＜コラム＞酸・塩基の標準溶液について 

 ＜実験4＞食酢の濃度を調べる 

 ・滴定曲線 

 ＜気づきLabo21＞中和滴定に伴うｐHの変化を測

定しよう 

【知識及び技能】 

酸と塩基の中和反応に関与する物質の量的関係に

ついて理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

器具の扱い方や溶液の調製方法など中和滴定操作

における基本的な技術を習得するとともに，実験

などを通じて結果を分析し解釈することができ

る。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

中和滴定の実験を行い，食酢の濃度を正確に調べ

るために，正しく器具を使い，科学的に考察をし

ようとしている。 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 2 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 

３章 酸化還元反応（14h） 

1節 酸化と還元（3h） 

 

 ・酸化と還元 

 ＜気づきLabo22＞銅線の酸化と還元の実験を行

い，気づいたことをグループで共有しよう 

 ・酸化数と酸化還元反応 

 ＜コラム＞生活のなかでの酸化と還元 

【知識及び技能】 

酸化と還元が電子の授受によることを理解してい

る。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

酸化と還元の定義について，友達と話し合いなが

ら確認し，酸化数の増減について見いだす活動を

行っている。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊ ＊ ＊ 3 

2節 酸化剤と還元剤（5h） 

 

 ・酸化剤と還元剤 

 ＜気づきLabo23＞過酸化水素水とヨウ化カリウ

ム水溶液を混ぜてみよう 

 ・電子の授受と酸化還元反応式 

 ＜コラム＞身のまわりの酸化剤・還元剤 

 ・酸化剤と還元剤のはたらきの強さ 

 ＜実験5＞酸化剤と還元剤の反応を調べよう 

 ・酸化還元滴定 

【知識及び技能】 

酸化還元反応式の反応式について理解している。

［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

酸化還元滴定操作における基本的な技術を習得す

るとともに，実験などを通じて結果を分析し解釈

することができる。［記述分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

酸化剤と還元剤の反応を調べる実験を行い，それ

ぞれの結果を化学反応式で表すなど，科学的に考

察を行おうとしている。［発言分析・行動観察］ 

＊ ＊ ＊ 5 

３節 金属の酸化還元反応（2h） 

 ＜気づきLabo24＞金属の陽イオンへのなりやす

さを調べて，その関係性を見いだしてみよう 

 ・金属のイオン化傾向 

 ・金属の反応性 

 ＜コラム＞金属の腐食とめっき 

【知識及び技能】 

金属のイオン化傾向について理解している。［発

言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

金属の陽イオンへのなりやすさを比較測定し，友

達と話し合いながら科学的に考察している。［行

動観察・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊ ＊ ＊ 2 

 

４節 酸化還元反応の応用（4h） 

 Let’s start！ 

 ・電池のしくみ 

 ＜気づきLabo25＞金属のイオン化傾向を見いだ

すために，実験を計画しよう 

 ＜コラム＞電池の歴史 

 ・実用電池 

 ・金属の製錬 

 ＜気づきLabo26＞鉱石から銅を取り出そう 

【知識及び技能】 

電池の構造やしくみ及び金属の製錬について理解

している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

電池について構造とその用途について，友達と話

し合いながらそれらは身のまわりでどのように使

われているという視点で考えようとしている。

［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 4 

 定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 



３
学
期 

３編 物質の変化 

終章 化学が拓く世界（5h） 

巻末資料（2h） 

＜気づきLabo27＞洗剤の適切な使用量を調べよう 

 ＜気づきLabo28＞ビタミンCでうがい薬の色を消

してみよう 

【知識及び技能】 

学んできた事柄が日常生活や社会を支えている科

学技術と結びついていることを理解する［発言分

析・行動観察］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

日常生活や社会を支えている科学技術について，

友達と話し合い，その用途や社会課題に対する解

決策などを様々な視点で考察している。［発言分

析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 7 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 

    合計 70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教   科：理科   科   目：２年次必修選択「化学基礎」   単位数： ４ 単位   対象学年組：第２学年 １／２／３／５／６組の自由選択者 

教科担当者：（β： 八木 ） 

使用教科書： （ ７実教 化基７０４ 実教出版 化学基礎 ） 

教科の目標：生活環境並びに自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに自

らの生活環境並びに自然の事物・現象についての理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

【知識及び技能】 

【思考力、判断力、表現力等】 

【学びに向かう力、人間性等】 

科目 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変

化について理解するとともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付け

る。 

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を養う。 

 

 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 

知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

1編 化学と人間生活 

1章 化学とは何か（2h） 

化学とは何か 

＜気づきLabo1＞2つの物質を区別しよう 

【知識及び技能】 

生活の中には多くの物質があり，化学変化を利用

していることを理解している。［発言分析・記述

分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質の性質をもとに，分離の方法を考えることが

できる。［記録分析・記述分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

身のまわりの物や製品について，友達と話し合い

ながらそれらはどんな物質でできているという視

点で考えようとしている。［発言分析・行動観

察］ 

＊ ＊ ＊ 4 

２章 物質の成分と構成元素（8h） 

1節 物質の成分（3h） 

 ・純物質と混合物 

 ＜コラム＞ロウソクの燃焼 

 ＜コラム＞混合物の分離と精製 

 ＜コラム＞溶解度と溶解度曲線 

 ＜コラム＞いろいろな分離方法 

 ＜気づきLabo2＞水性サインペンの色素を分離し

てみよう 

【知識及び技能】 

混合物から純物質を分離する方法を理解してい

る。混合物に含まれる成分を，その性質の違いに

よって分離する方法を理解している。［発言分

析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

色素を分離する実験について，色素のどのような

性質によって分離されたかを科学的に考察してい

る。［行動観察・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊ ＊  4 

2節 物質の構成元素（3h） 

 

 ・元素 

 ・単体と化合物 

 ・元素の確認 

 ＜実験1＞さまざまな物質の炎色反応を確かめて

みよう 

 ＜コラム＞元素記号の変遷 

【知識及び技能】 

炎色反応や沈殿の生成で，元素の種類を確認でき

ることを理解している。元素の同素体について，

違いについて科学的に説明できる。［発言分析・

記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

炎色反応の色から水溶液に含まれる元素を科学的

に考察している。［発言分析・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

炎色反応についての実験を行い，元素の種類を推

測するなど科学的に考察しようとしている。［発

言分析・行動観察］ 

＊ ＊ ＊ 4 

３節 物質の三態（2h） 

 

 ＜気づきLabo3＞2-メチル-2-プロパノールを使

って状態の変化を観察しよう 

 ・粒子の熱運動 

 ＜気づきLabo4＞液体中での拡散を観察しよう 

 ・物質の三態と状態変化 

 ＜コラム＞蒸気の利用 

【知識及び技能】 

状態変化には粒子の熱運動が関係していることを

理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

実験の過程を注意深く観察し，状態変化に伴う変

化を捉えようとしている。また，粒運動と物質の

三態変化を探究し，これらの関係性を見いだして

表現している。［行動観察・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 4 



２編 物質の構成 

１章 原子の構成と元素の周期表（5h） 

1節 原子の構造（2h） 

 

 

  ・原子 

 ＜コラム＞実験結果から原子の構造を考えてみ

よう 

 ・同位体 

 ＜コラム＞14Cによる年代測定 

 ＜コラム＞放射線の性質 

【知識及び技能】 

原子の構造及び陽子，中性子，電子の性質を理解

している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

放射性同位体同位体について，友達と話し合いな

がらそれらは身のまわりでどのように使われてい

るという視点で考えようとしている。［発言分

析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊ ＊  4 

2節 電子配置と周期表（3h） 

 

 ・原子の電子配置 

 ・元素の周期表 

 ＜気づきLabo5＞アルカリ金属の性質を調べよう 

 ＜気づきLabo6＞原子番号と元素の性質に規則性

があるか考えよう 

 ＜コラム＞メンデレーエフと周期表 

【知識及び技能】 

原子番号1～20までの代表的な典型元素の電子配置

について理解している。元素の周期律及び原子の

電子配置と周期表の族と周期都の関係について理

解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

アルカリ金属の性質を観察し，同族元素について

性質を見通し，関係性を表現している。元素の周

期律について規則性を見いだして表現している。

元素の性質について考察する。［発言分析・記録

分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 6 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 

２章 化学結合（14h） 

1節 イオンとイオン結合（4h） 

 

 ・イオンの生成 

 ・イオン化エネルギー 

 ・イオン結合とイオン結晶 

 ＜実験2＞イオン結晶の電気伝導性を調べよう 

【知識及び技能】 

イオンの生成を電子配置と関連付けて理解してい

る。イオン結合およびイオン結合でできた物質の

性質を理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

元素の周期律とイオン化エネルギーの関係性を見

いだし表現できる。［発言分析・記述分析・行動

観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

イオン結晶についての実験を行い，イオン結晶や

イオンの性質について考察しようとしている。

［発言分析・行動観察］ 

＊ ＊ ＊ 8 

2節 分子と共有結合（6h）  ・共有結合と分子の形成 

 ・高分子化合物 

 ・配位結合 

 ・電気陰性度と分子の極性 

 ＜気づきLabo7＞極性のある物質と極性のない物

質の性質を調べよう 

 ・分子間力と分子結晶 

 ・共有結合の結晶 

【知識及び技能】 

共有結合を電子配置と関連付けて理解している。

分子からなる物質の性質を理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質の極性と溶解性の関係性を予想し，実験など

を通じて関係性を見いだし表現できる。［発言分

析・記述分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊ ＊  16 

 ✯有機化合物の種類と構造  
    

３節 金属と金属結合（2h） 

 

・金属結合 【知識及び技能】 

金属の性質及び金属結合を理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊   4 

４節 化学結合と物質の分類（2h） 

 

 ・化学結合と性質の分類 

 

【知識及び技能】 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

化学結合と物質の分類について，友達と話し合い

ながら規則性や関係性を解釈して表現しようとい

う視点で考えようとしている。［発言分析・行動

観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

 ＊ ＊ 4 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 



２
学
期 

 

１章 物質量と化学反応式（10h） 

1節 原子量・分子量・式量（2h） 

 

 

 

 ・原子の相対質量 

 ＜気づきLabo8＞ゴマを基準として米，小豆，大

豆の相対質量を求めよう 

 ・原子量 

 ・分子量・式量 

【知識及び技能】 

相対質量と原子量について理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊   4 

２章 酸と塩基（10h） 

2節 物質量（2h） 

 

 

 

 ・アボガドロ数と物質量 

 ＜気づきLabo9＞1円玉からアボガドロ定数を確

かめてみよう 

 ・１molの気体の体積 

 ＜気づきLabo10＞ドライアイスから気体1molの

体積をはかろう 

 ＜気づきLabo11＞シャボン玉マジック 

 ＜コラム＞アボガドロ定数を確かめよう 

【知識及び技能】 

物質量と粒子，質量，気体の体積の関係について

理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

物質量と粒子，質量，気体の体積について，友達

と話し合いながら見通しをもって観察を行い，得

られた結果を分析し 

た活動を行っている。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 
＊ ＊ ＊ 8 

３節 溶液の濃度（2h） 

 

 ・溶液の濃度 

 ＜気づきLabo12＞質量パーセント濃度とモル濃

度の違いを実感してみよう 

【知識及び技能】 

モル濃度について理解している。［発言分析・記

述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

水溶液の調整について，友達と話し合いながら確

認し，誤ったガラス器具の使い方で起こる現象に

ついての問題を見いだす活動を行っている。［発

言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

４節 化学反応の表し方（2h） 

 

 ・化学反応式 

 ・イオン反応式 

【知識及び技能】 

化学反応式やイオン反応式について理解してい

る。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊   4 

５節 化学反応の表す量的関係（2h） 

 

 

 

 

 

 ・化学反応の表す量的関係 

 ＜気づきLabo13＞銅の酸化から，反応物と生成

物の質量の関係を考え，説明しよう 

 ＜実験3＞化学反応における量的関係を探究しよ

う 

 ＜気づきLabo14＞発生する気体の体積を測定し

よう 

 ＜コラム＞原子説から分子説へ 

  ～「物質は粒子からできている」ということ

の発見～ 

【知識及び技能】 

化学反応式が化学反応に関与する物質とその量的

関係を表すことを見いだして理解している。［発

言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

実験結果から反応物と生成物の比を求めさせ，化

学反応式の係数の比と比較させることを通して，

物質量の比が化学反応式の比を表していることを

見いだした活動を行っている。［発言分析・行動

観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

化学反応における量的関係についての実験を行

い，化学反応式の係数が物質量の比を表している

ことを見出そうとしている。この章で身についた

ことを友達と共有する。学習内容到達度について

自己評価する。日常生活や社会と化学がつながっ

た部分をまとめる［発言分析・記録分析］［発言

分析・行動観察］ 

＊ ＊ ＊ 4 

３編 物質の変化 

２章 酸と塩基（10h） 

1節 酸と塩基（3h） 

 

 ・酸と塩基の性質 

 ＜気づきLabo15＞いろいろな水溶液の性質を調

べよう 

 ・酸と塩基の定義 

 ・広い意味の酸・塩基 

 ・酸と塩基の価数 

 ＜気づきLabo16＞酸による電気伝導性と反応性

の違いを調べよう 

【知識及び技能】 

酸と塩基の性質及び定義を理解している。［発言

分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

酸と塩基の強弱と電離度の関係性を予想し，実験

などを通じて関係性を見いだし表現できる。［発

言分析・記述分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 
＊ ＊ ＊ 12 

2節 水素イオン濃度とｐH（3h）  ・水素イオン濃度 

 ・水素イオン濃度とｐH 

 ・ｐH指示薬とｐHの測定 

 ＜気づきLabo17＞水溶液のｐHを測定してみよう 

 ＜コラム＞身近な酸性物質～酸性雨～ 

 ＜気づきLabo18＞ムラサキキャベツ液を使って

酸性，塩基性の強弱を調べよう 

【知識及び技能】 

水溶液の酸性・塩基性は，水素イオン濃度やpHで

表せることを理解している。pH指示薬について理

解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

身近のまわりの物質のpHを測定し，友達と話し合

いながら様々な比較を加えて考えようとしてい

る。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 



３節 中和反応と塩の生成（2h） 

 

 ・中和反応と塩の生成 

 ・塩の種類 

  ＜気づきLabo19＞塩の水溶液のｐHを調べよう 

【知識及び技能】 

酸と塩基が完全に中和するときの化学反応式及び

塩の水溶液について理解している。［発言分析・

記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

身近のまわりの物質のpHを測定し，様々な比較を

加えて考えようとしている。［発言分析・行動観

察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊ ＊ ＊ 4 

４節 中和滴定（2h） 

 

 ・中和滴定の量的関係 

 ・中和滴定 

 ＜気づきLabo20＞シュウ酸水溶液を調整してみ

よう 

 ＜コラム＞酸・塩基の標準溶液について 

 ＜実験4＞食酢の濃度を調べる 

 ・滴定曲線 

 ＜気づきLabo21＞中和滴定に伴うｐHの変化を測

定しよう 

【知識及び技能】 

酸と塩基の中和反応に関与する物質の量的関係に

ついて理解している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

器具の扱い方や溶液の調製方法など中和滴定操作

における基本的な技術を習得するとともに，実験

などを通じて結果を分析し解釈することができ

る。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

中和滴定の実験を行い，食酢の濃度を正確に調べ

るために，正しく器具を使い，科学的に考察をし

ようとしている。 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 4 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 

３章 酸化還元反応（14h） 

1節 酸化と還元（3h） 

 

 ・酸化と還元 

 ＜気づきLabo22＞銅線の酸化と還元の実験を行

い，気づいたことをグループで共有しよう 

 ・酸化数と酸化還元反応 

 ＜コラム＞生活のなかでの酸化と還元 

【知識及び技能】 

酸化と還元が電子の授受によることを理解してい

る。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

酸化と還元の定義について，友達と話し合いなが

ら確認し，酸化数の増減について見いだす活動を

行っている。［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

＊ ＊  6 

2節 酸化剤と還元剤（5h） 

 

 ・酸化剤と還元剤 

 ＜気づきLabo23＞過酸化水素水とヨウ化カリウ

ム水溶液を混ぜてみよう 

 ・電子の授受と酸化還元反応式 

 ＜コラム＞身のまわりの酸化剤・還元剤 

 ・酸化剤と還元剤のはたらきの強さ 

 ＜実験5＞酸化剤と還元剤の反応を調べよう 

 ・酸化還元滴定 

【知識及び技能】 

酸化還元反応式の反応式について理解している。

［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

酸化還元滴定操作における基本的な技術を習得す

るとともに，実験などを通じて結果を分析し解釈

することができる。［記述分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

酸化剤と還元剤の反応を調べる実験を行い，それ

ぞれの結果を化学反応式で表すなど，科学的に考

察を行おうとしている。［発言分析・行動観察］ 

＊ ＊ ＊ 10 

３節 金属の酸化還元反応（2h）  ＜気づきLabo24＞金属の陽イオンへのなりやす

さを調べて，その関係性を見いだしてみよう 

 ・金属のイオン化傾向 

 ・金属の反応性 

 ＜コラム＞金属の腐食とめっき 

【知識及び技能】 

金属のイオン化傾向について理解している。［発

言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

金属の陽イオンへのなりやすさを比較測定し，友

達と話し合いながら科学的に考察している。［行

動観察・記録分析］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

＊ ＊  4 

 ４節 酸化還元反応の応用（4h） 

 Let’s start！ 

 ・電池のしくみ 

 ＜気づきLabo25＞金属のイオン化傾向を見いだ

すために，実験を計画しよう 

 ＜コラム＞電池の歴史 

 ・実用電池 

 ・金属の製錬 

 ＜気づきLabo26＞鉱石から銅を取り出そう 

【知識及び技能】 

電池の構造やしくみ及び金属の製錬について理解

している。［発言分析・記述分析］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

電池について構造とその用途について，友達と話

し合いながらそれらは身のまわりでどのように使

われているという視点で考えようとしている。

［発言分析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 8 

 定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 



３
学
期 

３編 物質の変化 

終章 化学が拓く世界（5h） 

巻末資料（2h） 

＜気づきLabo27＞洗剤の適切な使用量を調べよう 

 ＜気づきLabo28＞ビタミンCでうがい薬の色を消

してみよう 

【知識及び技能】 

学んできた事柄が日常生活や社会を支えている科

学技術と結びついていることを理解する［発言分

析・行動観察］ 

【思考力、判断力、表現力等】 

日常生活や社会を支えている科学技術について，

友達と話し合い，その用途や社会課題に対する解

決策などを様々な視点で考察している。［発言分

析・行動観察］ 

【学びに向かう力、人間性等】 

この章で身についたことを友達と共有する。学習

内容到達度について自己評価する。日常生活や社

会と化学がつながった部分をまとめる［発言分

析・記録分析］ 

＊ ＊ ＊ 14 

定期考査   ＊ ＊ ＊ 1 

    合計 140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：保健体育  科 目：体育 単位数：２ 

単位対象学年組：第２学年 １組～ ６組 

教科担当者： 木村・益子・宮坂  

使用教科書： （     ） 

教科の目標： 

【知識及び技能】運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため，運

動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝える力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切

にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

科目の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさ

や喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継

続することができるようにするため，運動の多様性や

体力の必要性について理解するとともに，それらの技

能を身に付けるようにする。 

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発

見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する

とともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力

を養う。 

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り

組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画す

る，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲

を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわ

たって継続して運動に親しむ態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

【知識及び技能】 

技の行い方では，技の課題を解決するための

合理的な動き方のポイントがあり，同じ系統

（技群，グループ）の技には共通性があるこ

とを理解できるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

技などの自己や仲間の課題を発見し，合理的

な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する

とともに，自己の考えたことを他者に伝える

こと。 

【学びに向かう力、人間性等】 

器械運動に自主的に取り組むとともに，よい

演技を讃たたえようとすること，互いに助け

合い教え合おうとすること，一人一人の違い

に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ

となどや，健康・安全を確保すること。 

・指導事項 

【器械運動】 

・側方倒立回転 

・倒立前転 

・伸膝前転 

・教材 等 

【知識及び技能】 

体をマットに順々に接触させて回転するため

の動き方，回転力を高めるための動き方で，

基本的な技の一連の動きを滑らかに安定させ

て回ることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

健康や安全を確保するために，体調や環境に

応じた適切な練習方法等について振り返るこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間に課題を伝え合ったり補助し合ったりし

て，互いに助け合い教え合おうとすることが

できる。 

〇 〇  ８ 

B単元 

【知識及び技能】 

記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，

技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観

察の方法などを理解するとともに，各種目特

有の技能を身に付けること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理

的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに，自己の考えたことを他者に伝え

ること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗

などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大

切にしようとすること，自己の責任を果たそ

うとすること，一人一人の違いに応じた課題

や挑戦を大切にしようとすることなどや，健

康・安全を確保すること。 

・指導事項 

【陸上競技】 

・リレー 

・ハードル走 

・教材等 

【知識及び技能】 

陸上競技の各種目で用いられる技術の名称が

あり，それぞれの技術には，記録の 

向上につながる重要な動きのポイントがある

ことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

選択した運動について，合理的な動きと自己

や仲間の動きを比較して，成果や改善すべき

ポイントとその理由を仲間に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナー

を大切にしようとすること。ができる。 

 〇 〇 ６ 

定期考査       

C単元 

【知識及び技能】 

安定したバット操作と走塁での攻撃，ボール

操作と連携した守備などによって攻防をする

こと。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み 

・指導事項 

【ソフトボール】 

・キャッチボール 

・ゲーム形式まで 

・教材等 

【知識及び技能】 

球技の各型の各種目において用いられる技術

や戦術，作戦には名称があり，それらを身に

付けるためのポイントがあること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

健康や安全を確保するために，体調や環境に

応じた適切な練習方法等について振り返るこ

と 

 〇 〇 ６ 



方を工夫するとともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い

高め合おうとすること。 

定期考査       

２
学
期 

 

E単元 

【知識及び技能】 

記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解

決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，

技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解

決の方法，競技会の仕方などを理解する 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継続するための

自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的

な解決に向けて取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを他者に伝える

こと。 

【学びに向かう力、人間性等】 

水泳に主体的に取り組むとともに，勝敗など

を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に

しようとすること 

・指導事項 

【水泳】 

・クロール 

・平泳ぎ 

・背泳ぎ 

・教材等 

【知識及び技能】 

・肘を曲げて腕全体で水をとらえ，加速する

ようにかくことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自己や仲間の課題を解決するための練習の計

画を立てることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナー

を大切にしようとすることができる。 

〇  〇 ６ 

定期考査       

F単元 

【知識及び技能】 

サービスでは，ボールをねらった場所に打つ

こと。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

 

 

・指導事項 

【バレーボール】 

・教材 等 

【知識及び技能】 

球技の各型の各種目において用いられる技術

や戦術，作戦には名称があり，それらを身に

付けるためのポイントがあること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

健康や安全を確保するために，体調や環境に

応じた適切な練習方法等について振り返るこ

と 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い

高め合おうとすること。 

 〇  ８ 

 定期考査       

３
学
期 

G単元 

【知識及び技能】 

ゴール前の空いている場所をカバーするこ

と。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

・指導事項 

【バスケットボール】 

・教材 等 

【知識及び技能】 

球技の各型の各種目において用いられる技術

や戦術，作戦には名称があり，それらを身に

付けるためのポイントがあること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

健康や安全を確保するために，体調や環境に

応じた適切な練習方法等について振り返るこ

と 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い

高め合おうとすること。 

〇 〇  ８ 

H単元 

【知識及び技能】 

ネット付近でボールの侵入を防いだり，打ち

返したりすること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

・指導事項 

・サーブ 

・ヘアピン 

・ドロップ 

・クリア 

・スマッシュ 

・教材等 

 

 

【知識及び技能】 

球技の各型の各種目において用いられる技術

や戦術，作戦には名称があり，それらを身に

付けるためのポイントがあること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

健康や安全を確保するために，体調や環境に

応じた適切な練習方法等について振り返るこ

と 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い

高め合おうとすること。 

〇   

５ 

1 

合計

４８ 

定期考査       

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：保健体育   科 目：保健 単位数：１ 単位対象学

年組：第 ２学年 １組～ ６組 

教科担当者： （１ 組：福代 ） （２ 組：福代 ） （３ 組：福代 ） （４ 組：宮坂 ） （５ 組：宮坂 ） （６ 組：木村 ）  

使用教科書： （現代高等保健体育     ） 

教科の目標： 

【知識及び技能】個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身につけるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて試行し判断するとともに、目的や状況に応じて他者に伝える 

力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

科目の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を

深めるとともに、技能を身につけるようにする。 

 

健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，

計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的

や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環

境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む

態度を養う。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

【知識及び技能】 安全な社会づくりには，

環境の整備とそれに応じた個人の取組が必要

であること。適切な応急手当は，傷害や疾病

の悪化を軽減できること。心肺蘇生法などの

応急手当を適切に行うことを理解する。  

思春期における心身の発達や性的成熟に伴

う身体面，心理面，行動面などの変化に関わ

り，健康課題が生じることがあることを理解

する。 

 

 【思考力、判断力、表現力等】安全な社会

生活について，安全に関する原則や概念に着

目して危険の予測やその回避の方法を考え，

それらを表現すること。 

 健康を支える環境づくりなどと，解決方法

を関連付けて考え，適切な方法を選択し，そ

れらを説明することができるようにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】交通事故防止

では，安全な運転や歩行など適切な行動，自

他の生命を尊重する態度，補償をはじめとし

た責任が生じることを学ぶ。思春期と健康に

おいては、自分の行動への責任感や異性を理

解したり尊重したりする態度が必要であるこ

と及び性に関する情報等への適切な対処が必

要であることを理解できるようにする。 

・指導事項 

安全な社会生活 

１事故の現状と発生要因 

２安全な社会の形成 

３交通における安全 

４応急手当の意義とその基本 

５日常的な応急手当 

６心肺蘇生法 

生涯を通じる健康 

１ライフステージと健康 

２思春期と健康 

３性意識と性行動の選択 

４妊娠・出産と健康 

５避妊法と人工妊娠中絶 

・教材 教科書等   

A単元 

【知識及び技能】 安全な社会づくりには，

環境の整備と個人の取り組みが必要であるこ

とが理解できたか。応急手当には，正しい手

順や方法、心肺蘇生法などの応急手当を適切

に行うことを学ぶことができたか。 

思春期における心身の発達や性的成熟に伴

う身体面，心理面，行動面などの変化に関わ

り，健康課題が生じることがあることを理解

できたか。 

 

 【思考力、判断力、表現力等】安全な社会

生活について，安全に関する原則や概念に着

目して危険の予測やその回避の方法を考え，

それらを表現することができたか。 

 健康を支える環境づくりなどと，解決方法

を関連付けて考え，適切な方法を選択し，そ

れらを説明することができるようにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】交通事故には

補償をはじめとした責任が生じることが理解

できたか。思春期と健康においては、自分の

行動への責任感や異性を理解したり尊重した

りする態度が必要であることや性に関する情

報等への適切な対処が必要であることを理解

できるようになったか。 

 

 

 

 

○ ○ ○ ８ 

 定期考査       

２

学

期 

B単元 

【知識及び技能】生涯を通じて健やかに過ご

すために、若いときからの自己管理を行い、

生きがいをもつことが健康の保持増進に繋が

ることを理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 生涯を通じ

る健康に関わる事象や情報から課題を発見

し，健康を支える環境づくりなどと解決方法

を関連付けて考え，適切な方法を選択しそれ

らを説明することができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】運動やスポー

ツに取り組み家族や友人などとの良好な関係

を保つことなどを理解できるようにする。 

働く人の健康の保持増進は，ストレスに対す

る気付きへの援助，リラクセーションの指導

などメンタルヘルスケアが重要視されている 

・指導事項 

生涯を通じる健康 

６結婚生活と健康 

７中高年期と健康 

８働くことと健康 

９労働災害と健康 

10健康的な職業生活 

 

・教材 教科書等   

B単元 

【知識及び技能】 中高年期を健やかに過ご

すために，若いときから健康診断の定期的な

受診などの自己管理を行い生きがいをもつこ

とが健康の保持増進に繋がることを理解する

ことができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 生涯を通じ

る健康に関わる事象や情報から課題を発見

し，疾病等のリスクの軽減，健康を支える環

境づくりなどと解決方法を関連付けて考え，

適切な方法を選択しそれらを説明することが

できるようになったか。 

【学びに向かう力、人間性等】運動やスポー

ツに取り組み、家族や友人などとの良好な関

係を保つこと，地域における交流をもつこと

関係することを理解できるようにする。 

○ ○ ○ １０ 



  

 定期考査       

３
学
期 

 

C単元 

【知識及び技能】人間の生活や産業活動は，

大気汚染，水質汚濁，土壌汚染などの自然環

境汚染を引き起こし，健康に影響を及ぼした

り被害をもたらしたりすることがあるとい 

うことについて理解できるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 健康を支える環境づくりに関わる情報から

課題を発見し，疾病等のリスクの軽減， 

生活の質の向上，健康を支える環境づくりな

ど，解決方法を関連付けて考え，適切 

な整備や活用方法を選択し，それらを説明す

ることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】健康を支える

環境づくりについて，自他や社会の課題の解

決方法と，それを選択した理由などを話し合

いお互いの相違を認め合うことができるよう

にする。 

 

・指導事項 

健康を支える環境づくり 

１大気汚染と健康 

２水質汚濁、土壌汚染と健康 

３環境と健康にかかわる対策 

４ごみ処理と上下水道の整備 

５食品の安全性 

６食品衛生にかかわる活動 

７保健サービスとその活用 

８医療サービスとその活用 

９医薬品の制度とその活用 

10さまざまな保健活動や社会的対策 

11健康に関する環境づくりと社会参加 

・教材 教科書等 

【知識及び技能】人間の生活や産業活動は，

大気汚染，水質汚濁，土壌汚染などの自然環

境汚染を引き起こし，健康に影響を及ぼした

り被害をもたらしたりすることがあるとい 

うことについて理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 健康を支える環境づくりに関わる情報から

課題を発見し疾病等のリスクの軽減、生活の

質の向上、健康を支える環境づくりなど解決

方法を関連付けて考えそれらを説明すること

ができるようになったか。 

【学びに向かう力、人間性等】健康を支える

環境づくりについて，自他や社会の課題の解

決方法と，それを選択した理由などを話し合

いお互いの相違を認め合うことができるよう

になったか。 

 

○ ○ ○ １２ 

定期考査       

     合計 35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 保健体育  科目 スポーツライフ 

教 科：保健体育   科 目：スポーツライフ 単位数：２  

単位対象学年組：第２学年 

教科担当者： （ 木村 宏幸 ） 

使用教科書： （       ） 

教科の目標： 

【知識及び技能】 

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため， 

運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を 

育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

科目の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕

方について理解するとともに，スポーツの推進及び発

展に必要な技能を身に付ける。 

スポーツの推進及び発展に必要な自他や社会の課

題を発見し，思考し判断するとともに，他者に伝

える力を養う。 

 

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与するため

の学習に主体的に取り組む態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について理解できるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展

について「する，みる，支える，知る」など

のスポーツの多様な関わり方を考えられるよ

うにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展

についての学習に主体的に取り組むことが出

できるようにする。 

・指導事項 

「スポーツの文化的特性や現代におけるスポ

ーツの発展」 

 スポーツの推進及び発展に関わるために

は，文化的，社会的，経済的な背景などの幅 

広い視点から「する，みる，支える，知る」

などのスポーツの多様な姿を知る。 

 

・教材 等 

プリント 

【知識及び技能】 

スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展

について「する，みる，支える，知る」など

のスポーツの多様な関わり方を考えられる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展

についての学習に主体的に取り組もうとして

いる。 

〇 〇 〇 １０ 

【知識及び技能】 

運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい

て理解できるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

「する，みる，支える，知る」などのスポー

ツの多様な関わり方において，スポーツを推

進及び発展させる視点から課題を発見し，よ

りよい解決に向けて思考し判断するととも

に，理由を添えて他者に伝えることができる

ようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい

ての学習に主体的に取り組むことができるよ

うにする。 

・指導事項 

「スポーツの効果的な学習の仕方」 

生涯にわたって運動やスポーツを継続する 

ためには，技術の特徴に応じた学習の仕方 

があることや技能を高めるために，運動やス 

ポーツの効果的な学習の仕方について学ぶ。 

・教材 等  

プリント 

【知識及び技能】 

運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい

て理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

「する，みる，支える，知る」などのスポー

ツの多様な関わり方において，スポーツを推

進及び発展させる視点から課題を発見し，よ

りよい解決に向けて思考し判断するととも

に，理由を添えて他者に伝えることができ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい

ての学習に主体的に取り組もうとしている。 

〇  〇 ８ 

定期考査   〇  〇 １ 



２
学
期 

 

【知識及び技能】 

豊かなスポーツライフの設計の仕方について

理解できるようにするとともに，自己 の行

動計画を作成することができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

豊かなスポーツライフの設計の仕方につい

て，「する，みる，支える，知る」などの 

スポーツの多様な関わり方において，スポー

ツを推進及び発展させる視点から課題を 発

見し，よりよい解決に向けて思考し判断する

とともに，理由を添えて他者に伝える こ

と。 

【学びに向かう力、人間性等】 

豊かなスポーツライフの設計の仕方について

の学習に主体的に取り組むこと。 

・指導事項 

【豊かなスポーツライフの設計の仕方】 

卒業後においても自己に適した生涯にわたる 

豊かなスポーツライフを設計していくため 

には，各ライフステージやライフスタイ 

に応じたスポーツへの関わり方の特徴や条件 

があること，それらの特徴や条件に応じて 

無理なくスポーツを継続するための計画を 

立てる。 

 

・教材 等  

プリント 

【知識及び技能】 

豊かなスポーツライフの設計の仕方について

理解できるようにするとともに，自己の行動

計画を作成することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

豊かなスポーツライフの設計の仕方につい

て，「する，みる，支える，知る」などの 

スポーツの多様な関わり方において，スポー

ツを推進及び発展させる視点から課題を発見

し，よりよい解決に向けて思考し判断すると

ともに，理由を添えて他者に伝えることがで

きる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

豊かなスポーツライフの設計の仕方について

の学習に主体的に取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ８ 

【知識及び技能】 

スポーツの多様な指導法と健康・安全につい

て理解できるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

スポーツの多様な指導法と健康・安全の学習

について，「する，みる，支える，知 る」

などのスポーツの多様な関わり方において，

スポーツを推進及び発展させる視点 から課

題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判

断するとともに，理由を添えて他者に伝える

こと。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの多様な指導法と健康・安全につい

ての学習に主体的に取り組むこと 

・指導事項 

【スポーツの多様な指導法と健康・安全】 

スポーツの多様な推進及び発展に寄与する 

ためには，対象者に応じたスポーツの指導 

法や参加者の経験や体力に応じた健康・安全 

の確保の仕方を理解できるようにする必要 

があることについて学ぶ。 

 

・教材 等  

プリント 

【知識及び技能】 

スポーツの多様な指導法と健康・安全につい

て理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

スポーツの多様な指導法と健康・安全の学習

について，「する，みる，支える，知る」な

どのスポーツの多様な関わり方において，ス

ポーツを推進及び発展させる視点から課題を

発見し，よりよい解決に向けて思考し判断す

るとともに，理由を添えて他者に伝えること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの多様な指導法と健康安全について

の学習に主体的に取り組むもうとしている。 

〇 〇 〇 １８ 

３
学
期 

【知識及び技能】 

スポーツの企画と運営について理解するとと

もに，スポーツ大会等の企画ができる よう

にする 

【思考力、判断力、表現力等】 

 スポーツの企画と運営の学習について，

「する，みる，支える，知る」などのスポー 

ツの多様な関わり方を通して，スポーツを推

進及び発展させる視点から課題を発見し， 

よりよい解決に向けて思考し判断するととも

に，理由を添えて他者に伝えること 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの企画と運営についての学習に主体

的に取り組むこと 

・指導事項 

【スポーツの企画と運営】 

人々がスポーツに関わる多様な機会を提供す 

ることで，スポーツの推進及び発展に貢献 

するには，スポーツ大会などのプログラムを 

企画する手順や自立的な活動を継続する上で 

必要となる運営の仕方について学ぶ。 

 

・教材 等  

プリント 

【知識及び技能】 

スポーツの企画と運営について理解するとと

もに，スポーツ大会等の企画ができる よう

にする 

【思考力、判断力、表現力等】 

 スポーツの企画と運営の学習について，

「する，みる，支える，知る」などのスポー 

ツの多様な関わり方を通して，スポーツを推

進及び発展させる視点から課題を発見し， 

よりよい解決に向けて思考し判断するととも

に，理由を添えて他者に伝えること 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの企画と運営についての学習に主体

的に取り組むこと 

〇 〇 〇 １６ 

     合計 ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：体育   科 目：野外の運動 単位数：２  

単位対象学年組：第２学年 １組～６組 

教科担当者： （ 鈴木風雅 ） （ 岩越（外部講師） ）  

使用教科書： （     ） 

教科の目標：自然との関りの深い野外の運動の推進及び発展に向けた多様なかかわり方を理解する 

【知識及び技能】自然との関わりの深い野外の運動の推進及び発展に向けた多様な関わり方を理解するとともに，技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】自然との関わりの深い野外の運動における自他や社会の課題を発見し，思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】自然との関わりの深い野外の運動の学習に主体的に取り組むとともに，公正，協力，責任，参画，共生などに対する意欲を高め，健

康・安全を確保して，生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与する態度を養う。 

科目の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

野外の運動を多様に実践するための事項を理解するこ

と 

自然の中で活動する場面で、よりよいマナーや行為に

ついて、自己の活動を振り返ること 

多様性・共生などのスポーツを通した共生社会の実現

に寄与する学習に意欲をもつこと。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 モルック 

【知識及び技能】 

モルックに関するねらいやその意義，運動を

他者と学び合う際の動きや改善のポイントの

示し方，仲間と継続的に活動したり，交流し

たりする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与

することができるよう、モルックについての

思考力，判断力，表現力等，を身につける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの推進及び発展に寄与する自己の姿

勢や他者，地域社会との関わり方などのス 

ポーツの価値を高めることに主体的に取り組

むことを示している。 

4月 

 

・指導事項 

・教材等 

【オリエンテーション】 

【モルック】 

 

【知識及び技能】 

他者と学びあう場面で，基本的な技の見本や

改善のポイントを身体及び言語で他者に表現

できることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

仲間との話合いの場面で，合意を形成するた

めの調整の仕方を見付け，仲間に伝えること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

公正，協力，責任などのスポーツの持続可能

性及び規範を遵守する社会の創造に寄与する

学習に意欲をもつことができる。 

〇 〇 〇 ４ 

B単元 さまざまな着火法 

【知識及び技能】 

自然に親しむ活動を通して，好ましい人間関

係や自然を愛する心を育むことや，山岳や水

辺などの非日常的空間に調和し運動を楽しむ

といった特性を踏まえ，適切な事前の計画や

用具の準備，活動の選択，自然環境への変化

への対応などができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

野外の運動を行う際の参加者に応じた効果的

な体力の高め方を計画したり，自然環境下で

危機回避及び緊急時の対応方法についてのよ

りよい改善点を指摘したりすること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

活動によって予想される事故の状況，健康・

安全に影響を及ぼす生物や植物についての情

報と対策，活動地域特有の環境等を十分把握 

し，健康・安全の確保ができるようにする。 

5月 

6月 

 

 

・指導事項 

【着火ライター、マッチ、メタルマッチ、コ

ットンパフを使った着火法】 

【焚火の起こし方】 

【フェザースティックの作成方法】 

【バトニングとは】 

・教材等 

【知識及び技能】 

多様な楽しさや喜びを深く味わうための技能

や野外の運動に関する各種技能を身に付ける

ことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

映像や記録など客観的なデータから，動きの

改善点の妥当性やより効果的な改善策につい

て分析したことを，根拠を示し伝えることが

できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

地域への参画や仲間づくりなどのスポーツを

推進及び発展するためのスポーツの価値を高

める学習に意欲をもつことができる。 

 〇 〇 ６ 

定期考査       

C単元 

【知識及び技能】 

自然体験型の野外の運動では，自然に親しむ

活動を通して，好ましい人間関係や自然を愛

する心を育むことや，山岳や水辺などの非日

常的空間に調和し運動を楽しむ 

【思考力、判断力、表現力等】 

体力や健康・安全についての思考力，判断

力，表現力等を身につける 

【学びに向かう力、人間性等】 

自他の状況及び年齢や環境の変化に応じた目

的や活動の仕方，地域への参画や仲間づくり

に意欲的に取り組むことができるようにす

る。 

・指導事項 

・教材等 

【ドームテントの設営方法】 

【ロープワーク】 

【ブルーシート・シェルター作り】 

【知識及び技能】 

適切な事前の計画や用具の準備，活動の選

択，自然環境への変化への対応などができる

ようにすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・仲間で分担した役割に関する成果や改善す

べきポイントについて，自己の活動を振り返

ることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

公正，協力，責任などのスポーツの持続可能

性及び規範を遵守する社会の創造に寄与する

学習に意欲をもつことができる。 

〇   ４ 



D単元 

【知識及び技能】 

自然に親しむ活動を通して，好ましい人間関

係や自然を愛する心を育むことや，山岳や水

辺などの非日常的空間に調和し運動を楽しむ

といった特性を踏まえ，適切な事前の計画や

用具の準備，活動の選択，自然環境への変化

への対応などができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯スポーツの推進及び発展についての思考

力，判断力，表現力等を示している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

互いに助け合い高め合おうとすること，役割

を積極的に引き受け自己の 

責任を果たそうとすること，一人一人の違い

に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ

と 

7月 

9月 

 

・指導事項 

・教材 等 

【ハゼ釣り】 

【ハゼ捌き】 

【バターナイフ作り】 

【知識及び技能】 

・スポーツⅤの多様な楽しさや喜びを深く味

わうための技能や野外の運動に関する各種技

能を身に付けることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・自然の中で活動する場面で，よりよいマナ

ーや行為について，自己の活動を振り返るこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

多様性・共生などのスポーツを通した共生社

会の実現に寄与する学習に意欲をもつことが

できる。 

〇  〇 ４ 

定期考査       

２
学
期 

 

E単元 

【知識及び技能】 

野外の運動に関するねらいやその意義，運動

を他者と学び合う際の動きや改善のポイント

の示し方，仲間と継続的に活動したり，交流

したりする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

野外の運動を行う際の参加者に応じた効果的

な体力の高め方を計画したり，自然環境下で

危機回避及び緊急時の対応方法についてのよ

りよい改善点を指摘したりすること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

活動によって予想される事故の状況，健康・

安全に影響を及ぼす生物や植物についての情

報と対策，活動地域特有の環境等を十分把握 

し，健康・安全の確保ができるようにする。 

10月 

11月 

・指導事項 

・教材等 

【オニオンスープづくり】 

【焼き板クラフトづくり】 

【シチューづくり】 

【知識及び技能】 

他者と学びあう場面で，基本的な技の見本や

改善のポイントを身体及び言語で他者に表現

できることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・仲間との話合いの場面で，合意を形成する

ための調整の仕方を見付け，仲間に伝えるこ

と。 

【学びに向かう力、人間性等】 

地域への参画や仲間づくりなどのスポーツを

推進及び発展するためのスポーツの価値を高

める学習に意欲をもつこと。 

〇 〇  １２ 

定期考査       

F単元 

【知識及び技能】 

自然体験型の野外の運動では，自然に親しむ

活動を通して，好ましい人間関係や自然を愛

する心を育むことや，山岳や水辺などの非日

常的空間に調和し運動を楽しむ 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与

することができるよう、野外の運動について

の思考力，判断力，表現力等，を身につけ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの推進及び発展に寄与する自己の姿

勢や他者，地域社会との関わり方などのス 

ポーツの価値を高めることに主体的に取り組

むことを示している。 

12月 

【飯盒炊爨】 

【フレンチトーストづくり】 

・指導事項 

・教材 等 

【知識及び技能】 

適切な事前の計画や用具の準備，活動の選

択，自然環境への変化への対応などができる

ようにすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

映像や記録など客観的なデータから，動きの

改善点の妥当性やより効果的な改善策につい

て分析したことを，根拠を示し伝えることが

できる 

【学びに向かう力、人間性等】 

公正，協力，責任などのスポーツの持続可能

性及び規範を遵守する社会の創造に寄与する

学習に意欲をもつこと。 

〇  〇 ８ 

 定期考査       

３
学
期 

G単元 

【知識及び技能】 

自然に親しむ活動を通して，好ましい人間関

係や自然を愛する心を育むことや，山岳や水

辺などの非日常的空間に調和し運動を楽しむ

といった特性を踏まえ，適切な事前の計画や

用具の準備，活動の選択，自然環境への変化

への対応などができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与

することができるよう、野外の運動について

の思考力，判断力，表現力等，を身につけ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

活動によって予想される事故の状況，健康・

安全に影響を及ぼす生物や植物についての情

報と対策，活動地域特有の環境等を十分把握 

し，健康・安全の確保ができるようにする。 

1月 

2月 

【アドベンチャーツアー】 

【焼きそばづくり】 

【バターナイフづくり】 

・指導事項 

・教材 等 

【知識及び技能】 

多様な楽しさや喜びを深く味わうための技能

や野外の運動に関する各種技能を身に付ける

ことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・自然の中で活動する場面で，よりよいマナ

ーや行為について，自己の活動を振り返るこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

地域への参画や仲間づくりなどのスポーツを

推進及び発展するためのスポーツの価値を高

める学習に意欲をもつことができる。 

 〇 〇 １０ 



H単元 

【知識及び技能】 

野外の運動に関するねらいやその意義，運動

を他者と学び合う際の動きや改善のポイント

の示し方，仲間と継続的に活動したり，交流

したりする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

野外の運動を行う際の参加者に応じた効果的

な体力の高め方を計画したり，自然環境下で

危機回避及び緊急時の対応方法についてのよ

りよい改善点を指摘したりすること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スポーツの推進及び発展に寄与する自己の姿

勢や他者，地域社会との関わり方などのス 

ポーツの価値を高めることに主体的に取り組

むことを示している。 

3月 

【プチバーベキュー】 

【学びに向かう力、人間性等】 

・指導事項 

・教材 等 

【知識及び技能】 

 

【知識及び技能】 

他者と学びあう場面で，基本的な技の見本や

改善のポイントを身体及び言語で他者に表現

できることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・自然の中で活動する場面で，よりよいマナ

ーや行為について，自己の活動を振り返るこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

多様性・共生などのスポーツを通した共生社

会の実現に寄与する学習に意欲をもつことが

できる。 

 〇  

４ 

1 

合計 

定期考査      ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：体育  科 目：球技演習 単位数：２ 

単位対象学年組：第２学年 １組～ ６組 

教科担当者： 福代・小川・鈴木  

使用教科書：8   

教科の目標： 

【知識及び技能】運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため，運

動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝える力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切

にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

科目の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

球技の推進及び発展に向けた多様な関わり方を理解す

るとともに，技能を身に付ける 

球技における自他や社会の課題を発見し，思考し判断

するとともに，他者に伝える力を養う。 

球技の学習に主体的に取り組むとともに，公正，協

力，責任，参画，共生などに対する意欲を高め，健

康・安全を確保して，生涯を通してスポーツを継続す

るとともにスポーツの推進及び発展に寄与する態度を

養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

【知識及び技能】 

スポーツⅡを多様に実践するための事項を理

解すること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

 

・指導事項 

【サッカー】 

・戦術トレーニング 

・審判法 

・運営方法 

・指導法 

・教材 等 

【知識及び技能】 

他者と学び合う場面で，基本的な技の見本や

改善のポイントを身体及び言葉などで他者に

表現できること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

発見した動きの改善点や，効果的な改善策に

ついて，活動場面で判断し仲間に伝えるこ

と。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

〇 〇  ８ 

定期考査       

C単元 

【知識及び技能】 

安定したバット操作と走塁での攻撃，ボール

操作と連携した守備などによって攻防をする

こと。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み 

方を工夫するとともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

・指導事項 

【ソフトボール】 

・戦術トレーニング 

・審判法 

・運営方法 

・キャッチボール 

・ゲーム形式まで 

・教材等 

【知識及び技能】 

体力や技能の程度，性別や目的，障害の有無

など様々な違いを超えて，スポーツを楽しむ

ために調整し合意したマナーを実践できるこ

と。 

【思考力、判断力、表現力等】 

映像や記録など客観的なデータから，動きの

改善点の妥当性やより効果的な改善策につい

て分析したことを，根拠を示し伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い

高め合おうとすること。 

 〇 〇 ６ 

定期考査       

２
学
期 

 

定期考査       



F単元 

【知識及び技能】 

サービスでは，ボールをねらった場所に打つ

こと。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

 

 

・指導事項 

【バレーボール】 

・戦術トレーニング 

・審判法 

・運営方法 

・教材 等 

【知識及び技能】 

球技演習の多様な楽しさや喜びを深く味わう

ための技能を身に付けること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

健康や安全を確保するために，体調や環境に

応じた適切な練習方法等について振り返るこ

と 

【学びに向かう力、人間性等】 

多様（目的，年齢，性別，経験，障害の有無

など）な参加者と共に運動するための調整の

仕方や競技会の運営方法等を提案すること 

 〇  ８ 

 定期考査       

３
学
期 

G単元 

【知識及び技能】 

ゴール前の空いている場所をカバーするこ

と。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

・指導事項 

【バスケットボール】 

・戦術トレーニング 

・審判法 

・運営方法 

・教材等 

【知識及び技能】 

球技の各型の各種目において用いられる技術

や戦術，作戦には名称があり，それらを身に

付けるためのポイントがあること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

チームでの学習で，状況に応じてチームや自

己の役割を提案すること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い

高め合おうとすること。 

〇 〇  ８ 

H単元 

【知識及び技能】 

ネット付近でボールの侵入を防いだり，打ち

返したりすること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

球技に主体的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとすること，また合意

形成に貢献しようとすること。 

・指導事項 

【バドミントン】 

・サーブ 

・ヘアピン 

・ドロップ 

・クリア 

・スマッシュ 

・戦術トレーニング 

・審判法 

・運営方法 

・教材等 

 

 

【知識及び技能】 

球技の各型の各種目において用いられる技術

や戦術，作戦には名称があり，それらを身に

付けるためのポイントがあること。 

【思考力、判断力、表現力等】 

体力や技能の程度，性別等の違いを超えて，

仲間とともにスポーツⅡを楽しむための調整

の仕方を見付けること。 

【学びに向かう力、人間性等】 

仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い

高め合おうとすること。 

〇   

５ 

1 

合計

４８ 

定期考査       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：保健体育   科 目：「スポーツⅤ」リバースポーツ        単位数：２ 単位対象

学年組：２年次 

第２学年 １組 ～  ６組 

教科担当者： 益子・福代  

使用教科書： （     ） 

教科の目標： 

【知識及び技能】自然の中で合理的，計画的な実践を通して，水辺スポーツの楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって水辺スポーツを豊かに継続することができ

るようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって水辺スポーツを豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】自然の中での活動を通して公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとする

などの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

科目の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

自然との関わりの深い野外の運動の推進及び発展に向

けた多様な関わり方を理解するとともに，技能を身に

付ける。 

 体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，主体

的，合理的，計画的な解決に向け「スポーツⅤ」の推

進及び発展に向けた多様な関わり方を理解するととも

に，技能を身に付ける 

「スポーツⅤ」における自他や社会の課題を発見し，

思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。 

自然との関わりの深い野外の運動における自他や社会

の課題を発見し，思考し 

判断するとともに，他者に伝える力を養う。 

自然との関わりの深い野外の運動の学習に主体的に取

り組むとともに，公正，協力，責任，参画，共生など

に対する意欲を高め，健康・安全を確保して，生涯 

を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進

及び発展に寄与する態度を養う。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

【知識及び技能】「スポーツⅤ」に関連し

て，学習する運動に関するねらいやその意

義，運動を他者と学び合う際の動きや改善の

ポイントの示し方，仲間と継続的に活動した

り，自然の中におけるルールやマナーを厳守

することを学ぶ。 

水辺での実習を通してパドルスポーツを推進

及び発展するための事項を理解すること。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

カヌーやカヤック、SAPなど水辺でのパドル

スポーツについて、どのような違いがあるの

か調べ、相手に伝えられるようにする。安全

に効率よく活動するために必要な思考力を高

める。 

 

【学びに向かう力、人間性等】様々な環境下

で実践する際の健康・安全の確保の仕方やマ

ナーなどの多様な関わり方を実践したりする

ための事項を理解する。 

・指導事項 

カヌー、カヤックの名称 

ロープワーク 

水辺での安全指導 

パドル技術 

プールでの実習 

・教材 カヌー等 

A単元 

【知識及び技能】パドルスポーツに必要な、

用具やカヌー、カヤックの名称を覚えること

ができたか。自然の中におけるルールやマナ

ーを厳守できたか。 

 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

カヌーやカヤック、SAPなど水辺でのパドル

スポーツについて調べ、相手に伝えることが

できたか。安全に効率よく活動するために、

お互いに安全に留意して活動できたか。 

 

【学びに向かう力、人間性等】様々な環境下

で実践する際、お互いに健康・安全の確保の

仕方やマナーなどの多様な関わり方を実践で

きたか。 

 

○ ○ ○ ２０ 

２
学
期 

 

【知識及び技能】パドリングの技能を習得

し、多摩川での実習を行う。自然の中におけ

るルールやマナーを厳守することを学ぶ。 

水辺での実習を通してパドルスポーツを推進

及び発展するための事項を理解すること。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

現在の水辺スポーツについてカヌーやカヤッ

ク、SAPなど水辺でのパドルスポーツについ

て理解を深め、安全に効率よく活動するため

に必要な思考力を高める。お互いに安全に留

意して活動する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】様々な環境下

で実践する際の健康・安全の確保の仕方やマ

ナーなどの多様な関わり方を実践したりする

ための事項を理解する。 

・指導事項 

パドル技能の習得 

河川や海での安全指導 

流れや風向き、潮の干満について 

多摩川での実習 

・教材 カヌー等 

・ 

【知識及び技能】パドリングの技能を習得で

きたか。自然の中におけるルールやマナーを

厳守できたか。 

水辺での実習を通してパドルスポーツを推進

及び発展するための事項を理解できたか。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

カヌーやカヤック、SAPなど水辺でのパドル

スポーツについ、安全に効率よく活動するた

めに必要な思考力を高めることができたか。

お互いに安全に留意して活動する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】様々な環境下

で実践する際の健康・安全の確保の仕方やマ

ナーなどの多様な関わり方を実践することが

できたか。 

○ ○ ○ ２０ 



３
学
期 

【知識及び技能】様々な水辺スポーツについ

て仲間と継続的に活動したり，自然の中にお

けるルールやマナーを厳守することを学ぶ。 

水辺での実習を通してパドルスポーツを推進

及び発展するための事項を理解すること。 

多摩川の 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

カヌーやカヤック、SAPなど水辺でのパドル

スポーツについて理解を深め、安全に効率よ

く活動するために必要な思考力を高める。お

互いに安全に留意して活動する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】様々な環境下

で実践する際の健康・安全の確保の仕方やマ

ナーなどの多様な関わり方を実践したりする

ための事項を理解する。 

・指導事項 

河川や海での安全指導 

流れや風向き、潮の干満について 

多摩川での実習 

・教材 カヌー等 

 

【知識及び技能】「スポーツⅤ」に関連し

て，学習する運動に関するねらいやその意

義，運動を他者と学び合う際の動きや改善の

ポイントの示し方，仲間と継続的に活動した

り，自然の中におけるルールやマナーを厳守

することを身につけたか。 

水辺での実習を通してパドルスポーツを推進

及び発展するための事項を理解することがで

きたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

カヌーやカヤック、SAPなど水辺でのパドル

スポーツについて理解を深め、安全に効率よ

く活動するためにな思考力を高められたか。

お互いに安全に留意して活動できたか。 

 

【学びに向かう力、人間性等】様々な環境下

で実践する際の健康・安全の確保の仕方やマ

ナーなどの多様な関わり方を実践できたか。 

○ ○ ○ ２０ 

       合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 芸術 科目 陶芸A 

教 科： 芸術  科 目： 陶芸A 単位数：２  

単位対象学年組：第２学年  

教科担当者： （野 崎  ）  使用教科書： （なし） 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】  対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値

意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心

豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

科目 陶芸A の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表し

ている。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美

術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発

想し、構想を練ったり価値意識をもって美術や美術文

化に対する見方や感じ方を深めたりしている。 

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 「手びねり」 

【知識及び技能】 

・陶芸の基本を理解する。 

・手びねりの流れを身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・適正な大きさの茶碗等を制作する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・手びねり 

・教材 等・プリント等 

【知識及び技能】 

・陶芸の基本が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・適正な大きさの茶碗等が制作できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ２０ 

B単元 「箸置き」 

【知識及び技能】 

・テーマを基に5個セットの箸置きを制作す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・使いやすく食卓を楽しませる箸置きを表現

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・テーマに沿った箸置き5個セッ

トを制作する。 

・使いやすい箸置きを表現する 

・教材 等・プリント等 

 

【知識及び技能】 

・テーマに沿って制作できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・使いやすく魅力的な表現ができているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ４ 

２
学
期 

 

C単元  「電動ろくろ」 

【知識及び技能】 

・電動ろくろの使い方を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図したかたちを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・各種器もの 

     ・電動ろくろの使い方 

・教材 等 ・プリント等 

【知識及び技能】 

・電動ろくろの使い方が理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図した形が表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ３０ 

３
学
期 

E単元 「磁器の器」 

【知識及び技能】 

・磁器と陶器の違いを理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図した形を表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・磁器の器もの 

・教材 等 プリント等 

【知識及び技能】 

・磁器と陶器の違いを理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図した形を表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

１６ 

 

合計 

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 陶芸Ｂ 

教 科：芸術   科 目：陶芸B 単位数：２ 単位     

対象学年組：第 ２，３学年  

教科担当者： （①野崎  ） （ ② 羽 浦 ）  

（使用教科書： なし 

教科 陶芸Bの目標： 

【知識及び技能】対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法をより創意工夫し、より創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて深く考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価

値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方をより深めたりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性をいっそう高め、美術文化に親し

み、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

科目 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解をよ

り深めている。 

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、より創造的に

表している。 

 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美

術の働きなどについて深く考え、主題を生成し創造的

に発想し、構想を練ったり価値意識をもって美術や美

術文化に対する見方や感じ方をより深めたりしてい

る。 

主体的に美術のより幅広い創造活動に取り組もうとし

ている。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 「手びねり」 

【知識及び技能】 

・陶芸の基本をより理解する。 

・手びねりの流れを確実に身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・適正な大きさの茶碗等を制作する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・手びねり 

・教材 等・プリント等 

【知識及び技能】 

・陶芸の基本がより理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・適正な大きさの茶碗等が制作できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果をより分かりやすく発表しようとして

いる。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ２０ 

B単元 「箸置き」 

【知識及び技能】 

・テーマを基に5個セットの箸置きを制作す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・使いやすく食卓を楽しませる箸置きを表現

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・テーマに沿った箸置き5個セッ

トを制作する。 

・使いやすい箸置きを表現する 

・教材 等・プリント等 

 

【知識及び技能】 

・テーマに沿って制作できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・使いやすく魅力的な表現ができているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果をより分かりやすく発表しようとして

いる。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ４ 

２
学
期 

 

C単元  「電動ろくろ」【知識及び技能】 

・電動ろくろの使い方を確実にする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図した形を美しく表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・各種器もの 

     ・電動ろくろの使い方 

・教材 等 ・プリント等 

【知識及び技能】 

・電動ろくろの使い方が確実にできたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図した形が美しく表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果をより分かりやすく発表しようとして

いる。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ３０ 
        

３
学
期 

E単元 「磁器の器」【知識及び技能】 

・磁器と陶器の違いを説明できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図した形を美しく表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・磁器の器もの 

・教材 等 プリント等 

【知識及び技能】 

・磁器と陶器の違いを説明できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・意図した形を美しく表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

１６ 

 

合計 

７０ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：芸術   科 目：現代の書道 単位数：２単位   対象学年

組：第２学年１組～６ 組 

教科担当者： （ １ 組：廣谷 ） （ ２ 組：廣谷 ） （ ３ 組：廣谷 ） （ ４ 組：廣谷 ） （５ 組：廣谷 ） （ ６ 組：廣谷 ）  

使用教科書： （なし     ） 

教科 書道 の目標：書道の幅広い活動を通して、書の文化と豊かにかかわる資質・能力を育成する。 

【知識及び技能】書の文化を理解する作品を効果的・創造的に表現する技能を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】意図に基づいて創造的に構想し、個性豊かに表現する能力を身につける。 

【学びに向かう力、人間性等】書の文化に関わり、表現及び鑑賞に主体的に取り組む。 

科目 現代の書道 の目標：生活や社会の中で文字や書、書の伝統と文化に深くかかわる資質・能力を養う。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

各種の古典を学び、多様な表現方法を身につける。 

 

自分が表したいイメージを適確に表す個性的な表現力

を身につける。 

鑑賞を通して古典や作品表現の特徴を積極y的にとらえ

る態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 基本的な表現技法 

【知識及び技能】書の各分野の基本的な表現

技法を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】学んだことを

自らの創作に応用できるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】表現技法を主

体的に学ぶ態度を育成する。 

 

・指導事項 漢字・仮名・漢字仮名交じり文

の様々な表現技法を指導する。 

・教材 等 

 書道用具・用材一式、プリント 

【知識及び技能】 

古典の臨書（古典をまねして書くこと）を通

して、表現技法の習熟度を評価する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

完成に至るまでの過程、作品の完成度を元に

評価する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

活動状況、各古典、各作品の特徴についての

理解を元に評価する。 

〇 〇 〇 １０ 

B単元 様々な表現技法の学習 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】漢字・仮名・

漢字仮名交じり文の様々な表現技法を用いて

創作できるようになる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に用いる態度を

育成する。 

・指導事項 漢字・仮名・漢字仮名交じり文

の様々な表現技法を 

・教材 等 

 書道用具・用材一式、プリント、作品用ウ

チワ 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】様々な表現技

法を用いて創作できる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に活かしてい

る。 

 

〇 〇 〇 １６ 

定期考査       

２
学
期 

 

B単元 様々な表現技法の学習 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】漢字・仮名・

漢字仮名交じり文の様々な表現技法を用いて

創作できるようになる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に用いる態度を

育成する。 

・指導事項 

漢字・仮名・漢字仮名交じり文の様々な表現

技法を指導する。 

・教材 等 

 書道用具・用材一式、プリント、半切サイ

ズの用紙 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】様々な表現技

法を用いて創作できる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に活かしてい

る。 

 

〇 〇 〇 １２ 

定期考査       

B単元 様々な表現技法の学習 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】漢字・仮名・

漢字仮名交じり文の様々な表現技法を用いて

創作できるようになる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に用いる態度を

育成する。 

・指導事項 漢字・仮名・漢字仮名交じり文

の様々な表現技法を指導する。 

・教材 等 

 書道用具・用材一式、プリント、セラミッ

クボード、アクリル絵の具、作品用カレンダ

ー 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】様々な表現技

法を用いて創作できる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に活かしてい

る。 

 

〇 〇 〇 １４ 

 定期考査       

３
学
期 

B単元 様々な表現技法の学習 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】漢字・仮名・

漢字仮名交じり文の様々な表現技法を用いて

創作できるようになる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に用いる態度を

育成する。 

・指導事項 漢字・仮名・漢字仮名交じり文

の様々な表現技法を指導する。 

・教材 等 

 書道用具・用材一式、プリント、篆刻用プ

ラスチックの棒 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】様々な表現技

法を用いて創作できる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に活かしてい

る。 

 

   １８ 



B単元 様々な表現技法の学習 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】漢字・仮名・

漢字仮名交じり文の様々な表現技法を用いて

創作できるようになる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に用いる態度を

育成する。 

・指導事項 漢字・仮名・漢字仮名交じり文

の様々な表現技法を指導する。 

・教材 等 

 書道用具・用材一式、プリント、懐紙、短

冊、フェルトペン 

【知識及び技能】漢字・仮名・漢字仮名交じ

り文の様々な表現技法を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】様々な表現技

法を用いて創作できる。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に表現

技法を学び、自らの表現活動に活かしてい

る。 

 

   

 

 

合計 

定期考査      ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 芸術 科目 現代の工芸 

教 科： 美術  科 目： 現代の工芸 単位数：２  

単位対象学年組：第２、３学年  

教科担当者： （羽 浦 ）  使用教科書： （なし） 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】  対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値

意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする、 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心

豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

科目 現代の工芸の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表し

ている。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美

術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発

想し、構想を練ったり価値意識をもって美術や美術文

化に対する見方や感じ方を深めたりしている。 

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 「等角図」 

【知識及び技能】 

・等角図を理解する。 

・三面図から等角図を描く。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・三面図を正確に読み取り表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・等角図と三面図 

 

・教材 等・プリント等 

【知識及び技能】 

・等角図が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・三面図を正確に読み取り表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ４ 

B単元 「木目込みのまり」 

【知識及び技能】 

・木目込みの技術を身につける 

【思考力、判断力、表現力等】 

・球体を意図にそって美しく表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・木目込みのまり 

・教材 等・プリント等 

 

【知識及び技能】 

・木目込みの技術が身についているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・球体を意図に沿って美しく表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １０ 

２
学
期 

 

C単元  「木目込みの動物」 

【知識及び技能】 

・動物をスケッチする。 

・スケッチをもとに単純化して描く。 

・単純化した動物を粘土でマケットを作る。 

・スタイロフォームを彫刻する。 

・筋彫りして木目込みを施す。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・動物の特徴を単純化しながら表現する。 

・意図に沿って筋彫りの場所を考え、実践す

る。 

・布を意図に沿って選び表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・木目込みの動物 

・教材 等 ・プリント等 

【知識及び技能】 

・動物をスケッチできたか。 

・スケッチをもとに単純化して描けたか。 

・単純化した動物を粘土でマケットを作れた

か。 

・スタイロフォームを彫刻できたか。 

・筋彫りして木目込みを施したか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・動物の特徴を単純化しながら表現できた

か。 

・意図に沿って筋彫りの場所を考え、実践し

たか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 

１学

期 

１０ 

2 学

期 

２０ 

D単元 「籐でかごを編む」 

【知識及び技能】 

・籐の扱い方を理解する。 

・かごの編み方を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本の編み方を理解し、意図に沿ってかご

を編む。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・籐でかごを編む 

 

・教材 等 ・プリント等 

 

 

【知識及び技能】 

・籐の扱い方を理解できたか。 

・かごの編み方を理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本の編み方を理解し、意図に沿ってかご

を編めたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 
 

１０ 



３
学
期 

E単元 「籐でかごを編む ２」 

【知識及び技能】 

・かごをデザインする。 

・意図に沿って底や口のデザインを選択する

ことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本の編み方を理解し、デザインに沿って

かごを編む。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 籐でかごを編む ２ 

・教材 等 プリント等 

【知識及び技能】 

・かごをデザインできたか。 

・意図に沿って底や口のデザインを選択する

ことができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本の編み方を理解し、デザインに沿って

かごを編めたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

１６ 

 

合計 

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

 

教 科：芸術  科 目：現代の音楽A 単位数：2 単位対象学年組：第２学年 1組～６組 

教科担当者： （ 1組：小池 ） （2 組：小池 ） （ 3組：小池 ） （ 4組：小池 ） （ 5組：小池 ） （ 6組：小池 ）  

使用教科書： （独自教材） 

教科の目標： 

【知識及び技能】音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したこととの関わりについて考え、

どのように演奏するかについて独自の表現意図を持っているか。 

【学びに向かう力、人間性等】曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか。 

科目の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や

記号などについて、音楽における働きと関わらせて

理解している。 

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚

し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと

の関わりについて考え、どのように演奏するかにつ

いて独自の表現意図を持っているか。 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及

び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりに

関心を持ち、主体的・協働的に取り組もうとしてい

るか。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１

学

期 

歌唱 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

【思考力、判断力、表現力等】 

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに歌唱表現を創意工

夫すること 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

・指導事項 

曲想を感じ取って，曲にふさわしい発声で歌おう 

 

・教材 

Alleluja 

「ヴォイス・トレーニング」 

糸 

Funiculì-Funiculà 

SUN/歩いて帰ろう/ 

One more time, One more chance/ 

ハナミズキ/ 

Canʼt Take My Eyes Off Of You/ 

Weʼve Only Just Begun 

 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに歌唱表現を創意工

夫できているか 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

 

○ ○ ○ ８ 

創作 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

【思考力、判断力、表現力等】 

創作表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに創作表現を創意工

夫すること 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

・指導事項 

変奏や編曲に挑戦しよう 

 

 

・教材 等 

「旋律の雰囲気を変化させよう」 

「演奏スタイルを変化させよう」 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

創作表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに創作表現を創意工

夫できているか 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

 

○ ○ ○ 

４ 

 

定期考査       

器楽 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

【思考力、判断力、表現力等】 

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに器楽表現を創意工

夫すること 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

・指導事項 

表現を工夫してリコーダーを演奏しよう 

 

・教材 等 

夏は来りぬ 

冬 

ソナチネ 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに器楽表現を創意工

夫できているか 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

○ ○ ○ ４ 



景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

 

鑑賞 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わうこと 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

・指導事項 

音楽を形づくっている要素に注目して，曲のよさ

や美しさを探ろう 

 

・教材 等 

「音楽を織りなすさまざまな要素」/〈四季〉から

〈冬〉/《ブエノスアイレスの冬》/交響曲第41番

《ジュピター》から第４楽章/《ツィガーヌ》/

《ハンガリアン・ロック》/弦楽六重奏のための

《180 beats per minute》/「西洋音楽の流れ」 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わ得ている

か 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

○ ○ ○ 

４ 

 

定期考査       

２

学

期 

 

歌唱 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに歌唱表現を創意工

夫すること 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

 

・指導事項 

日本や諸外国の歌曲に親しみ，表現を工夫して独

唱しよう 

 

・教材 等 

歌唱：｢詩の心を大切に歌おう」 

    「日本語の歌詞の歌い方」 

           誰かがちいさなベルをおす 

           浜辺の歌/からたちの花 

   ｢からたちの花 大解剖！」 

   Nel cor più non mi sento 

   Vaga luna, che inargenti 

   Je te veux 

   Sehnsucht nach dem Frühlinge 

           Der Lindenbaum 

鑑賞：連作歌曲集《冬の旅》 

 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かし

たりしながら、個性豊かに歌唱表現を創意工

夫できているか 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

 

 

○ ○ ○ 10 

鑑賞 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わうこと 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

・指導事項 

日本の伝統音楽と郷土の芸能について知ろう 

 

・教材 等 

歌唱：長唄《越後獅子》から 

鑑賞：薩摩琵琶《川中島》 

   文楽《冥途の飛脚》から 

   〈封印切の段〉 

   歌舞伎《京鹿子娘道成寺》    

   「日本音楽の流れ」 

   「郷土の芸能～風流踊」 

 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わ得ている

か 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

○ ○ ○ ４ 

定期考査       



歌唱・器楽・創作 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

【思考力、判断力、表現力等】 

各表現に関わる知識や技能を得たり生かした

りしながら、個性豊かに音楽表現を創意工夫

すること 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

りに関心を持ち、主体的に取り組む 

 

・指導事項 

ピアノを用いて弾き語りにチャレンジしよう 

 

・教材 等 

手紙 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

各表現に関わる知識や技能を得たり生かした

りしながら、個性豊かに音楽表現を創意工夫

しているか 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

りに関心を持ち、主体的に取り組んでいる

か 

○ ○ ○ 

20 

 

 

鑑賞 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わうこと 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

 

・指導事項 

映画音楽を鑑賞しよう 

 

・教材 等 

「映画を彩る音楽」 

「映画音楽を聴こう 映画『ハリー·ポッターと賢

者の石』」 

 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わ得ている

か 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

○ ○ ○ 

4 

 

 定期考査       

３

学

期 

歌唱・器楽・創作 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

【思考力、判断力、表現力等】 

各表現に関わる知識や技能を得たり生かした

りしながら、個性豊かに音楽表現を創意工夫

すること 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

りに関心を持ち、主体的に取り組む 

 

・指導事項 

表現を工夫してギターを用いた弾き語りをしよう 

 

・教材 等 

ヒカリへ。 

さよならエレジー 

 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

各表現に関わる知識や技能を得たり生かした

りしながら、個性豊かに音楽表現を創意工夫

しているか 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

りに関心を持ち、主体的に取り組んでいる

か 

○ ○ ○ ９ 

鑑賞 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解すること 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わうこと 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組む 

 

 

・指導事項 

作曲家の生涯と作品をたどろう 

 

・教材 等 

「クローズ·アップ·マエストロ」 

L.v.ベートーヴェン 

【知識及び技能】 

音楽を形づくっている要素及び音楽に関す

る用語や記号などについて、音楽における

働きと関わらせて理解しているか 

【思考力、判断力、表現力等】 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが

ら、音楽の良さや美しさを深く味わ得ている

か 

【学びに向かう力、人間性等】 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ

り、 

及び、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心を持ち、 

主体的・協働的に取り組もうとしているか 

○ ○ ○ 

３ 

 1 

 

合計

70 

定期考査       

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：芸術   科 目：鍵盤楽器演習Ⅹ 単位数：２ 単位対象学

年組：第 ２学年 １ 組～  ６ 組 

教科担当者： （１ 組：伊藤 ） （ ２ 組：伊藤 ） （３ 組：伊藤 ） （４ 組：伊藤 ） （５ 組：伊藤） （ ６ 組：伊藤 ）  

使用教科書： （     ） 

教科 音楽 の目標： 

【知識及び技能】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、完成を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を養う。 

科目 鍵盤楽器Ⅹ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

曲想と音楽の構造等に理解を深め、創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な鍵盤楽器演奏の技能を

身に付ける。 

音楽を形づくっている要素を知覚し、どのように表す

かについて表現意図を持ち、お互いの演奏を聞き合う

ことにより、音楽を評価しながらよさや美しさを味わ

い、演奏表現に活かす。 

鍵盤楽器演奏を通して音楽を豊かに関わり、主体的に

表現及び学習活動に取り組もうとしている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

鍵盤楽器演奏 

【知識及び技能】 

 曲想と楽器の音色や奏法との関りについて

理解している。創意工夫を生かした器楽表現

をするために必要な、曲にふさわしい奏法、

身体の使い方などの技法を身につけ、鍵盤楽

器で演奏をする 

【思考力、判断力、表現力等】 

 音色、リズム、旋律、強弱を知覚し、それ

らの働きを感受しながら、知覚したことと感

受したこととの関りについて考え、どのよう

に演奏するかについて表現意図を持つ。 

【学びに向かう力、人間性等】 

鍵盤楽器や鍵盤楽器の音楽などに関心を持

ち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り

組もうとしている。 

・指導事項  

楽典を理解し、読譜力を向上させ音楽の構

成を理解し、表現を工夫して演奏する。 

・教材 等  

各自の課題曲 

銀翼祭プログラム（各自課題曲について）

の作成 

練習記録表 

【知識及び技能】 

曲想と楽器の音色や奏法との関りについて理

解している。創意工夫を生かした器楽表現を

するために必要な、曲にふさわしい奏法、身

体の使い方などの技法を身につけ、鍵盤楽器

で演奏をすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

音色、リズム、旋律、強弱を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚したことと感受

したこととの関りについて考え、どのように

演奏するかについて表現意図を持っている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

鍵盤楽器や鍵盤楽器の音楽などに関心を持

ち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り

組もうとしている。 

練習記録表の提出 

〇 〇 〇 ２４ 

定期考査 実技テスト     ２ 

２
学
期 

 

鍵盤楽器演奏 

【知識及び技能】 

 曲想と楽器の音色や奏法との関りについて

理解している。創意工夫を生かした器楽表現

をするために必要な、曲にふさわしい奏法、

身体の使い方などの技法を身につけ、鍵盤楽

器で演奏をする 

【思考力、判断力、表現力等】 

 音色、リズム、旋律、強弱を知覚し、それ

らの働きを感受しながら、知覚したことと感

受したこととの関りについて考え、どのよう

に演奏するかについて表現意図を持つ。 

【学びに向かう力、人間性等】 

鍵盤楽器や鍵盤楽器の音楽などに関心を持

ち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り

組もうとしている。 

・指導事項  

楽典を理解し、読譜力を向上させ音楽の構

成を理解し、表現を工夫して演奏する。 

・教材 等  

各自の課題曲 

銀翼祭プログラム（各自課題曲について）

の作成 

 

【知識及び技能】 

曲想と楽器の音色や奏法との関りについて理

解している。創意工夫を生かした器楽表現を

するために必要な、曲にふさわしい奏法、身

体の使い方などの技法を身につけ、鍵盤楽器

で演奏をすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

音色、リズム、旋律、強弱を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚したことと感受

したこととの関りについて考え、どのように

演奏するかについて表現意図を持っている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

鍵盤楽器や鍵盤楽器の音楽などに関心を持

ち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り

組もうとしている。 

練習記録表の提出 

 

〇 〇 〇 ３０ 

定期考査 実技テスト、銀翼祭での発表     ２ 



３
学
期 

鍵盤楽器演奏 

【知識及び技能】 

 曲想と楽器の音色や奏法との関りについて

理解している。創意工夫を生かした器楽表現

をするために必要な、曲にふさわしい奏法、

身体の使い方などの技法を身につけ、鍵盤楽

器で演奏をする 

【思考力、判断力、表現力等】 

 音色、リズム、旋律、強弱を知覚し、それ

らの働きを感受しながら、知覚したことと感

受したこととの関りについて考え、どのよう

に演奏するかについて表現意図を持つ。 

【学びに向かう力、人間性等】 

鍵盤楽器や鍵盤楽器の音楽などに関心を持

ち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り

組もうとしている。 

・指導事項  

楽典を理解し、読譜力を向上させ音楽の構

成を理解し、表現を工夫して演奏する。 

・教材 等  

各自の課題曲 

練習記録表 

【知識及び技能】 

曲想と楽器の音色や奏法との関りについて理

解している。創意工夫を生かした器楽表現を

するために必要な、曲にふさわしい奏法、身

体の使い方などの技法を身につけ、鍵盤楽器

で演奏をすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

音色、リズム、旋律、強弱を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚したことと感受

したこととの関りについて考え、どのように

演奏するかについて表現意図を持っている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

鍵盤楽器や鍵盤楽器の音楽などに関心を持

ち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り

組もうとしている。 

練習記録表の提出 

〇 〇 〇 １２ 

      

 

 

合計 

定期考査 実技テスト     ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 美術 科目 デザイン初級 

教 科： 美術  科 目： 構成（デザイン初級） 単位数：２  

単位対象学年組：第２学年  

教科担当者： （野 崎 貢  ）  使用教科書： （なし） 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】  対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値

意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする、 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心

豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

科目 デザイン初級の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表し

ている。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美

術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発

想し、構想を練ったり価値意識をもって美術や美術文

化に対する見方や感じ方を深めたりしている。 

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 「色彩の基本と構成」 

【知識及び技能】 

・色相環を理解する。 

・平塗で色彩構成を美しく行う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・四季のイメージを考え、表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・平塗で色彩構成を美しく行う。 

     ・12色相環 

     ・感情などを色彩で表現する 

     ・四季の色彩構成 

・教材 等・プリント等 

【知識及び技能】 

・美しく平塗りができているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・四季のイメージを言葉や資料を用いて多角

的に表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １０ 

B単元 「私の町のイチオシ」（デザイン） 

【知識及び技能】 

・自分の地元のイチオシを調べて資料を集め

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・構図について理解し効果的に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・平塗でデザインを美しく行う。 

     ・イチオシを効果的に表現する 

・教材 等・プリント等 

 

【知識及び技能】 

・美しくデザインできているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・イチオシを効果的に表現できているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １４ 

２
学
期 

 

C単元  「一点透視図法」 

【知識及び技能】 

・一点透視図法を理解する。 

・一点透視図法で室内や事物を表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・大きさの比率などを正確に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・一点透視図法 

     ・風景、家具などの演習 

・教材 等 ・プリント等 

【知識及び技能】 

・美しく一点透視図法ができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・大きさの比率などを正確に表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ４ 

D単元 「10年度に住みたい私の部屋」 

【知識及び技能】 

・一点透視図法で室内を描く。 

・スチレンボードで模型を制作する技術を学

び、室内の家具などを制作する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・大きさなどの比率を適正に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・一点透視図法 

      ・スチレンボードによる模型製    

       作 

・教材 等 ・プリント等 

 

 

【知識及び技能】 

・美しく一点透視図法ができたか。 

・美しく模型を制作することができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・大きさなどの比率を適正に表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 
 

２６ 



３
学
期 

E単元 「イラストレーション」 

【知識及び技能】 

・風景写真を単純化し、イラストレーション

を制作する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・風景の写真を単純化し、汎用性の高いイラ

ストレーションを表現するために試行錯誤す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・風景写真を撮影して持参す 

る。 

・風景の事物を単純化して汎用 

性の高いイラストレーション

を作成する。 

・教材 等 プリント等 

【知識及び技能】 

・風景を単純化できたか。 

・イラストレーションを制作できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・試行錯誤して汎用性の高いイラストレーシ

ョンができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

１６ 

 

合計 

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 美術 科目 素描A 

教 科：美術   科 目：素描A 単位数：４  

単位対象年組：第 ２ 学年 １組～ ６組 

教科担当者： （素 描 A ① ： 加納） （ 素描A②：櫻井）   

使用教科書： （なし     ） 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】対象や事象をとらえる造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意

識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊

かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

科目 素描Aの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

表現材料の特性の理解。対象を深く観察して表現を工

夫しながら的確に描写する基礎となる能力を身につけ

るようにする。 

・対象のイメージや空間を把握するための基礎となる

思考力・判断力・表現力等を育成する。 
造形表現を追求する。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元「木炭デッサン（幾何形体）」 

【知識及び技能】 

・形を正確に取れるようにする。 

（特にパース・楕円・左右対称） 

・光面・影面・反射光を木炭の濃淡により描

き分け立体的にモチーフを表現する。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・ねらいをもって構図や背景・台の描き方を

決める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作する。 

・指導事項・木炭という描画材の特性 

     ・幾何形体の形の取り方と明暗 

      の出方について 

・教材 等・木炭・木炭紙・プリント 

【知識及び技能】 

・形を正確にとれている。（特にパース・楕

円・左右対称） 

・光面・影面・反射光を木炭の濃淡により描

き分け立体的にモチーフを表現できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・ねらいをもって構図や背景・台の描き方を

決められる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作ができる。 

○ ○ ○ ２０ 

B単元「木炭デッサン（石膏：首像）」 

知識及び技能】 

・形を正確に取れるようにする。 

（特に顔と首のバランス・印象） 

・明暗によってモチーフを立体的に表現す

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・余白を意識しバランスのよい構図をとる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作する。 

 

・指導事項 

 木炭という描画材の特性 

 石膏像の形、構図の取り方（デスケル・図

り棒の使い方） 

・教材 等 

 木炭・木炭紙・プリント 

【知識及び技能】 

・形を正確に取れている。（特に顔と首のバ

ランス・印象） 

・明暗によってモチーフを立体的に表現で 

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・余白を意識しバランスのよい構図をとるこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作ができる。 

○ ○ ○ ２０ 

定期考査       

C単元「木炭デッサン（自画像）」 

【知識及び技能】 

・形を正確に取れるようにする。 

・明暗によってモチーフを立体的・空間的に

表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・主題を生成し、それに合わせた構図（人物

の表情・光）を考える。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作する。 

・指導事項 

 木炭という描画材の特性 

 主題と構図の関係について 

・教材 等 

 木炭・木炭紙・プリント 

 

【知識及び技能】 

・形を正確に取れている。 

・明暗によってモチーフを立体的・空間的に

表現できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・主題を生成し、それに合わせた構図（人物

の表情・光）を考えることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作ができる。 

○ ○ ○ ２０ 

定期考査       



２
学
期 

 

D単元「鉛筆デッサン 物をもつ手」 

【知識及び技能】 

・手の形を正確に取れるようにする。 

・手と物の大きさの関係やかかわりを表現す

る。 

・明暗によってモチーフを立体的表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・テーマから自分なりの主題を生成し、それ

に合わせた構成を考える。 

・画面全体（余白）に意識を向け、バランス

のよい構図をとる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作する。 

・指導事項 

 鉛筆という描画材の特性 

手の構造・描画のポイント 

 主題と構成、構図（余白）について 

・教材 等 

 鉛筆・画用紙・プリント 

 

【知識及び技能】 

・手の形を正確に取れている。 

・手と物の大きさの関係やかかわりを表現で

きる。 

・明暗によってモチーフを立体的表現でき

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・テーマから自分なりの主題を生成し、それ

に合わせた構成を考えることができる。 

・画面全体（余白）に意識を向け、バランス

のよい構図が取れる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作ができる。 

○ ○ ○ ２０ 

E単元「鉛筆デッサン 組静物」 

【知識及び技能】 

・モチーフの形を正しくとらえ、かつモチー

フ同士の大きさの関係やかかわりを表現す

る。 

・明暗によってモチーフを立体的・空間的に

表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目の前にあるモチーフの中から美しさをと

らえ、主題を生成し構図に反映する。 

・余白を含めバランスのよい構図をとる。 

・モチーフの魅力を伝える描写ができるよう

にする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作する。 

 

・指導事項 

 鉛筆という描画材の特性 

複数モチーフを描く時のポイント 

質感表現について 

・教材 等 

 鉛筆・画用紙・プリント 

 

 

【知識及び技能】 

・モチーフの形を正しくとらえ、かつモチー

フ同士の大きさの関係やかかわりを表現でき

る。 

・明暗によってモチーフを立体的・空間的に

表現できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目の前にあるモチーフの中から美しさをと

らえ、主題を生成し構図に反映できる。 

・余白を含めバランスのよい構図をとれる。 

・モチーフの魅力を伝える描写ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作ができる。 

 

○ ○ ○ ２０ 

定期考査       

F単元「鉛筆デッサン 石膏（胸像）」 

【知識及び技能】 

・石膏像の印象・形を正確にとらえる。 

・手前・奥、光面・影面・反射面の描き分け

ができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・余白を含めバランスのよい構図をとる。 

・モチーフの魅力を伝える描写ができるよう

にする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作する。 

 

・指導事項 

 鉛筆という描画材の特性 

石膏像を描く時のポイント 

・教材 等 

 鉛筆・画用紙・プリント 

【知識及び技能】 

・石膏像の印象・形を正確にとらえることが

できる。 

・手前・奥、光面・影面・反射面の描き分け

ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・余白を含めバランスのよい構図をとれる。 

・モチーフの魅力を伝える描写ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作ができる。 

 

○ ○ ○ ２０ 

 定期考査       

３
学
期 

G単元「鉛筆デッサン 人物」 

【知識及び技能】 

・人物の印象・形（比率や重心）を正確にと

らえる。 

・面・構造を意識し、立体的に表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・余白を含めバランスのよい構図をとる。 

・モチーフの魅力を伝える描写ができるよう

にする。（表情・手・服など）。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作する。 

・指導事項 

 鉛筆という描画材の特性 

人物を描く時のポイント 

・教材 等 

 鉛筆・画用紙・プリント・指導事項 

 

【知識及び技能】 

・人物の印象・形（比率や重心）を正確にと

らえることができる。 

・面・構造を意識し、立体的に表現できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・余白を含めバランスのよい構図をとれる。 

・モチーフの魅力を伝える描写ができる。 

（表情・手・服など）。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・毎回の授業に目標をもち、反省・改善を繰

り返して制作ができる。 

○ ○ ○ 

２０ 

合計 

１４０ 

定期考査       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 芸術  科目 絵画初級 

教 科：美術   科 目：絵画初級 単位数：2  

単位対象学年組：第２学年 

教科担当者：  矢島 英二  

使用教科書： なし 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】  対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値

意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする、 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心

豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

科目 絵画初級の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

絵画の基礎的な技法を習得し、構図や色彩表現につい

て学び、制作に結び付けることができる。 

自らが表現したいものを適切なモチーフ、対象を選択

し、他者に伝わる表現ができる。 

自分の作品のプレゼンテーションや他者の作品への興

味・関心、表現を追求していく姿勢を示すことができ

る。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 
評価基準 

 
知 思 態 

配当

時間 

１
学
期 

A単元「静物画」 

基礎的な油絵具の使い方を学習しながら、描

き方の基礎を学ぶ。」 

【知識及び技能】 

・油絵の道具の使い方を理解し、油絵を制作

する。 

・油絵の描き方の手順を理解し、油絵を制作

する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観察に基づき、キャンバスにどのようにモ

チーフを入れるか構図を工夫する。 

・全体と部分のバランスを考えながら色や描

き方を選択し、表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・油絵の道具の使い方 

     ・油絵の制作手順 

 

 

 

・教材 等  プロジェクター、パソコン、

参考作品、プリント等 

【知識及び技能】 

・油絵の道具の使い方をしっかり理解し、油

絵を制作しているか。 

・油絵の描き方の手順を理解して油絵を制作

しているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観察に基づき、キャンバスにどのようにモ

チーフを入れるか構図を工夫しているか。 

・全体と部分のバランスを考えながら色や描

き方を選択し、表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １２ 

２
学
期 

 

B単元 「水墨画」 

【知識及び技能】 

・水墨の特徴を理解する。 

・水墨画の基本的な筆法を理解し、墨液の濃

淡の調整や運筆ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・水墨の特性を生かした表現をする。 

・自分の表したい絵を構図、墨液の濃淡、運

筆等を工夫して水墨で表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・水墨画の道具の使い方 

      ・水墨画の制作手順 

 

     

 

 

・教材 等  半紙、下敷き、文鎮、絵皿、

水墨用墨液、プロジェクター、パソコン、参

考作品、プリント等 

 

【知識及び技能】 

・水墨の特徴を理解しているか。 

・水墨画の基本的な筆法を理解し、墨液の濃

淡の調整や運筆ができているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・水墨の特性を生かした表現をしているか。 

・自分の表したい絵を構図、墨液の濃淡、運

筆等を工夫して水墨で表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １２ 

C単元「抽象表現」 

【知識及び技能】 

・自分が表現する場面に応じた道具の使い方

を理解し、抽象画を制作する。 

・抽象的表現を理解し、抽象画を制作する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・抽象的な表現になるようモチーフの表し方

や構成を工夫し、表現する。 

・全体と部分のバランスを考えながら色や描

き方を選択し、表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・美術史における抽象画の成り

立ちについて 

      ・抽象表現にまつわるさまざま

な油絵、アクリルの技法 

 

・教材 等 プロジェクター、パソコン、参

考作品、プリント等 

 

【知識及び技能】 

・自分が表現する場面に応じた道具の使い方

を理解し、抽象画を制作しているか。 

・抽象的表現を理解し、抽象画を制作してい

るかしているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・抽象的な表現になるようモチーフの表し方

や構成を工夫し、表現しているか。 

・全体と部分のバランスを考えながら色や描

き方を選択し、表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １６ 



３
学
期 

G単元 「人物モデル」 

【知識及び技能】 

・油絵の道具の使い方を理解し、油絵を制作

する。 

・油絵の描き方の手順を理解し、油絵を制作

する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観察に基づき、キャンバスにどのように人

物を入れるか構図を工夫する。 

・空間、質感を感じながら、それを画面に表

現する。 

・全体と部分のバランスを考えながら色や描

き方を選択し、表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項   

 

 

・教材 等  プロジェクター、パソコン、

参考作品、プリント等 

【知識及び技能】 

・油絵の道具の使い方をしっかり理解し、油

絵を制作しているか。 

・油絵の描き方の手順を理解して油絵を制作

しているか。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観察に基づき、キャンバスにどのようにモ

チーフを入れるか構図を工夫しているか。 

・空間、質感を感じながら、それを画面に表

現できているか。 

・全体と部分のバランスを考えながら色や描

き方を選択し、表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 美術  科目 ビジュアルデザインA 

教 科：美術   科 目：ビジュアルデザインA 単位数：2  

単位対象学年組：第２学年 

教科担当者： （ 矢島 英二 ） 

使用教科書： （ 色彩検定３級テキスト） 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】  対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値

意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする、 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心

豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

科目 ビジュアルデザインAの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

視覚的な伝達効果を主とするデザインについての理解

を深め、デザインにおける計画・表示の技能を身に付

ける。 

 

デザインの意図に応じて創意工夫し、創造的な造形 

表現および他の人に伝わるプレゼンテーションを行

う。 

主体的にデザインの創造活動に取り組む。 

デザインの文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞

する。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元「マイロゴデザイン」 

【知識及び技能】 

・アクリル絵の具の平塗りで美しく制作す

る。 

・ロゴについて理解する。 

・文字デザインの基本を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・アイデアを展開し、複数の案を出して検

討、決定する。 

・表したいイメージに合ったロゴをデザイン

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・自分を表す、文字を含めたオリ

ジナルのロゴを制作する。 

・アクリル絵の具の平塗りで美し

く制作する。 

 

・教材 等  プロジェクター、パソコン、

参考作品、プリント等 

【知識及び技能】 

・平塗りで美しく制作されているか。 

・ロゴについて正しく理解しているか。 

・文字デザインの基本を理解しているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・アイデアを展開し、複数の案を出して検

討、決定しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １０ 

B単元「色彩の基礎（色彩検定３級）」 

【知識及び技能】 

・色彩の基礎的知識を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・社会や生活の中の色彩について考える発表

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 色彩の基礎（色彩検定３級） 

 

・教材 等  プロジェクター、パソコン、

参考作品、プリント等 

【知識及び技能】 

・色彩の基礎的知識を理解しているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・社会や生活の中の色彩について考えようと

しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇  〇 ８ 

定期考査   〇  〇 １ 

２
学
期 

 

E単元 「名刺デザイン 」 

【知識及び技能】 

・Adobe Illustratorの基本的操作方法を理解

し、自分の名刺をデザインすることができ

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目的に合わせて視覚的な伝達効果を考えた

デザインができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・名刺デザイン 

     

 

・教材 等 Adobe Illustrator 等のコンピュ

ーターソフト、プロジェクター、パソコン、

参考作品、プリント等 

 

【知識及び技能】 

・Adobe Illustratorの基本的操作方法を理解

し、自分の名刺をデザインすることができ

たか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目的に合わせて視覚的な伝達効果を考えた

デザインができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ８ 



F単元「学校案内表紙・ポスターデザイン」

【知識及び技能】 

・パンフレットやポスターに求められること

を理解し、表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目的に合わせて視覚的な伝達効果を考えた

デザインができる。 

・学校の特色や魅力、情報がターゲット層に

伝わるデザインができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・学校案内表紙・ポスターデザ

イン 

      

・教材 等 Adobe Illustrator 等のコンピュ

ーターソフト、プロジェクター、パソコン、

参考作品、プリント等 

 

【知識及び技能】 

・パンフレットやポスターに求められること

を理解し、表現できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目的に合わせて視覚的な伝達効果を考えた

デザインができたか。 

・学校の特色や魅力、情報がターゲット層に

伝わるデザインができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １８ 

３
学
期 

G単元 「エコバック制作」 

【知識及び技能】 

・シルクスクリーンの技法を理解し、エコバ

ックに自分の考えたイラストレーションの

表現ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目的に合ったコンセプトが他の人に伝わる

よう効果的にイラストレーション表現がで

きる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシートで成果を発表する。 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項  エコバック制作 

 

・教材 等  シルクスクリーン用インク、

スキージー、プロジェクター、パソコン、参

考作品、プリント等 

【知識及び技能】 

・シルクスクリーンの技法を理解し、エコバ

ックに自分の考えたイラストレーションの

表現ができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・目的に合ったコンセプトが他の人に伝わる

よう効果的にイラストレーション表現がで

きたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 美術 科目 クラフトデザインA 

教 科： 美術  科 目： クラフトデザインA 単位数：２  

単位対象学年組：第２、３学年  

教科担当者： （羽 浦 め ぐ み ）  使用教科書： （なし） 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】  対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値

意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする、 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心

豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

科目 クラフトデザインAの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表し

ている。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美

術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発

想し、構想を練ったり価値意識をもって美術や美術文

化に対する見方や感じ方を深めたりしている。 

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 「等角図」 

【知識及び技能】 

・等角図を理解する。 

・三面図から等角図を描く。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・三面図を正確に読み取り表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・等角図と三面図 

 

・教材 等・プリント等 

【知識及び技能】 

・等角図が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・三面図を正確に読み取り表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ４ 

B単元 「手織りのコースターとテーブルセ

ンター」 

【知識及び技能】 

・織りの技術を身につける。 

・織り図を作成する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・テーマを設定し美しく表現する。 

・テーマに沿って配色やデザインをする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・手織りのコースターとテーブル

センター 

・教材 等・プリント等 

 

【知識及び技能】 

・織りの技術を身につけたか。 

・織り図を作成したか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・テーマを設定し美しく表現できたか。 

・テーマに沿って配色やデザインできたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 １４ 

２
学
期 

 

C単元  「ろうけつ染めのハンカチ」 

【知識及び技能】 

・ろうけつ染めの技術を身につける。 

・ろうけつ染めにふさわしいハンカチのデザ

インをする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・正方形の布をデザインする。 

・意図に沿ってろうけつの場所を考え、実践

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・ろうけつ染めのハンカチ 

・教材 等 ・プリント等 

【知識及び技能】 

・ろうけつ染めの技術を身につける。 

・ろうけつ染めにふさわしいハンカチのデザ

インをする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・正方形の布をデザインする。 

・意図に沿ってろうけつの場所を考え、実践

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ２０ 

D単元 「レザークラフト １」 

【知識及び技能】 

・スタンピングと染めの技術を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・スタンピングのデザインを考える。 

・デザインに応じて革を染める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・レザートレイ 

 

・教材 等 ・プリント等 

 

 

【知識及び技能】 

・スタンピングと染めの技術が身についた

か。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・スタンピングのデザインを考える。 

・デザインに応じて革を染める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 
 

１０ 



３
学
期 

E単元 「レザークラフト ２」 

【知識及び技能】 

・手縫いの技術を身につける。 

・ブックカバーなどデザインする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・デザインに沿って手縫いをする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 牛革の手縫い小物 

・教材 等 プリント等 

【知識及び技能】 

・・手縫いの技術を身につける。 

・ブックカバーなどデザインする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・デザインに沿って手縫いをする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

１６ 

 

合計 

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 美術 科目 クラフトデザインB 

教 科： 美術  科 目： クラフトデザインB 単位数：２  

単位対象学年組：第２、３学年  

教科担当者： （羽 浦 め ぐ み ）  使用教科書： （なし） 

教科 美術の目標： 

【知識及び技能】  対象や事象を捉える造形的な視点とともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値

意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする、 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心

豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

科目 クラフトデザインAの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表し

ている。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美

術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発

想し、構想を練ったり価値意識をもって美術や美術文

化に対する見方や感じ方を深めたりしている。 

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 「等角図」 

【知識及び技能】 

・等角図を理解する。 

・三面図から等角図を描く。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・三面図を正確に読み取り表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・等角図と三面図 

 

・教材 等・プリント等 

【知識及び技能】 

・等角図が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・三面図を正確に読み取り表現しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ４ 

B単元 「アロマストーン」 

【知識及び技能】 

・癒しの形を油土でマケットを作る。 

・マケットをもとに、石膏を削り出す。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・癒しの抽象形を描き、立体で表現する。 

・どの角度から見ても美しい形態の試行錯誤

で考える。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・癒しの形のアロマストーン 

・教材 等・プリント等 

 

【知識及び技能】 

・油土の彫刻技術を身につけたか。 

・マケットをもとに石膏を彫刻できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・テーマを設定し美しく表現できたか。 

・テーマに沿って彫刻できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ６ 

 

C単元 「木の小箱」 

【知識及び技能】 

・木口を45度に切った小箱を作る。 

・やすりがけや塗装の技術を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・図面を描き、板材を取る場所を考える。 

・きれいに作るために試行錯誤する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・木の小箱 

・教材 等・プリント等 

 

【知識及び技能】 

・木口をきれいに45度に切れたか。 

・やすりがけや塗装の技術を身につけられた

か。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・図面を描き材料を準備できたか。 

・試行錯誤して美しい表現ができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ８ 

２
学
期 

 

D単元 「小箱の木目込み装飾」 

【知識及び技能】 

・木目込みの技術を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・小箱を装飾するデザインを考える。 

・きれいに作るための試行錯誤をする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項・小箱の木目込み装飾 

・教材 等 ・プリント等 

【知識及び技能】 

・木目込みの技術を身につけたか。。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・小箱を装飾するデザインを考えたか。 

・きれいに作るための試行錯誤ができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 ８ 



E単元 「木目込みの動物」 

【知識及び技能】 

・彫刻の技術を身につける。 

・木目込みの技術を高める。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・現代的な人形デザイン考え、美しく楽しい

木目込み人形として表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 ・木目込みの動物 

 

・教材 等 ・プリント等 

 

 

【知識及び技能】 

・彫刻の技術を身につけたか。 

・木目込みの技術が高まったか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・現代的な人形デザインを考え、美しく楽し

い木目込み人形を表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・成果を分かりやすく発表しようとしてい

る。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

〇 〇 〇 
 

２８ 

３
学
期 

E単元 「レザークラフト 」 

【知識及び技能】 

・手縫いの技術を身につける。 

・キーケースなどデザインする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・デザインに沿って手縫いをする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 牛革の手縫い小物 

・教材 等 プリント等 

【知識及び技能】 

・・手縫いの技術を身につける。 

・キーケースなどデザインする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・デザインに沿って手縫いをする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・発表と振り返りシートで成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

〇 〇 〇 

 

 

 

 

１６ 

 

合計 

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科：外国語 科目：英語コミュニケーションⅡ 

教科：外国語    科目：英語コミュニケーションⅡ   単位数：４   単位対象学年組：２年次１組～６組 

教科担当者： （１・２組：新井、市瀬、横山） （３・４組：新井、市瀬、横山）（５・６組：工藤、志田、平林）   

使用教科書： （ Big Dipper English CommunicationⅡ 数研出版 ） 

教科 外国語 の目標：グローバル社会に主体的に参画するための資質・能力の育成に向け、基礎的な学力定着、積極的に４技能５領域を学ぶ意欲と自学自習の習慣確立

を目指し、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適

切に表現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目標とする。 

【知識及び技能】  外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書く 

    ことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や 

    要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコ 

ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

科目  英語コミュニケーションⅡ  の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの

理解を深める。これらの知識を実際のコミュニケーシ

ョンにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に

活用できる技能を身に付ける。 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応

じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や

書き手の意図などを的確に理解し、これらを活用して

適切に表現したり伝え合ったりする力を身に付ける。 

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体

的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとする態度を身に付ける。また、積極的に学ぶ意

欲を持ち、自学自習の習慣を確立しようとしている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 Lesson 1,2 

【知識及び技能】 

語彙、及び言語材料（受動態、不定詞、関係

代名詞、現在／過去完了形） 

【思考力、判断力、表現力等】 

学校生活・異文化理解、芸術・社会について

理解を深め、概要や要点を理解し、自分の考

えを適切に表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

学習した語句や文法事項を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとする態度及び自学自習の

習慣を確立しようとしている。 

・指導事項 

Lesson 1 Why Don’t You Come to School in 

Pajamas? 

Lesson 2 Is Seeing Believing? 

・教材 等 

教科書 Big Dipper English CommunicationⅡ 

副教材 同シリーズ ベーシックノート 

    同シリーズ ワークブック 

    Applause 

    Target 1400 ５訂版 

【知識及び技能】 

語彙や Hints for Understanding の言語材料を

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

各レッスン本文の内容を読み取り、概要や要

点を把握し、自分の意見を表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各レッスンに即したテーマで、学習した語句

や文法事項を用いて自分の意見を話したり書

いたりしている。また、副教材等の学習に積

極的に取り組んでいる。 

〇 〇 〇 27 

定期考査      1 

B単元 Lesson 3,4 

【知識及び技能】 

語彙、及び言語材料（仮定法過去、関係副

詞、関係代名詞、目的語としてのthat節） 

【思考力、判断力、表現力等】 

健康・生活、言語・コミュニケーションにつ

いて理解を深め、概要や要点を理解し、自分

の考えを適切に表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

学習した語句や文法事項を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとする態度及び自学自習の

習慣を確立しようとしている。 

・指導事項 

Lesson 3 Do You Get Enough Sleep? 

Lesson 4 Do You Want to Speak English like a 

Native Speaker? 

・教材 等 

教科書 Big Dipper English CommunicationⅡ 

副教材 同シリーズ ベーシックノート 

    同シリーズ ワークブック 

       Applause 

    Target 1400 ５訂版 

【知識及び技能】 

語彙や Hints for Understanding の言語材料を

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

各レッスン本文の内容を読み取り、概要や要

点を把握し、自分の意見を表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各レッスンに即したテーマで、学習した語句

や文法事項を用いて自分の意見を話したり書

いたりしている。また、副教材等の学習に積

極的に取り組んでいる。 

〇 〇 〇 27 

定期考査      1 

２
学
期 

 

C単元 Lesson 5.6 

【知識及び技能】 

語彙、及び言語材料（分詞構文、形式目的

語、補語としての分詞） 

【思考力、判断力、表現力等】 

社会・福祉、人物・人生について理解を深

め、概要や要点を理解し、自分の考えを適切

に表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

学習した語句や文法事項を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとする態度及び自学自習の

習慣を確立しようとしている。 

・指導事項 

Lesson 5 Universal Design: Convenient for All 

Lesson 6 Wakamiya Masako: The World’s 

Oldest Game App Developer 

・教材 等 

教科書 Big Dipper English CommunicationⅡ 

副教材 同シリーズ ベーシックノート 

    同シリーズ ワークブック 

       Applause 

    Target 1400 ５訂版 

【知識及び技能】 

語彙や Hints for Understanding の言語材料を

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

各レッスン本文の内容を読み取り、概要や要

点を把握し、自分の意見を表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各レッスンに即したテーマで、学習した語句

や文法事項を用いて自分の意見を話したり書

いたりしている。また、副教材等の学習に積

極的に取り組んでいる。 

〇 〇 〇 27 

定期考査      1 



D単元 Lesson 7,8 

【知識及び技能】 

語彙、及び言語材料（未来進行形、完了形の

不定詞、仮定法過去、仮定法過去完了） 

【思考力、判断力、表現力等】 

技術革新・自然、文化・食生活について理解

を深め、概要や要点を理解し、自分の考えを

適切に表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

学習した語句や文法事項を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとする態度及び自学自習の

習慣を確立しようとしている。 

・指導事項 

Lesson 7 Learning from Nature 

Lesson 8 The Wisdom of Preserving Food 

・教材 等 

教科書 Big Dipper English CommunicationⅡ 

副教材 同シリーズ ベーシックノート 

    同シリーズ ワークブック 

       Applause 

    Target 1400 ５訂版 

【知識及び技能】 

語彙や Hints for Understanding の言語材料を

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

各レッスン本文の内容を読み取り、概要や要

点を把握し、自分の意見を表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各レッスンに即したテーマで、学習した語句

や文法事項を用いて自分の意見を話したり書

いたりしている。また、副教材等の学習に積

極的に取り組んでいる。 

〇 〇 〇 27 

 定期考査      1 

３

学

期 

E単元 Lesson 9,10 

【知識及び技能】 

語彙、及び言語材料（未来完了形、無生物主

語、補語としてのthat節、複合関係代名詞、

倒置） 

【思考力、判断力、表現力等】 

経済・労働、環境・社会について理解を深

め、概要や要点を理解し、自分の考えを適切

に表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

学習した語句や文法事項を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとする態度及び自学自習の

習慣を確立しようとしている。 

・指導事項 

Lesson 9 The Sharing Economy: Something 

for Everyone? 

Lesson 10 Sand and Concrete: A Basis of Our 

Life 

・教材 等 

教科書 Big Dipper English CommunicationⅡ 

副教材 同シリーズ ベーシックノート 

    同シリーズ ワークブック 

       Applause 

    Target 1400 ５訂版 

【知識及び技能】 

語彙や Hints for Understanding の言語材料を

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

各レッスン本文の内容を読み取り、概要や要

点を把握し、自分の意見を表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各レッスンに即したテーマで、学習した語句

や文法事項を用いて自分の意見を話したり書

いたりしている。また、副教材等の学習に積

極的に取り組んでいる。 

〇 〇 〇 27 

定期考査      1 

     合計 140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 外国語 科目 論理・表現Ⅱ 

教 科：外国語 科 目：論理・表現Ⅱ  単位数：２単位  対象学年組：第２学年選択科目 全７講座 

教科担当者： （①：沖田） （②：沖田） （③：沖田） （④：沖田 ） （⑤：新井） （⑥：新井）（⑦：志田 ）  

使用教科書： （ be clear English Logic and Expression I [いいずな書店] be clear English Logic and Expression Ⅱ [いいずな書店] ） 

教科 外国語 の目標：外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれら

を結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを

目指す。 

   

【知識及び技能】      外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことに

よる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける 

【思考力、判断力、表現力等】コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，    

詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う 

【学びに向かう力、人間性等】外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を養う 

科目 論理・表現Ⅱ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

習得すべき知識や重要な概念等を理解している。それ

らを既有の知識及び技能と関連付けたり活用する中

で、概念等として理解したり、技能を習得したりして

いる。 

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必

要な思考力、判断力、表現力等を身に付けている。 

 

 

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力

等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取り組み

の中で、自らの学習を調整しようとしている。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

 比較、最上級、仮定法、仮定法過去完了を

使った表現について理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

Lesson 18 Living Environment  

Lesson 19 Social Problems 

Lesson 20 Making a Wish  

における会話活動、リスニング活動、ライテ

ィング活動、授業内発表など 

・教材 

be clear English Logic and Expression I 

【知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 

【知識及び技能】 

 時制、不定詞、動名詞、助動詞、分詞を使

った表現について理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

Lesson 1 Your Interests 

Lesson 2 Your Daily Life 

Lesson 3 Your School Life 

Lesson 4 Media Literacy 

における会話活動、リスニング活動、ライテ

ィング活動、授業内発表など 

・教材 

be clear English Logic and Expression Ⅱ 

知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 

２
学
期 

 
【知識及び技能】 

 形容詞句、関係代名詞、副詞、不定詞を使

った表現について理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

Lesson 5 Helping Others 

Lesson 6 Introducing Your Town 

Lesson 7 Languages of the World 

Lesson 8 Imagining the Future 

における会話活動、リスニング活動、ライテ

ィング活動、授業内発表など 

・教材 

be clear English Logic and Expression Ⅱ 

知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 

【知識及び技能】 

 副詞節、比較級、最上級、話法を使った表

現について理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

Lesson 9 Happiness and Stress 

Lesson 10 Comparing Countries 

Lesson 11 Cultural Diversity 

Lesson 12 Japanese Customs 

における会話活動、リスニング活動、ライテ

ィング活動、授業内発表など 

・教材 

be clear English Logic and Expression Ⅱ 

知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

 定期考査      1 



３

学

期 

【知識及び技能】 

 使役動詞、知覚動詞を使った表現ついて理

解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

Lesson 13 Population Issues 

Lesson 14 Rights and Equality 

Lesson 15 Think Globally, Act Locally 

における会話活動、リスニング活動、ライテ

ィング活動、授業内発表など 

・教材 

be clear English Logic and Expression Ⅱ 

知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 

     合計 70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 外国語 科目 英語会話X 

教 科：外国語 科 目：英語会話X  単位数：２単位  対象学年組：第２、３学年選択科目  

教科担当者： （①：横山） （②：横山）   

使用教科書： （ Hello there! English Conversation [ 東京書籍 ] ） 

教科 外国語 の目標：英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとすることができる。 

           英語を通じて、身近な話題について会話することができる。  

   

【知識及び技能】      特に聴く・話すについて、実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に着ける。 

【思考力、判断力、表現力等】聞いたり読んだりしたことなどを活用して、自分の意見や考えなどを話して表現できるようになる。 

【学びに向かう力、人間性等】言語や文化に対する関心を持ち、自律的、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする。 

科目 英語会話X の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

特に聴く・話すについて、実際のコミュニケーション

において活用できる知識・技能を身につける。 

聞いたり読んだりしたことなどを活用して、自分の意

見や考えなどを話して表現できるようになったことを

スピーチ・プレゼンテーション・会話等で表現する。 

言語や文化に対する関心を持ち、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしスピー

チ・プレゼンテーション、会話等で表現する。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

 自己紹介、聞き返し、あいさつ、意味を尋

ねる、許可を求める、相手について尋ね

る、リストアップする表現について理解し

ている。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる。 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる。 

・指導事項 

◆Hello there! 

Lesson 1 Nice to Meet You  

      【Be動詞一般動詞・短縮形・助動詞】 

Lesson 2 Hello, Friends！ 

   【助動詞・疑問詞を用いた疑問文】 

 

会話活動、リスニング活動、ライティング活

動、授業内発表など 

【知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 

【知識及び技能】 

 入国審査、意見を言う、リストアップす

る、興味関心を伝える、誘う・誘いを断る

買い物で使用する表現を理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

◆Hello there! 

Lesson 3 My Favorite Music 

    【What＋名詞を用いた疑問文・存在

を表すthere is (are)～の文】 

Lesson 4 What Are You Crazy about? 

    【現在進行形・助動詞・be going 

to】 

 

会話活動、リスニング活動、ライティング活

動、授業内発表など 

【知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 

２
学
期 

 
【知識及び技能】 

 許可を求める、説明する、同情する、事情

を理解する、助言する、レストランでの注

文で使用する表現を理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

◆Hello there! 

Lesson 5 A Friendly Potluck Dinner    

【助動詞・主語の省略と命令文・所

有代名詞・否定文を含んだ疑問

文】 

Lesson 6 Are You All Right? 

        【助動詞・現在進行形・命令文】 

 

会話活動、リスニング活動、ライティング活

動、授業内発表など 

 

【知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 



【知識及び技能】 

 描写する、予定を尋ねる・答える、習慣を

尋ねる、説明する、道案内で使用する表現

を理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

◆Hello there! 

Lesson 7 Talking about Our Town 

    【時間と距離・方向に関するitの用

法・歴史年号の読み方・助動詞】 

Lesson 8 Traditional Culture 

    【同格の用法・疑問文における省

略・未来を表す現在進行形 

における会話活動、リスニング活

動、ライティング活動、授業内発

表など 

 

会話活動、リスニング活動、ライティング活

動、授業内発表など 

【知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

 定期考査      1 

３

学

期 

【知識及び技能】 

 感想・感情を述べる、推測する・主張す

る、描写する時に使用する表現を理解して

いる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 状況に応じて、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

◆Hello there! 

Lesson 9 Equal Roles 

        【to不定詞＋that節・感嘆文・不定

詞notを含む疑問文】 

Lesson 10 Helping Each Other 

    【動名詞主語】 

 

会話活動、リスニング活動、ライティング活

動、授業内発表など 

 

【知識及び技能】 

 各単元の表現法を正しく理解している 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 各単元において、場面や状況に応じて考え   

 を形成し、適切な英語で表現できる 

 

【主体的に学びに向かう力】 

 言語活動に主体的に取り組むことができる 

○ ○ ○ 13 

定期考査      1 

     合計 70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科「家庭」 科目「保育基礎」 

教 科：「家庭」」   科 目：「保育基礎」 単位数： ２ 単位 

対象学年組：第 ２ 学年 選択  組～ 組 

教科担当者： （田村祥子： ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組：  ） （ 組： ）  

使用教科書： （『保育基礎』実教     ） 

教科 「家庭」の目標：生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通じて、社会の構築に向けて、創造する資質・能力を育成する。  

【知識及び技能】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、衣食住、消費や環境などについて理解し、技能を身に付けている。  

【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題解決をする力を身に付けている。  

【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に向けて、課題の解決に主体的に振り返り改善することができる。 

 

科目 「保育基礎」の目標：： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

子供の表現活動や子育て支援について体系的・系統的

に理解するとともに，関連する技術を身に付ける。 

 

保育や子育て支援に関する課題を発見し，子供を取り

巻く環境の変化に対応した保育を担う職業人として合

理的かつ創造的に解決することができる。 

保育の充実を目指して自ら学び，保育や子育て支援の

実践に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 

保育基礎の学習を踏まえ，保育の重要性をさらに深く

理解することができる。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 子どもの保育に関わる職業 

【知識及び技能】 

保育に関わる資格や職業等への理解を深め

る、 

【思考力、判断力、表現力等】 

保育に関わる職業人としての資質を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

職業人としての意識を理解する 

・指導事項 

保育士国家資格の汎用性とそれに伴い必要と

される資質について理解を深めると共に幼児

保育に関わる施設の種類などを知る 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

家庭保育と職業人としての保育に関わる知識

を習得する 

【思考力、判断力、表現力等】 

職業人としての資質について考えを深める 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ ６ 

B単元 子どもの発達と児童文化財 

【知識及び技能】 

子どもの発達の特徴と保育について必要な知

識や技術を習得する 

【思考力、判断力、表現力等】 

児童文化財の製作を通じ発達段階に応じた関

わりを知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常的にアンテナをはり自ら学ぶ意識を持つ 

・指導事項 

子どもの発達課題と保育、児童文化財の製作

などを通じ知識や技術を身につける 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

発達の特徴と保育の知識を身につける 

【思考力、判断力、表現力等】 

児童文化財と発達の関係を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ ８ 

定期考査 実施しない      

C単元 子どもの発達と児童文化財 

【知識及び技能】 

子どもの発達の特徴と保育について必要な知

識や技術を習得する 

【思考力、判断力、表現力等】 

児童文化財の製作を通じ発達段階に応じた関

わりを知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常的にアンテナをはり自ら学ぶ意識を持つ 

・指導事項 

子どもの発達の特徴と保育について必要な知

識や技術を習得する 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

保育のあり方について知識を深めr 

【思考力、判断力、表現力等】 

児童文化財と発達の関係性を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ ６ 

D単元 子どもの発達と夏休みの宿題につい

て 

【知識及び技能】 

子どもの発達の特徴と保育について必要な知

識や技術を習得する 

【思考力、判断力、表現力等】 

夏休みの宿題を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常的にアンテナをはり自ら学ぶ意識を持つ 

・指導事項 

子どもの発達の特徴と保育について必要な知

識や技術を習得する 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

知識及び技能】 

保育のあり方について知識を深めr 

【思考力、判断力、表現力等】 

夏休みの宿題を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ ２ 

定期考査 実施する  ○ ○ ○ １ 

２
学
期 

 

E単元 子どもの生活と養護・被服製作 

【知識及び技能】 

子どもの養護の知識と産着の製作 

【思考力、判断力、表現力等】 

夏休みの宿題発表からプレゼン技術の大切さ

を知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常的にアンテナをはり自ら学ぶ意識を持つ 

・指導事項 

夏休みの宿題発表と子どもの養護について座

学と実技の両面から学習する 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

作品の提出と完成度 

【思考力、判断力、表現力等】 

プレ残などを通じて伝えることの大切さを学

ぶ 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ １２ 

定期考査 実施しない      



F単元 子どもの生活と養護、福祉・被服製作 

【知識及び技能】 

SDGsをふまえた産着の製作と生活と養護の知

識や技術の習得 

【思考力、判断力、表現力等】 

日常における保育や養護を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常的にアンテナをはり自ら学ぶ意識を持つ 

・指導事項 

クリエイティブコンテストへの作品出品を目

指して製作しつつ、保育や養護に関わる学習 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

SDGsを意識した作品製作の完成度 

【思考力、判断力、表現力等】 

日常の保育／養護への関心度 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ １２ 

 定期考査   ○ ○ ○ １ 

３
学
期 

G単元 どもの福祉 

【知識及び技能】 

児童虐待防止子どものための福祉施策など 

【思考力、判断力、表現力等】 

専門職の役割など改めて考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常的にアンテナをはり自ら学ぶ意識を持つ 

・指導事項 

保育に関わる法律や福祉施策、虐待防止など

の理解 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

社会の仕組みを知る 

【思考力、判断力、表現力等】 

専門職の役割を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ １１ 

H単元  子どもの文化 

【知識及び技能】 

子どもの世界観と保育や社会との関わりを学

ぶ 

【思考力、判断力、表現力等】 

異世代交流やボランティア 

【学びに向かう力、人間性等】 

日常的にアンテナをはり自ら学ぶ意識を持つ 

・指導事項 

子どもの世界観や社会のつながりについて考

えを深めさせる 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

 

【知識及び技能】 

社会の仕組みに関心を向けられる 

【思考力、判断力、表現力等】 

ボランティアなどでの関わり方にイメージを

広げられる 

【学びに向かう力、人間性等】 

保育ウォッチングの作成を通じて自ら学習す

る力をはぐくむ 

○ ○ ○ 

１０ 

 

合計 

７０ 

定期考査 実施する  ○ ○ ○ １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 家庭科 科目 フードデザイン 

教 科：家庭科   科目：フードデザイン 単位数：２ 単位対象学年組：第２学年 

教科担当者： （福澄） 

使用教科書： フードデザイン(実教出版)      

教科 の目標：生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通じて、社会の構築に向けて創造する資質・能力を育成する。  

【知識及び技能】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、衣食住、消費や環境などについて理解し、技能を身に付けている。  

【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題解決をする力を身に付けている。  

【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に振り返り改善することができる。、 

科目 フードデザインの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

栄養、食品、献立、調理、テーブルマナー、テーブル

コーディネートなどについて必要な知識を身に着け、

実践できる技術を習得する。 

実習後、班での作業の問題点や改善点を考える。栄養

や季節、味を組み合わせ献立を耐えられる力を身につ

ける。日本の食生活の現状と問題点を理解し、食生活

の充実向上を目指して自ら課題を発見する。 

班員で協力して効率よく実習・片づけに向かう姿勢を

身に着け、更に家庭や地域などで身に着けた力を発揮

する積極性を身に着ける。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

【知識及び技能】 

  栄養素の働きを知る。 

  食品と栄養素の関係を知る 

【思考力、判断力、表現力等】 

  栄養素と食品の関係を知り、より好まし

い料理の組み合わせを考える。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 得た知識から自分の食生活を見直す。 

・指導事項 

  栄養素の働きと過不足による病気や体調

不良の関係。 

  栄養素とそれを多く含む食品、 

  食品衛生と調理 

・教材 等 

  教科書、資料集 

   

【知識及び技能】 

  栄養素の働きと食品の関係を科学的に理

解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】  

  食事が体に与える影響と健全な献立につ

いて理解できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  日頃の食事と関連付けて、講義に関心を

持って参加できたか。 

〇 〇 〇 ５ 

B単元 

【知識及び技能】 

  基本的な調理技術を身に着ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

  知識を生かして調理する 

【学びに向かう力、人間性等】 

 班員と協力し準備から片付けを行う。 

・指導事項 

  計量 

  洗い方、切り方、火加減、調味などの基

本的な調理技術を身に着ける。 

・教材 等 

  教科書、資料集 

  調理器具、食材等 

【知識及び技能】 

  調理技術を身に着け、調理できたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

  レシピから効率を考えて調理を進めら 

れるか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  班員と協力して調理できたか。 

〇 〇 〇 14 

定期考査      ２ 

２
学
期 

 

C単元 

【知識及び技能】 

  季節や伝統行事、地域による食事の違い

や工夫を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

  現在の食事の背景を知り、文化的な食の

役割を理解する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 自分の食生活を振りかえり、食文化の取り

入れ方や将来へのつなげ方を考える。 

・指導事項 

  日本の伝統の行事食 

  日本の地域食 

  各国の料理 

  テーブルマナー 

テーブルコーディネート 

・教材 等 

  教科書、資料集 

【知識及び技能】 

  伝統や地域による食の違いと背景の文化

を理解できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

  文化的な背景を理解して、食に対して考

えを深められたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 
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D単元 

【知識及び技能】 

 伝統的な行事食や地域の特色ある食の調理

をし、調理技術を身に着ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 食文化のありかたを考える。   

【学びに向かう力、人間性等】 

 知識技術を日常生活にk生かす姿勢を身に

着ける。  

・指導事項 

  伝統食の調理 

  飾り切りや盛り付け 

  食材や調味料、器具の扱い 

  テーブルフラワーの活け方 

  テーブルマナーにのっとった試食 

・教材 等 

  教科書、プリント、DVD、 

調理器具、食材、 

【知識及び技能】 

 伝統食や地域の食の特徴を理解したか 

 飾切り、盛付けの技術を身に着けたか 

 テーブルフラワーの基礎を理解していけら

れたか 

 テーブルマナーの知識を生かしたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

  食文化の知識を自己の食生活のかかわり

を比較し表現できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

協力して実習に臨み、日常で生かす姿勢を持

てたか。 
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 定期考査      ２ 



３
学
期 

E単元 

【知識及び技能】 

 冬の季節に合った料理を考える。 

培った技術や知識を応用し、1食の献立を

作り上げる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 栄養バランスに注意し、伝統や文化を踏ま

えた食事を考える。試作・試食後、良い点や

改善点をまとめ、次に生かす。 

【学びに向かう力、人間性等】 

身支度や準備を整えて実習に臨み、まわり

と強調しながら片付けまで効率よく進め、身

に着けたことを実生活で生かせる。 

・指導事項 

  冬野菜の扱い方 

  ホワイトソースの作り方 

  献立作成 

・教材 等 

  教科書・資料瑠 

【知識及び技能】 

基本の調理技術・知識を総合して献立が作れ

たか 

【思考力、判断力、表現力等】 

献立を作り上げ、その長所短所など栄養の知

識を総合して評価できたか 

【学びに向かう力、人間性等】 

培った知識技術を生活で実践する姿勢を養え

たか。 
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定期考査      52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 家庭科 科目 食文化X 

教 科：家庭科   科目：食文化X 単位数：２ 単位対象学年組：第２学年 

教科担当者： （福澄） 

使用教科書：無し    ） 

教科 の目標：生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通じて、社会の構築に向けて、創造する資質・能力を育成する。  

【知識及び技能】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、衣食住、消費や環境などについて理解し、技能を身に付けている。  

【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題解決をする力を身に付けている。  

【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に向けて、課題の解決に主体的に振り返り改善することができる。 

科目 食文化Xの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

日本・世界の伝統食とその背景、現在の食生活への影

響と問題点を知る。また、伝統行事を再現し、現代の

食生活へ応用する調理技術を身に着ける。 

伝統食が生まれた背景や現在の食生活への影響・精神

的、社会的、商業的な影響をを実生活を通して捉え、

これからの食文化のあり方について考えるとともに、

自らの食生活のあり方を考える。 

高い興味関心を持って、調べ考察する積極性ととも

に、人の発表に関心を持ち、建設的な意見を出し合

い、まとめる力を持つ。協力して実習に臨み、更に家

実生活でその知識技術や考えを生かす姿勢を身に着け

る。 

  

  単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 

配

当

時

間 

１

学

期 

A単元 

【知識及び技能】 

・日本の行事食や地方に残る伝統的な食事つい

て、種類や背景、歴史を知る。 

・代表的な伝統食の一部を、身近な材料で作

り、生活に生かす知識・技術を身に着ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・行事や地域と伝統食のかかわりを調べ、背景

等から日本の食文化に対する考えを深める。 

・今後の日本の伝統食の継承について、自分た

ちの生活も含めて考える。 

・調べたこと、考えたことをまわりに伝え、他

の人の関心をより高められるように発表する 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・積極的に資料に当たり、最初の疑問から

更に詳細や背景を深く掘り下げて調べて

いく姿勢を身に着ける。 

・人の発表や考えにい関心を持ち、意見交換を

しながら、考えを深める。 

・指導事項 

  日本の伝統食の調理 

  飾り切りや盛り付け 

  食材や調味料、器具の扱い 

  食事の伝統的なマナー 

  

・教材 等 

  資料集 インターネット 図書 

  調理器具、食材等 

【知識及び技能】 

・伝統食について幅広い知識や、調理技術を身に

着けることができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】  

・知識や考察を生かして内容のある発表ができた

か。 

・全体的な発表を聞いた後で、更に考察を深める

ことができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・日頃の食事と関連付けて、講義に関心を持って

参加できたか。 

・積極的に調べ学習、発表、実習に向かうことが

出来たか。 

〇 〇 〇 20 

定期考査           2 

２

学

期 

  

B単元 

【知識及び技能】 

・世界各国の食事の特徴から気候や歴史・文

化・宗教などの背景を知る。 

・世界で食事がどう変化しているのかを知る。 

・一部の国の料理を試作し、食材や調理技術、

味などについて知識を深める。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・食事と文化の関わり、今後のあり方を考え

る。 

・世界の食事を知り、日本食の特異性と共通

点、今後のあり方を考える。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・積極的に調べ、考察し、他の国の食事につい

て他者の発表を聞いて意見交換して考えを深

める。 

・指導事項 

  世界の文化と各国の料理の関係 

  テーブルマナー 

テーブルコーディネート 

  

・教材 等 

  教科書、資料集 

【知識及び技能】 

・世界の食事について、多様な資料を活用して、

多角的な知識と理解を深められたか。 

・世界の料理を再現する調理技術を身に着けた

か。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・文化的な背景を理解して、食に対して考えを深

められたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・積極的に調べ学習、他者の発表を関心をもって

聞き、多くの国を比較して職と文化の関係につ

いて考えを深めることができたか。 
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  定期考査           ２ 

３

学

期 

  

C単元 

【知識及び技能】 

・伝統的な行事食や地域の特色ある食事の調理

をし、調理技術を身に着ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・日常生活に生かされる 

・行事食が継承されていくための意義や方法を

考え、発表する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・積極的に調べ学習に取り組み、発表、意見交

換に取り組む。 

・指導事項 

  伝統食の敬称と定着 

   

・教材 等 

  教科書、プリント、DVD、 

調理器具、食材、 

【知識及び技能】 

・伝統食の継承に向けた取り組みを知る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・今後の伝統食の発展に向けて、考えをまとめ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・積極的に意見交換や発表を行う。 

〇 〇 〇 
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年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 家庭科 科目 服飾手芸 

教 科：家庭   科目：ファッション造形基礎A 単位数：２ 単位対象学年組：第２学年 

教科担当者： （大塚） 

使用教科書： ファッション造形基礎（実教出版株式会社）     ） 

教科 の目標：生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通じて、社会の構築に向けて、創造する資質・能力を育成する。  

【知識及び技能】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、衣食住、消費や環境などについて理解し、技能を身に付けている。  

【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題解決をする力を身に付けている。  

【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に向けて、課題の解決に主体的に振り返り改善することができる。 

科目 ファッション造形基礎Aの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

ファッションの造形に関する基礎的、基本的な必要な

知識を身に着け、実践できる技術を習得する。 

作品の課題を見つけその解決をめざし思考を深め、適

切に判断し工夫し創造する能力を身につけている。 

ファッションの造形について関心を持ち、その充実向

上を目指し、意欲的に取り組むとともに、実践的な態

度を身につける。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 

配

当

時

間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

・採寸の方法を知る。 

・スカートの構成について理解し、型紙を作

成する。 

・布目方向を理解し、布地を裁断する。 

・ロックミシン、ミシンの使い方を理解し、

習得する。 

・ファスナー、カギホックのつけ方を理解

し、習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁

断・しるしつけをする。 

・手順書や教科書を参考に製作を進めること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・毎時間ごとに課題を設定し、計画通りに

製作を進める。 

・ ・得た知識から作品を完成させる。 

・指導事項 

  オリジナルタイトスカート製作 

  採寸 

  型紙作図 

  裁断・しるしつけ 

  ミシンの使い方 

  ファスナー、カギホックつけ 

・教材 等 

教科書、プリント 

【知識及び技能】 

・採寸の方法を知ることができたか。 

・スカートの構成について理解し、型紙を作成

させることができたか。 

・布目方向を理解し、布地を裁断することがで

きたか。 

・ロックミシン、ミシンの使い方を理解し、習

得することができたか。 

・ファスナー、カギホックのつけ方を理解し、

習得することができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁断・

しるしつけをすることができたか。 

・手順書や教科書を参考に製作を進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・毎時間ごとに課題を設定し、計画通りに製作

を進めることができたか。 

・得た知識から作品を完成させることができた

か。 
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２
学
期 

 

【知識及び技能】 

・採寸の方法を知る。 

・シャツの構成について理解し、型紙を作成

する。 

・布目方向を理解し、布地を裁断する。 

・ロックミシン、ミシンの使い方を理解し、

習得する。 

・ボタンホール、ボタンのつけ方を理解し、

習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁

断・しるしつけをする。 

・手順書や教科書を参考に製作を進めること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・毎時間ごとに課題を設定し、計画通り

に製作を進める。 

 

指導事項 

  オリジナルシャツ製作 

  採寸 

  型紙作図 

  裁断・しるしつけ 

  ミシンの使い方 

  ボタンホール・ボタンつけ 

・教材 等 

教科書、プリント 

【知識及び技能】 

・採寸の方法を知ることができたか。 

・シャツの構成について理解し、型紙を作成さ

せることができたか。 

・布目方向を理解し、布地を裁断することがで

きたか。 

・ロックミシン、ミシンの使い方を理解し、習

得することができたか。 

・ボタンホール、ボタンのつけ方を理解し、習

得することができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁断・

しるしつけをすることができたか。 

・手順書や教科書を参考に製作を進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・毎時間ごとに課題を設定し、計画通りに

製作を進めることができたか。 
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【知識及び技能】 

・採寸の方法を知る。 

・シャツの構成について理解し、型紙を作成

する。 

・布目方向を理解し、布地を裁断する。 

・ロックミシン、ミシンの使い方を理解し、

習得する。 

・ボタンホール、ボタンのつけ方を理解し、

習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁

断・しるしつけをする。 

・手順書や教科書を参考に製作を進めること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・毎時間ごとに課題を設定し、計画通り

に製作を進める。 

・ ・得た知識から作品を完成させる。 

指導事項 

  オリジナルシャツ製作 

  採寸 

  型紙作図 

  裁断・しるしつけ 

  ミシンの使い方 

  ボタンホール・ボタンつけ 

・教材 等 

教科書、プリント 

【知識及び技能】 

・採寸の方法を知ることができたか。 

・シャツの構成について理解し、型紙を作成さ

せることができたか。 

・布目方向を理解し、布地を裁断することがで

きたか。 

・ロックミシン、ミシンの使い方を理解し、習

得することができたか。 

・ボタンホール、ボタンのつけ方を理解し、習

得することができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁断・

しるしつけをすることができたか。 

・手順書や教科書を参考に製作を進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・毎時間ごとに課題を設定し、計画通りに

製作を進めることができたか。 

・得た知識から作品を完成させることができた

か。  
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年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 家庭科 科目 服飾手芸 

教 科：家庭   科目：服飾手芸 単位数：２ 単位対象学年組：第２学年 

教科担当者： （大塚） 

使用教科書： なし     ） 

教科 の目標：生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通じて、社会の構築に向けて、創造する資質・能力を育成する。  

【知識及び技能】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、衣食住、消費や環境などについて理解し、技能を身に付けている。  

【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題解決をする力を身に付けている。  

【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に向けて、課題の解決に主体的に振り返り改善することができる。 

科目 服飾手芸の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

服飾手芸に関する基礎的、基本的な必要な知識を身に

着け、実践できる技術を習得する。 

作品の課題を見つけその解決をめざし思考を深め、適

切に判断し工夫し創造する能力を身につけている。 

服飾手芸について関心を持ち、その充実向上を目指

し、意欲的に取り組むとともに、実践的な態度を身に

つける。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 

配

当

時

間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

・バックステッチの縫い方を知る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・得た知識から作品を完成させる。 

・指導事項 

  ピンクッション製作 

・教材 等 

プリント 

【知識及び技能】 

・バックステッチの縫い方を知り、正しい方法

で製作を進めることができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考え、デザイン通り

の作品を表現することができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・得た知識から計画的に製作に取り組み、作

品を完成させることができたか。 

〇 〇 〇 ２ 

【知識及び技能】 

・布目方向を理解し、布地を裁断する。 

・細かい縫い目で正しく縫う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁

断・しるしつけをする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や構成を理解し、作品を完成させ

る。 

・指導事項 

  パッチワークコースター製作 

   （ナインパッチ、砂時計） 

・教材 等 

プリント 

【知識及び技能】 

・布目方向を理解し、布地を裁断することがで

きたか。 

・細かい縫い目で縫うことができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁断・

しるしつけができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識から作品を理解し、作品を完成させ

ることができたか。 

〇 〇 〇 ８ 

 

【知識及び技能】 

・パッチワークの技法を応用し、裁断・しる

しつけをする。 

・細かい縫い目で正しく縫う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁

断・しるしつけをする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や構成を理解し、作品の製作を進

める。  

 

・指導事項 

 パッチワークの技法を用いたテディベア 

製作 

 

・教材 等 

プリント  

 

【知識及び技能】 

・パッチワークの技法を応用し、裁断・しるし

つけをすることができたか。 

・細かい縫い目で正しく縫うことができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・デザインをイメージしながら、布地の裁断・

しるしつけができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識から作品を理解し、作品の製作をす

すめることができたか。 

〇 〇 〇 10 

２
学
期 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や構成を理解し、作品を完成させ

ることができる。  

・指導事項 

 パッチワークの技法を用いたテディベア 

製作 

 

・教材 等 

プリント  

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や構成を理解し、作品を完成させる

ことができるか。 

〇 〇 〇 ４ 



【知識及び技能】 

・かぎ針編みの技法を理解する。 

・編み図を理解し、正しい編み方で編む。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・完成をイメージしながら、編み進める。

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させ

る。 

 

 

・指導事項 

  かぎ針編みコースター製作 

   （細編み、円編み、とじ方） 

・教材 等 

プリント、視聴教材 

【知識及び技能】 

・かぎ針編みの技法を理解することができる。 

・編み図を理解し、正しい編み方で編むことが

できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・完成をイメージしながら、編み進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させる

ことができたか。 

 

〇 〇 〇 ６ 

 

【知識及び技能】 

・棒針編みの技法を理解する。 

・編み図を理解し、正しい編み方で編む。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・完成をイメージしながら、編み進める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技法を理解し、作品の製作を計

画的に進める。  

 

・指導事項 

  ゴム編みマフラー製作 

   （表編み、裏編み、とじ方） 

・教材 等 

プリント、視聴教材 

【知識及び技能】 

・棒針編みの技法を理解することができたか。 

・編み図を理解し、正しい編み方で編むことが

できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・完成をイメージしながら、編み進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技法を理解し、作品の製作を計画

的に進めることができたか。  

 

〇 〇 〇 12 

３
学
期 

【知識及び技能】 

・棒針編みの技法を理解する。 

・編み図を理解し、正しい編み方で編む。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・完成をイメージしながら、編み進める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させ

る。  

 

・指導事項 

  ゴム編みマフラー製作 

   （表編み、裏編み、とじ方） 

・教材 等 

プリント、視聴教材 

【知識及び技能】 

・棒針編みの技法を理解することができたか。 

・編み図を理解し、正しい編み方で編むことが

できたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・完成をイメージしながら、編み進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させる

ことができたか。 

 

〇 〇 〇 ６ 

【知識及び技能】 

・刺繍の種類を理解し、デザインを考える。 

・刺繍の技法を理解し、正しい縫い方で縫

う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考える。 

・完成をイメージしながら、縫い進める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させ

る。  

 

・指導事項 

  刺繍を使った小物製作 

 

    

・教材 等 

プリント、視聴教材 

【知識及び技能】 

・刺繍の種類を理解し、デザインを考えること

ができたか。 

・刺繍の技法を理解し、正しい縫い方で編むこ

とができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・オリジナルのデザインを考えることができた

か。 

・完成をイメージしながら、縫い進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させる

ことができたか。 

〇 〇 〇 10 

  計 58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 家庭科 科目 服飾手芸 

教 科：家庭   科目：衣生活デザイン 単位数：２ 単位対象学年組：第２学年 

教科担当者： （大塚） 

使用教科書： ファッションデザイン（実教出版株式会社）     ） 

教科 の目標：生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通じて、社会の構築に向けて、創造する資質・能力を育成する。  

【知識及び技能】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、衣食住、消費や環境などについて理解し、技能を身に付けている。  

【思考力、判断力、表現力等】生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題解決をする力を身に付けている。  

【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に向けて、課題の解決に主体的に振り返り改善することができる。 

科目 服飾手芸の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

ファッションのデザインに関する基礎的、基本的な必

要な知識を身に着け、実践できる技術を習得する。 

作品の課題を見つけその解決をめざし思考を深め、適

切に判断し工夫し創造する能力を身につけている。 

ファッションのデザインについて関心を持ち、その充

実向上を目指し、意欲的に取り組むとともに、実践的

な態度を身につける。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 

配

当

時

間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

・ファッションブランドの歴史について知

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・調べたことパワーポイントにまとめる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・ファッションブランドについて、意欲的

に調べる、パワーポイントを作成する。 

・指導事項 

  ファッションブランド調べ 

発表資料パワーポイント作成 

・教材 等 

プリント 

【知識及び技能】 

・ファッションブランドの歴史について知ること

ができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・調べたことパワーポイントにまとめることがで

きたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  ・ファッションブランドについて、意欲的に

調べることができたか。 

〇 〇 〇 ６ 

【知識及び技能】 

・ファッションデザイン画の描き方や技法を

理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・デザインを考える。 

・デザインをイメージしながら、作品制作を

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を活用し、ファッションデ

ザインコンテストへ向けての作品を完成させ

る。 

 

・指導事項 

 ファッションデザイン画の描き方 

    

・教材 等 

教科書 プリント 

【知識及び技能】 

・ファッションデザイン画の描き方や技法を理

解することができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・デザインを考えることができたか。 

・デザインをイメージしながら、作品制作をす

ることができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を活用し、ファッションデザ

インコンテストへ向けての作品を完成させるこ

とができたか。 

〇 〇 〇 14 

２
学
期 

 

【知識及び技能】 

・ファッションデザインと形態について理解

する。 

・形態をもとにデザインを発想する。 

・表現技法を知る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・材料をつかい、ハーフサイズボディにデザ

インを表現する。 

・デザインをイメージしながら、作品制作を

する。 

・造形ノートにまとめ、発表する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・知識や技術を活用し、意欲的に作品を完成

させる。 

・指導事項 

 点・線・面・点線面を 

手掛かりにしたデザイン 

ハーフサイズボディ演習 

造形ノート作成 

 

・教材 等 

教科書 プリント  

 

【知識及び技能】 

・ファッションデザインと形態について理解す

ることができたか。 

・形態をもとにデザインを発想することができ

たか。 

・表現技法を知ることができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・材料をつかい、ハーフサイズボディにデザイ

ンを表現することができたか。 

・デザインをイメージしながら、作品制作をす

ることができたか。 

・造形ノートにまとめ、発表することができた

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・知識や技術を活用し、意欲的に作品を完成さ

せることができたか。 

〇 〇 〇 18 

【知識及び技能】 

・歴史服や民族衣装の種類を知る。 

・ファッションデザイン画の知識を活用し、

表現する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・資料をもとにオリジナルのデザインを考え

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を活用し、作品を完成させ

る。 

・指導事項 

  歴史服や民族衣装を 

手掛かりにしたデザイン 

 

・教材 等 

プリント、教科書 

【知識及び技能】 

・歴史服や民族衣装の種類を知る。 

・ファッションデザイン画の知識を活用し、表

現することができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・資料をもとにオリジナルのデザインを考える

ことができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を活用し、作品を完成させる

ことができたか。 

〇 〇 〇 ４ 



３
学
期 

【知識及び技能】 

・デザインに使用する布地を選ぶ。 

・選んだ布地の加工方法を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・テーマやイメージをもとにオリジナルのデ

ザインを考える。 

・完成をイメージしながら、編み進める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させ

る。  

・指導事項 

  布コラージュ 

   

・教材 等 

プリント、視聴教材 

【知識及び技能】 

・デザインに使用する布地を選ぶことができ

る。 

・選んだ布地の加工方法を理解することができ

たか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・テーマやイメージをもとにオリジナルのデザ

インを考えることができたか。 

・完成をイメージしながら、編み進めることが

できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・得た知識や技術を理解し、作品を完成させる

ことができたか。  

〇 〇 〇 ４ 

【知識及び技能】 

・デザイン立案の知識を活用し、デザインを

考える。 

・市場調査から商品の価格やブランドコンセ

プトを考える。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・市場調査のデータをもとにオリジナルのデ

ザインを考える。 

・全体のブランドイメージを意識しながら作

品の制作を進める。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・意欲的に情報を収集し、得た知識や技術を

活用し、作品を完成させる。  

・指導事項 

  ブランド立ち上げ企画 

  ブランド名 

コンセプト 

商品企画 

 

   ・教材 等 

プリント、視聴教材 

【知識及び技能】 

・デザイン立案の知識を活用し、デザインを考

えることができたか。 

・市場調査から商品の価格やブランドコンセプ

トを考えることができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・市場調査のデータをもとにオリジナルのデザ

インを考えることができたか。 

・全体のブランドイメージを意識しながら作品

の制作を進めることができたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・意欲的に情報を収集し、得た知識や技術を活

用し、作品を完成させることができたか。 

〇 〇 〇 10 

  計 58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科「福祉」 科目「社会福祉基礎」 

教 科：「福祉」   科 目：社会福祉基礎 単位数：２単位 

対象学年組：第 ２・３ 学年 希望者 組～ 組 

教科担当者：  （田村祥子 ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組：  ） （ 組： ）  

使用教科書： （『社会福祉基礎』実教出版     ） 

教科  「福祉」の目標：福祉の見方・考え方を働かせ実践的／体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通じ、人間の尊厳に基づく地域f福祉の推進と持続可

能な福祉社会の発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

【知識及び技能】         福祉の各分野について退嬰的・系統的に理解すると共に、関連する技術を身につけるように売る。 

【思考力、判断力、表現力等】   福祉に関する課題を発見し、職業人にもとめられる倫理観を踏まえ、合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】   職業人として必要な豊かな人間性を 育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協同

的に取り組む態度を養う。 

科目 「点字実習」 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

社社会福祉にかかわる基礎的な知識と技能を習得し、

社会構造の変容やライフスタイルの変化が社会福祉の

進展にどのような変化を及ぼしているかを考える力を

身に着ける。  

現代社会における社会福祉の意義や役割などについて

理解し、社会福祉の基本的な見方や考える力を身に付

ける。  

対人援助のあり方や社会福祉制度の基礎的な理解のも

と、社会福祉に関する諸課題を主体的に解決し、社会

福祉の向上を図る能力と態度を身に付ける。  

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 

配

当

時

間 

１
学
期 

A単元 社会福祉に関わる職業や資格 

【知識及び技能】社会福祉に関わる仕事の種

類や資格を知る 

【思考力、判断力、表現力等】 

種類や資格の取得方法を知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

それぞれの資格の関連性を考える 

・指導事項  

単に資格や仕事を知るだけにとどまらず、そ

れぞれの関連やチームケアの観点にも広げて

考えを深める。 

・教材 等  

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

 専門の知識が深まったか 

【思考力、判断力、表現力等】 

 施設や在宅サービスなど現場での関わりに

発展させて考えが深められたか」 

【学びに向かう力、人間性等】 

 チームケアなど関連させて考えられたか 

○ ○ ○ ４ 

B単元 現代社会と社会福祉 

【知識及び技能】 

 現代の社会福祉の現状を理解する 

【思考力、判断力、表現力等】 

 現状や課題について事例を元に考える 

【学びに向かう力、人間性等】  

 課題解決に向けて考えを深める 

・指導事項  

日本における現状把握と今後に向けての対策

などを考える。 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント  

【知識及び技能】 

 現状理解が進んだか 

【思考力、判断力、表現力等】 

 事例を元に考察が進んだか 

【学びに向かう力、人間性等】 

 課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ ４ 

定期考査  実施しない      

C単元 社会福祉の理念と意義 

【知識及び技能】 

 社会福祉の理念を知る 

【思考力、判断力、表現力等】 

 理念が作られた経緯を知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

 現状をより理解を深める 

・指導事項  

ライフサイクルに係る様々な社会福祉の関わ

りについて理解を深めると共に、手話や点字

の基礎を学習する 

・教科書・教材 等  

教科書・教科書準拠ノート・プリント  

【知識及び技能】 

ライフサイクルとの関連性を理解したか 

手話や点字の基礎が理解できたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

社会福祉を身近なこととしてとらえられたか 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○  ８ 

D単元 人間関係とコミュニケーション 

【知識及び技能】 

 手話技能検定5級受験を目標としての手話

学習 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々なコミュニケーションを理解する 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的にコミュニケーションをとってみる 

・指導事項 

人間関係に関わるコミュニケーションについ

て、点字や手話の基礎を中心に様々なコミュ

ニケーションについて考えを深める 

教科書・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

自分の名前や簡単な点字が墨点字でかけだ

り、指文字や数字、手話単語が理解できたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

場面にあった手話単語や指文字の使い分けな

ど 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○  ８ 

定期考査   実施  ○ ○ ○ １ 

２
学
期 

 

D単元 人間関係とコミュニケーション 

【知識及び技能】 

 手話技能検定5級受験を目標としての手話

学習 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々なコミュニケーションを理解する 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的にコミュニケーションをとってみる 

・指導事項 

人間関係に関わるコミュニケーションについ

て、点字や手話の基礎を中心に様々なコミュ

ニケーションについて考えを深める 

教科書・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

自分の名前や簡単な点字が墨点字でかけだ

り、指文字や数字、手話単語が理解できたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

場面にあった手話単語や指文字の使い分けな

ど 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ 1２   

定期考査 実施しない      



F単元 海外と日本の社会福祉 

【知識及び技能】 

社会福祉の歴史やそれぞれの国と日本の社会

福祉の関連や特徴 

【思考力、判断力、表現力等】 

現在の福祉社会になった経緯などを知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

今後の福祉の方向性など考察を深める 

・指導事項 

外国の福祉の歴史や現状と日本における福祉

の歴史や現状を比較検討する 

手話技能検定5級受験に向けた実技指導 

教科書・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

諸外国と日本の比較 

手話の基礎知識や技術 

【思考力、判断力、表現力等】 

場面に応じた手話単語の活用 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ 12 

 定期考査 実施  ○ ○ ○ １ 

３
学
期 

G単元 生活を支える社会保障制度 

【知識及び技能】 

制度別の社会福祉と社会保障 

【思考力、判断力、表現力等】 

現状理解と課題を考察する 

【学びに向かう力、人間性等】 

福祉専門職に求められる資質 

・指導事項  

児童福祉・障害者福祉・高齢者福祉・生活保

護などの仕組みを理解させtる 

手話技能検定5級受験に向けた実技指導 

教科書・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

様々福祉に応じた社会保障の仕組みを理解す

る 

【思考力、判断力、表現力等】 

事例をもとに考察を深める 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ 10 

H単元 生活を支える社会保障制度と担い手 

【知識及び技能】 

 1学期には学習しなかった成年後見制度や

福祉事務所の役割など 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々な制度とそこに従事する有資格者 

【学びに向かう力、人間性等】 

福祉専門職に求められる資質 

・指導事項 

それぞれに関わる専門職の倫理や職業間など

を意識させる 

手話技能検定5級受験に向けた実技指導 

教科書・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・プリント 

【知識及び技能】 

専門施設への理解を深める 

手話技能検定5級の合格を目指す 

【思考力、判断力、表現力等】 

専門職への理解を深める 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ 

１

９ 

 

合

計 

70 

定期考査   ○ ○ ○ １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教「福祉」 科目「介護福祉基礎Ａ」 

教 科：「福祉」   科 目：介護福祉基礎Ａ 単位数：２単位 

対象学年組：第 ２学年 希望者 組～ 組 

教科担当者：  （田村祥子 ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組：  ） （ 組： ）  

使用教科書： （『介護福祉基礎』実教出版     ） 

教科  「福祉」の目標：福祉の見方・考え方を働かせ実践的／体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通じ、人間の尊厳に基づく地域f福祉の推進と持続可

能な福祉社会の発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

【知識及び技能】         福祉の各分野について退嬰的・系統的に理解すると共に、関連する技術を身につけるように売る。 

【思考力、判断力、表現力等】   福祉に関する課題を発見し、職業人にもとめられる倫理観を踏まえ、合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】   職業人として必要な豊かな人間性を 育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協同

的に取り組む態度を養う。 

科目 「介護福祉基礎Ａ」 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

介護について体系的・系統的に理解するとともに、関

連する技術を身に付けるようにする。  

介護に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理

観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する

力を養う。 

 

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、適切な

介護の実践に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 介護の意義と役割 

【知識及び技能】移動支援に関わる仕事の種

類や資格を知る 

【思考力、判断力、表現力等】 

知的障害や全身性障害にかかわる業務を知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

制度や倫理への理解 

・指導事項  

特に知的障害者移動支援従業者・全身性障害

者移動支援従業者養成研修の実施について理

解を深める。 

教材 等  

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

 専門職への知識が深まったか 

【思考力、判断力、表現力等】 

 ガイドヘルプ現場での関わりに発展させて

考えが深められたか」 

【学びに向かう力、人間性等】 

 必要とされる職業倫理について深められた

か 

○ ○ ○ ４ 

B単元 介護の担い手 

【知識及び技能】 

 知的障害者ホームヘルプサービスの知識 

【思考力、判断力、表現力等】 

 現状や課題について事例を元に考える 

【学びに向かう力、人間性等】  

 課題解決に向けて考えを深める 

・指導事項  

知的障害者にかかわるサービスについて仕組

みや制度などの理解を深める。 

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

 移動支援の位置づけが理解できたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

 事例を元に考察が進んだか 

【学びに向かう力、人間性等】 

 課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ ４ 

定期考査  実施しない      

C単元 サービス利用者の理解 

【知識及び技能】 

 知的障害の特徴や移動支援の基礎」知識を

身に着ける 

【思考力、判断力、表現力等】 

 事例をもとに支援の在り方を考える 

【学びに向かう力、人間性等】 

 現状をより理解を深める 

・指導事項  

知的障害者にかかわる移動支援の基礎知識に

ついて理解を深める。 

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

知的障害者の特徴と移動支援の基礎知識を理

解したか 

【思考力、判断力、表現力等】 

事例をもとに具体的に考えられたか 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○  ８ 

D単元 介護の実践にかかる演習 

【知識及び技能】 

 知的障害者移動の支援に係る技術の習得 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々なコミュニケーションの取り方も理解す

る 

【学びに向かう力、人間性等】 

事例の検討から実際に即して考えを深める 

・指導事項 

移動支援にかかわるノウハウについてより具

体的に学習を深める。意思疎通に関わるコミ

ュニケーションについて考えを深める 

教科書・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

知的障害者の移動支援の在り方について実技

を含めて理解が深められたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

場面にあった支援の方法など考えが深まった

か 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○  ８ 

定期考査   実施  ○ ○ ○ １ 

２
学
期 

 

D単元 介護の実践にかかる演習 

と身体障害者のホームヘルプ【 

知識及び技能】 

 知的障害者移動の支援に係る技術の習得と

身体障害者理解 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々なコミュニケーションの取り方理解する 

【学びに向かう力、人間性等】 

事例の検討から実際に即して考えを深める 

・指導事項 

移動支援にかかわるノウハウについてより具

体的に学習を深める。身体障害者のホームヘ

ルプサービスを理解する。 

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

知的障害者の移動支援の在り方について実技

を含めて理解が深められたか。身体障害者へ

の移動支援サービスの理解が深められたか 

【思考力、判断力、表現力等】 

場面にあった対応について考えを深められた

か 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ １２ 

定期考査 実施しない      



F単元 サービス利用者の理解 

【知識及び技能】 

全身性障害者の特徴と移動支援に係る技術の

基礎知識 

【思考力、判断力、表現力等】 

報連相の大切さに考察を深める 

【学びに向かう力、人間性等】 

事例をもとに実際に即して考える 

・指導事項 

全身性障害者の移動支援に係る基礎知識を中

心に事例も含めて学習ぅる 

・教科書・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

全身性障害者への基礎知識が深められたか 

移動支援の基礎技術が身についた 

【思考力、判断力、表現力等】 

場面に即した移動支援がかんがえられる 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ １２ 

 定期考査 実施  ○ ○ ○ １ 

３
学
期 

G単元 高齢者を含めた全身性障害者移動支

援の実際 

【知識及び技能】 

車いすや杖歩行など、具体的な移動支援の技

術 

【思考力、判断力、表現力等】 

事例検討 

【学びに向かう力、人間性等】 

連携について考える 

・高齢者を含めた全身性障害者の移動支援の

具体的な技術について、車いすや杖歩行など

実際に即した技術を身に着ける 

手話技能検定5級受験に向けた実技指導 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

○ ○ ○ １０ 

H単元 高齢者を含めた全身性障害者移動支

援の実際と、安全安心な介護と危機管理  

【知識及び技能】 

 演習を中心に技術を中心に 

【思考力、判断力、表現力等】 

安全安心な介護について考えを深める 

【学びに向かう力、人間性等】 

移動支援従業者に求められること 

・指導事項 

移動支援の技術の演習と安全安心な介護につ

いて考えさせる 

・教材 等 

教科書・教科書準拠ノート・『知的障害者ガ

イドヘルパー入門』『全身性障害者ガイドヘ

ルパーテキスト』・プリント 

【知識及び技能】 

安全安心な移動支援の在り方について演習を

通じ学習 

【思考力、判断力、表現力等】 

事例から様々なケースを検討 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題の福祉ウォッチングに取り組めたか 

○ ○ ○ 

９ 

 

合計 

７０ 

定期考査   ○ ○ ○ １ 

 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科「福祉」 科目「点字実習」 

教 科：「福祉」   科 目：点字実習 単位数：２単位 

対象学年組：第 ２・３ 学年 希望者 組～ 組 

教科担当者：  （田村祥子 ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組：  ） （ 組： ）  

使用教科書： （9条本 『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提供施設協会 ） 

教教科  「福祉」の目標：福祉の見方・考え方を働かせ実践的／体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通じ、人間の尊厳に基づく地域f福祉の推進と持続

可能な福祉社会の発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

【知識及び技能】         福祉の各分野について退嬰的・系統的に理解すると共に、関連する技術を身につけるように売る。 

【思考力、判断力、表現力等】   福祉に関する課題を発見し、職業人にもとめられる倫理観を踏まえ、合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】   職業人として必要な豊かな人間性を 育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協同

的に取り組む態度を養う。 

科目 「点字実習」 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

社会福祉にかかわるコミュニケーションツールの一つ

として、点字の読み書きについて知識や技術を身に付

ける。  

点字が使われている実情などに興味関心を広げさせる

とともに、点字の持つ可能性など、意識を高める。  

視覚障害に限らず、盲ろう者など重複障害者への理解

を深めるとともに、点字を通したコミュニケーション

について考えを深める。  

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配 当

時間 

１
学
期 

A単元 視覚障害者理解 

【知識及び技能】視覚障害者の理解を深める 

【思考力、判断力、表現力等】 

視覚障害者の生活とコミュニケー心を知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

コツコツと学ぶ態度を養う 

・指導事項 

視覚障害者の生活とコミュニケーションにつ

いて考えさせる 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

【知識及び技能】 

視覚障碍者への理解を変える 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々なコミュニケーションについて知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

継続的に努力をする 

 

〇  〇 〇 ７ 

B単元 点字の成り立ちを知る 

【知識及び技能】 

50音の点字の仕組みを理解する 

【思考力、判断力、表現力等】 

点字の読み書きの基礎を知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

根気強く継続することの大切さ 

・指導事項 

点字の読み書きを正確にできるようにする 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

【知識及び技能】 

50音の読み書きをマスターする 

【思考力、判断力、表現力等】 

点字の仕組みを理解する 

【学びに向かう力、人間性等】 

継続的に努力し、間違えたところはしっかり

やり直す 

〇 〇 〇 ７ 

定期考査 実施しない      

C単元 点字の基礎 

【知識及び技能】 

濁点や拗音、長音などの使い方を知る 

【思考力、判断力、表現力等】 

自分の名前が打てるように 

【学びに向かう力、人間性等】 

根気強く継続することの大切さ 

・指導事項 

点字の読み書きを正確にできるようにする 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

 

【知識及び技能】 

濁点や調印、拗音などのルールが理解できた

か 

【思考力、判断力、表現力等】 

課題の進行度が授業についてこられている

か」 

【学びに向かう力、人間性等】 

継続的に努力し、間違えたところはしっかり

やり直す 

〇 〇 〇 ８ 

D単元 点字の基礎 

【知識及び技能】 

数字やアルファベット、分かち書きの知識 

【思考力、判断力、表現力等】 

点字の仕組みを知る 

【学びに向かう力、人間性等】 

根気強く継続することの大切さ 

・指導事項 

点字の読み書きを正確にできるようにする 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

 

【知識及び技能】 

点字名刺の作成をする 

【思考力、判断力、表現力等】 

読み方練習などで理解を深める 

【学びに向かう力、人間性等】 

継続的に努力し、間違えたところはしっかり

やり直す 

〇 〇 〇 ４ 

定期考査 実施しない      

２
学
期 

 

E単元 点字の基礎 

【知識及び技能】 

分かち書きの知識とカレンダーの点訳 

【思考力、判断力、表現力等】 

使える点字の点訳 

【学びに向かう力、人間性等】 

夏休みの宿題への取り組み状況 

・指導事項 

カレンダーはやり直しがきかないので正確な

点字が打てるよう努力させる 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

 

【知識及び技能】 

点字カレンダーの製作 

【思考力、判断力、表現力等】 

提出物の正確さ 

【学びに向かう力、人間性等】 

継続的に努力し、間違えたところはしっかり

やり直す 

〇 〇 〇 １２ 

定期考査 実施しない      



F単元 カレンダーの製作と手紙の点訳 

【知識及び技能】 

点字郵便の知識・点字タイプライターの点訳 

【思考力、判断力、表現力等】 

文章の点訳をスムーズに行う 

【学びに向かう力、人間性等】 

根気強く継続することの大切さ 

・指導事項 

正しい知識を身につける 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

 

【知識及び技能】 

点字カレンダーと手紙の作成・発送 

タイプライターの技能習得 

【思考力、判断力、表現力等】 

文章点訳の在り方 

【学びに向かう力、人間性等】 

継続的に努力し、間違えたところはしっかり

やり直す 

〇 〇 〇 １２ 

 定期考査 実施しない      

３
学
期 

G単元 卒業文集の製作  

【知識及び技能】 

パソコン点訳の知識 

【思考力、判断力、表現力等】 

文章の点訳 

【学びに向かう力、人間性等】 

パソコン点訳の訂正方法 

・指導事項 

パソコン点訳に係り知識と技術の習得 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

 

【知識及び技能】 

パソコン点訳の知識と技能の習得 

卒業文集の製作 

【思考力、判断力、表現力等】 

長文点訳の習得 

【学びに向かう力、人間性等】 

継続的に努力し、間違えたところはしっかり

やり直す 

〇 〇 〇 １０ 

H単元 点字絵本の製作と重複障害者理解 

【知識及び技能】 

点訳絵本の技術と知識 

【思考力、判断力、表現力等】 

盲ろう者など重複障害者のコミュニケーショ

ン理解 

【学びに向かう力、人間性等】 

点字の応用 

・指導事項 

点字の応用と重複障害者理解 

・教材 等 

『はじめての点訳』 全国視覚障害者情報提

供施設協会・プリント・読み方練習帳 

 

【知識及び技能】 

点字の応用への理解 

【思考力、判断力、表現力等】 

重複障害者のコミュニケーション理解 

【学びに向かう力、人間性等】 

作品への取り組みと障害者理解を深める 

〇 〇 〇 

１０ 

 

合計 

７０ 

定期考査 実施しない      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：情報   科 目：情報演習Ａ 単位数：２  

単位対象学年組：第 ２・３ 学年 １組 ～ ６組 

教科担当者： （① 組：中島 ） （② 組：中島 ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組：  ） （ 組： ）  

使用教科書： （ 使用教材：ビジネス文書実務検定模擬試験問題集・オンライン過去問・Ｐ検・オリジナル教材 ） 

教科 情報 の目標：情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成することを目指す 

【知識及び技能】情報と情報技術を適切に活用するために必要な技術を身に付けていること 

【思考力、判断力、表現力等】問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること 

【学びに向かう力、人間性等】情報社会とその関りについて考えながら、問題の発見・解決に主体的に取り組む力を身に付けていること 

科目 情報演習Ａ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・文書作成ソフト「Word」の機能について理解し、操

作することができる。 

・演習を通して習得した知識や技能を活用し、文書を

デザインすることができる。 

・「ビジネス文書実務検定試験」の２級以上に合格で

きるスキルを身につける。 

・情報が伝わりやすい文書デザインや情報デザインに

ついて考え、表現方法を判断することができている。 

・さまざまな演習を通して、文書デザインや情報デザ

インの表現について考え、主体的な判断ができてい

る。 

・作成した作品の目的や意図について要点をまとめ、

他者に情報を正確に伝達することができている。 

・情報がより伝わりやすい文書デザインについて、試

行錯誤しながらも作品制作に取り組もうとしている。 

・「Word」の機能について深く理解しようと主体的に

調べようとしている。 

・自身が習得した知識や技能を他者と共有し、積極的

な情報交換を心がけようとしている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元：文書デザイン基礎 

【知識及び技能】 

・文書作成で使用するアプリケーションソフ

トウエアについて理解し、活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わる文書デザインとは何か

について思考することができる。 

・適切なレイアウトやフォントについて判断

し、文書デザインとして表現できている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い文書デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組んでいる。 

・指導項目 

・起動と終了 

・画面各部の名称と役割 

・文字・画像の配置 

・印刷 

・フォントとポイント 

・文書デザインの基本的事項 

・表作成 

・スタイル編集 

・教材 等 

・タイピング練習サイト「Ｐ検」 

【知識及び技能】 

・文書作成で使用するアプリケーションソフ

トウエアについて理解し、活用しようとして

いる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わる文書デザインとは何か

について思考しようとしている。 

・適切なレイアウトやフォントについて判断

し、文書デザインとして表現しようとして

いる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い文書デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組もうとしている。 

〇  〇 14 

定期考査       

B単元：ビジネス文書実務検定試験対策① 

【知識及び技能】 

・文書作成で使用するアプリケーションソフ

トウエアについて理解し、活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるビジネス文書とは何か

について思考することができる。 

・適切なレイアウトやフォントなどを判断

し、文書デザインとして表現できている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い文書デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組んでいる。 

・指導項目 

・ビジネス文書実務検定試験対策 

検定試験２・３級模擬試験演習 

検定試験２・３級過去問演習 

・教材 等 

・ビジネス文書実務検定模擬試験問題集 

・オンライン過去問 

【知識及び技能】 

・文書作成で使用するアプリケーションソフ

トウエアについて理解し、活用しようとして

いる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるビジネス文書とは何か

について思考しようとしている。 

・適切なレイアウトやフォントなどを判断

し、文書デザインとして表現しようとして

いる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い文書デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組もうとしている 

 〇 〇 14 

定期考査       



２
学
期 

 

C単元：ＤＴＰ作成（広告デザイン①） 

【知識及び技能】 

・ＤＴＰについて理解し、利用するアプリケ

ーションを活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるＤＴＰとは何かについ

て思考することができる。 

・適切なレイアウトやフォントなどを判断

し、ＤＴＰとして表現できている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良いＤＴＰとは何かを探求し、主体的

に演習に取り組んでいる。 

・指導事項 

・DTPの基礎的技術 

・校正、ページレイアウト 

・新聞、デザイン広告等の制作 

・わかりやすさの表現、効果的なデザイン 

について 

・教材 等 

・オリジナル教材 

・オンライン映像教材 

【知識及び技能】 

・ＤＴＰについて理解し、利用するアプリケ

ーションを活用しようとしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるＤＴＰとは何かについ

て思考しようとしている。 

・適切なレイアウトやフォントなどを判断

し、ＤＴＰとして表現しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良いＤＴＰとは何かを探求し、主体的

に演習に取り組もうとしている。 

〇 〇  14 

定期考査       

D単元：ビジネス文書実務検定試験対策② 

【知識及び技能】 

・文書作成に関わる、各種アプリケーション

について理解し、活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるビジネス文書とは何か

について思考することができる。 

・適切なレイアウトやフォントなどについて

判断し、文書デザインとして表現できて

いる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い文書デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組んでいる。 

・指導項目 

・ビジネス文書実務検定試験対策 

検定試験１・２級模擬試験演習 

検定試験１・２級過去問演習 

・教材 等 

・ビジネス文書実務検定模擬試験問題集 

・オンライン過去問 

【知識及び技能】 

・文書作成に関わる、各種アプリケーション

について理解し、活用しようとしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるビジネス文書とは何か

について思考しようとしている。 

・適切なレイアウトやフォントなどについて

判断し、文書デザインとして表現しようと

している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い文書デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組もうとしている。 

 〇 〇 14 

定期考査       

３
学
期 

E単元：課題制作（広告デザイン②） 

【知識及び技能】 

・本単元で学んだ知識、技能を活用し、自己

で設定した課題を解決するための広告デザイ

ンを作成することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わる広告デザインとは何か

について思考することができる。 

・適切なレイアウトやフォントなどについて

判断し、広告デザインとして主体的に表現

できている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い広告デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組んでいる。 

・指導事項 

・DTPの基礎的技術 

・校正、ページレイアウト 

・新聞、デザイン広告等の制作 

・わかりやすさの表現、効果的なデザイン 

について 

・教材 等 

・オリジナル教材 

・オンライン映像教材 

【知識及び技能】 

・本単元で学んだ文書デザインやＤＴＰなど

の知識、技能を活用し、自己で設定した課題

を解決するための広告デザインを作成しよう

としている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わる広告デザインとは何か

について思考しようとしている。 

・適切なレイアウトやフォントなどについて

判断し、広告デザインとして主体的に表現

しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・より良い広告デザインとは何かを探求し、

主体的に演習に取り組もうとしている。 

〇 〇  10 

F単元：課題制作（プレゼンテーション） 

【知識及び技能】 

・自己で設定した課題を解決するための広告

デザインを、情報デザインとして適切に発表

することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるプレゼンテーション法

について思考・判断することができる。 

・自己で設定した課題の意図を明確化

し、主体的に発表することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・他の生徒の発表を傾聴し、客観的に評価・

判断できる。 

・より良いプレゼンテーション法とは何かに

ついて探求し、自身の発表で活用することが

できる。 

・指導事項 

・情報デザインの基礎的技術 

・情報デザインの応用技術 

・情報デザインの発展的技術 

・プレゼンテーション法 

・教材 等 

・オリジナル教材 

・オンライン映像教材 

【知識及び技能】 

・自己で設定した課題を解決するための広告

デザインを情報デザインとして適切に発表し

ようとしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるプレゼンテーションと

は何かについて思考しようとしている。 

・自己で設定した課題の意図を明確化

し、主体的に発表しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・他の生徒の発表を傾聴し、客観的に評価・

判断しようとしている。 

・より良いプレゼンテーション法とは何かに

ついて探求し、自身の発表で活用しようとし

ている。 

 〇 〇 4 

定期考査       

       合計 

       70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：情報  科 目：情報演習Ｂ 単位数：２ 単位対象学年： ２・３年 

教科担当者：  岡崎 正敬 

 使用教科書：  

教科の目標： １．文字・画像・映像・音声などの特色や活用法を学ぶ。 

２．コミュニケーションやプレゼンテーションの基礎的・基本的な知識と技術を習得する。 

３．情報を管理し活用する能力と態度を身に付け，課題を発見し，合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【知識及び技能】 情報と情報技術を適切に活用するために必要な技術を身に付けていること 

【思考力、判断力、表現力等】 問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること 

【学びに向かう力、人間性等】 情報社会とその関りについて考えながら、問題の発見・解決に主体的に取り組む力を身に付けていること 

科目 情報演習Ｂ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

情報に於ける各種メディアを理解し、適切な表現が行

える知識・技術を身に付ける 

問題を解決するために、適切な表現技法を選択し、効

率の良い処理手順を考え、情報を表現できる。 

課題に対して、自ら調査し適切な技法を選択すること

で、効率の良い処理手順を検討するなど、主体的に取

り組んでいる。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 メディアと情報の表現 

【知識及び技能】 

表現メディアAの基本を理解する 

【思考力、判断力、表現力等】 

情報伝達のために適切なメディアを選択し表

現できる 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題に対して自ら調査し、主体的に取り組ん

でいる。 

・指導事項 

情報の分類 

表現メディアの定義 

表現メディアの各論 

・教材 等 

各種メディア編集アプリケーションソフトウ

ェア 

【知識及び技能】 

ワークシート。確認テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展実習課題の表現内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と技法 

〇 〇 〇 ２８ 

２
学
期 

 

B単元 メディアの特性とその表現を理解す

る 

【知識及び技能】 

メディアの各論と表現に適応したメディア選

択の知識・技術を理解する 

【思考力、判断力、表現力等】 

適切な技法を選択し、効率の良い処理手順を

考え、情報を表現できる 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題に対して、適切な技法を選択すること

で、効率の良い処理手順を検討している 

・指導事項 

デザインの５要素および表現を主体としたデ

ザインの実際 

応用課題 

・教材 等 

各種メディア編集アプリケーションソフトウ

ェア 

【知識及び技能】 

ワークシート。確認テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展実習課題の表現内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と技法 

〇 〇 〇 ２８ 

３
学
期 

C単元 情報の保護とセキュリティ 

【知識及び技能】 

セキュリティについて基礎的な知識・技術を

身に付ける 

【思考力、判断力、表現力等】 

情報の保護の目的に応じたシステムを構築で

きる 

【学びに向かう力、人間性等】 

講義主体の課題に主体的に取り組んでいる 

・指導事項 

リスクマネージメントの実際 

セキュリティの意義と確立 

・教材 等 

各種メディア編集アプリケーションソフトウ

ェア 

【知識及び技能】 

ワークシート。確認テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展実習課題の表現内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と技法 

〇 〇 〇 

１４ 

 

合計

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：情報  科 目：情報演習Ｃ 単位数：２ 単位対象学年： ２・３年 

教科担当者： 波多野 

 使用教科書：  

教科の目標： 情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成することを目指す 

【知識及び技能】 情報と情報技術を適切に活用するために必要な技術を身に付けていること 

【思考力、判断力、表現力等】 問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること 

【学びに向かう力、人間性等】 情報社会とその関りについて考えながら、問題の発見・解決に主体的に取り組む力を身に付けていること 

科目 情報演習Ｃ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

インターネットの活用について、体系的・系統的に理

解するとともに、関連する技術を身に付けている。 

インターネットを活用することに関する課題を発見

し、化学的な根拠に基づいて創造的に解決しようとし

ている。 

インターネットの活用に主体的に取り組んでいる 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 情報コンテンツの制作・Webデザイン 

【知識及び技能】 

各種情報コンテンツについて基礎的な知識を

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

各種情報コンテンツについて効果的な利用方

法や表現方法を判断できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各種情報コンテンツについて、関心を持ち知

識を積極的に身に付けるために主体的に取り

組んでいる。 

・指導事項 

図形と静止画 

音声と動画 

探求問題 

Webデザイ 

・教材 等 

ネットワーク活用 

【知識及び技能】 

ワークシート。小テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展課題の量と内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と内容 

〇 〇 〇 ２８ 

２
学
期 

 

B単元 Webデザイン 

【知識及び技能】 

Webサイトの構築について理解して関連する

知識・技術を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

Webサイトに対する要求に基づいて、必要な

情報を表現できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

Webサイトの構築についいて自ら学び、適切

な情報の表現に主体的に取り組んでいる。 

・指導事項 

Webページ制作の基礎 

Webページ制作の応用 

探求問題 

・教材 等 

ネットワーク活用 

知識及び技能】 

ワークシート。小テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展課題の量と内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と内容 

〇 〇 〇 ２８ 

３
学
期 

C単元 インターネットと情報セキュリティ 

【知識及び技能】 

インターネットについて理解し、関連する技

術を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

インターネットを活用する環境の構築とセキ

ュリティの確保を実施できる 

【学びに向かう力、人間性等】 

自ら学び、インターネット環境の構築とセキ

ュリティの確保に主体的に取り組んでいる。 

・指導事項 

インターネットのしくみ 

ハードウェアとソフトウェアの導入 

情報セキュリティの確保 

探求問題 

・教材 等 

ネットワーク活用 

知識及び技能】 

ワークシート。小テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展課題の量と内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と内容 

〇 〇 〇 

１４ 

 

 

合計

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：情報  科 目：情報演習Ｄ 単位数：２ 単位対象学年： ２・３年 

教科担当者： 波多野 

 使用教科書：  

教科の目標： 情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成することを目指す 

【知識及び技能】 情報と情報技術を適切に活用するために必要な技術を身に付けていること 

【思考力、判断力、表現力等】 問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること 

【学びに向かう力、人間性等】 情報社会とその関りについて考えながら、問題の発見・解決に主体的に取り組む力を身に付けていること 

科目 情報演習Ｄ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

アルゴリズムを理解し、プログラミングが行える知

識・技術を身に付ける 

問題を解決するために、適切な技法を選択し、効率の

良い処理手順を考え、アルゴリズムに表現できる。 

課題に対して、自ら調査し適切な技法を選択すること

で、効率の良い処理手順を検討するなど、主体的に取

り組んでいる。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 アルゴリズムとVBAの基本 

【知識及び技能】 

アルゴリズムとVBAの基本を理解する 

【思考力、判断力、表現力等】 

問題解決のためにアルゴリズムとVBAを表現

できる 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題に対して自ら調査し、主体的に取り組ん

でいる。 

・指導事項 

フローチャート、基本制御構造、 

データの入出力、繰り返し処理、 

データの集計、条件判定、最大値・最小値、 

・教材 等 

プログラミング（マクロ言語） 

【知識及び技能】 

ワークシート。小テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展課題の量と内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と内容 

〇 〇 〇 ２８ 

２
学
期 

 

B単元 応用的なアルゴリズムとVBAの知識・

技術を理解する 

【知識及び技能】 

応用的なアルゴリズムとVBAの知識・技術を

理解する 

【思考力、判断力、表現力等】 

適切な技法を選択し、効率の良い処理手順を

考え、プログラムを表現できる 

【学びに向かう力、人間性等】 

課題に対して、適切な技法を選択すること

で、効率の良い処理手順を検討している 

・指導事項 

配列の利用、探索、順位付け、整列 

探求問題 

・教材 等 

プログラミング（マクロ言語） 

知識及び技能】 

ワークシート。小テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展課題の量と内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と内容 

〇 〇 〇 ２８ 

３
学
期 

C単元 情報システム開発 

【知識及び技能】 

VBAの応用的な知識・技術を身に付ける 

【思考力、判断力、表現力等】 

データ処理の目的に応じた処理をVBAで表現

できる 

【学びに向かう力、人間性等】 

VBAの特色を生かした実習に主体的に取り組

んでいる 

・指導事項 

ファイル処理、条件分岐と繰り返し処理、 

ユーザ定義関数、ユーザフォーム 

・教材 等 

プログラミング（マクロ言語） 

知識及び技能】 

ワークシート。小テスト 

・練習実習課題 

【思考力、判断力、表現力等】 

練習・発展課題の量と内容 

【学びに向かう力、人間性等】 

例題課題の量と内容 

〇 〇 〇 

１４ 

 

 

合計

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：情報   科 目：情報演習Ｅ 単位数：２  

単位対象学年組：第 ２・３ 学年 １組 ～ ６組 

教科担当者： （① 組：中島 ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組： ） （ 組：  ） （ 組： ）  

使用教科書： （ 使用教材：30時間でマスターExcel2019・オリジナル教材 ） 

教科 情報 の目標：情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成することを目指す 

【知識及び技能】情報と情報技術を適切に活用するために必要な技術を身に付けていること 

【思考力、判断力、表現力等】問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること 

【学びに向かう力、人間性等】情報社会とその関りについて考えながら、問題の発見・解決に主体的に取り組む力を身に付けていること 

科目 情報演習Ｅ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・表計算ソフト「Excel」の関数やシミュレーションに

ついて理解し、操作することができる。 

・演習を通して習得した知識や技能を活用し、適切な

表計算を行い、情報を分析することができる。 

・表計算から導き出したデータを活用し、事象のシミ

ュレーションを行うことができる。 

・情報が伝わりやすい表やグラフについて考え、適切

な関数の使用を判断することができる。 

・身近な問題を発見し、得られた情報からシミュレー

ションを行い、その解決方法を表現することができ

る。 

・作成した作品の目的や意図について要点をまとめ、

他者に伝達することができる。 

・情報がより伝わりやすい表やグラフについて、試行

錯誤しながらも作品制作に取り組んでいる。 

・「Excel」の機能や関数について積極的に学習し、シ

ミュレーションで問題解決を図っている。 

・自身が習得した知識や技能を他者と共有し、積極的

な情報交換を心がけている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元：表計算ソフトの復習と基礎 

【知識及び技能】 

・表計算で使用するアプリケーションソフト

ウエアについて理解し、活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わる表とは何かについて

思考することができる。 

・適切な表の構造について判断し、数値や

データを正確に表現できている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・数値やデータを分かりやすく伝達する表と

は何かを探求し、主体的に演習に取り組んで

いる。 

・指導項目 

・1年次に情報科目で学んだエクセルの復

習（四則計算など） 

・関数 (シート間集計、3D参照、シートの

リンク、データ統合) 

・教材 等 

・30時間でマスターExcel2019 

・オリジナル教材 

【知識及び技能】 

・表計算で使用するアプリケーションソフト

ウエアについて理解し、活用しようとしてい

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わる表とは何かについて

思考しようとしている。 

・適切な表の構造について判断し、数値や

データを正確に表現しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・数値やデータを分かりやすく伝達する表と

は何かを探求し、主体的に演習に取り組もう

としている。 

〇 〇  14 

定期考査       

B単元：表計算機能と様々な関数 

【知識及び技能】 

・様々な関数の機能について理解し、表計算

の状況に合わせ、適切に活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・それぞれの関数の機能について思考し、

適切な使用を判断することができる。 

・様々な関数を表計算機能として表現す

ることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・効率の良い表計算とは何かを探求し、主体

的に演習に取り組んでいる。 

・指導項目 

・表計算機能 

・様々な関数の活用 

・教材 等 

・30時間でマスターExcel2019 

・オリジナル教材 

【知識及び技能】 

・様々な関数の機能について理解し、表計算

の状況に合わせ、適切に活用しようとしてい

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・それぞれの関数の機能について思考し、

適切な使用を判断しようとしている。 

・様々な関数を表計算機能として表現し

ようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・効率の良い表計算とは何かを探求し、主体

的に演習に取り組もうとしている。 

〇  〇 14 

定期考査       

２
学
期 

 

C単元：グラフの活用とデータベース 

【知識及び技能】 

・データベースの社会的役割や構造について

理解し、適切に活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・表をグラフ化し、数値やデータを可視

化表現することができる。 

・データベースを活用した表計算について

思考し、表計算機能を適切に判断するこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・関数やモデル化とは何かを探求し、主体的

に演習に取り組んでいる。 

・指導項目 

・グラフ、印刷に関する操作 

・データベースの理解 

・教材 等 

・30時間でマスターExcel2019 

・オリジナル教材 

【知識及び技能】 

・データベースの社会的役割や構造について

理解し、適切に活用しようとしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・表をグラフ化し、数値やデータを可視

化表現しようとしている。 

・データベースを活用した表計算について

思考し、表計算機能を適切に判断しよう

としている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・関数やモデル化とは何かを探求し、主体的

に演習に取り組もうとしている。 

〇 〇  14 

定期考査       



D単元：マクロ機能とモデル化 

【知識及び技能】 

・マクロ機能について理解し、表計算の状況

に合わせ適切に活用できている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・マクロ機能をどのように利用するかを思

考し、判断することができる。 

・様々な事象を基礎数理によってモデル

化し、シミュレーションでモデルを表現

することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・マクロ機能やシミュレーションとは何かを

探求し、主体的に演習に取り組んでいる。 

・指導項目 

・マクロ機能の活用 

・モデル化における基礎数理 

・モデル化とシミュレーションについて 

・教材 等 

・30時間でマスターExcel2019 

・オリジナル教材 

【知識及び技能】 

・マクロ機能について理解し、表計算の状況

に合わせ適切に活用しようとしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・マクロ機能をどのように利用するかを思

考し、判断しようとしている。 

・様々な事象を基礎数理によってモデル

化し、シミュレーションでモデルを表現

しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・マクロ機能やシミュレーションとは何かを

探求し、主体的に演習に取り組もうとしてい

る。 

 〇 〇 14 

定期考査       

３
学
期 

E単元：モデル化とシミュレーション 

【知識及び技能】 

・本単元で学んだ知識、技能を活用し、自己

で設定した課題を解決するためのモデル化と

シミュレーションが行える。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・事象に合わせ、シミュレーションの方法を

思考し、判断することができる。 

・モデルをどのようにシミュレーション

すれば課題を解決することができるかを

主体的に表現できている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・効果的なシミュレーションとは何かを探求

し、主体的に演習に取り組んでいる。 

・指導項目 

・モデル化とシミュレーション基本 

・物理現象のシミュレーション 

・社会現象のシミュレーション 

・教材 等 

・30時間でマスターExcel2019 

・オリジナル教材 

【知識及び技能】 

・本単元で学んだ知識、技能を活用し、自己

で設定した課題を解決するためのモデル化と

シミュレーションを行おうとしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・事象に合わせ、シミュレーションの方法を

思考し、判断しようとしている。 

・モデルをどのようにシミュレーション

すれば課題を解決することができるかを

主体的に表現しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・効果的なシミュレーションとは何かを探求

し、主体的に演習に取り組もうとしている。 

〇 〇  10 

F単元：課題制作（プレゼンテーション） 

【知識及び技能】 

・様々なシミュレーション法について理解

し、事象に合わせ活用することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるプレゼンテーション法

について思考・判断することができる。 

・自己で設定した課題の意図を明確化

し、主体的に発表することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・他の生徒の発表を傾聴し、客観的に評価・

判断できる。 

・より良いプレゼンテーション法とは何かに

ついて探求し、自身の発表で活用することが

できる。 

・指導項目 

・様々なシミュレーション法 

 Illustrator 

 Photoshop 

・プレゼンテーション演習 

・教材 等 

・30時間でマスターExcel2019 

・オリジナル教材 

【知識及び技能】 

・様々なシミュレーション法について理解

し、事象に合わせ活用しようとしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・情報が正確に伝わるプレゼンテーション法

について思考・判断しようとしている。 

・自己で設定した課題の意図を明確化

し、主体的に発表しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・他の生徒の発表を傾聴し、客観的に評価・

判断しようとしている。 

・より良いプレゼンテーション法とは何かに

ついて探求し、自身の発表で活用しようとし

ている。 

 〇 〇 4 

定期考査       

       合計 

       70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：工業   科 目：工業基礎 単位数：2 単位対象学

年組：第   ２ 学年 １ 組～ ６ 組 

教科担当者： （木 下 敏 伸 , 永 田 あ や ）  

使用教科書： （工業技術基礎（実教出版）） 

教科 の目標： 

【知識及び技能】授業時の説明内容を正しく理解し、正しい知識で実験 実習を安全かつ円滑に行うことができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】実験実習の趣旨を理解し 製作課題の状態や 測定結果を確認しながら理論的に正しい実験実習を行えるよう 判断できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】授業に対して興味を持ち 誠実で主体的に取り組めているか。 

 

科目 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

工業技術の基礎、機械工作、旋盤実習や電気系の計測

実習、電気工事の基礎を理解し 、関連する知識と技術

を身につけるようにする。 

 

機械技術や電気技術に関する課題を発見し、科学的な

根拠に基づき 工業技術の進展に対応し解決する力を養

う。 

 

工業技術に関する広い視野を持つことを目指して自ら

学び、工業の発展に主体的かつ 協働的に取り組む態度

を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

機械・電気に関する分野の基礎的な知識と基

本的な工業技術の習得 

□機械図面 （等角投影図）の見方・描き方 

 

工具・工作機械・測定機器の基本的な使用

法、金属加工の基本技術練習 

 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ４ 

B単元 

機械・電気に関する分野の基礎的な知識と基

本的な工業技術の習得 

□機械図面 （等角投影図）の見方・描き方 

 

工具・工作機械・測定機器の基本的な使用

法、金属加工の基本技術練習 

 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ６ 

定期考査       

C単元 

機械・電気に関する分野の基礎的な知識と基

本的な工業技術の習得 

□機械図面 （等角投影図）の見方・描き方 

 

工具・工作機械・測定機器の基本的な使用

法、金属加工の基本技術練習 

 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ４ 

D単元 

機械・電気に関する分野の基礎的な知識と基

本的な工業技術の習得 

□機械図面 （等角投影図）の見方・描き方 

 

工具・工作機械・測定機器の基本的な使用

法、金属加工の基本技術練習 

 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ４ 

定期考査       

２
学
期 

 

E単元 

旋盤を使用して 真鍮での課題作品制作実習 

□工作機械の安全作業について 

 

工作機械の測定機器の基礎知識・基本的な使

用法 

 

・学んだ 知識を正しく作品に反映できてい

るか 

・計測結果をもとに計算し、作業に反映でき

るか 

・レポートの趣旨を正しく理解し 十分な内

容で 丁寧に表現されているか  

 

〇 〇 〇 ８ 

定期考査       

F単元 

旋盤を使用して 真鍮での課題作品制作実習 

□工作機械の安全作業について 

 

工作機械の測定機器の基礎知識・基本的な使

用法 

 

・学んだ 知識を正しく作品に反映できてい

るか 

・計測結果をもとに計算し、作業に反映でき

るか 

・レポートの趣旨を正しく理解し 十分な内

容で 丁寧に表現されているか  

 

〇 〇 〇 １６ 

 定期考査       



３
学
期 

G単元 

電気計測の基本 実習 

□電子回路の基礎的な組み立て実習及び電気

工事 

 

・電流計、電圧計・テスター・オシロスコー

プ など の使用方・操作法の実習練習 

・安全に配慮した機械や機器の季節の取り扱

いができるか 

・計算して 適切に 作業に反映できてるか 

授業に対して興味 をもち積極的に謙虚に学

ぶ姿勢ができたか。 

 

〇 〇 〇 ８ 

H単元 

電気計測の基本 実習 

□電子回路の基礎的な組み立て実習及び電気

工事 

 

・電流計、電圧計・テスター・オシロスコー

プ など の使用方・操作法の実習練習 

・安全に配慮した機械や機器の季節の取り扱

いができるか 

・計算して 適切に 作業に反映できてるか 

授業に対して興味 をもち積極的に謙虚に学

ぶ姿勢ができたか。 

 

〇 〇 〇 

８ 

58 

合計 

定期考査       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：工業   科 目：基礎実習A（電気系） 単位数：2 単位対象学

年組：第   ２ 学年 １ 組～ ６ 組 

教科担当者： （  永 田 あ や ）  

使用教科書： （工業技術基礎（実教出版）） 

教科 の目標： 

【知識及び技能】授業時の説明内容を正しく理解し、正しい知識で実験 実習を安全かつ円滑に行うことができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】実験実習の趣旨を理解し 製作課題の状態や 測定結果を確認しながら理論的に正しい実験実習を行えるよう 判断できたか。 

【学びに向かう力、人間性等】授業に対して興味を持ち 誠実で主体的に取り組めているか。 

科目 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

工業技術の基礎、電気工事の基礎を理解し、国家資格

を目指し関連する知識と技術を身につけるようにす

る。 

電気工事に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づ

き工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

工業技術に関する広い視野を持つことを目指して自ら

学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

発電、送電、配電について・屋内配線工事の

基本について学習する。 

□電気工事の配線作業 

 

4月  工具の使い方・基本となる配線器具取

付操練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・電気工事に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

作品を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ６ 

B単元 

発電、送電、配電について・屋内配線工事の

基本について学習する。 

□電気工事の配線作業 

 

5月  工具の使い方・基本となる配線器具取

付操練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・電気工事に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

作品を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ４ 

定期考査       

C単元 

発電、送電、配電について・屋内配線工事の

基本について学習する。 

□電気工事の配線作業 

 

6月  工具の使い方・基本となる配線器具取

付操練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・電気工事に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

作品を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ４ 

D単元 

発電、送電、配電について・屋内配線工事の

基本について学習する。 

□電気工事の配線作業 

 

7月  工具の使い方・基本となる配線器具取

付操練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・電気工事に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

作品を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ４ 

定期考査       

２
学
期 

 

E単元 

単線図と複線図について・配線器具への取り

付けについて学習する。 

□複数の配線器具を用いた電気工事の配線作

業 

9月,10月 工具の使い方・複数の配線器具取

付操練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・学んだ知識を正しく作品に反映できている

か。 

・作成した作品は課題に適切であるか。 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的に取り組

み、謙虚に学ぶ姿勢を持っているか。 

・レポートの主旨を正しく理解し、十分な内

容で丁寧に表現されているか。 

〇 〇 〇 １０ 

定期考査       

F単元 

単線図と複線図について・配線器具への取り

付けについて学習する。 

□複数の配線器具を用いた電気工事の配線作

業 

11月,12月 工具の使い方・複数の配線器具取

付操練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・学んだ知識を正しく作品に反映できている

か。 

・作成した作品は課題に適切であるか。 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的に取り組

み、謙虚に学ぶ姿勢を持っているか。 

・レポートの主旨を正しく理解し、十分な内

容で丁寧に表現されているか。 

〇 〇 〇 １４ 

 定期考査       



３
学
期 

G単元 

課題寸法に適した配線器具への取り付けにつ

いて学習する。 

□第二種電気工事士の候補問題（全13問）の

配線実習 

 

1月,2月 単線図から複線図への配線作業の練

習 

 

【教材】工業技術基礎 

・工具の使い方や配線方法を正しく理解でき

ているか。 

・提出期限を守っているか。 

・授業に対して興味を持ち、積極的主体的に

取り組めたか、謙虚に学ぶ姿勢が感じられる

内容か。 

 

〇 〇 〇 １２ 

H単元 

課題寸法に適した配線器具への取り付けにつ

いて学習する。 

□第二種電気工事士の候補問題（全13問）の

配線実習 

 

3月 複線図から単線図への配線作業の確認練

習 

 

【教材】工業技術基礎 

・工具の使い方や配線方法を正しく理解でき

ているか。 

・提出期限を守っているか。 

・授業に対して興味を持ち、積極的主体的に

取り組めたか、謙虚に学ぶ姿勢が感じられる

内容か。 

 

〇 〇 〇 

４ 

58 

合計 

定期考査       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 工業 科目 基礎実習B 

教 科：工業   科 目：基礎実習B 単位数：2  

単位対象学年組：第   ２ 学年 

教科担当者：    木    下 

使用教科書：  工業技術基礎 

教科 工業の目標： 

【知識及び技能】       機械・電気に関する技術の活用方法を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力等】 技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に製作課題を作成できるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 授業に対して興味を持ち、誠実で主体的に取り組み、謙虚に学ぶ姿勢を養う。 

科目 基礎実習Bの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

金属加工・機械工作の基礎を理解し、旋盤やフライス

盤に関連する知識と技術を身につけるようにする。 

 

金属加工に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づ

き工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

 

工業技術に関する広い視野を持つことを目指して自ら

学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

4月  機械図面の見方・手描き製図での図面

作成練習 

   安全作業について 

 

【教材】工業技術基礎 

・金属加工に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

B単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

5月  機械図面の見方・手描き製図での図面

作成練習 

   安全作業について 

 

【教材】工業技術基礎 

・金属加工に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

C単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

6月  工具、測定機器、工作機械の使用法・

操作練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・金属加工に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

D単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

7月  工具、測定機器、工作機械の使用法・

操作練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・金属加工に関する技術の活用方法が理解で

きているか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

２
学
期 

 

E単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

9～10月  旋盤、フライス盤、ボール盤等を

用いて課題作品製作実習 

【 旋盤 → 一輪挿し 】  

【 フライス盤 → サイコロオブジェ 】 

 

【教材】工業技術基礎 

・学んだ知識を正しく作品に反映できている

か。 

・測定結果を基に計算し、作業に反映できる

か。 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的に取り組

み、謙虚に学ぶ姿勢を持っているか。 

・レポートの主旨を正しく理解し、十分な内

容で丁寧に表現されているか。 

〇 〇 〇 ７ 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

F単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

11～12月  旋盤、フライス盤、ボール盤等を

用いて課題作品製作実習 

【 旋盤 → 一輪挿し 】  

【 フライス盤 → サイコロオブジェ 】 

 

【教材】工業技術基礎 

・学んだ知識を正しく作品に反映できている

か。 

・測定結果を基に計算し、作業に反映できる

か。 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的に取り組

み、謙虚に学ぶ姿勢を持っているか。 

・レポートの主旨を正しく理解し、十分な内

容で丁寧に表現されているか。 

〇 〇 〇 ７ 

 定期考査 ― ― ― ― ― ― 



３
学
期 

G単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

1月  旋盤、レーザー加工機等を用いて課題

作品製作実習 

【 旋盤 → 印鑑ケース 】  

【 レーザー加工機 → my印鑑 】 

 

【教材】工業技術基礎 

・正確な測定ができるか。 

・提出期限を守っているか。 

・授業に対して興味を持ち、積極的主体的に

取り組めたか、謙虚に学ぶ姿勢が感じられる

内容か。 

 

〇 〇 〇 ８ 

H単元 

工作機械を用いての実習を通して、基礎・基

本的な工業技術を習得 

 

2～3月  旋盤、レーザー加工機等を用いて

課題作品製作実習 

【 旋盤 → 印鑑ケース 】  

【 レーザー加工機 → my印鑑 】 

 

【教材】工業技術基礎 

・正確な測定ができるか。 

・提出期限を守っているか。 

・授業に対して興味を持ち、積極的主体的に

取り組めたか、謙虚に学ぶ姿勢が感じられる

内容か。 

 

〇 〇 〇 

８ 

５８ 

合計 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 工業 科目 CAD入門 

教 科：工業   科 目：CAD入門 単位数：2  

単位対象学年組：第   ２ 学年 

教科担当者：    木    下 

使用教科書：  工業技術基礎 

教科 工業の目標： 

【知識及び技能】       機械・電気に関する技術の活用方法を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力等】 技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に製作課題を作成できるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 授業に対して興味を持ち、誠実で主体的に取り組み、謙虚に学ぶ姿勢を養う。 

科目 CAD入門の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

工業製図の基礎、コンピュータを使った製図の基礎を

理解し、関連する知識と技術を身につけるようにす

る。 

製作図や設計図に関する課題を発見し、科学的な根拠

に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

部品や製品の図面作成から製作情報を読み取る力の向

上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

4月  概要、構成・ソフトの基本操作練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

B単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

5月  3DCADを用いて基本的な図形作画練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

C単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

6月  3DCADを用いて基本的な図形作画練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

D単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

7月  3DCADを用いて基本的な図形作画練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・製図に関する技術の活用方法が理解できて

いるか。 

・技術者に求められる倫理観を踏まえ適切に

図面を作成できているか。 

・出席状況 

・課題の主旨を正しく理解し、適切な内容を

記述しているか。 

〇 〇 〇 ７ 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

２
学
期 

 

E単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

9～10月  部品図面、立体物の作図 

 

【教材】工業技術基礎 

・学んだ知識を正しく作品に反映できている

か。 

・設計した作品に創意工夫があるか。 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的に取り組

み、謙虚に学ぶ姿勢を持っているか。 

・レポートの主旨を正しく理解し、十分な内

容で丁寧に表現されているか。 

〇 〇 〇 ７ 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

F単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

11～12月  個別課題の設計・試作品からの設

計変更 

 

【教材】工業技術基礎 

・学んだ知識を正しく作品に反映できている

か。 

・設計した作品に創意工夫があるか。 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的に取り組

み、謙虚に学ぶ姿勢を持っているか。 

・レポートの主旨を正しく理解し、十分な内

容で丁寧に表現されているか。 

〇 〇 〇 ７ 

 定期考査 ― ― ― ― ― ― 



３
学
期 

G単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

1月  3D図面上での部品組立（アセンブリ）

練習 

 

【教材】工業技術基礎 

・3D-CADソフトの操作法を正しく理解できて

いるか。 

・提出期限を守っているか。 

・授業に対して興味を持ち、積極的主体的に

取り組めたか、謙虚に学ぶ姿勢が感じられる

内容か。 

 

〇 〇 〇 ８ 

H単元 

コンピュータの援用による設計 [Computer 

Aided Design] 

設計製図の基礎を学習する。 

□3DCAD[Solid Works]システム 

 

2～3月  課題作品の製作 

 

【教材】工業技術基礎 

・3D-CADソフトの操作法を正しく理解できて

いるか。 

・提出期限を守っているか。 

・授業に対して興味を持ち、積極的主体的に

取り組めたか、謙虚に学ぶ姿勢が感じられる

内容か。 

 

〇 〇 〇 

８ 

５８ 

合計 

定期考査 ― ― ― ― ― ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式例（案） 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２・３年次生用） 教科 商業 科目 簿記Ａ 

教 科：商業科   科 目：  簿記Ａ 単位数：４ 単位対象学年組： ２・３年次生  １組～６組 

教科担当者：  渡辺 茂 １組～６組  

使用教科書： （ 高校簿記 実教出版 ） 

教科 商業 の目標： 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う 

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識及び技能】商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

科目 簿記 の目標： 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，取引の記録と財務諸表の作成に必要な資質・能力を次のとおり育成することを 

          目指す。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

簿記について実務に即して体系的・系統的に理解するととも

に，関連する技術を身に付けるようにする。 
取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と課題を見い

だし，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて

創造的に課題に対応する力を養う。 

企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力の向上を

目指して自ら学び，適正な取引の記録と財務諸表の作成に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当 

時間 

１

学

期 

A単元 

【知識及び技能】 

簿記の歴史・意味・目的・役立ちなどを理解させ，学

習の心構えを養う。 

５勘定意味と種類、財務諸表の作成法を習得させる｡ 

取引・勘定・勘定科目・勘定口座の意味，勘定の種類・

取引要素の結合関係を理解させる。 

仕訳・転記の理解、試算表の作成法を習得させる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

５勘定の意味と種類区分を適切に判断、表現させる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

簿記に興味を示し，学習しようとする態度を養う。 

取引を帳簿や試算表に記入することに関心を示し，仕

訳と転記にも自ら進んで取り組もうとする態度を養う。 

・指導事項 

第１章 企業の簿記 

第２章 簿記の要素 

第３章 取引と勘定第４章 仕訳と転記 

第５章 仕訳帳と総勘定元帳 

第６章 試算表 

・教材 等 

高校簿記 実教出版 

日商簿記試験模擬問題集 実教出版 

検定簿記ワークブック 中央経済社 

【知識及び技能】 

簿記を学ぶことの意義と必要性および基礎的な知識を

身に付けたか。 

簿記の要素と財務諸表の構造や役割，簿記一巡の手続

きなど，簿記の仕組みを理解したか。 

仕訳、転記、試算表の記帳法を理解しているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

簿記の基礎概念として５勘定は何かを思考し，区分を

適切に判断し，適切に表現できたか。 

仕訳、転記、試算表について適切に判断し，正確にお

こなえているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

企業の簿記の意義と役割を知り，簿記の学習に興味を

示し，学習しようとする態度がみられたか。 

取引を帳簿や試算表に記入することに関心を示し，仕

訳と転記にも自ら進んで取り組もうとしたか。 
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B単元 

【知識及び技能】 

各勘定科目の意味、各帳簿の役割を理解させ，取引に

よる仕訳の方法，記帳法を習得させる。 

商品売買の取引に関する基本的な内容とその記帳法を

理解して，基礎的な技術を身に付けたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

３分法と分記法を適切に判断して、表現する方法を身

につけさせる。 

各勘定科目の取引その記帳に関して，自ら考えを深め

基本的な知識と技術を活用して適切に判断し，表現する

能力を身につけたか。個人企業に課せられる税金につい

て，種類と意味を理解させ，その記帳法を習得させる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各勘定科目の取引に関心を高め，その記帳処理の学習

を積極的に進めようとする態度を養う。 

・指導事項 

第８章 現金・預金の記帳 

第９章 商品売買の記帳 

第10章 掛け取引の記帳 

第11章 固定資産の記帳 

第13章 手形取引の記帳 

第14章 その他の債権・債務の記帳 

第15章 販売費及び一般管理費の記帳 

第16章 資本金の記帳 

・教材 等 

高校簿記 実教出版 

日商簿記試験模擬問題集 実教出版 

検定簿記ワークブック 中央経済社 

【知識及び技能】 

各勘定科目の基本的な内容と取引の仕訳および、その

記帳法を理解して，基礎的な技術を身に付けたか。 

３分法による記帳法や仕入帳・売上帳，商品有高帳に

関する知識とその記帳法を理解したか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

各勘定科目の取引その記帳に関して，自ら考えを深め

基礎的・基本的な知識と技術を活用して適切に判断し，

表現する能力を身につけたか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各勘定科目の取引に関心を高め，その記帳処理の学習

を積極的に進めようとしているか。 

○ ○ ○ 27 
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２

学

期 

 

C単元 

【知識及び技能】 

帳簿の種類と，帳簿組織およびそれらと分課制度との

関係，帳簿組織の立案および法規について理解させる。 

伝票のはたらきと種類・記帳法・集計と転記を理解さ

せる。 

株式会社の設立と開業，株式の発行・剰余金の処分・

税金に関する会計処理を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

取引を記帳する際にどの帳簿に記帳するのか，どの伝

票を用いて処理するのか判断ができ，記帳の合理化を考

え適切に表現させる。 

株式会社の設立と開業剰余金の処分税金について，そ

の記帳について自らの思考を深め，適切に判断・表現さ

せる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

帳簿の種類や形式伝票による取引の記帳法と集計・転

記ついて関心を高める態度を養う。 

株式会社の設立と開業・剰余金の処分・税金につい

て，記帳学習を積極的に進めようする態度を養う。 

・指導事項 

第18章 帳簿 

第19章 仕訳伝票と３伝票制 

発展編 株式会社の記帳 

第25章 設立と開業の記帳 

第26章 剰余金の処分に関する記帳 

第27章 株式会社の税金の記帳 

・教材 等 

高校簿記 実教出版 

日商簿記試験模擬問題集 実教出版 

検定簿記ワークブック 中央経済社 

【知識及び技能】 

帳簿の種類と，帳簿組織およびそれらと分課制度との

関係，帳簿組織の立案・法規について理解できたか。 

仕訳帳と伝票の違い，意味と作成方法を理解し，起

票，集計・転記が適切にできたか。 

株式会社の設立と開業，剰余金の処分，税金に関し

て，基本的な内容を理解して，株式発行の記帳法など基

礎的な技術を身に付けたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

取引を記帳する際にどの帳簿に記帳するのか，どの伝

票を用いて処理するのがよいかの判断ができ，記帳の合

理化を考え適切に表現できたか。 

株式会社の設立・開業・剰余金の処分・税金の記帳に

ついて自らの思考を深め，適切に判断しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

帳簿の種類や形式伝票による取引の記帳法と集計・転

記ついて関心を高めたか。 

株式会社の設立・開業・剰余金の処分・税金につい

て，記帳処理の学習を積極的に進めようとしているか。 
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D単元 

【知識及び技能】 

決算手続きの意味と役割その必要性について理解させ

さらに財務諸表の作成法を習得させる。 

今まで学んだ決算整理事項を含んだ精算表の作成を理

解させる。 

・損益計算書と貸借対照表の形式を説明し，作成法を習

得させる。" 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

決算整理を含んだ決算について，一定の方法に従って

判断処理する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

基本的な決算整理を加えた決算に関心を高め，その決

算処理の学習を的確に主体的に行う。 

作成した会計帳簿や貸借対照表と損益計算書からビジ

ネスの諸活動を把握する。 

進んだ決算整理を伴う決算手続きに関心を持ち，貸借

対照表と損益計算書の作成に進んで取り組む。 

・指導事項 

第22章 決算 

総合問題演習 

・教材 等 

高校簿記 実教出版 

日商簿記試験模擬問題集 実教出版 

検定簿記ワークブック 中央経済社 

【知識及び技能】 

決算手続きの役割と必要性を理解し、記帳法を理解し

て，基礎的な技術を身に付けたか。 

財務諸表の作成法を理解し作成することができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

決算整理を含んだ決算について，一定の方法に従って

判断処理しているか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

基本的な決算整理を加えた決算に関心を高め，その決

算処理の学習を的確に主体的に行おうとしているか。 

作成した会計帳簿や貸借対照表と損益計算書からビジ

ネスの諸活動を把握しようとしているか。 

進んだ決算整理を伴う決算手続きに関心を持ち，貸借

対照表と損益計算書の作成に進んで取り組みんでいる

か。 
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３

学

期 

E単元 

【知識及び技能】 

今まで学んだ仕訳・転記・各帳簿の締め切り・財務諸

表について理解させ作成方法を習得させる。 

取引の記帳に会計ソフトウェアを活用の利点および運

用方法について理解させ，データを入力し体験させる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

今まで学んだ仕訳・転記・各帳簿の締め切り・財務諸

表について，一定の方法に従って判断処理する。 

会計ソフトウェアをどのように活用するかの判断を通

じて，記帳の合理化を考える。 

【学びに向かう力、人間性等】 

会計ソフトウェアの活用に関心を高め，その運用方法

について積極的に学ぼうとする態度を養う。 

・指導事項 

総合問題演習 

第20章 会計ソフトウェア 

・教材 等 

高校簿記 実教出版 

日商簿記試験模擬問題集 実教出版 

検定簿記ワークブック 中央経済社 

【知識及び技能】 

今まで学んだ仕訳・転記・各帳簿の締め切り・財務諸

表の作成について理解し技術を身に付けたか。 

取引の記帳に会計ソフトウェアを活用することによる

利点および操作方法について理解したか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

会計ソフトウェアをどのように活用するかの判断を通

じて，記帳の合理化を考えることができるか。 

【学びに向かう力、人間性等】 

会計ソフトウェアの活用に関心を高め，その運用方法

について積極的に学ぼうとしたか。 
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年間授業計画 新様式例（案） 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 商業科  科目 ビジネス基礎 

教 科： 商業科   科 目： ビジネス基礎 単位数：２ 単位   対象学第年組：  第２年次生 選択者 

教科担当者： 渡辺茂  ２年次生１組～６組 

使用教科書： （ ビジネス基礎 東京法令出版 ） 

教科の目標：商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，ビジネスの意義や役割について理解させるとともに，ビジネスの諸活動を主体的，合理的 に，かつ倫

理観をもって行い，経済社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。 

【知識及び技能】 商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を身につけるようにする 

【思考力、判断力、表現力等】 ビジネスの意義や役割について理解させるとともに、ビジネスの諸活動を主体的，合理的に，かつ倫理観をもって行う力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 経済社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度および豊かな人間性をはぐくみ、主体的に協働的に取り組む態度を養う。 

科目  ビジネス基礎 の目標： 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で 

持続的な発展を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解し、ビジネス

に関連する技術を身に付ける。 

ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的

な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，ビジネス

の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 第1章 商業の学習とビジネス 

     2章 経済と流通 

【知識及び技能】 

商業（流通等）を学ぶ重要性、意義や役割について理

解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

商業学習(専門性を獲得するため)の重要性や商業（流

通）の役割や課題などについて思考を深め，適切に表現

することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

商業の学習分野および流通の意義や機能についてにつ

いて関心を持ち，将来の職業選択について主体的に探求

しようとしている。 

・指導事項 

 

4月 商業の学習とビジネス 

商業を学ぶ重要性と身につけたい力 

商業学習と職業との関連 

ビジネスの動向と課題 

5月 経済の基本概念 

   流通の意義と役割 

・教材 等 

ビジネス基礎 東京法令出版 

 

【知識及び技能】 

商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要について

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

商業を学ぶこと及びビジネスの意義と課題について、

経済社会の持続的な発展と関連について考え、説明し、

まとめている 

【学びに向かう力、人間性等】 

経済および流通の基礎的な事項について自ら学び主体

的かつ協働的に取り組んでいる。 

○ ○ ○ 13 
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B単元 第2章 経済と流通 

第3節 ビジネスの諸活動 

【知識及び技能】 

流通の必要性・担当者に関する情報を収集・整理して

活用することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

ビジネス活動や動向について思考を深め，具体例など

を用いて表現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

ビジネス活動について関心を持ち，意欲的に調べるな

ど，主体的に学習しようとしている。 

・指導事項 

 6～ 7月 ビジネスの諸活動 

流通の担当者のビジネス活動 

小売業者と卸売業者の諸活動 

・教材 等 

ビジネス基礎 東京法令出版 

【知識及び技能】 

・ビジネスの種類と流通ビジネスついて、経済社会にお

ける事例と関連付けて理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・ビジネス活動や動向について流通に関する課題を発見

し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考えてい

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

流通や流通に関わる様々なビジネスについて自ら学び、

これらの組織の一員として主体的かつ協働的に取り組ん

でいる。 

○ ○ ○ 13 
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２
学
期 

 
C単元 第6章 取引とビジネス計算 

【知識及び技能】 

売買契約の流れ、決済方法を理解し，基本的な知識を

身に付けている。 

ビジネス計算を理解し，基礎的な知識を身に付け活用

することができる。  

【思考力、判断力、表現力等】 

売買取引・代金決済について説明・表現ができ、  

ビジネス計算に関する知識と技術を身に付け，表現する

ことができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

売買取引や計算に関心を持ち，進んで調べ、計算する

など主体的に学習しようとしている。 

・指導事項 

 9～10月  取引とビジネス計算 

     売買取引の方法 

     代金決済の方法 

     ビジネス計算の方法 

 

・ 

・教材 等 

ビジネス基礎 東京法令出版 

【知識及び技能】 

・取引およびビジネス計算について実務に即して理解す

るとともに、関連する技術を身についている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・取引に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて

課題への対応策を考えている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

取引について自ら学び、適切な契約の締結と履行に主体

的かつ協働的に取り組んでいる。 

ビジネス計算について自ら学び、主体的かつ協働的に取

り組んでいる。 
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D単元 第4章 企業活動 

【知識及び技能】 

企業(お金･マーケティング･雇用等)に関する基本的な

知識を身に付け，理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

企業の行っている活動について，調べ，理解し、表現

できる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

企業の諸活動について関心を持ち，意欲的に調べるな

ど，主体的に学習しようとしている。 

・指導事項 

11～12月 企業の形態と組織 

     企業のマーケティング 

企業の資金管理・税・雇用 

・教材 等 

ビジネス基礎 東京法令出版 

【知識及び技能】 

・企業活動について経済社会における事例と関連付けて

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・企業活動に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づ

いて課題への対応策を考えている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・企業活動について自ら学び、企業活動に関する事例な

どを踏まえ、企業活動に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 
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３

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E単元 第2章 ビジネスに対する心構え 

    第3章 身近な地域のビジネス 

【知識及び技能】 

ビジネス活動において望ましい信頼関係を築くために

必要となる倫理観や法令遵守について理解している。 

基礎的なコミュニケーション能力を身に付け，その重

要性を理解し、さまざまな場面に応じることができる。 

情報収集の意義・方法及び目的を理解し、情報の入手

方法を適切に選択することができる。 

ビジネスに関する国内の身近な地域の抱える課題・動

向について，分析し振興策を考案し，発表する学習活動

を行う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

ビジネスマナーを身に付けることの意義を考え，社会

人としての望ましい心構えとはどのようなものかを自ら

考え判断し，表現することができる。 

情報を入手することの重要性を理解し，効率的に入手

できる方法を考え，表現することができる。 

身近な地域のビジネスにおいて必要とされる姿勢と課

題への取り組み方などについて理解している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

ビジネス活動において必要となる倫理観や法令遵守，

基礎的なビジネスマナーなどに関心を持ち、身に付け、

良好な人間関係を築こうとしている。 

情報収集の意義や方法に関心を持ち，効率的な情報の

入手方法を探究し，主体的に学習しようとしている。 

身近な地域のビジネスに関心を持ち，その具体例や課

題について調べ，主体的に学習しようとしている。 

・指導事項 

1～2月 ビジネスに対する心構え 

    信頼関係を構築することの意義 

    基本的なビジネスマナー 

    コミュニケーション 

    情報の入手と活用 

  3月 身近な地域のビジネス 

 

・教材 等 

ビジネス基礎 東京法令出版 

【知識及び技能】 

さまざまな地域のビジネスについて理解しているビジネ

スにおける信頼関係構築について実務に即して理解する

とともに、関連する技術を身に付けている。 

・ビジネスの場面を分析し、ビジネスにおいて他者への

対応について考えている。 

 

さまざまな地域のビジネスについて理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

ビジネスの場面を分析し、ビジネスにおいて他者への対

応について考えている。 

 

身近な地域のビジネスに関する課題を発見し、科学的な

根拠に基づいて、ビジネスの振興策を考え、実施及び評

価・改善を行っている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

情報を入手して活用し、評価・改善している。ビジネス

に主体的かつ協働的に取り組んでいる。 

身近なビジネスについて自ら学び、ビジネスの振興によ

る地域の発展に主体的かつ協働的に取り組んでいる。・ 
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    合計 70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式例（案） 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２・３学年用） 教科 商業 科目 観光ビジネス 

教 科：商業  科 目：観光ビジネス 単位数：２ 単位対象学２・３年次生 １組～６組 

教科担当者： 渡辺茂 ２・３年次生１組～６組  

使用教科書： （ なし ＪＴＢ時刻表 ） 

教科 観光ビジネスの目標：商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で

持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識及び技能】商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

科目 観光ビジネスの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

観光ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に

理解するとともに，関連する技術を身に付けるように

する。 

観光ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わ

る者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する

力を養う 

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学

び，観光ビジネスに主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 観光ビジネスの概要 

【知識及び技能】 

・観光ビジネスを学ぶ意義を理解する。 

・観光とビジネスとの関係及び観光ビジネス

の概要について学ぶ。 

・観光ビジネスの中心的な産業がサービス産

業であり，サービス自体の無形性，生産と消

費の同時性，消滅性，季節による需要量の変

動が大きいこと，供給量の調整が困難である

ことなどの特徴を理解する。 

・観光に関する消費行動の変化による観光の

多様化及び訪日旅行，海外旅行，国内旅行，

宿泊旅行，日帰り旅行など国内の身近な地域

をはじめ日本における観光ビジネスの動向に

ついて理解する。 

・時刻表の見方について理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観光ビジネスの意義と課題について考察す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・観光とビジネスとの関係及び観光ビジネス

について自ら学び，経済や消費者の動向など

を踏まえ，観光ビジネスに主体的かつ協働的

に取り組む。 

・指導事項 

1 観光ビジネスの担い手と特徴  

2 観光ビジネスの動向  

3 日本の観光政策  

4 地域の現状・活性化 

ア 観光ビジネスの特徴 

 イ 観光ビジネスの動向 

 ここでは，観光に関する消費行動の変化に

よる観光の多様化及び訪日旅行，海外旅 

行，国内旅行，宿泊旅行，日帰り旅行など国

内の身近な地域をはじめ日本における観 

光ビジネスの動向について扱う。 

 

・教材 等 

 

【知識及び技能】 

・観光ビジネスを学ぶ意義を理解している。 

・観光とビジネスとの関係及び観光ビジネス

の概要について理解するとともに，関連する

技術を身に付けている。 

・観光ビジネスの中心的な産業がサービス産

業であり，サービス自体の無形性，生産と消

費の同時性，消滅性，季節による需要量の変

動が大きいこと，供給量の調整が困難である

ことなどの特徴を理解できる。 

・観光に関する消費行動の変化による観光の

多様化及び訪日旅行，海外旅行，国内旅行，

宿泊旅行，日帰り旅行など国内の身近な地域

をはじめ日本における観光ビジネスの動向に

ついて理解できる。 

・時刻表の見方について理解しているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観光ビジネスの意義と課題について，日本

における経済の発展と関連付けて見いだすこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・観光とビジネスとの関係及び観光ビジネス

について自ら学び，経済や消費者の動向など

を踏まえ，観光ビジネスに主体的かつ協働的

に取り組んでいる。 
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C単元 観光ビジネスの主な産業 

【知識及び技能】 

・観光とビジネスとの関係及び観光ビジネス

の概要について学ぶ。 

・旅行業，宿泊業，飲食業，旅客輸送業，旅

行業など観光ビジネスの各主体に関して，役

割や業務などの概要及び関連する法規の概要

について理解する。 

・ＪＲ各社の運賃計算の方法を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

観光ビジネスの意義と課題について理解す

る。 

・運賃計算方法を利用して実際の経路の運賃

計算をする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

  観光とビジネスとの関係及び観光ビジネ

スについて自ら学び，経済や消費者の動向な

どを踏まえ，観光ビジネスに主体的かつ協働

的に取り組む。 

・指導事項 

1 旅行業    

2 宿泊業    

3 旅客輸送業  

4 娯楽業    

5 博物館，飲食業，土産物店の役割と特徴   

 ・教材 等 

【知識及び技能】 

・観光とビジネスとの関係及び観光ビジネス

の概要について理解するとともに，関連する

技術を身に付けている。 

・観光業，宿泊業，飲食業，旅客輸送業，旅

行業など観光ビジネスの各主体に関して，役

割や業務などの概要及び関連する法規の概要

について理解している。 

・ＪＲ各社の運賃計算の方法を理解している

か。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観光ビジネスの意義と課題について，日本

における経済の発展と関連付けて見いだすこ

とができる。 

・運賃計算方法を利用して実際の経路の運賃

計算ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・観光とビジネスとの関係及び観光ビジネス

について自ら学び，経済や消費者の動向など

を踏まえ，観光ビジネスに主体的かつ協働的

に取り組んでいる。 
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２

学

期 

 

E単元 観光ビジネスのマーケティング 

【知識及び技能】 

・観光ビジネスにおけるマーケティングにつ

いて企業における事例と関連付けて理解 

するとともに，関連する技術を身に付けるこ

と。 

・観光情報の発信，観光キャンペーンの実

施，対象となる顧客や顧客の居住地域などを

踏まえたプロモーションなど実際の観光ビジ

ネスにおけるマーケティングの特徴について

理解する。 

・ライフスタイルによる旅行目的の傾向など

観光ビジネスにおける顧客の特性について理

解する。 

・国内の身近な地域をはじめ日本を訪れる観

光客の多い国などに関しての文化と習慣につ

いて，日本との違いを理解する。 

・ＪＲ各社の特殊な運賃計算の方法を理解す

る。 

・ユニバーサルツーリズムを踏まえて顧客サ

ービスを行うことの重要性及び緊急時の対応

体制の構築など安全管理について理解する。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観光ビジネスにおけるマーケティングに関

する課題を発見し，それを踏まえ，科学的な

根拠に基づいて，観光ビジネスにおけるマー

ケティング計画を立案して実施し，評価・改

善すること。 

・観光情報の発信，観光キャンペーンの実

施，対象となる顧客や顧客の居住地域などを

踏まえたプロモーションなど実際の観光ビジ

ネスにおけるマーケティングの具体的な事例

を用いて分析し，考察する。 

・地域や年代による味覚や嗜好の違い，ライ

フスタイルによる旅行目的の傾向など観光ビ

ジネスにおける顧客の特性を踏まえ、科学的

な根拠に基づいて，観光ビジネスにおけるマ

ーケティング計画を立案して実施し，評価・

改善すること。 

・観光ビジネスにおけるホスピタリティの概

念と重要性について扱い，具体的な事例と関

連付けて分析し，考察する。 

・日本を訪れる観光客の多い国などに関して

の文化と習慣について，日本との違いを考察

する。 

・ＪＲ各社の特殊な運賃計算の方法を利用し

て実際の経路の計算をする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 観光ビジネスにおけるマーケティングにつ

いて自ら学び，経済や消費者の動向などを踏

まえ，マーケティングに主体的かつ協働的に

取り組むこと。 

・指導事項 

1 観光ビジネスの顧客  

2 観光ビジネスにおけるマーケティングの

意義  

3 観光ビジネスのマーケティング戦略 

 

・教材 等 

 

【知識及び技能】 

・観光ビジネスにおけるマーケティングにつ

いて企業の事例と関連付けて理解するととも

に，関連する技術を身に付けている。 

・観光情報の発信，観光キャンペーンの実

施，対象となる顧客や顧客の居住地域などを

踏まえたプロモーションなど実際の観光ビジ

ネスにおけるマーケティングの特徴について

理解しているか。 

・ライフスタイルによる旅行目的の傾向など

観光ビジネスにおける顧客の特性について理

解しているか。 

・国内の身近な地域をはじめ日本を訪れる観

光客の多い国などに関しての文化と習慣につ

いて，日本との違いを理解しているか。 

・ＪＲ各社の特殊な運賃計算の方法を理解で

きる。 

・ユニバーサルツーリズムを踏まえて顧客サ

ービスを行うことの重要性及び緊急時の対応

体制の構築など安全管理について理解でき

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観光ビジネスにおけるマーケティングに関

する課題を発見し，それを踏まえ，科学的な

根拠に基づいて，観光ビジネスにおけるマー

ケティング計画を立案して実施し，評価・改

善することができる。 

・観光情報の発信，観光キャンペーンの実

施，対象となる顧客や顧客の居住地域などを

踏まえたプロモーションなど実際の観光ビジ

ネスにおけるマーケティングの具体的な事例

を用いて分析し，考察しているか。 

・地域や年代による味覚や嗜好の違い，ライ

フスタイルによる旅行目的の傾向など観光ビ

ジネスにおける顧客の特性を踏まえ、科学的

な根拠に基づいて，観光ビジネスにおけるマ

ーケティング計画を立案して実施し，評価・

改善しているか。 

・観光ビジネスにおけるホスピタリティの概

念と重要性について扱い，具体的な事例と関

連付けて分析し，考察しているか。 

・日本を訪れる観光客の多い国などに関して

の文化と習慣について，日本との違いを考察

することができる。 

・ＪＲ各社の特殊な運賃計算の方法を利用し

て実際の経路の計算ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・観光ビジネスにおけるマーケティングにつ

いて自ら学び，経済や消費者の動向などを踏

まえ，マーケティングに主体的かつ協働的に

取り組んでいる。 
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F単元 観光資源の発見と活用 

【知識及び技能】 

・観光資源について理解する。 

・観光資源と観光政策について企業などにお

ける事例と関連付けて理解すること。 

・持続可能な観光（サスティナブル・ツーリ

ズム）について理解する。 

・観光資源の保護と保全に関する行政の取組

及び企業などによる観光資源の保護と保全活 

動について理解する。 

・国内の身近な地域をはじめ日本における観

光政策の動向について理解する。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・国内の身近な地域をはじめ日本に存在する

主要な観光資源について，産業，気候，歴

史，文化などと関連付けて考察する。 

・観光資源を観光対象とするための方策を考

察する。 

・観光資源の活用に関する課題を発見し，そ

れを踏まえ，科学的な根拠に基づいて，観光

資源の活用に関する計画を立案して実施し，

評価・改善する。 

・観光資源の保護と保全の重要性及び観光が

地域社会に与える影響について扱い，具体的

な事例と関連付けて分析し，考察する。 

・観光協会，観光地域におけるマーケティン

グやマネジメントなどによりまちづくりを行

う組織など観光振興の組織の役割につて考察

する。 

・旅行の行程を企画・発表する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

観光資源と観光政策について自ら学び，経済

や消費者の動向などを踏まえ，観光資源の効

果的な活用に主体的かつ協働的に取り組むこ

と。 

・指導事項 

1 観光資源とは何か 

 （1）観光資源の概要 

 （2）観光資源のひろがり  

2 観光資源の保護と保全   

 （1）観光資源の保護と保全の意義   

 （2）保護や保全の方法 

ア 国内の観光資源 

イ 観光資源の保護と保全 

 ウ 観光政策の動向 

  

・教材 等 

 

【知識及び技能】 

・観光資源について理解している。 

・観光資源と観光政策について企業などにお
ける事例と関連付けて理解するとともに，関
連する技術を身に付けている。 

持続可能な観光（サスティナブル・ツーリズ

ム）について理解できる。 

・観光資源の保護と保全に関する行政の取組

及び企業などによる観光資源の保護と保全活 

動について理解できる。 

・国内の身近な地域をはじめ日本における観

光政策の動向について理解できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観光資源の活用に関する課題を発見し，そ
れを踏まえ，科学的な根拠に基づいて，観光
資源の活用に関する計画を立案して実施し，
評価・改善することができる。 

・観光資源を観光対象とするための方策を考

察できる。 

・観光資源の活用に関する課題を発見し，そ

れを踏まえ，科学的な根拠に基づいて，観光

資源の活用に関する計画を立案して実施し，

評価・改善できる。 

・観光資源の保護と保全の重要性及び観光が

地域社会に与える影響について扱い，具体的

な事例と関連付けて分析し，考察できる。 

・観光協会，観光地域におけるマーケティン

グやマネジメントなどによりまちづくりを行

う組織など観光振興の組織の役割につて考察

できる。 

・旅行の行程を企画・発表ができる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・観光資源と観光政策について自ら学び，経

済や消費者の動向などを踏まえ，観光資源の

効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組ん

でいる。 

○ ○ ○ 14 

 定期考査       

３
学
期 

G単元 地方自治の観光政策 

    観光まちづくり 

【知識及び技能】 

・観光による地域の活性化について企業にお

ける事例と関連付けて理解すること。 

・観光の振興と地域社会におけるまちづくり

との関係及び連携することの意義について理

解する。 

・エコツーリズム，グリーンツーリズム，フ

・指導事項 

1 地方自治体の観光政策の概要 

 （1）観光基本計画の策定  

 （2）地方自治体の観光政策の効果  

 （3）地方自治体の観光主管部署の概要 

 （4）観光主管部署と連携する組織   

2 地方自治体の観光政策の実施内容  

 （1）観光情報の発信・提供 

 （2）イベントや国際会議の活用 

【知識及び技能】 

・地方自治体の観光政策の概要について理解
するとともに，関連する技術を身に付けてい
る。 

・観光の振興と地域社会におけるまちづくり

との関係及び連携することの意義について理

解できる。 

・エコツーリズム，グリーンツーリズム，フ

ードツーリズムなどについて理解できる。 

・・観光ビジネスが産業の振興，雇用と税収

○ ○ ○ 

14 

合計 

70 



ードツーリズムなどについて理解する。 

・観光ビジネスが産業の振興，雇用と税収の

増加，社会基盤の整備など経済的，社会的な

効果をもたらすことについて理解する。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・観光による地域の活性化に関する課題を発

見し，それを踏まえ，科学的な根拠に基 

づいて，観光による地域の活性化に関する計

画を立案して実施し，評価・改善すること。 

・観光の振興と地域社会におけるまちづくり

との関係及び連携した成果と課題について，

分析し，考察する。 

・エコツーリズム，グリーンツーリズム，フ

ードツーリズムなどの観光需要や観光目的に

対応したまちづくりについて，地域社会が観

光客を受け入れるための取組などを分析し，

考察する。 

・観光市場における国内の身近な地域の現状

について扱い，調査と分析を行い、観光に関

する地域の課題を具体的な事例を用いて分析

し，考察する。 

・これまでの学習内容を踏まえて，国内の身

近な地域に存在する観光資源についての認知

度や来訪者などの調査，観光資源となりうる

資源を見いだす学習活動及び観光ツアーなど

の観光商品の企画，既存の観光商品のブラン

ド力の向上，観光振興を目指したイベントの 

企画とマネジメント，観光に関する情報の発

信など観光の振興策を考案して地域や産業界

等に提案し，改善を図る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

観光による地域活性化について自ら学び，経

済や消費者の動向などを踏まえ，観光 

ビジネスに主体的かつ協働的に取り組む。 

・実習に主体的・協働的に取り組む。 

 （3）観光資源の市場化 

 （4）観光資源の管理   

 （5）観光客を受け入れる環境整備  

 （6）観光に関する調査の実施と観光統計

の作成  

特集 京都市の観光政策 

1 観光まちづくりとは何か  

 （1）観光まちづくりの概要 

 （2）観光まちづくりと地域資源  

 （3）持続的な観光まちづくりのために 

2 観光まちづくりと地域の活性化のプロセ

ス  

 （1）地域の現状を知る   

 （2）観光振興策を立案する  

 

 

 

特集 地域の活性化と観光まちづくり   

実習 地域の活性化と観光まちづくりの実践   

・教材 等 

ア 観光振興とまちづくりとの関係 

 イ 観光に関する地域の課題 

 ウ 地域の活性化 

  

 

の増加，社会基盤の整備など経済的，社会的

な効果をもたらすことについて理解できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・地方自治体の観光政策に関する課題を発見
し，それを踏まえ，科学的な根拠に基づい
て，観光政策を立案して実施し，評価・改善
することができる。 

・・観光の振興と地域社会におけるまちづく

りとの関係及び連携した成果と課題につい

て，分析し，考察することができる。 

・エコツーリズム，グリーンツーリズム，フ

ードツーリズムなどの観光需要や観光目的に

対応したまちづくりについて，地域社会が観

光客を受け入れるための取組などを分析し，

考察することができる。 

・観光市場における国内の身近な地域の現状

について扱い，調査と分析を行い、観光に関

する地域の課題を具体的な事例を用いて分析

し，考察することができる。 

・これまでの学習内容を踏まえて，国内の身

近な地域に存在する観光資源についての認知

度や来訪者などの調査，観光資源となりうる

資源を見いだす学習活動及び観光ツアーなど

の観光商品の企画，既存の観光商品のブラン

ド力の向上，観光振興を目指したイベントの 

企画とマネジメント，観光に関する情報の発

信など観光の振興策を考案して地域や産業界

等に提案し，改善を図ることができる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・地方自治体の観光政策について自ら学び，
観光による地方創生や地域の活性化などを踏
まえ，持続可能な観光政策に主体的かつ協働
的に取り組んでいる。 

・実習に主体的・協働的に取り組んでいる。 

13 

定期考査       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 科目 演劇 

教 科： 演劇   科 目： 演劇   単位数：２ 単位  対象学年 ：第２・３ 学年  

教科担当者：     砂  田     祥  貴 

使用教科書： （    な し     ） 

教科 演劇の 目標： 

【知識及び技能】 文化や芸術に親しんだりするような演劇的活動に対する多様な関わり方を理解するとともに，技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】様々な演劇的活動を通じ、豊かな感性と表現力、コミュニケーション能力を身につける。 

【学びに向かう力、人間性等】主体的に演劇的活動に取り組み、感性を高め心豊かな生活やコミュニケーション能力を養う。 

科目 演劇 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

演劇的活動に対する多様な関わり方を理解するととも

に，技能を身に付ける。 

様々な演劇的活動を通じ、豊かな感性と表現力、コミ

ュニケーション能力を身につける。 

主体的に演劇的活動に取り組み、感性を高め心豊かな

生活やコミュニケーション能力を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１

学

期 

 

【知識及び技能】 

身体や声の表現方法を理解し、表現すること

ができる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

演劇についての知識を深めつつ、表現したい

ものをするための工夫がみられる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 主体的に活動に参加し、自ら多様な表現に

チャレンジしようとする。 

 

・指導事項 

 

・身体と声を使ったゲーム等を通じ、演劇の

基礎となる人間関係を築く 

・心身解放のワークショップ、声での表現・

コミュニケーション・身体表現を学ぶ 

・シナリオの構造の理解 

・日常の会話をスケッチして表現する 

 

【知識及び技能】 

授業態度・レポート提出 

【思考力、判断力、表現力等】 

授業態度・レポート提出 

【学びに向かう力、人間性等】 

授業態度・レポート提出 

〇 〇 〇 ２８ 

２
学
期 

 

【知識及び技能】 

身体や声の表現方法を理解し、表現すること

ができる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

演劇についての知識を深めつつ、表現したい

ものをするための工夫がみられる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 主体的に活動に参加し、自ら多様な表現に

チャレンジしようとする。 

 

・指導事項 

 

・スケッチから演劇へと発展させていく 

・舞台スタッフの役割について学ぶ 

・各自のスケッチを総合して演劇のシナリオ

へと発展させていく 

・舞台作りの知識を深め、シナリオを創作し

ていく 

【知識及び技能】 

授業態度・レポート提出 

【思考力、判断力、表現力等】 

授業態度・レポート提出 

【学びに向かう力、人間性等】 

授業態度・レポート提出 

〇 〇 〇 ２８ 

３
学
期 

【知識及び技能】 

身体や声の表現方法を理解し、表現すること

ができる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

演劇についての知識を深めつつ、表現したい

ものをするための工夫がみられる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 主体的に活動に参加し、自ら多様な表現に

チャレンジしようとする。 

 

・指導事項 

 

・上演に向けて作品を制作すし、上演する。 

【知識及び技能】 

授業態度・レポート提出 

【思考力、判断力、表現力等】 

授業態度・レポート提出 

【学びに向かう力、人間性等】 

授業態度・レポート提出 

〇 〇 〇 

１４ 

 

 

合計

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：外国語   科 目：ドイツ語・ドイツ文化 単位数：2  

単位対象学年組：第２、３学年 

教科担当者： （永 田 あ や ）  

使用教科書： （ドイツ語インフォメーション neu2（朝日出版社）     ） 

教科 の目標： 

【知識及び技能】ドイツ語の初歩的な文法を身につける 

【思考力、判断力、表現力等】簡単なドイツ語を使って身の回りのことについて 表現できるようにする 
【学びに向かう力、人間性等】異文化に対する理解を深め 物事を多層的に捉える力を身につける 

 
科目 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

ドイツ語の初歩的な文法を身につける 
 

簡単なドイツ語を使って身の回りのことについて 表
現できるようにする 

異文化に対する理解を深め 物事を多層的に捉える
力を身につける 
 

 
 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当
時間 

１
学
期 

 
アルファベート つづりと発音 

【知】ドイツ語の正しい発音を身につける
【思】ドイツ語の正しい発音を身につける
【考】ドイツ語の正しい発音を身につける 
 

母音 
母音の連続 
子音 
 

【知】【思】【主】アルファベットを正しく発音で
きる 
【知】【思】【主】発音規則に従って単語を発
音できる 

〇 〇 〇 ２ 

 
Lektion 0 

【知】ドイツ語であいさつができる 
【思】ドイツ語であいさつができる 
【考】ドイツ語であいさつができる 

ドイツ語のあいさつ 
数詞1 
 

【知】【思】【主】ドイツ語であいさつができる  
【知】【思】【主】0から100までの数字を正しく
発音できる 
 

〇 〇 〇 ２ 

       
 
Lektion 1 

【知】動詞の人称 変化 ができる 
【思】簡単な自己紹介ができる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

人称代名詞  
動詞の現在人称変化 
 sein  
疑問詞 

【知】【思】【考】主語に合わせて 動詞を 正
しく人称変化できる 
【知】【思】【考】名前、出身地、住んでいる場
所、年齢、職業について質疑応答ができる 

〇 〇 〇 ２ 

 
Lektion 2 

【知】名詞の性について理解する 
【思】簡単な質疑応答ができる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

haben 
名詞の性 
語順 

【知】【思】【考】主語に合わせて動詞を正しく
人称変化できる 
【知】【思】【考】名詞の性に合わせて定冠詞
を使い分けることができる 
【知】【思】【考】学んでいる言語と趣味につい
て質疑応答できる 
 

〇 〇 〇 ２ 

       
 
Lektion 3 

【知】名詞の格変化を理解する 
【思】欲しいものを伝え、値段を聞くことがで
きる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 
 

定冠詞と名詞の格変化 
名詞の複数形 
 

【知】【思】【考】名詞の格（1・4格）に合わせ
て定冠詞を変化できる 
【知】【思】【考】値段について質疑応答できる 
 

〇 〇 〇 
４ 
 

 
Lektion 4_1 

【知】不定冠詞・否定冠詞を理解する 
【思】持っているものを伝えられる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 
 

不定冠詞 
否定冠詞 
 

【知】【思】【考】名詞の格（1・4格）に合わせ
て定冠詞を変化できる 
【知】【思】【考】持ち物をについて質疑応答で
きる 
 

〇 〇 〇 
 
４ 

 
まとめテスト 

【知】1学期に学んだことを確認する 
【思】1学期に学んだことを確認する 
 
 

筆記テスト 
口頭テスト 

【知】【思】1学期のまとめとして筆記試験と
口頭試験を行う 
 
 

〇 〇  ２ 

２
学
期 

  
Lektion 4_2 

【知】所有冠詞を理解する 
【思】家族について説明できる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

所有冠詞 
 

【知】【思】【主】名詞の格（1・4格）に合わせ
て所有冠詞を変化できる 
【知】【思】【主】家族について質疑応答できる 
 

〇 〇 〇 ８ 

Lektion 5 
【知】不規則変化動詞のパターンを理解する 
【思】「…に～する」という構文を使って様々
な表現ができる。 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

現在人称変化の不規則な動詞１ 
名詞の３格 
人を表す疑問代名詞 

【知】【思】【主】主語に合わせて不規則変化
動詞を正しく人称変化できる 
【知】【思】【主】名詞の格（３格）に合わせて
冠詞を変化できる 
 

〇 〇 〇 10 



Lektion 6 
【知】人称代名詞を理解する 

【思】天気や体調を伝えられる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

現在人称変化の不規則な動詞２ 
人称代名詞 
非人称のes 

【知】【思】【主】主語に合わせて不規則変化
動詞を正しく人称変化できる 
【知】【思】【主】人称代名詞を正しく変化させ
て使うことができる 
【知】【思】【主】天気について質疑応答できる 
 

〇 〇 〇 ８ 

 

Lektion 7 
【知】前置詞の格支配を理解する 

【思】どこに何があるかを伝えられる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

前置詞 
前置詞と定冠詞の融合形 

【知】【思】【主】前置詞の格支配を理解し、正
しい組み合わせで使うことができる。 
【知】【思】【主】どこに何があるか質疑応答
できる 
 

〇 〇 〇 ８ 

 まとめテスト 
【知】2学期に学んだことを確認する 

【思】2学期に学んだことを確認する 
 

筆記テスト 
口頭テスト 

【知】【思】2学期のまとめとして筆記試験と
口頭試験を行う 
 
 

〇 〇  ２ 

３
学
期 Lektion 8 

【知】話法の助動詞について理解する 
【思】自分ができることを伝えられる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

話法の助動詞 
話法の助動詞の現在人称変化 
話法の助動詞の主な意味 

【知】【思】【主】話法の助動詞を主語に合わ
せて人称変化させ、正しく使うことができ
る。 
【知】【思】【主】できることやしたいことにつ
いて質疑応答できる 
 
 
 
 
 

〇 〇 〇 ６ 

Lektion 9 
【知】分離動詞と命令形の作り方を理解する 
【思】１日のスケジュールを述べる 
【考】ドイツ語圏について理解を深める 
 

分離動詞 
命令形 
時刻表現 

【知】【思】【主】分離動詞について理解する
【知】【思】【主】命令文が作れる 
【知】【思】【主】時刻が言える 
【知】【思】【主】１日のスケジュールを伝える
ことができる 
 

〇 〇 〇 ８ 

まとめテスト 
【知】3学期に学んだことを確認する 

【思】3学期に学んだことを確認する 
 

筆記テスト 
口頭テスト 

【知】【思】3学期のまとめとして筆記試験と
口頭試験を行う 
 
 

〇 〇  

２ 

７０ 

合計 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 科目 

教 科：情報  科 目：スペイン語 単位数：２ 単位対象学年： ２・３年 

教科担当者：Miguel Ángel Ibáñez Muñoz、波多野 

 使用教科書：  

科目 スペイン語 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

スペイン語の音声や語彙、表現、文法などの理解を深

め、実際のコミュニケーションにおいて適切に活用で

きる技術と知識を身に付ける。 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて

日常的な話題ついてスペイン語で理解し、適切に表現

する。 

スペイン文化に対する理解を深め、聞き手、話し手に

配慮しながら主体的自律的にドイツ語を用いてコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

スペイン語の音声や語彙、表現、文法などの

理解を深め、実際のコミュニケーションにお

いて適切に活用できる技術と知識を身に付け

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況

に応じて日常的な話題ついてスペイン語で理

解し、適切に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スペイン文化に対する理解を深め、聞き手、

話し手に配慮しながら主体的自律的にドイツ

語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を養う。 

・指導事項 

アルファベート、発音、二重母音、三重母音 

二重子音、音節、言葉のアクセント、人称代

名詞、Ser動詞、さまざまの質問の作り方、

疑問詞のquién、 quiénes、 qué、名詞の性

別と数。紹介、職業の表し方。 

・教材 等 

プリント、新スペイン語レッスン初級 

【知識及び技能】 

定期考査 

【思考力、判断力、表現力等】 

発問による回答 

【学びに向かう力、人間性等】 

出席状況、授業態度 

〇 〇 〇 ２８ 

２
学
期 

 

【知識及び技能】 

スペイン語の音声や語彙、表現、文法などの

理解を深め、実際のコミュニケーションにお

いて適切に活用できる技術と知識を身に付け

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況

に応じて日常的な話題ついてスペイン語で理

解し、適切に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スペイン文化に対する理解を深め、聞き手、

話し手に配慮しながら主体的自律的にドイツ

語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を養う。 

・指導事項 

冠詞、形容詞の性別と数、疑問視のónde、国

籍の表し方、人の描写、程度を表す副詞、疑

問詞のcuán、指示限定詞、物の描写、色の表

し方、中性指示代名詞、家族、所有限定詞、

所有形容詞、Tener動詞。 

・教材 等 

プリント、新スペイン語レッスン初級 

【知識及び技能】 

定期考査 

【思考力、判断力、表現力等】 

発問による回答 

【学びに向かう力、人間性等】 

出席状況、授業態度 

〇 〇 〇 ２８ 

３
学
期 

【知識及び技能】 

スペイン語の音声や語彙、表現、文法などの

理解を深め、実際のコミュニケーションにお

いて適切に活用できる技術と知識を身に付け

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況

に応じて日常的な話題ついてスペイン語で理

解し、適切に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

スペイン文化に対する理解を深め、聞き手、

話し手に配慮しながら主体的自律的にドイツ

語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を養う。 

・指導事項 

Tener動詞（所有）、100までの数字、量の聞

き方、疑問詞のcuánto、Tener動詞（状態）

不定形容詞、Estar動詞（状態） 

・教材 等 

プリント、新スペイン語レッスン初級 

【知識及び技能】 

定期考査 

【思考力、判断力、表現力等】 

発問による回答 

【学びに向かう力、人間性等】 

出席状況、授業態度 

〇 〇 〇 

１４ 

 

 

合計

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式例（案） 

東京都立つばさ総合高等学校 令和 5年度（2･3学年用）教科  国際文化理解  科目  フランス語・フランス文化 

教 科： 国際文化理解科   科 目：フランス語・フランス文化 単位数： ２ 単位 対象学年組：第 ２・３ 年次 １ 組～ ６ 組 

教科担当者：   渡辺茂 

使用教科書： （ Spirale 新スピラル 日本人初心者のためのフランス語 ） 

教科 国際文化理解科 の目標： 

【知識及び技能】 

各言語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、聞く、読む、話す実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる技術と知識を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて日常的な話題について各言語で理解し、適切に表現したり伝え合ったりすることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

各言語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話し手に配慮しながら主体的自律的に各言語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

科目 フランス語・フランス文化 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

フランス語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな

どの理解を深め、聞く、読む、話す実際のコミュニケ

ーションにおいて適切に活用できる技術と知識を身に

付ける。 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応

じて日常的な話題についてフランス語で理解し、適切

に表現したり伝え合ったりすることができる。 

フランス語の背景にある文化に対する理解を深め、聞

き手、話し手に配慮しながら主体的自律的にフランス

語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を

養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期
 

単元  

Initiation1･2  

・挨拶をする  

・自己紹介をする 

・数字（０～５まで） 

【知識及び技能】 

・フランスに関する全般的な知識を身に  

つける 

・フランス語圏の存在を知る 

・ETRE 動詞について理解する 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・日常的な挨拶ができる 

・簡単な自己紹介ができる 

・数字の０～５までを話すことができる 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・挨拶や自己紹介を主体的・協業的に取り 

組む 

・指導事項 

４月 フランス紹介（地図） 

見のまわりのフランス語 

５月  

挨拶 丁寧な言い方  

数字（０－５） 

ETRE 動詞 

 

・教材 Spirale  

新スピラル 日本人初心者のための   

フランス語 

 

 

【知識及び技能】 

・フランスに関する全般的な知識を身につける

ことができたか 

・フランス語圏の存在を知ることができたか 

・数字の０～５までを理解することができたか 

・ETRE 動詞について理解することができたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・日常的な挨拶を表現することができたか 

・簡単な自己紹介を表現することができたか 

・数字の０～５を表現することができたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

欠席、遅刻等出席状況 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的、協働的に

取り組んでいるか 

〇 〇 〇 13 

定期考査   〇 〇 〇 1 

単元  

Unite1 lecon1･2 

・国籍や職業をたずね、やりたい職業を 

いう 

 ・男性系、女性系 

・ETRE 動詞活用 

・疑問形、否定形 

・PARLER 話す動詞 

【知識及び技能】 

・男性系、女性系について理解することが

できる 

・ETRE 動詞活用について理解することが  

できる 

・疑問形、否定形について理解することが 

できる 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・国籍をたずね、国籍を答える表現が   

できる。 

・職業をたずね、やりたい職業を答える  

表現ができる 

・国籍をたずね、国籍について答える表現

ができる 

・PARLER 動詞を使い表現することができる 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・指導事項 

６月 国籍 職業 男性・女性系 

活用 ETRE （。。です）疑問形 

 

７月 ・国籍 活用（第一グループ） 

否定形  PARLER 話す動詞 

 

・教材 Spirale  

新スピラル 日本人初心者のための   

フランス語 

 

【知識及び技能】 

・男性系、女性系について理解することがで

きたか 

・ETRE 動詞活用について理解することがで

きたか 

・疑問形、否定形について理解することがで

きたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・国籍をたずね、国籍を答える表現ができた

か。 

・職業をたずね、やりたい職業を答える表現が

できたか 

・国籍や職業をたずね、やりたい職業をいう 

・PARLER 動詞を使い表現することがでたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的、協働的に

取り組んでいるか 

〇 〇 〇 13 



 ・様々なことに興味を持ち、主体的・協働

的に取り組む 

定期考査   〇 〇 〇 1 

２

学

期 

 

単元 

Unite1 lecon3 

Unite2 lecon4 

 ・人についてたずねる 

 ・もの、ことを示す 

 ・好きなものを言う（食べ物・飲み物） 

【知識及び技能】  

 ・国名、観光地について理解することが 

できる 

 ・CONNAITRE（知る動詞）、場所を表す前置

詞（EN,AU）について理解することができる 

 ・食べ物、場所、余暇について理解するこ

とができる。 

・AIMER（好き動詞）＋定冠詞について理解

することができる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・国名や観光地について CONNAITRE（知る  

動詞）や場所を表す前置詞（EN,AU）を   

使用して表現ができる 

・食べ物、場所、余暇について表現する 

ことができる 

・AIMER（好き動詞）と定冠詞を利用して 

表現することができる 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・様々なことに興味を持ち、主体的・  

協働的に取り組む 

・指導事項 

9月 国名 観光地   

CONNAITRE （ 知る動詞 ） 

場所を表す前置詞（EN , AU） 

 

10月 食べ物 場所 余暇 

AIMER（ 好き動詞）＋定冠詞 

 

・教材 Spirale  

新スピラル 日本人初心者のための   

フランス語 

 

【知識及び技能】 

・国名、観光地について理解することができ

たか 

 ・CONNAITRE（知る動詞）、場所を表す前置

詞（EN,AU）について理解することができた

か 

 ・食べ物、場所、余暇について理解すること

ができたか 

・AIMER（好き動詞）＋定冠詞について理解

することができたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・国名や観光地について CONNAITRE（知る動

詞）や場所を表す前置詞（EN,AU）を使用し

て表現ができたか 

 ・食べ物、場所、余暇について表現すること

ができたか 

・AIMER（好き動詞）と定冠詞にを利用して

表現することができたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・授業に興味を持ち、誠実で主体的、協働的に

取り組んでいるか 

〇 〇 〇 13 

定期考査   〇 〇 〇 1 

単元 

Unite2 lecon5･6 

・好きなことを言う 

・好き嫌いの程度を言い表す 

・好みを説明する 

・人を描写する 

・どちらが好きか理由を述べる 

 

【知識及び技能】 

・行動（～にでかける）の使い方を理解 

することができる 

・好き、嫌いの程度の使い方について  

理解することができる 

・AIMER の活用の仕方について理解するこ

とができる 

・好みの説明（形容詞）の使い方について

理解できる 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・「～にでかける」という表現ができる 

・好き、嫌いの程度を表現することが  

できる 

・AIMER の活用させて表現することができ

る 

・好みの説明することができる 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・授業内容について興味を持ち、主体的・協

働的に取り組む 

 

・指導事項   

11月 行動（でかける。。。） 

好き嫌いの程度を言い表す 

AIMER 活用 

 

12月 好みの説明（形容詞）人の描写 

理由をつける （。。。だから） 

 

・教材 Spirale  

新スピラル 日本人初心者のための   

フランス語 

【知識及び技能】 

・～に出かけるの使い方を理解することがで

きたか 

・好き、嫌いの程度の使い方について理解す

ることができたか 

・AIMER の活用の仕方について理解すること

ができたか 

・好みの説明（形容詞）の使い方について理

解できたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・「～にでかける」という表現ができたか 

・好き、嫌いの程度を表現することができた

か 

・AIMER の活用させて表現することができた

か 

・好みの説明することができたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・授業の内容に興味を持ち、誠実で主体的、協

働的に取り組んでいるか 

〇 〇 〇 13 

定期考査   〇 〇 〇 1 



３
学
期
 

単元 

Unite3 lecon7･8･9 

 ・自分について話す 

 ・科目について話す 

 ・持っているものについて話す 

 ・場所について説明する 

 

【知識及び技能】 

 ・学校の科目、学歴、年齢の単語について

理解することができる 

 ・所有物 AVOIR （持つ動詞）について理

解することができる 

・フランスの地名について理解することが

できる 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・学校の科目、学歴、年齢について表現 

することができる 

 ・所有物 AVOIR （持つ動詞）を利用して

表現することができる 

 ・場所についての説明を表現することが 

できる 

・IL Y Å（～にあります）を表現するこ

とができる 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・授業内容について興味を持ち、主体的・協

働的に取り組む 

 

・指導事項 

自由な内容 

1月 

例：学校の科目 学歴 年齢を言う 

2月  

例：所有物 AVOIR （持つ動詞） 

3月  

例：場所についての説明 

フランスの地名 

IL Y Å（～にあります） 

 

・教材 Spirale  

新スピラル 日本人初心者のための   

フランス語 

 

【知識及び技能】 

 ・学校の科目、学歴、年齢の単語について理

解することがでたか 

 ・所有物 AVOIR （持つ動詞）について理解

することができたか 

・フランスの地名について理解することがで

きたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・学校の科目、学歴、年齢について表現する

ことができたか 

 ・所有物 AVOIR （持つ動詞）を利用して表

現することができたか 

 ・場所についての説明を表現することができ

たか 

・IL Y Å（～にあります）を表現するこ

とができたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・授業内容について興味を持ち、主体的・協働

的に取り組んでいるか 

 

〇 〇 〇  

 定期考査   〇 〇 〇 合計 

       ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 国語 科目 中国語・中国文化 

教 科：国語  科 目：中国語・中国文化  単位数：２ 単位対象学年： ２・３年 

教科担当者：長崎娟子、神谷 

 使用教科書：  

科目 中国語 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

中国語の音声や語彙、表現、文法などの理解を深め、

実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる

技術と知識を身に付ける。 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて

日常的な話題ついて中国語で理解し、適切に表現す

る。 

中国文化に対する理解を深め、聞き手、話し手に配慮

しながら主体的自律的に中国語を用いてコミュニケー

ションを図ろうとする態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

【知識及び技能】 

中国語の音声や語彙、表現、文法などの理解

を深め、実際のコミュニケーションにおいて

適切に活用できる技術と知識を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況

に応じて日常的な話題ついて中国語で理解

し、適切に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

中国文化に対する理解を深め、聞き手、話し

手に配慮しながら主体的自律的に中国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとする態度

を養う。 

・指導事項 

基本的な挨拶表現、声調と母音・子音 

動詞「是」、助詞「的」、連動文、「中国の

国旗」 

助動詞「想」、動詞「有」、「中国の民族」 

 

・教材 等 

プリント、しゃべっていいとも中国語 

【知識及び技能】 

定期考査 

【思考力、判断力、表現力等】 

発問による回答 

【学びに向かう力、人間性等】 

出席状況、授業態度 

〇 〇 〇 ２８ 

２
学
期 

 

【知識及び技能】 

中国語の音声や語彙、表現、文法などの理解

を深め、実際のコミュニケーションにおいて

適切に活用できる技術と知識を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況

に応じて日常的な話題ついてス中国語で理解

し、適切に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

中国文化に対する理解を深め、聞き手、話し

手に配慮しながら主体的自律的に中国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとする態度

を養う。 

・指導事項 

動詞「在」、前置詞「往」、「中国の首都」 

数のいい方、値段のたずね方、「中国の主要

都市」 

年月日、曜日、年齢のいい方、「中国の世界

遺産」 

 

・教材 等 

プリント、しゃべっていいとも中国語 

【知識及び技能】 

定期考査 

【思考力、判断力、表現力等】 

発問による回答 

【学びに向かう力、人間性等】 

出席状況、授業態度 

〇 〇 〇 ２８ 

３
学
期 

【知識及び技能】 

中国語の音声や語彙、表現、文法などの理解

を深め、実際のコミュニケーションにおいて

適切に活用できる技術と知識を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況

に応じて日常的な話題ついて中国語で理解

し、適切に表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

中国文化に対する理解を深め、聞き手、話し

手に配慮しながら主体的自律的に中国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとする態度

を養う。 

・指導事項 

文末の「了」、「中国の教育」 

助動詞「会」、「中国の料理」 

 

・教材 等 

プリント、しゃべっていいとも中国語 

【知識及び技能】 

定期考査 

【思考力、判断力、表現力等】 

発問による回答 

【学びに向かう力、人間性等】 

出席状況、授業態度 

〇 〇 〇 

１４ 

 

 

 

合計

７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 科目：日本の伝統・文化 

教 科：自由選択科目   科 目：日本の伝統と文化 単位数：2単位 

対象学年組：第２・３学年  

教科担当者： （ 櫻 井  ） 

使用教科書： （ 龍生派の自由花 入門・初伝 中伝 ）     ） 

教科 日本の伝統と文化 の目標：日本の伝統・文化の理解を深めるとともに、日本人としての誇りを持ち、日本の良さを発信する能力や態度を養う。 

【知識及び技能】 日本の伝統・文化の表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 生け花なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、日本の伝統・文化に対する見方や感じ方を深めたり

することができるようにする、 

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に日本の伝統・文化の幅広い創造活動に取り組み感性を高め心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

生け花と茶道の基本を実習を通して学び、所作を身に

つける 

生け花と茶道の基本を実習を通して日本の伝統・文化

の理解を深める 

生け花と茶道の基本を実習を通して日本人としての

誇りを持ち、日本の良さを発信する能力や態度を養

う。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 「龍生派の自由花」入門・初伝 

【知識及び技能】 

・花材の基本を理解する。 

・「自由花」の流れを身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・適正な所作での花材をいける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 生け花 

・教材 等 花材 教科書 

【知識及び技能】 

・生け花の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

○ ○ ○ ６ 

B単元 「龍生派の自由花～真の基本型」

【知識及び技能】 

・テーマを基に生け花を制作する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本花型を理解しを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 生け花 

・教材 等 花材 教科書 

【知識及び技能】 

・生け花の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

○ ○ ○ ６ 

定期考査       

C単元 「龍生派の自由花～投げ入れ 真の

基本型」【知識及び技能】 

・テーマを基に生け花を制作する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本花型を理解しを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 生け花 

・教材 等 花材 教科書 

【知識及び技能】 

・生け花の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

○ ○ ○ ６ 

D単元「龍生派の自由花～線状の素材による

自由花の基礎演習」 

【知識及び技能】 

・テーマを基に生け花を制作する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本花型を理解しを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 生け花 

・教材 等 花材 教科書 

【知識及び技能】 

・生け花の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。 

○ ○ ○ ４ 

定期考査       

２
学
期 

 

E単元「龍生派の自由花～面状の素材による

自由花の基礎演習」 

【知識及び技能】 

・テーマを基に生け花を制作する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・基本花型を理解しを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 生け花 

・教材 等 茶道具 

【知識及び技能】 

・生け花の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。】 

 

○ ○ ○ ２ 

定期考査       



F単元「薄茶点前の割り稽古」について 

【知識及び技能】 

・テーマを基に茶道具の扱いを覚える。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・点前を理解しを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 茶道 

・教材 等 茶道具 

 

【知識及び技能】 

・茶道の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。】 

 

○ ○ ○ １２ 

 定期考査       

３
学
期 

G単元「薄茶点前の割り稽古」について 

【知識及び技能】 

・テーマを基に茶道具の扱いを覚える。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・点前を理解しを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 茶道 

・教材 等 茶道具 

 

【知識及び技能】 

・茶道の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。】 

 

○ ○ ○ ６ 

H単元「薄茶風炉点前の稽古」について 

【知識及び技能】 

・テーマを基に茶道具の扱いを覚える。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・点前を理解しを表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・振り返りシート等で成果を発表する 

・粘り強く課題に取り組む。 

・指導事項 茶道 

・教材 等 茶道具 

 

【知識及び技能】 

・茶道の作法が理解できているか。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・講師の指示を正確に聞き取り表現している

か。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品を記録したり発表している。 

・粘り強く取り組もうとしている。】 

 

○ ○ ○ 

１６ 

1 

合計 

定期考査      ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科：人間と社会  科目：人間と社会 

教 科：人間と社会   科 目：人間と社会   単位数：１    

単位対象組：第２学年 １組 ～ ６組 

教科担当者： （１組：林、福澄 ） （２組：武藤、岡崎 ）（３組：松本、伊藤 ） （４組：吉野、木下 ）（５組：櫻井、志田 ）（６組：木村、新井 ）  

使用教科書： 「人間と社会」     ） 

教科 人間と社会 の目標： 

【知識及び技能】  予測できない社会の変化や新しい課題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に 

    付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わりから課題を見出し、情報を集め、整理・分 

    析して、多面的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実させ 

    ようとする態度と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自覚し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

科目 人間と社会 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

予測できない社会の変化や新しい課題に対応するた

め、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向け

て必要な知識及び技能を身に付ける。 

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択すること

ができるよう、自己と社会との関わりから課題を見出

し、情報を集め、整理・分析して、多面的・多角的に

考察する力や、考察したことを効果的に説明したり、

それらを基に議論したりする力を養う。 

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことによ

って、人間としての在り方生き方に対する自覚を深

め、自己の生き方を充実させようとする態度と、互い

のよさを生かしながら、社会の一員であることを自覚

し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

【知識及び技能】 

第１章「人間関係を築く」、 

第２章「学ぶことの意義」、 

第７章「選択し、行動する」について理解を

深め、解決に必要な技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

コミュニケーション能力、チームワーク、自

己理解・自己管理能力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組

む。 

・指導事項 

体験活動 

「チームコンセンサス・ワークショップ」、 

「芸人から学ぶコミュニケーションのコ

ツ」、 

「学部・系統理解ガイダンス」 

（ともに自立支援プログラム） 

第１章「人間関係を築く」、 

第２章「学ぶことの意義」、 

第７章「選択し、行動する」について理解を

深め、コミュニケーション能力、チームワー

ク、自己理解・自己管理能力を養う。 

・教材 等 「人間と社会」 

【知識及び技能】 

ワークシートにおいて、他者の意見や行動・

判断基準等を理解していることがわかる。 

集めた情報を的確に整理することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

異なる考えや価値観への理解を深め、他者と

相互に意見交換することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

体験活動およびグループワークにおいて、多

様な価値観や判断基準を受け入れようとして

いる。また、社会の一員として主体的・協働

的に行動しようとしている。 

〇 〇 〇 14 

２
学
期 

 

E単元 

【知識及び技能】 

第２章「学ぶことの意義」、 

第７章「選択し、行動する」、 

第１９章「主権者・成年としての権利と責

任」について理解を深め、解決に必要な技能

を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自己理解・自己管理能力、社会参画・公共の

精神、人間関係形成・社会形成能力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組

む。 

・指導事項 

体験活動 

「模擬投票」（大田区選挙管理委員会の協力

による） 

および履修指導 

第２章「学ぶことの意義」、 

第７章「選択し、行動する」、 

第１９章「主権者・成年としての権利と責

任」について理解を深め、自己理解・自己管

理能力、社会参画・公共の精神、人間関係形

成・社会形成能力を養う。 

・教材 等 「人間と社会」 

【知識及び技能】 

ワークシートにおいて、他者の意見や行動・

判断基準等を理解していることがわかる。 

集めた情報を的確に整理することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

異なる考えや価値観への理解を深め、他者と

相互に意見交換することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

体験活動およびグループワークにおいて、多

様な価値観や判断基準を受け入れようとして

いる。また、社会の一員として主体的・協働

的に行動しようとしている。 

〇 〇 〇 13 

３
学
期 

G単元 

【知識及び技能】 

第７章「選択し、行動する」、 

第１２章「支え合う社会」について理解を深

め、解決に必要な技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自己理解・自己管理能力、公共の精神、課題

対応能力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組

む。 

・指導事項 

体験活動 

「大学・専門学校入試・学校説明会」（自立

支援プログラム）、 

防災訓練（蒲田消防署の協力による） 

第７章「選択し、行動する」、 

第１２章「支え合う社会」について理解を深

め、自己理解・自己管理能力、公共の精神、

課題対応能力を養う。 

・教材 等 「人間と社会」 

【知識及び技能】 

ワークシートにおいて、他者の意見や行動・

判断基準等を理解していることがわかる。 

集めた情報を的確に整理することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

異なる考えや価値観への理解を深め、他者と

相互に意見交換することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

体験活動およびグループワークにおいて、多

様な価値観や判断基準を受け入れようとして

いる。また、社会の一員として主体的・協働

的に行動しようとしている。 

〇 〇 〇 8 

       合計 

       35 

 

 



年間授業計画 新様式 

東京都立つばさ総合高等学校 令和５年度（２年次用） 教科 総合的な探究の時間  科目 総合的な探究の時間 

教 科：総合的な探究の時間  科 目：総合的な探究の時間 単位数：１  

単位対象学年組：第２学年１組～６組 

教科担当者： （１組：林、福澄 ）（２組：武藤、岡崎 ）（３組：松本、伊藤 ） （４組：吉野、木下 ） （５組：櫻井、志田 ） （６組：木村、新井 ）  

使用教科書： （副教材として「探究ナビ」ベネッセコーポレーション     ） 

総合的な探究の時間の目標：横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や

能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができ

るようにする。 

【知識及び技能】探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現している。 

【学びに向かう力、人間性等】探究に主体的・協働的に取り組むとともに，探究活動を自己の在り方生き方と関連させ，キャリア形成に生かそうとしている。 

科目総合的な探究の時間の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識

及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探

究の意義や価値を理解する。 

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだ

し，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し

て，まとめ・表現している。 

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，探究活動

を自己の在り方生き方と関連させ，キャリア形成に生

かそうとしている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態 
配当

時間 

１
学
期 

A単元 

【知識及び技能】 

自らの興味関心に即して設定する課題の分析

や解決策の提示に必要な知識やそれを収集す

る技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自らの興味関心に即して設定した課題につい

て、収集した資料やデータを整理、分析し、

先行研究を踏まえた探究活動を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

現代社会における諸問題について興味関心を

もち、課題解決に向けて主体的・協働的に活

動することができる。 

・指導事項 

 探究のプロセス 

 課題の設定方法 

 情報収集の仕方 

 先行研究の探し方 

 探究活動発表会 

 

・教材 等 

 「探究ナビ」 

 オリジナルプリント等 

【知識及び技能】 

探究活動に必要な情報・資料を適切に収集

し、整理することができたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

収集した情報・資料を分析・考察し、それに

基づいた自身の見解を示すことができたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に探究学習に取り組んだか 

〇 〇 〇 14 

２
学
期 

 

B単元 

【知識及び技能】 

自らの興味関心に即して設定する課題の分析

や解決策の提示に必要な知識やそれを収集す

る技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自らの興味関心に即して設定した課題につい

て、収集した資料やデータを整理、分析し、

解決策や先行研究を踏まえた探究活動を身に

付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

現代社会における諸問題について興味関心を

もち、課題解決に向けて主体的・協働的に活

動して、その成果を自らのキャリア形成に生

かすことができる。 

・指導事項 

 仮説の立て方 

 情報収集の仕方 

 まとめ／表現の仕方 

 探究発表会準備 

 

・教材 等 

 「探究ナビ」 

 オリジナルプリント等 

【知識及び技能】 

探究活動に必要な情報・資料を適切に収集

し、整理することができたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

収集した情報・資料を分析・考察し、それに

基づいた自身の見解や解決策を示すことがで

きたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に探究学習に取り組み、その成果を自

らのキャリア形成に活用することができたか 

〇 〇 〇 13 

３
学
期 

C単元 

【知識及び技能】 

自らの興味関心に即して設定する課題の分析

や解決策の提示に必要な知識やそれを収集す

る技能を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自らの興味関心に即して設定した課題につい

て、収集した資料やデータを整理、分析し、

解決策や先行研究を踏まえた探究活動を身に

付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

現代社会における諸問題について興味関心を

もち、課題解決に向けて主体的・協働的に活

動して、その成果を自らのキャリア形成に生

かすことができる。 

・指導事項 

 探究発表会準備 

 グループ別探究発表会 

 全体発表会 

 探究活動のまとめ 

 

・教材 等 

 「探究ナビ」 

 オリジナルプリント等 

【知識及び技能】 

探究活動に必要な情報・資料を適切に収集

し、整理することができたか 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

収集した情報・資料を分析・考察し、それに

基づいた自身の見解や解決策を示すことがで

きたか 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

積極的に探究学習に取り組み、その成果を自

らのキャリア形成に活用することができたか 

〇 〇 〇 8 

       合計 

       35 

 


